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訳者の ことば 

「ワンダ-ブック」 A  Wonder  Book  for  Boys  and 

Girls,  1852. は 「少年少女 のために」 書かれた もので は 

あります が、 それが ために 調子 をお ろして かかった よ 

うな もので ない こと は、 作者 ナサニエル. ホ —ソン 

Nathaniel  Hawthorne,  18041  1864. が、 その 「はし 

がき」 で 述べて いる 通りです。 ホ— ソン は アメリカ 文 

学 史上、 一 二 を あらそう 大作 家であります。 そんな 立 

派な 人が、 こうした 美しい 物語 を 書きの こして くれた 

こと は、 少年少女に とって、 非常な 仕 合せと いわなけ 


れば なりません。 

ホ— ソン は、 一 八 〇 四 年に、 マサ チウ セッッ 州の セ 

ィ レムと いう 古い 港町に 生れました。 彼の 祖先 は 英国 

から 渡って 来た 清教徒でした。 彼の 祖父 は 独立戦争の 

時、 船長と して 勇ましい 働き をし ました。 父 もまた 船 

長でした が、 ホ— ソンの 小さい 時に なくなりました。 

母 一 人の 手で 育てられながら、 彼が 「今に 船乗りに なつ 

て 二度と 帰って来ない」 などと 言い出し たの も、 祖父 

や 父の ことが 頭に あつたから でしよう。 しかし 彼 は、 

ふとした ことから、 本 を 読む ことが 好きに なり、 自然 

を こまかく 見たり、 物事 を 深く 考えたり する ようにな 


りました。 そして、 作家に なろうと いう 決心 は、 大学 

へ はいる 前から ついていた ようです。 母に 宛てた 手紙 

の、 興味 ある 次の ような 一 節で、 それが よく 分ります。 

『私 は、 他人の 病気で 食べて 行く お医者さん にも、 他 

人の 罪で 食べて 行く 牧師さん にも、 また 他人の あらそ 

い 事で 食べて 行く 弁護士に もな りたくありません。 す 

ると、 私 は 作家になる ほか 道がない と 思う のです。 お 

母さん は 今に、 息子の 書いた 「ホ— ソン 全集」 で、 本 

棚 をお 飾りになる 日が 来る の を、 嬉しい と は 思い ませ 

ん か。』 

こんな 考え方が 正しい とば かり はいえ ません が、 と 


にかく、 いかにも 清教徒の 血 をう けた 少年 ホ— ソンら 

しい 手紙 だと 思います。 

大学へ はいって からの 彼 は、 ギリシャ 語 ゃラテ ン 語 

が 特によ く 出来て、 また 即座に 空想的な 物語 を 考え出 

して、 それ を 上手に 話して 聞かせる ので 評判に なリま 

した。 「ワンダ. ブック」 のお 話 は、 どれ もュ ー ス タス- 

ブライト という 大学生が、 休暇で 帰って来て、 子供達 

に 話して 聞かせる 形に なって いますが、 作者 はお そら 

く、 自分の 学生時代 のこと を 思い出しながら、 それ を 

書き 綴った ものと 思われます。 さて、 「ワンダ. ブック」 

のこと は あとに して、 ホ ー ソンの 大学 時代の 友人の 中 


に は、 後に アメリカ 第一 の 詩人と なった ロング フエ 口 

ゥ、 大統領に選ばれたピ^ .>— ス、 海軍に はいって 名 を 

あげた ホレ イシ ョ ゥ . ブ リツ ヂ などが いました。 

この 人達 は、 えらくな つてから も、 みんなで、 ホ— 

ソンに たいへん 親切 をつ くしました。 というの は、 名 

前が 少し 売れて 来た 時で も、 隣リ 近所の 人達 さえ ホ— 

ソンの 顔 を 知らなかった というく らい、 彼 は 世間ば な 

れ のした 生活 を 送って いたので、 友達と して は、 何と 

か 彼 を 早く 世に出して、 その 真価 を 一般に 知らせたい 

気がした からでした。 

却って 英国の 方で、 早くから、 ホ— ソンの 書いた も 


のに 感心して いる 人が ありまし たが、 彼の 名が 第一流 

の 小説家と して アメリカ 中に 知れ渡つ たの は、 一 八 五 

スカァ レット ■ レタ 

〇 年、 彼が 「緋 文字」 を 公に してから でした。 その 

ザ. ハウス ■ ォブ ■ セヴン ■ ゲイ ブル ズ 

次の 年に は 「七つの 破風 ある 家」 を 出し、 また その 

翌年に は、 「ワンダ. ブック」 を 出しました。 だから、 

「ワンダ • ブック」 は、 はじめに もちよ つと いってお い 

た 通り、 「少年少女 のために」 とはいっても、 作者の 一 

番 脂の 乗った 時分に 出来た 立派な 文学的 作品です。 な 

お、 彼の 本のう ちで、 言い 忘れて ならない ものに、 右 

の 諸 作よりも ずっと 前に 書かれた、 不思議な 美し さ を 

ト ワイス ■ トウ ルド ■ ティル ズ 

もつ 短編集 「云い 古された 話」 があります。 


ホ— ソン は、 一 八 六 四 年、 彼が 六十 歳の 時、 友人の 

元 大統領 ピャ ー スに 誘われて、 旅行に 出た まま、 旅先 

プリマスの 宿で なくなりました。 

さて、 「ワンダ. ブック」 はホ ー ソン 自身の 「はしが 

き」 にも ある 通り、 ギリシャ、 口  — マの 神話から 材料 

を 取って、 それ を 極めて 自由に 書き こなした ものです _ 

最初の 話 「ゴ— ゴンの 首」 は 「メ ヅサの 首」 といった 

方が 分りが 早い かも 知れません。 二番目の 「何でも 金 

になる 話」 は、 慾ば りの マイ ダス 王の 話で 原作の 表題 

は T.HE  GOLDEN  TOUCH です が、 「さわる ものす ベ 

て を 金に する 魔力」 という 意味 を 漢字な どで あらわす 


と、 よけいに むずかしくな るので、 ちょっと 変えて 見 

ました。 第三の 「子供の 楽園」 は 「パンド ー ラの 箱」 

の 話。 第 四の 「三つの 金の 林檎」 は 英雄 ハ— キ ユリ— 

ズ (ヘラクレス) が ヘス ペリ ディ ー ズの 庭の 金の 林檎 

を 取りに 行く 話です。 第五の 「不思議の 壺」 は 「何で 

も 金になる 話」 と共に、 この 本の 中で は 最も 教訓的な 

ものです が、 作者 ホ— ソンの やさしい、 正しい、 そし 

てきびしい 一 面が、 よく 出て いると 思います。 最後の 

ぺガ ッサス 

「カイミ ァラ」 は 青年 英雄 ビレラ フォンが、 天馬 を 得 

て、 怪物 カイミ ァラを 退治す る 話です。 ところが、 ギ 

リシ ャ、 口 ー マの 神話 を 読んで 見る と、 面白い ことに 


は、 ビレラ フォン を 助けて カイミ ァラを 討た せた、 世 

にも 美しい 天馬 ぺガ ッサス は、 パ— シ ウスに 首 を 落さ 

れた、 あの 怪物 メヅサ の 胴体から 生れた という ことに 

なって います。 また、 その 時 一 しょに 生れた 今 一 人の 

兄弟の 子が、 「三つの 金の 林檎」 の 中に、 六本 足の 怪物 

として、 ハ— キ ユリ— ズの 手柄 話に ちょっと 出て 来る 

ヂ エリオンだった りする というよ うな わけで、 「ワン 

ダ- ブック」 を 読んで から、 ギリシャ、 口  — マの 神話 

に はい つ て 行くならば、 多くの 旧知に 出 遇うよう な 喜 

び を 感じる でしよう。 

最後に、 それぞれの 話の 前後に 添えられた 「タンダ 


ル ウッドの 玄関」 その他の 短い 文章に ついて、 一言 附 

加えて おきたい と 思います。 それら は、 前に もちよつ 

と 言った、 作者の 学生時代 を 思わせる 青年 ュ ー スタ 

ス. ブライトが、 子供達に それぞれの 話 をして 聞かせ 

た、 時と 所と 情景と を、 まず 描いて 見せる ことによ つ 

て、 読者 を 聴き 手の 中へ 誘って、 話が すむ とまた 子供 

達に 意見 を 述べさせ たりして、 読者に も 考えさせ ると 

いったよ うな、 いずれも 非常に 暗示 的な、 面白い もの 

こと 

だと 思います。 但し、 話の 本文と は 少し 行き方 を 異に 

むし 

していて、 寧ろ 父兄の 理解 を 助ける ために 添えられた 

ものと もい える ので、 訳文の 調子 も 少し 変えて おき ま 
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はしがき 

著者 は、 ずっと 前から、 ギリシャ、 口 ー マの 神話の 

多く は、 少年少女 のために、 とてもす ばらしい 読み物 

に 書き かえる ことが 出来る という 意見 を 持つ ていた。 

ここに 公に する 小冊子に 於て、 著者 はそう した 目標の 

もとに、 六つの 神話 物語 を 書き上げて みた。 この もく 

ろみの ために は、 思いき つた 自由な 取扱い 方が 必要 

だった。 しかし 誰でも、 これらの 伝説 を、 自分の 頭の 

きた 

中で 鍛え 直して みょうと すれば、 それらが 実に、 すべ 


ての 一 時 的な 形式 や 事情から 独立した ものである とい 

うこと に 気がつく であろう。 ほとんど ほかの もの はす 

ベて、 もとの 形 を 失って しまう ほどの 変化 を 与えても、 

神話 そのものの 本質 は 少しも 変らない ので ある。 

だから 著者 は、 二三 千年の 歴史に よって 神聖 化せら 

れ ている その外 形に 対して、 空想の おもむく ままに、 

時に 改変 を 加えた からといって、 別に 勿体ない こと を 

したと は 思って いない。 いかなる 時代 も、 これら 不滅 

の 神話 を、 自分の もの だと 主張す る わけに は 行かない。 

それら は、 つくられ たもの だとい う 気がしな いくらい 

であって、 たしかに、 人類が 存在す る 限り、 ほろびよ 


うがない ので ある。 しかし、 そうして 不滅で あれば こ 

そ、 いつ、 いかなる 時代が、 それらの 神話に、 その 時 

代 固有の 形式と 感情の ころも を 着せ、 また その 時代 固 

有の 道徳 を 吹き込んでも、 一向 さしつかえ はない の だ。 

この 本の 中で は、 神話 は その 古典的な 外貌の 多く を 

失った かも 知れない (いずれにしても、 著者 は それ を 

つとめて 保存しょう ともしなかった ので あるが)、 そ 

ゴシック  あるい  ロマンチック 

して、 おそらく、 粗野な、 或は 浪漫的な ものに なって 

しまった かも 知れない。 

この 愉快な 仕事 をす るに 当って  というの は、 そ 

れ はほんと に 夏向の 仕事だった し、 また、 著者が 今 ま 


でに くわだてた 文学的な 仕事のう ちで、 最も こころよ 

いものの 一 つだった から —— 著者 は、 子供達に よく 分 

ら せる ために、 常に 調子 を 下げて 書かなくて はなら な 

いと も 考えなかった。 話の 性質 上、 自然にそう なって 

行く 時と か、 また 著者の 気持が 話に つれて、 われ 知ら 

ず 高揚して 行く ような 時には、 大抵の 場合、 話の 調子 

が 高くなる がま まに 放任した。 子供達 は、 想像の 上で 

も 感情の 上で も、 それが どんなに 深く、 或は 高い もの 

であっても、 同時に 単純で さえ あれば、 おそろしく 分 

めんくら 

りの いい もの だ。 子供達 を 面 喰わせる もの は、 ただ あ 

まりに ひねくりまわした、 こみ 入った もの だけな ので 


あ 

る。 


タン グル ウッドの 玄関 

—— 「ゴ ー ゴンの 首」 の 話の 前に —— 

天気の いい、 秋の 或る 朝の こと、 タン グル ウッドと 

いう 田舎のお 屋敷の 玄関先に、 背の 高い 青 年を取り か 

こんで、 愉快な 子供達の 一群が 集まって いた。 彼等 は 

木の実 拾いに 出かける ことにな つていた ので、 丘の 斜 

面から 霧が 晴れ上が つ て、 お日様が 野原 や 牧場の 上 一 

杯に、 それから、 色 とりどりに 紅葉した 森の奥まで、 

小春 日の あたたかさ を ふりまいて くれる の を、 今 か 今 


かと 待って いるので あった。 この美し い、 気持の いい 

世界の 様子 を 更に 引立てて 見せる 上天気の うちで も、 

今日は また 飛切りの 上天気に なりそう だった。 しかし、 

今のところ、 霧 はま だ 谷間の 長さ 一杯、 幅 一 杯に 立ち 

こめて、 お 屋敷 は それに 浮く ように、 なだらかに 盛リ 

上がった 丘の 上に 建って いるので あった。 

この 白い 霧 は、 その 家から 百^ i ド とも 離れない あ 

たりまで 迫って いた。 それから 先 はすべ て 霧に かくれ 

て、 ただ 見える 物と て は、 あちらこちらに 頭 を 突き出 

して、 霧のお もてと 一し よに、 朝の 陽に 美しく 照らし 

出されて いる 赤 や 黄色の 樹の 天辺 だけだった。 南の 方、 


四 五 マイル はなれて、 モニュメント 山の いただき がそ 

びえ ていた。 それが また 雲の上に 浮かんで いるよう 

だった。 同じ 方角の 更に 十五 マイル ほど 向う に、 一層 

高い タコゥ 二 ック 山の 円い 頭が 見えて いたが、 青く か 

すんで、 ほとんど それ を 包んで いる 雲の 海よりも かす 

たこち、 

かなく らいだった。 谷間 を 取 巻く、 もっと 近い 山々 は、 

半分 霧の 中に 没して、 それから 頂上までの 間に、 点々 

として 巻雲 をう かべて いた。 こうして 全体 を 見渡した 

ところ、 あんまり 雲霧が 多く、 大地が ほとんど 見えな 

いので、 何だか 夢の ような 感じが する のであった。 

さっき 言った 子洪達 は、 はち^れる ほど 元気に 満ち 


ていたので、 始終 タン ダル ウッドの 玄関から 外へ 飛び 

出して は、 砂利道 を かけ 廻ったり、 露に ぬれた 芝草の 

上 をつ き 抜けたり していた。 子供の 数 は 幾人だった か、 

よく 分らない が、 九 人 十 人 以下で はなく、 それ かと 云つ 

て 十二 人 は 越えて いなかった。 そして 男の子 も 女の子 

も、 その 様子 や、 からだの 大きさ や、 年恰好 はいろ い 

ろだった。 彼等 は、 兄弟、 姉妹、 いとこ 達で、 そこへ 

二三 人の 小さな 友達 も 加わって いたが、 それ はこの い 

い 季節の 一 部 を ここの 子供達と 一 しょに タン グル ゥッ 

ドで 過ごす ようにと、 プリングルさん 夫婦に 招かれて 

来て いる 子供達だった。 私 は 彼等の 名前 をい うこと も、 


又 今まで 世間の 子供達に つけられ たどんな 名前で 彼等 

を 呼ぶ こと もやめ てお き 度い。 というの は、 物 を 書く 

人が 彼等の 著書の 中の 人物に、 たまたま 実在す る 人の 

名前 をつ けたが ために、 大変 厄介な ことになる ような 

場合が 間々 あると いう こと を、 私 はよ く 知ってい るか 

ら。 そんな わけで、 私 は 彼等 を、 プリム ロウズ、 ペリ 

ウィンクル、 ス ウイ ） ^  • ファ— ン、 ダン デ ライアン 

ブル—  • アイ、 クロウ ヴァ、 ハックル ベリ、 カウス リツ 

プ、 ス クオ ッシュ • ブロッサム、 ミルク • ウイ ー ド、 

プラン ティン、 それから バタ カップと いう 風に 呼んで 

おこうと 思う。 尤も、 こんな 名前 は、 人間の 子供達の 


仲間に よりも、 一群の 妖精 達に つけた 方が ふさわしい 

ような 気 もす る けれども。 

彼等が、 誰か 特に 真面目な 年長者の 監督な しに、 森 

ま— う-ま、 つ- 

や 野原 を 方々 歩き 廻る というよ うな こと は、 彼等の 注 

ある い  また 

意 深い 父 や 母 や、 叔父 や 叔母 や、 或は 又 祖父母 達から 

許されようと は 思えない。 どうして どうして、 とんで 

もない！ この 本の 書 出しのと ころで、 背の 高い 青年 

が 子供達の まん 中に 立 つ ていたと 私が 言った こと を、 

読者 は 思い出して 下さる だろう。 彼の 名 —— (これ だ 

け は 本名 を 知らして おこう、 というの は、 彼 はこうし 

て 活字になる ような 話 をした こと を、 非常な 名誉と 心 


得て いるの だから) —— 彼の 名 はュ— ス タス. ブライ 

ト といった。 彼はゥ イリヤ ムズ 大学の 学生で、 たしか 

この 時には、 もう 十八 歳に もな つていた かと 思う。 だ 

から 彼 は、 ペリ ウィンクル、 ダン デ ライアン、 ハック 

ル ベリ、 ス クオ ッシュ • ブロッサム、 ミルク. ウイ— 

ド、 その他、 彼の 半分 か 三分の  一く らいな 年の 子供達 

に対して は、 まるでお 祖父 様の ような 気がして いた。 

彼 はちよ つと 眼 を 痛めて (今日の 学生 は、 熱心に 読書 

をした こと を 証拠立てる ために、 そんな 風に ちょっと 

眼 を 痛めたり する の を 必要な ことのよ うに 考えて いる 

らしい が)、 学期が 始まって から  一 二週間 学校 を 休ま 


なければ ならなかった のだった。 しかし 私な ど は、 

ュ ー ス タス • ブ ライト ほど、 遠く も 見え、 物 もよ く 見 

えそうな 眼 をして いる 人に は、 めったに 会った ことが 

ないような 気がする くらいなん だが。 

この 博学の 学生 は、 ほつ そリ としていて、 アメリカ 

ちぢ --ノ ろ 

の 大学生が みんなそう であるよ うに、 蒼白かった。 そ 

のく せ 健康そう で、 まるで 靴に 翼が 生えて いるの かと 

思われる ほど、 身軽で 活発だった。 それに、 小川 を 渉つ 

たリ、 草原 を 歩いたり する こと は、 何よりも 好きな の 

で、 今日の 遠足に も、 ちゃんと 牛の 皮の 深靴 を 履いて 

ブラウス  ラシ ャ 

来て いた。 彼 は リンネルの 寛 衣 を 着て、 羅紗の 帽子 を 


かぶり、 緑色の 眼鏡 を かけて いたが、 この 色眼鏡 は、 

おそらく 眼の ためとい うよりも、 それが ために 何だか 

だ て 

えらそう に 見える という 伊達から かけて いたので あろ 

う。 しかし、 いずれにしても、 彼 は それ を 別に かけな 

く ともよかった の だ。 何故なら、 小さな いたずらつ 児 

の ハックル ベリが、 玄関の 段に 腰かけて いる 彼のう し 

ろへ そっと 廻って、 彼の 鼻から 眼鏡 を 手早く はずして、 

自分で かけて いて、 彼が 取り もどす の を 忘れて いるう 

ちに、 草の 中へ 落して しまった のが、 翌年の 春まで そ 

のま まう つ ちゃ つ て あ つ たような わけなん だから。 

さて、 ここで 是非 言って おきた いのは、 ュ ー ス タス. 


ブライトが、 不思議な 話の 語 手と して、 子供達の 間に 

大変な 人気が あって、 彼等が もっと もっとと、 いつま 

でも 際限な くせがん だり すると、 たまに はい やな 顔 を 

して 見せる けれども、 彼が 果して そうした 不思議な 話 

をして 聞かせる こと 以上に 好きな ことがあ るか どうか 

は 疑わしい という ことで ある。 だから、 クロウ ヴァゃ 

ス ウイ— ト • ファ— ンゃ カウス リップ や バタ カップ や 

その他 彼等の 仲間の 大部分が、 霧の 晴れ上が るの を 待 

つ 間、 何 かお 話 をして 頂戴 と 彼に せがんだ 時、 彼の 眼 

が 輝いた こと は 読者 も 想像 出来る だろう。 

『そうよ、 ュ ー ス タス 従め さん、』 と、 笑った ような 眼 


の、 鼻が ちょっと 天井 を 向いた、 十二 歳になる 利口な 

少女の プリム ロウズが 言 つた。 『あなたが よく あたし 

こん ま 

達 を 根負け さしてし まうよう なお 話 をして 下さる のに、 

朝 ほどい い 時 はたし かにない ことよ。 一番 面白い とこ 

ろへ 来て、 いねむ リ をしたり なんかして、 あなたに 怒 

られる 心配が な いんです もの —— 小さな カウス リップ 

と あたしと は 昨夜そう だ つたで しょ。』 

『意地悪の プリム ロウズ、』 と、 六つになる カウス リツ 

プが 叫んだ。 『あたし 、いねむりなん かしなかった わよ。 

ただ、 ュ ー ス タスに いさんが お話して いる ことが 見え 

るかと 思って、 目をつぶって いただけよ。 にいさんの 


お 話 は、 夜 聞いても いい わ。 だって、 寝てから その 夢 

が 見られ るんだ もの。 それから 朝 だってい いわ。 その 

時 は 起きた まま 夢の ように 考え てれば い いんだ もの。 

だから あたし、 にいさんが 今す ぐお 話して 下さる とい 

いと 思う わ。』 

『小さな カウス リップ、 ありがとう、』 とュ ー ス タス は 

言った。 『いいと も、 僕が 考えついた 一番い いお 話 を 

して 上げよう。 意地悪の プリム ロウズに 対して、 カウ 

スリップが こんなにまで、 僕の 肩を持って くれた こと 

だけの ために もね。 しかし、 みなさん、 僕 は 今迄に あ 

たくさ ん 

んまリ 沢山 君達に お伽話 をして 上げた ので、 少なく と 


も 二度 以上し ない 話なん て 一 つもな いんじゃ ないかし 

ら。 もし 僕が その 中の 一 つ を また 始める と、 何だか あ 

なた 方 は 本当に 眠って しまいそう だね。』 

『そんな こと はない、 ない、 ない！』 と、 ブル ー • ァ 

ィゃ ペリ ウィンクル や、 プラン ティン や、 その他 五六 

人が 叫んだ。 『私達、 前に 二三 度 聞いた 話なら、 よけい 

に 好きなん です。』 

そして、 子供達の 場合に 限って、 話と いう もの は、 

二度 や 三度 はおろ か、 幾度で も 繰 返せば 繰 返す ほど、 

彼等の 興味が 深くな つて 来る らしい という こと は 事実 

である。 しかし 話の種 はいくら でも 持って いる ュ ー ス 


タス. ブライト は、 もっと 年取った 話 手なら ば よろこ 

んで 捉えた かも 知れない こうした 附目を 利用す る こと 

は、 いさぎよし としなかった。 

『自分の 頭で 話 を 作り出す 力 はいう まで もな いこと、 

学問 も 僕 ほど ある 人が、 一 年中 を 通じて、 一 日で も、 

なさけ 

君達 子供の ために、 新しい 話が 出来ない ようじ や 情 

ない、』 と 彼 は 言った。 『だから 今日は 一 つ、 われわれ 

の 大きな お祖母さん ともいうべ きこの 地球が、 まだ 

うわっぱり 

上 張 を 着て、 よだれかけ を かけて いたよう な 時代に、 

よろこんで 聞いた ような、 大昔のお 話 をして 上げよう 

そんなお 話なら 百 ほど も あるんだ が、 それが とつく の 


昔に どうして 少年少女 達の ための 絵本に ならなかった 

か、 僕に は 不思議な くらいだ。 それ どころ か、 そんな 

お 話 を、 白い ぉ髯を 生やした、 えらい おじさん 達が、 

かびくさ  い つ 

ギリシャ 語の 黴臭い 本の 中で 研究して、 それが 何時、 

どうして、 何のた めに 出来た かなんて、 頭 を ひねって 

いる だけなん だからね。』 

『まあいい よ、 まあいい よ、 ュ ー ス タスに いさん！』 

と 子供達 は みんな 一 しょに 叫んだ。 『話の 説明 はもう 

いいから、 始めて 下さい。』 

『じ や、 一人残らず 坐って、』 とュ ー ス タス • ブライト 

は 言った。 『そして みんな 二十日鼠 のように 静かに し 


てらつ しゃい。 たとえ それが 大きな、 いたずらの プリ 

ム ロウズから でも、 小さな ダン デ ライアンから でも、 

或は 又 ほかの 誰からで も、 ちょっと でも 邪魔が はいつ 

たら、 僕 はお 話 を 途中で 切って しまって、 あと はもう 

言わない ことにす るよ。 しかし、 はじめに ちょっと 訊 

いてお くが、 君達のう ちで 誰か、 ゴ— ゴン つて どんな 

もの だか 知って る 人が ある？』 

『あたし 知って ます、』 と プリム ロウズが 言った。 

『じ や 黙つ てらつ しゃい！』 とュ— ス タスが 言った。 

むし 

彼 は 寧ろ 彼女が そんな こと を 知っていない 方が よか つ 

たと 思つ たんだが。 『みんな 黙って らっしゃい。 僕が 


ゴ— ゴンの 首に ついての、 面白い、 いいお 話 をして 上 

げ るから ね。』 

そして 彼 は、 読者が 次の 頁から 読み 始められる 通り 

に、 話 をした。 彼 は 大学 二 年の 学識 を もとに、 豊富な 

才気 を 働かして、 アン サン 教授のお かげ を 大いに 蒙り 

ながら、 しかも 彼の 空想の 奔放な 大胆 さが 命ずる 場合 

に は、 すべての 古い 典拠 を 無視して、 話 を 進めた。 


ゴ —ゴ ンの首 

パ— シ ウス は 或る 王様の 娘 ダネィ の 子でした。 そし 

てパ— シ ウスが まだ ほんの 小さな 子供の 頃、 悪い 人達 

が、 お母さんと 彼と を 箱に 入れて、 海へ 流して しまい 

ました。 風が いきおいよく 吹いて 来て、 その 箱 を 沖へ 

押し出し、 こわい 大波が それ を 上下に ゆすぶりました。 

その 間、 ダネィ は 彼女の 子供 を 胸に 抱きしめて、 今に 

なみがしら 

大きな 波が 、その 泡立った 波頭 を 彼等 二人の 上に ぶつ 

つけて 来 やしない かと、 びくびくして いました。 しか 


しその 箱 は どんどん 流れて、 沈み もしなければ、 ひつ 

くり 返り もしませんでした。 そしてと うとう、 日も暮 

れ かかった 頃に なって、 或る 島の 近くに 漂って 行った 

ので、 一人の 漁師の 網に かかって、 無事に 砂浜の 上に 

引上げられました。 その 島はセ ライフ ァス 島と 云って 

ポリ デク ティ ー ズ王 がそれ を 治めて いました が、 この 

王様 はちょう ど その 漁師の 兄弟でした。 

仕 合せな ことに は、 この 漁師 はとても 人情 深い、 

ま つ すぐ 

真直な 人でした。 彼 は ダネィ とその 小さな 子と に、 た 

いそう 親切 をつ くし、 パ ー シ ウスが たいへん 強い、 活 

発な、 そして 武芸に 達者な、 立派な 若者になる まで、 


彼等の 面倒 を 見ました。 これより ずっと 前に、 ポリ デ 

ク ティ ー ズ王 は、 この 流れ 箱に 乗って 彼の 領地へ 来た 

母子の 他国者 を 見て いました。 彼 は 彼の 兄弟の 漁師の 

ように 善良な、 親切な 人間で はなく、 とても 悪い 人で 

したので、 パ ー シ ウス を あぶない 冒険に 出して、 亡き 

者に し、 その上でお 母さんの ダネィ に対して、 何 かた 

い へ ん悪 いこと をしょう と 決心し ました。 そこで 悪者 

の 王様 は、 ずいぶん 暇 をつ ぶして、 一体 若者が 引受け 

そうな ことで、 何が 一 番 危険だろう かと 考えました。 

そしてと うとう、 彼の 注文通り、 命に も かかわる よう 

な ことにな りそうな 冒険 を 思い ついて、 若い パ ー シゥ 


スを 呼びに やりました。 

若者が 王宮へ まかり 出て 見る と、 王様 は 玉座に 坐つ 

て いました。 

『パ— シ ウス、』 と ポリ デク ティ ー ズ王 は、 ずるそう に 

彼に ほほ 笑み かけながら 言いました、 『お前 も 立派な 

若者に なった な あ。 お前と お前の よい 母親と は、 わし 

の 兄弟の 漁師から だけで なしに、 わし 自身に も 大変 世 

話に なった。 だから その 幾分な リ とも、 恩返しす るの 

が い や だ と は 言う ま い な。 』 

『はい、 陛下、』 とパ ー シ ウス は 答えました、 『御 恩に 

むくいます ために は、 命 をも厝 しみません。』 


『うむ、 それで は、』 と 王様 は、 ずるそう な 微笑 を 唇に 

浮かべながら、 つづけました、 『わし はお 前に、 ちょつ 

とした 冒険 を 頼みたい のじ や。 そして、 お前 は 勇敢な、 

冒険 好きの 若者 だから、 きっと それ を、 お前が 勲 をた 

てるた めの 願っても ない 機会に めぐり 合った ものと し 

て、 仕 合せに 思って くれる だろう。 まあ 聞いて くれ、 

パ ー シ ウス、 わし は 美しい ヒポ ディ ミヤ 姫と 結婚し よ 

うと 思って いる。 ところが、 こうした 場合、 花嫁に 対 

して 何 か 遠い 国から 持って来た 美事な 珍品 を 贈る とい 

ならわし 

う 習 になって いる。 正直な ところ、 わし は 彼女の よ 

うなす ぐれた 趣味 を 持った 姫の 気に入り そうな もの を、 


何処で 手に入れ たもの かと 少々 困って いた。 しかし 今 

朝に なって、 それにう つてつ けの 品物 を 思いついて、 

われながら 得意に なって いるの じ や。』 

『して、 それ を 手に入れます について、 私が 陛下のお 

役に立つ ことが 出来ます でしよう か？』 とパ— シ ウス 

は 熱心に 叫びました。 

『出来る —— もしお 前が わしの 信じて いる ほど 勇敢な 

若者であった なら、』 と ポリ デク ティ ー ズ王 は、 この 上 

もな くや さしい 調子で 言いました。 『わしが 是非 美し 

ぃヒポ ディ ミヤに 捧げたい と 思 つ ている 婚礼の 贈物 は、 

頭に 蛇の 髪が 生えた ゴ— ゴン •  メヅサ の 首 じ や。 そし 


てパ ー シ ウスよ、 わし はお 前の 力で それ を 取って来て 

もらいた いと 思って いる。 そんな わけで、 わし は 姫と 

の 話 を 取りき めたい と 熱望して いるので、 お前が ゴ— 

ゴ ンを 探しに 出かけて くれる のが 早ければ 早い ほどう 

れ しいの じ や。』 

『明朝 出発いた します、』 とパ ー シ ウス は 答えました。 

『どうか そうして くれ、 わが 天晴の 若者、』 と 王様 も 言 

いました。 『それから、 パ ー シ ウス、 ゴ— ゴンの 首を切 

る 時、 その 形 を 害うよう な ことのな いように、 ばっさ 

りと、 きれいに 切る ように 気をつけて くれ。 お前 は そ 

れを、 美しい ヒポ ディ ミヤ 姫の すぐれた 趣味に 適うよ 


うに、 少しもいた めないで 持って 帰らなければ ならな 

い。』 

パ— シ ウス は 王宮から 下がって 来ました。 ところが、 

彼が やっと 聞えない 位の 所へ 行く か 行かない うちに、 

ポリ デク ティ— ズは、 わつ はつ はと 笑い出しました。 

彼 はいかに も 悪い 王様 だけに、 その 若者が こうまで た 

やすく 罠に かかった の を 見て、 ひどく 喜んだ のでした。 

パ ー シ ウスが 蛇の 髪 をした メヅサ の 首を切って 来る こ 

と を 引受けた という この 噂 は、 すぐ ぱっと 世間に ひろ 

がりました。 みんな は うれしがった、 というの は、 こ 

の 島の 住民 達 は 大抵、 王様に 負けない くらい 悪い 人達 


で、 何 か 大変な わざわいが ダネィ とその 息子の 上に 起 

る こと を、 何よりも 喜んだ からです。 この 不幸な セラ 

ィ ファス 島に は、 あの 漁師た だ 一 人し か 善人 はいな 

かったら しいので す。 だから、 パ ー シ ウスが 歩いて 行 

くと、 人々 は 彼に うしろ 指 を さした リ、 口 を 曲げたり、 

互に 目く ばせ をしたり、 また 思いきって 出せる だけの 

声で 彼 を 嘲弄したり しました。 

『ほう、 ほう！』 と 彼等 は 叫びました、 『あいつ はメヅ 

みごと 

サの 蛇に 見事に 咬まれて しまう ぜ！』 

むき 

さて その 頃に は、 三 疋のゴ —ゴン が 棲んで いました。 

そして 彼等 は、 世界 始まって 以来 その 時まで、 その 時 


から 今日まで、 なお その上 この 先 何年た つても、 ほか 

に 見られそう もない ような、 この 上 もな く 奇怪な、 恐 

しい 怪物でした。 何 獣と いおうか、 何のおば けと いお 

しろもの 

うか、 とにかく ほとんど 名のつ けよう もない 代物で し 

た。 彼等 三疋は 姉妹であって、 どこか ちょっと 人間の 

女に 似た ところ も ありまし たが、 本当 は 非常にお そろ 

しい、 有害な 竜の 一種だった のです。 全く 以て、 これ 

らの 三疋が どんなに 凄い ものだった か、 想像す るの も 

困難な 位です。 だって、 君達 は噓 だとい うか も 知れな 

いが、 彼等の 頭に は それぞれ、 髪の毛の 代りに、 大き 

な 蛇が 百 も 生えて いました。 それ もみん な 生きて いて、 


身 をよ じったり、 のた くったり、 くるくる 巻きに なつ 

さき  また  も 

たり、 それから、 尖の 方が 叉に なって 毒 を 有った 舌 を 

ぺ ろべ ろと 出したり しました。 ゴ— ゴ ン 達の 歯 はお そ 

ろしく 長い 牙に なって いて、 手 は 真鍮で 出来て おり、 

からだ 一面 は うろこで、 それ は 鉄で はない にしても、 

それに 負けない くらい 堅くて 突き通しに くいもの でし 

た。 その上、 彼等に は 翼が あって、 それが また 本当に、 

すばらしく 立派な ものでした。 というの は、 その 羽の 

毛が 一枚々々、 まじりけ のない、 光った、 きらきらし 

た、 磨いた 金で 出来て いたので すから。 ゴ— ゴン 達が 

お日様の 光 をう けて 飛び 廻る 時には、 きっと、 ひどく 


まぶ 

眩しく 見えた に 違いありません。 

しかし 人々 は、 空 高く 飛んで いる 彼等の きらきらし 

た 輝き を ちょっと でも 見る と、 立 止まって 眺める どこ 

ろか、 駆け出して 出来るだけ 早く 身 を かくすので した。 

多分 君達 は、 彼等が ゴ —ゴン の 髪の毛の 代りにな つて 

いる 蛇に 咬まれる とか —— その おそろしい 牙で 頭 を 喰 

い 切られる と か —— 真鍮 の 爪で ずたずた に 引裂かれる 

とかす るの を 恐れて いるの だと 思う でしよう。 そう、 

たしかに そんな こと も 危険のう ちに ははい つていた が、 

決して それらが 一 番 大きな 危険で もなければ、 一 番の 

がれに くい 危険で もなかった のです。 というの は、 こ 


れらの 恐し ぃゴ— ゴ ン 達の 何より こわい ところ は、 も 

しわれ われ 無力な 人間が、 彼等の 顔 を まともに 見つめ 

でもしょう ものなら、 間違いな く、 温い 肉と 血と が、 

たちまち 冷たい、 死んだ 石に なって しまう という こと 

でした。 

だから、 君達に もす ぐ 分る 通り、 悪い 王様 ポリ デク 

ティ ー ズが、 この 罪 もない 若者の ために 考え出し たこ 

と は、 とても あぶない 冒険だった のです。 パ— シ ウス 

自身 も、 そのこと をよ く 考えて みると、 彼が それ を 無 

事に 切り抜けて 来る という 見込み は ほとんど 立たず、 

蛇の 髪 をした メヅサ の 首 を 持つ て 帰つ て 来る よりも、 


むし 

寧ろ 石仏に な つ てし まう 心配の 方が、 ずっと 多そう な 

気がしないで はいられませんでした。 というの は、 他 

の いろんな 困難 は 言う に 及ばず、 ここに、 パ ー シ ウス 

よりも 年取った 人で も、 それ を どう 突破して いい か 分 

ら なくなって しまうよ うな 困難が 一 つあった からです。 

彼 は 単に この 金の 翼、 鉄の うろこ、 長い 牙、 真鍮の 爪、 

蛇の 髪な ど を 有った 怪物と 闘 わなければ ならない と 

いう だけで はなく、 目 を 閉じた まま か、 或は 少なく と 

ほ とん 

も、 現に 闘って いる 相手 を 殆ど ちらっと 見る こと も 

しないで 斃 さなければ なりません。 でない と、 打ち か 

かろうと して 腕 を 上げて いる 間に 石に な つ てし ま つ て、 


その 腕 を 上げた ままの 姿勢で、 年月と 風雨と が 彼 を 

すっかり ぼろぼろ にして しまうまで、 何百 年で も 立つ 

ている ような ことになるでしょう。 これ は、 輝かしく 

美しい この 世界で、 彼のよう にこれ から 沢山の 手柄 も 

たて、 いろいろ いい 目に も 会いたい と 思って いる 青年 

の 上に 起る にして は、 あまりに も 悲しい ことです。 

こんな こと を 考える と、 たいへん 悲しくな つて 来て、 

彼 は、 やりましょうと 引受けた こと を、 お母さん にお 

話しす るに 忍びませんでした。 そこで 彼 は、 盾 を 取り、 

剣 をつ けて、 島から 本土へ と 渡り ましたが、 淋しい 所 

に 一 人で 坐って こぼれて 来る 涙 を 抑え かねました。 


しかし、 彼が こうして 悲しい 気持で いると、 すぐ 傍 

で 声が しました。 

『パ— シ ウス、』 とその 声 は 言いました、 『何故お 前 は 

悲しんで いるの だ？』 

彼 は 伏せて いた 顔 を、 手から 上げました。 ところが 

どうでしょう、 パ ー シ ウスが 自分 一 人 だけ だと 思って 

いたのに、 この 淋しい 所に 一人の 見知らぬ 人が いたの 

です。 それ は 元気そう な、 才智 ありげ な、 そしてと て 

も 利口そう な顔附 をした 青年で、 肩に 外套 を かけ、 頭 

に は 妙な 帽子 を かぶり、 手に は 変に 曲りくねった 杖 を 

持ち、 そして 腰に は 短い、 ひどく 反った 剣 を 下げて い 


ました。 彼 は そのから だつ きが、 常に 運動 をして いて、 

跳んだり 走ったり する ことが 上手な 人の ように、 如何 

にも 軽く、 活発でした。 殊に、 その 見知らぬ 人 は、 た 

いへん 快活な、 抜 目の ない、 頼りに なりそう な (その 

上、 たしかに ちょっと いたずらら しいと ころ は あるに 

はあった が) 様子 をして いたので、 パ— シ ウス は その 

人 を じっと見て いると、 自分 も だんだん 元 気づいて 来 

るよう な 気がしないで はいられませんでした。 それに、 

彼 は 本当 は 勇気の ある 若者だった ので、 よく 考えて 見 

ると 何も そんなに 気 を 落す ほど のこと もな さそう だの 

に、 臆病な 小学生の ように 目に 涙 をた めて いると ころ 


を 他人に 見られて、 たいそう 恥ずかしい 気がしました。 

そこで パ— シ ウス は 涙 を 拭いて、 出来るだけ 勇ましい 

顔に なって、 その 見知らぬ 人に 向って 可な リ 元気に 答 

えました。 

『僕 はそんな に 悲しんで はいません、』 と 彼 は 言い ま 

した、 『ただ 僕が 引受けた 冒険に ついて 考え込ん でい 

ただけ です。』 

『お ほう！』 とその 見知らぬ 人 は 答えました。 『まあ 

いいから、 わたしに すっかり その 話 をして ごらん、 そ 

うすれば、 わたしが 君の 力に なって 上げられる かも 知 

れ ない。 わたし は 今までに、 沢山の 若者 を 助けて、 やつ 


て 見ない うち は 随分と むずかし そうに 見えた 冒険 を 仕 

遂げさせ たこと も あるんだ から。 多分 君 はわた しのこ 

と を 聞いた ことがあ るだろう。 わたしに は、 いろんな 

名前が ある。 しかし クイック シ ルヴァ という 名前が、 

他の どれよりも わたしに 適して いる。 まあ、 君の 心配 

事 を わたしに 聞かせなさい。 そうすれば、 二人で よく 

相談して、 何 かうまい 方法が 見つかる かも 知れない。』 

そ の 見知ら ぬ 人の 言葉と 態度と が、 パ— シ ウス を、 

まるで 前と は 打って 変った 気持に しました。 彼 はどう 

せ 今までよりも 悪い ことにな りつこ はない し、 それに 

どうかす ると、 この 新しい 友達が、 結局 大変よ かった 


というよ うな ことにな りそうな、 何 かいい 智恵 でも 貸 

して くれそう な 気がした ので、 彼の 心配事 をす つかり 

クイック シル ヴァに 話して しまう ことにき めました。 

そこで 彼 は、 かいつまんで、 ありのままに 事情 を 打 明 

けました、 —— つまり、 ポリ デク ティ— ズ 王が、 美し 

ぃヒポ ディ ミヤ 姫に 対する 婚礼の 贈物と して、 蛇の 髪 

をした メヅサ の 首 を ほしがつ ている こと、 それから 彼 

が 王様の ために それ を 取って来て 上げる こと を 引受け 

はした ものの、 石に されて しまう こと を 心配して いる 

ことな ど を 話した のです。 

『石に なつち ゃ可哀 そうだ、』 と クイック シル ヴァは 


人の 悪い ほほ 笑み をう かべて 言いました、 『尤も、 君 は 

大変 立派な 大理石の 像になる だろう がね。 そして、 ぼ 

ろぼろ になって しまうま でに は、 何百 年 も かかる だろ 

う。 しかし 大抵 誰でも、 石像に なって 何百 年 も 立って 

いるより は、 数年間で もい いから 青年で いたいから 

ね。』 

『ええ、 全く その 方が いいです よ！』 とパ— シ ウス は、 

また 目に 涙 をう かべながら 叫びました。 『それに、 も 

しも かわいい 息子が 石に されて しまったら、 僕の 大事 

なお 母さん はどうす るでしょう？』 

『まあ、 まあ、 そんな 縁起で もない ことに はした くな 


いもんだ、』 と クイック シル ヴァは 元気 づける ような 

調子で 答えました。 『もし 誰かが 君 を 助ける ことが 出 

来る とすれば、 わたし を 措いて ない の だ。 今 じ や 恐し 

いような 気がする けれども、 君が その 冒険 を 無事に 切 

り 抜ける ように、 わたしの 姉と わたしと が 出来るだけ 

骨 を 折つ て 上げよう。』 

さ 

『あなたのお 姉さんです つて？』 とパ— シ ウス は 訊き 

返しました。 

『そう、 わたしの 姉 だよ、』 と 見知らぬ 人 は 言いました _ 

『本当に、 彼女 は 大変 聡明なん だ。 それに わたし 自身 

としても、 大した 智恵 はない が、 どんな ことにぶ つつ 


かっても、 途方に暮れると いうよう な こと はまず ない 

ね。 もし 君が 大胆に、 そして 細心に なって、 わたし 達 

の 言う こと をき いてれば、 まだ 当分 は 石像になる なん 

て 心配 は 御 無用 だ。 しかし、 君 は 先ず 第一 に、 君の 盾 

を、 鏡の ように はっきりと 顔が 映る ようにな るまで、 

磨かなくて はならない。』 

これ はまた、 冒険の 手始めと して は 随分 変な もの だ 

なと、 パ— シ ウス は 思いました。 というの は、 盾な ど 

という もの は、 顔が 映って 見える ほど 光ったり してい 

まち 

るよりも、 ゴ ー ゴンの 真鍮の 爪から 彼 を 護る だけの 丈 

夫 さの ある 方が、 ずっと 大切 だと 彼 は 考えた からでし 


た。 しかし 結局 彼よりも クイック シル ヴァの 方に 深い 

考えが あるの だろうと 思った ので、 彼 はすぐ 仕事に 取 

りか かりました。 そして 大変 精 を 出して、 熱心に 盾 を 

すり 磨きました ので、 すぐ それ は 秋のお 月 様の ように 

光って 来ました。 クイック シル ヴァは それ を 見て につ 

こりと して、 よしよ しとい つたよう に、 うなずき まし 

た。 それから、 自分の 短い、 反の ついた 剣 を はずして、 

パ ー シ ウスが 前から 下げて いた 剣の 代りに、 それ を 彼 

に つけて やりました。 

『君の 目的に 役立つ 剣 は、 わたしの 剣の ほかに はない 

の だ、』 と 彼 は 言いました、 『その 刃 はこの 上 もな く 切 


れ味 がよくて、 鉄で も 真鍮で も、 まるで 細い 細い 小枝 

を 切る ように 切れて しまう。 さあ、 これから 出かけよ 

う。 お 次 は、 三人の 白髪の 婆さん 捜し だ。 その 婆さん 

ニンフ  いどころ 

達が、 水精の 居処を われわれに 教えて くれ るんだ から 

ね。』 

『三人の 白髪 婆さんです つて！』 とパ— シ ウス は 叫び 

ました。 彼 は 冒険の 途中に、 また 新しい 面倒が 起った 

とば かリ 思った からです。 『 一 体 その 三人の 白髪 婆 さ 

ん つて 誰でしょう？ 僕 はそんな 婆さん 達の こと は 聞 

いた こと もありません が。』 

『彼等 は 三人の 大変 奇妙な おばあさん 達なん だ、』 と 


クイック シル ヴァは 笑いながら 言 いました。 『彼等 は 

仲間で たった 一 つの 目と、 たった 一 つの 歯と しか 持つ 

ていない。 その上、 星 明り か、 夕方の 薄 闇の 中 かで 見 

つけなければ ならない。 というの は、 彼等 は お日様 や 

お 月 様が 出て いる 時 は、 決して 姿 を 見せない からだ。』 

『しかし、』 とパ— シ ウス は 言いました、 『僕 はどうし 

て そんな 三人の 白髪 婆さんの ことで 暇 を つぶさな けれ 

ばなら な いんでしょう？ すぐ、 あの 恐ろしい ゴ ー ゴ 

ン達を 捜しに 行った 方が よくはないでしょう か？』 

『いや、 いや、』 と 彼の 友達 は 答えました。 『君 はゴ— 

ゴン 達の 居る 所へ 行く 迄に は、 ほかに いろんな こと を 


しなければ ならな いんだ。 さしあたり、 これらの おば 

あさん 達 を 捜す ほかない の だ。 そして われわれが 彼等 

に 出 遇えば、 もう ゴ— ゴン 達から あまり 遠くない 所へ 

来たと 思って 間違いな いんだ。 さあ、 出かけよ うじ や 

な レ 力！』 

パ— シ ウス は、 この 時までに、 彼の 道連れの かしこ 

さ を 大変 頼みに 思うよう になって いました ので、 もう 

その上 文句 は 言わないで、 すぐにで も 冒険 旅行に 出か 

けて いいと 答えました。 そこで 彼等 は 出発し ました。 

そして 可な り 速い 足 どり で 歩いて 行きました。 それが 

実際 また、 あまり 速かった ので、 パ ー シ ウス は 足早の 


友達 クイック シ ルヴァ について 行く のが、 少し 難儀に 

なって 来ました。 実 をい うと、 彼 は クイック シ ルヴァ 

が 翼の 生えた 靴 を はいていて、 勿論 そのお かげで、 彼 

の 足が 不思議に 早 いの だとい うような、 妙な ， J と を考 

えたので す。 それから また、 パ ー シ ウスが 目の 隅つ こ 

から、 横目で クイック シル ヴァを 見る と、 彼の 頭の 横つ 

ちょに も 翼が 生えて いるよう な 気がする のでした。 尤 

もパ— シ ウスが まともに 振 向いて 見る と、 何も そんな 

もの は 目につかないで、 ただお かしな 帽子 を かぶって 

いる だけで したが。 しかしい ずれに しても、 あの 曲り 

くねった 杖が、 クイック シ ルヴァ にと つて、 たいへん 


大切な ものである こと は 明らかで、 そのために 彼が こ 

ん なに 速く 歩け るので、 たいそう 元気な 青年で ある 

パ ー シ ウス も、 だんだん 息が 切れて 来ました。 

『さあ！』 と クイック シ ルヴァ はとうとう 叫びました 

—— というの は、 彼 も 相当 人 を 喰った もので、 パ ー シ 

ウスが 彼と 歩調 を 合せて 行く のに どんなに 難儀して い 

るかと いう こと は、 ようく 知 つ ていたから です  『こ 

の 杖 を 持ち 給え。 わたしよりも ずっと 君の 方が、 それ 

が 必要 だからね。 セ ライフ ァス 島に は、 君よりも 足の 

速い 人 はいない のかね？』 

『僕 だって 翼の 生えた 靴 さえ あれば、 相当 速く 歩け る 


んで すがね、』 と、 パ ー シ ウス はちら つと ずるそう に、 

彼の 道連れの 足の 方に 目をやりながら 言いました。 

『君に も 一 足 心がけて おかな くち や、』 と クイック シ 

ルヴァ は 答えました。 

しかし、 さっき 貸して もらった 杖が、 すばらしく 彼 

の 歩く 助けに なった ので、 パ ー シ ウス はもう 少しも 疲 

れを 覚え なくなりました。 実際、 その 杖 は 彼の 手の 中 

で 生きて いて、 その 生命の いくらか を 彼に 貸して くれ 

るよう な 気がしました。 彼と クイック シル ヴァと は、 

らく 

今では、 仲よ くお 話 をしながら、 楽に 旅 をつ づけ まし 

た。 そして クイック シ ルヴァ が、 彼の 今までの 冒険談 


や、 いろんな 場合に 彼の 機転が どんなに 役に立つ たか 

と いうよう な 話 を、 いろいろ 沢山して くれたので、 パ— 

シ ウス は 彼 を 実にす ばらしい 人 だと 思うよう になり ま 

した。 彼 は 如何にも よく 世間の こと を 知っていました。 

そして 青年に とって は、 そうした こと をよ く 知ってい 

る 友達 ほどい いものはありません。 パ— シ ウス は、 だ 

から、 いろいろと 話 を 聞いて 自分の 機転に 磨き を かけ 

たいと 思って、 一層 熱心に 耳 を 傾けました。 

そのうちに、 ふと 彼 は、 彼等が これから 目指して 行 

く 冒険に 力 を 貸して くれる 害に な つ ている 姉さんの こ 

と を、 クイック シル ヴァが 話して いたの を 思い出し ま 


した。 

『その 方 は 何処に いらっしゃ るんで す？』 と 彼 は 尋ね 

ました。 『すぐに はお 目に かかれな いんでしょう か？』 

『正に その 時機 だとい う 時に な つ たら 出て 来る よ、』 

と 彼の 道連れ は 言いました。 『しかし ちょっと こと 

わって おくが、 わたしの この 姉 は、 わたしと はまる で 

性質が 違 うんだ。 彼女 は 大変 真面目で、 用心深く、 に つ 

こりと する こと も 少なく、 声を立てて 笑う なんて こと 

はまる でな い。 そして 何 か 特別に 意味の 深い こと を 言 

う 時の ほか は、 一言 も 口 をき かない ことにし ている 位 

だ。 その^り、 こちらから も、 よほど 立派な こと を 言 


わない と、 相手に はして くれないんだ。』 

『これ は 驚いた！』 とパ ー シ ウス は 叫びました、 『僕な 

んぞ はう つ かり 口 をき けません ね。』 

『本当に 彼女 は、 実に 何でも 出来る 人なん だ、』 とク 

イツ クシ ルヴァ は つづけて 言いました、 『そして どん 

な 技芸に も 学問に も 通じてい る。 つまり 彼女 は、 あま 

り 馬鹿馬鹿しく かしこい ので、 みんなが 彼女の こと を 

智 恵の 化身 だとい つてる 位 だ。 しかし、 実 を 云う と、 

少し 元気が なさす ぎる ので、 僕 はどう も 好きに なれな 

い。 君 だって 彼女 を、 僕の ように 気持の いい 旅の 道 連 

れ だと は 思わない だろうと 思う。 但し 彼女に もい いと 


ころ は ある。 そして 君 も、 ゴ— ゴ ンと 闘 うに つ いて は、 

そのお かげ を 蒙る ことになるだろう。』 

この 時にはもう あたり はすつ かリ 薄暗くな つてい ま 

まう-まう， 

した。 彼等 は 今や、 蓬々 とした 藪が 一 面に 生え 茂って、 

今まで 誰も 住んだ こと もなければ 来た こと もな さそう 

あれの はら 

な、 ひっそり とした、 淋しい 荒野 原へ 来ました。 あた 

りの ものす ベて は、 灰色の 夕闇の 中に もの 淋しく、 し 

かも その 夕闇が 刻々 に 深くな つて 行く のでした。 パ— 

シ ウス は 何だか 悲しくな つて、 あたり を 見 まわしな が 

ら、 まだず つと 先へ 行 くんでしょう かと、 クイック シ 

ルヴァ に 尋ねました。 


『シ ッ！ シ ッ！』 と 彼の 道連れ は 小声で 言いました。 

『騒い じ やい けない。 ちょうど こんな 時分に、 こんな 

所で、 三人の 白髪 婆さんに 遇 うんだ！ 君が 彼等 を 見 

ない うちに、 向う から 見つけられな いように 気をつけ 

給え。 というの は、 彼等 は 三人 仲間で 目が 一 つし かな 

いけど、 それが 三人 分の 目に 負けない くらい 鋭 いんだ 

から。』 

『でも、 僕達が 彼等に 出 遇った 時に、 僕 はどう すれば 

いいんでしょう？』 とパ ー シ ウス は 訊きました。 

クイック シ ルヴァ は、 三人の 白髪 婆さん 達が、 一 つ 

の 目で どういう 風に 間に合わせて いるか をパ ー シ ウス 


に 説明して 聞かせました。 彼等 はいつ も それ をお 互に、 

まるで 眼鏡みたい にやり 取りして いるら しいので す。 

いや、 それ は 片眼 鏡と いった 方が いい かも 知れない。 

彼等に は その 方が 向いて いるんだ から。 そして、 三人 

のうちの 一 人が、 その 目 を 或る時 間の 間 使う と、 それ 

めの あな  きょうだい 

を 眼窩から はずして、 次の 番に 当った 姉妹 の 一 人に 

渡す。 すると その 一 人が、 すぐ それ を 自分の 頭に ！„i め 

て、 明るい 世間 を 見て 楽しむ という わけなん です。 だ 

から、 三人の 白髪の 婆さんの うち 誰か 一 人 だけに は 物 

ま つ くらやみ 

が 見える が、 ほかの 二人 は 真暗闇 だとい うこと、 それ 

から、 その 目が 手から 手へ と 渡されて いる ちょっとの 


間 は、 この 可哀 そうな おばあさん 達の 誰もが、 ちっと 

も 物が 見えない という ことが、 すぐ 分る でしよう。 僕 

は 今まで、 いろいろ 変った こと を 沢山 聞き もし、 また 

自分で 見た こと も 少なくありません。 それにしても、 

みんなで 一 つの 目から 視 いている という この 三人の 白 

髪 婆さんに くらべる ことが 出来る ほど 不思議な こと は 

一 つもなかった と 思います。 

パ— シ ウス も やっぱりそう 思った のでした。 そして 

どうかす ると、 彼の 道連れが 彼 をから かってい るので 

あって、 世の中に そんな 婆さん 達なん て ある もの かと 

考えた ほどでした。 


『わたしが 本当の こと を 言つ てる かどう か、 今に 分る 

よ、』 と クイック シル ヴァは 言いました。 『耳 をす まし 

て！ 静かに！ シッ、 シッ！ さあ、 来た ぞ！』 

パ ー シ ウス は 一 心に 夕闇 をす かして 見ました。 する 

と、 果して、 あま リ遠 くないと ころに、 三人の 白髪 婆 

さんが 目につきました。 よほど 暗くな つていた ので、 

彼等が どのような 姿 をして いるか は、 よく 見えません 

でした が —— それでも、 長い 白髪 だけ は 分りました。 

そして、 彼等が だんだん 近づいて 来る の を 見る と、 彼 

ひたい  から  めの あな 

等のう ちの 二人 は、 その 額 のまん 中に、 空つ ぼの 眼窩 

だけが あいている のでした。 しかし、 三人 目の 姉妹の 


額の まん 中には、 たいへん 大きな、 ぎょろぎょろした、 

鋭い 眼が ついていて、 それが また、 指輪に ついた 大き 

な ダイヤモンド のように、 きらきらして いました。 そ 

まっくら  よなか 

の 眼が あまりき つそう なので、 真暗な 夜中に でも、 昼 

間と 同じよう によく 見える 力 を そなえて いるに 違いな 

いと、 パ ー シ ウス は 思わずに はいられませんでした。 

三人の 眼の 視力 を熔 かして、 それ を 一 つに 集めて 出来 

上った のが その 眼です。 

こうして 彼等 は、 大体のと ころ、 まるで 三人 一し よ 

らく 

に 見て いるのと 同じような 具合に、 楽に 歩き 廻る ので 

した。 ちょうど 額に その 眼 を 嵌めて いる 者が、 その 間 


中、 鋭く あたり を 見廻しながら、 他の 二人の 手 を 引い 

て 歩く のでした が、 その 目附が あまりき ついので、 パ— 

シ ウス は 彼と クイック シ ルヴァ とが 隠れて いる 深々 と 

茂った 藪まで 突き通して 見られ やしない かと、 びくび 

くもので した。 いや どうも、 そんな 鋭い 目の 届く とこ 

ろに いるの は、 本当に 恐し いこと でした。 

しかし、 彼等が その 藪まで 来ない うちに、 三人の 白 

髪 婆さんの 一 人が 口 を 切りました。 

『もし！ スケャ クロウさん！』 と 彼女 は 叫びました- 

『あんた は 十分 長く 見た じ やない か。 もうあた しの 番 

だよ！』 


『もう ちょっとの 間、 あたしに 借し といて おくれ、 ナ 

イト メャ さん、』 と スケャ クロウ は 答えました。 『あの 

茂った 藪の 蔭に、 あたし 何 かちら つと 見えた ような 気 

がする からさ。』 

『へん、 それが どうしたって いうの？』 と ナイト メャ 

はすね たように 言い返しました。 『あたしに は、 あん 

たのよう にた やすく 茂った 藪の 中が 見えない とで もい 

うの？ その 眼 は あん たのもの でも あり、 あたしの も 

ので も あるんだ よ。 そして あたし は あんた に 負けない 

位、 その 眼の 使い方 を 知っている。 いや、 どうかす る 

と、 もっと 上手 かも 知れない。 どう あっても、 すぐに 


ちょ つ と 見せて 貰わない と 困る よ！』 

しかし この 時、 三人 目の シェイク ヂョ イン ト という 

姉妹が、 ぶつぶつ 言い出しました。 彼女の 言い分 は、 

彼女が 見る 番 だのに、 スケャ クロウと ナイト メャ とが、 

い つで も 二人き りで 眼 を 持って いたがる というの でし 

た。 この 口論 を やめる ために、 スケャ クロウ 婆さん は、 

額から 眼 を はずして、 それ を 手に 持って 差 出しました。 

『どちらで もお 取りよ、』 と 彼女 は 叫びました、 『そし 

て、 このく だらない 暄曄を 止して よ。 あたし は、 まあ 

ま つ くらやみ 

しばらく 真暗闇 を 楽しみましょう。 でも、 はやくお 取 

りったら さあ。 でない と、 あたしが また 額に 嵌めて し 


まうよ！』 

そこで、 ナイト メャと シェイク ヂョ イン トと は、 二 

人と も 手 をのば して、 スケャ クロウの 手から 眼 を ひつ 

たくろう として さぐり 廻し ました。 しかし 二人とも 同 

じょうに めくらで すから、 スケャ クロウの 手の 在処が 

容易に 分りません。 スケャ クロウ も 亦、 今 は シェイク 

ヂョ イン トゃ ナイト メャと 同様 真暗闇で すから、 眼 を 

渡そう にも、 すぐに は どっちの 手に も 出くわさな いの 

です。 こうして (君達 利口な 子に はすぐ 分る 通り) こ 

れら 三人のお ばあさん 達 は、 おかしな 風に まごつ いて 

しまいました。 というの は、 スケャ クロウが 差 出して 


いると、 その 眼 はお 星 様の ように 光り輝いて いるので 

すが、 それでも 白髪 婆さん 達に は その 光が ちらりと も 

見えず、 それ を 見たい と あせれば、 よけいに 三人と も 

真暗闇になる のでした から。 

クイック シ ルヴァ は、 シェイク ヂョ イン トと ナイト 

メャが 二人とも、 眼 を さぐり 廻って、 それぞれ スケャ 

クロウ を 怒って 見たり、 お 互に 悪口 を 言ったり してい 

るの を 見て いると、 あまりお かしくて、 声を立てて 笑 

うまい とする のに 骨が折れました。 

でどき 

『さあ 今が 君の 出時 だ！』 と 彼はパ ー シ ウスに 耳 打し 

ました。 『早く、 早く！ 誰かが 額に あの 眼 を はめ込 


まない うちに。 おばあさん 達に むかって 飛び かかって 

行って、 スケャ クロウの 手から 眼 を もぎ 取 るんだ！』 

パ— シ ウス は 時 を 移さず、 三人の 白髪 婆さん 達が ま 

こごと 

だお 互に 小言 を 言い合つ ている 暇に、 藪の 蔭から 飛び 

出して 行って、 獲物 をせ しめてし まいました。 その 不 

可 思議な 眼 は、 彼の 手の 中で とても ぎらぎらと 光って、 

さか  うえした まぶた 

賢 しげに 彼の 顔 を 見上げて、 上下の 瞼 さえ あれば、 ぱ 

ちくり とで もやり そうな 様子に 見えました。 しかし 白 

づ ゆ 

髪 婆さん 達 はそんな ことにな つ ていようと は 露知らず、 

お 互に 姉妹 達のう ちの 誰かが 眼 を 取った ものと 思い込 

んで、 また 新しく 暄嘩を 始めました。 パ ー シ ウス は 年 


取った おばあさん 達 を、 何も これ 以上 無闇に 困らせる 

気はなかった ので、 とうとう、 わけ を 話して やった 方 

がいいと 考えました。 

力た 

『おばあさん 方、』 と 彼 は 言いました、 『どうぞ あなた 

方 同志 を 怒らな いで 下さい。 もし 誰かが 悪 いとすれば、 

それ は 僕なん です。 というの は、 僕が あなた 方の 輝か 

しい、 立派な 眼 を 持たせて もらって いるので すから！』 

『お前さんが！ お前さんが あたし 達の 眼 を 持って い 

るんだ つて！ そしてお 前さん は 誰 だい？』 と、 三人 

の 白髪 婆さん は、 みんな 一度に 言いました。 というの 

は、 彼等 はいう 迄 もな く、 聞き なれない 声 を 聞き、 彼 


等の 眼が 何処の 何者と も 知れない 人の 手に 渡った こと 

を 知って、 ひどく びっくりした からでした。 『おう！ 

あたし 達 どうしましょう、 姉妹 達？ あたし 達 どうし 

まっくら 

ましょう？ あたし 達 は みんな 真暗 だ！ あたし 達の 

眼 を 返して 下さい！ あたし 達の たった 一 つの、 大切 

な、 掛替 のない 眼 を 返して 下さい！ お前さん は 自分 

の 眼が 二つ も あるじ やない か！ あたし 達の 眼 を 返し 

ておくれ！』 

とびぐ つ  かくれ かぶと 

『彼等が 君に、 飛行 靴と 魔法の 袋と 隠 兜と を 持って 

いる 水精 達の 居る 所 を 教えて くれたら、 すぐに も 眼 を 

返して やろうと 彼等に 言い 給え、』 と、 クイック シル 


ヴァ はパ— シ ウスに 耳 打し ました。 

『親切な、 立派な おばあさん 方、』 とパ— シ ウス は 白髪 

婆さん 達に 向って 言いました、 『何も そんなに びつ く 

りな さる ことはありません。 僕 は 決して 悪い 男 じ やな 

いんです。 あなた 方が 僕に ニンフ 達の 居処を 教えて 下 

されば、 すぐに あなた 方の 眼 を、 そっくり そのまま、 

もと 通りよ く 光って いるの をお 返しし ます。』 

『ニンフ 達 だって！ これ はま あ！ 姉妹 達、 この 人 

は どんな 二 ンフ のこと を 言つ てるんだろう ねえ？』 と 

スケャ クロウ は 叫びました。 『何でも いろんな ニンフ 

がいる そうだよ。 森で 獵 をして いるの も あれば、 樹の 


中に 棲んで いるの も あり、 また 泉の 中で 楽しく 暮らし 

ている の も あるそう だ。 あたし 達 は ニンフ 達の こと は 

ちっとも 知らない。 あたし 達 は 三人の 不仕 合せな 婆 さ 

ん 共で、 うす 暗がりの 中 を うろつき 廻って いて、 仲間 

に 眼が 一 つし かない。 それ を お前さんが 盗んで しまい 

なすった。 おう、 何処の 人 だか 知らないが、 それ を 返 

してお くんなさい  どなた だか 知らないが、 それ 

を 返して 下さい！』 

その 間 も 始終、 三人の 白髪 婆さん 達 は 手 をのば して 

探りながら、 一生 けんめいに パ ー シ ウス をつ かまえよ 

うとし ました。 しかし 彼 はっか まらない ように 十分 気 


をつ けました。 

『立派な おばあさん 方、』 と 彼 は 言いました —— とい 

うの は 彼のお 母さん は 彼に、 いつも 出来るだけ 丁寧に 

口 をき くように と 教えて いたから です  『僕 は あな 

た 方の 眼 を、 しっかりと 手に 持って います。 そして あ 

なた 方が ニンフの 居処を 教えて 下さる まで、 それ を大 

切に 預かって おきましょう。 僕の 言って いるの は、 魔 

法の 袋と、 飛行 靴と、 それから —— 何だった つけ？ I 

I そう、 隠 兜と を 持って いる ニンフ 達の ことなんで 

す。』 

『おやま あ、 姉妹 達！ この 兄さん は问 のこと を 言つ 


てるんだろう ねえ？』 スケャ クロウと ナイト メャと 

シェイク ヂョ イン トと は、 如何にも びっくり したよう 

いっそく  とびぐ つ 

な 風に、 お 互に 叫びました。 『一足の 飛行 靴と あの人 

ま 

は 言った よ！ もし 彼が う つかり そんな もの を 履こう 

ものなら、 彼の 踵が ぼい と 頭よりも 高く 飛び 上って 

しまう だろう に。 それから、 隠 兜 だって さあ！ そ 

の 中に 彼が とつ ぼり とはいれ る 程の 大きさが なくち や、 

どうして 兜が 彼 を 見えな くして しまう ことが 出来る も 

のかね。 それから 魔法の 袋 だって！ それ はまた 何ん 

な 仕掛に なって る もの やら？ いや、 いや、 他所のお 

人！ あたし 達 はそんな 不思議な 物の こと は 一 向 知り 


ません よ。 お前さん は 御 自分の 眼が 二つ も あるじ やな 

いか。 ところが あたし 達に は 三人に 一 つし き やない。 

お前さんの 方が、 あたし 達の ような 三人の めくら 婆 さ 

ん よりも、 そういつ たような 不思議な もの を、 よく 見 

つける ことが 出来ます よ。』 

パ— シ ウス は 彼等が こんな 風に いうの を 聞いて、 白 

髪 婆さん 達が そのこと をなん にも 知らないの だと、 本 

当に 思い かけました。 そして 彼等 を 大変 困らした こと 

が 気の毒に なって、 今少しで 彼等の 眼 を 返して やって、 

それ を 奪い取った 無礼 を 詫びる ところでした。 しかし 

クイック シル ヴァが 彼の 手 をお さえました。 


『彼等に だまされ ちゃ いけない！』 と 彼 は 言いました。 

『ニンフ 達の 居処を 君に 教える ことが 出来る の は、 世 

界 中で この 三人の 白髪 婆さん だけなん だ。 そして、 君 

は それ を 知らない では、 蛇の 髪 をした メヅサ の 首 を 首 

うちと 

尾よ く 討 取る こと は 決して 出来ない。 その 眼 をし つか 

りと 摑ん でい るんだ よ。 そうすれば 万事う まく 行 くん 

だから。』 

後で 分った ことです が、 クイック シル ヴァの 言った 

ことに 間違いはありませんでした。 眼 ほど 人間が 大切 

にす る もの はちよ つと ありません。 それに 白髪 婆さん 

達 は、 もともと 三人で 六つの 眼が ある 害のと ころ、 一 


つし かなかった のです から、 それ を 六つの 眼に 負けな 

いくらい 大切に 思って いました。 それ を 取 返す 方法が 

ほかにな いと 知って、 彼等 もとうと ぅパ ー シ ウスに 彼 

の 知りたがって いる こと を 教えました。 彼等が 教えて 

いんぎん 

くれる とすぐ に、 パ— シ ウス はこの 上 もな く 慇憝な 態 

度で、 その 眼 を 彼等のう ちの 一人の 額に ある 空つ ぼの 

めの あな 

眼窩へ はめ込んで、 彼等の 親切 を 謝し、 彼等に 別れ を 

告げ まし た。 しかし パ— シ ウスが 聞えない ほどの 遠 さ 

まで 行かない うちに、 彼等 はまた 新しく 暄嘩を 始め ま 

した。 何故かと いうと、 彼等と パ— シ ウスとの 間に 騒 

ぎが 持 上った 時に、 もう 番の すんで いた スケャ クロウ 


に、 彼 は 何の 気 もな く 眼 玉 を やって しまったから なの 

でした。 

どうも この 三人の 白髪 婆さん 達 は、 い つもよ くこう 

した 暄嘩 をして、 お 互の 平和 をみ だしていたら しいの 

です。 彼等 はお 互に 誰が 欠けても 困る わけです し、 そ 

れに 離れられない 仲間と して 生れて 来た こと は 明らか 

なのです から、 これ は 尚更 困った ことでした。 一般的 

しま い 

に 言って、 姉妹で あれ 兄弟で あれ、 年寄で あれ 若い 人 

達で あれ、 例えば 仲間に 眼が 一 つし かないと いうよう 

な 場合に は、 お 互に 辛抱す るよう にして、 みんなで 一 

度に 靦 こうな どと 意地 を 張らない ようにす る こと を、 


僕 は 世の 人達に 忠告して おきたい と 思います。 

一方 その 間に、 クイック シルヴ ァとパ —シ ウスと は、 

ニンフ を 見つけよ うとして、 一生 けんめいに 道 を 急い 

でい ました。 彼等 はおば あさん 達から 大変 詳しく 教 

わって いました ので、 間もなく ニンフ 達 を 見つけ まし 

た。 会って 見る と、 ニンフ 達 は ナイト メャゃ シェイク 

ヂョ イン トゃ スケャ クロウな どと は、 大変 違った 人達 

だとい うこと が 分りました。 というの は、 彼等 はおば 

あさん 連で はなく、 若い、 美しい 女達で、 姉妹 仲間に 

眼が 一 つと いうよう な こ ともなく、 めいめい とても 

ぱっちり とした 自分の 眼 を 二つず つ 有って いて、 大変 


やさしく パ ー シ ウス を 見た からです。 彼等 は クイック 

シルヴ ァとは 知合いの ようでした。 そして クイック シ 

ルヴ ァがパ ー シ ウスの 引受けた 冒険の 話 をす ると、 彼 

等 は 自分 達が 預っ ている 大事な 品々 をパ ー シ ウスに 渡 

すに ついても、 少しも 面倒な こと は 言いませんでした。 

第一に 彼等 は、 鹿皮で 出来て いて、 変った 縫取リ をし 

た、 小さな 財布の ような 物 を 取り出して 来て、 パ— シ 

ウスに 必ず それ を 大切に する ように 言いました。 これ 

が 魔法の 袋でした。 次に、 ニンフ 達 は、 踵に 一対の 可 

愛い 小さな 翼の ついた 短靴み たいな、 スリッパ みたな、 

サンダル 

草鞋み たいな 物 を 取り出しました。 


『パ— シ ウス、 履いて ごらん、』 と クイック シル ヴァが 

言いました。 『これから 先の 道中、 君 はいくら でも 望 

み 通り 足が 軽くなる だろう。』 

そこで パ ー シ ウス は、 他の 方 を 彼の 傍の 地面に おい 

たま ま、 一 方の スリッパ を 履きに かかりました。 とこ 

だしぬけ 

が、 出 抜に 地面に おいた 方の スリッパが、 翼 を ひろげ 

て、 地上から 舞 上りました。 そして、 もしも クイック 

シル ヴァが 跳び 上 つ て、 うまく それ を 空中で つかまえ 

なかったならば、 恐らく どこか へ 飛んで 行って しま つ 

たか も 知れません。 

『もっと 気をつけた まえ、』 彼 は それ をパ— シ ウスに 


返して やりながら 言いました。 『空 高く 飛んで いる 鳥 

が、 もしも 彼等の 中へ スリッパが 飛び込んで 来たの を 

見たり しちや、 びっくり する じ やない か。』 

パ ー シ ウスが この 不思議な ス リッパ を 両方共 は い て 

しまった 時には、 あんまり 身が 軽くな つて、 土 を 踏む 

ひとあし ふた あし 

こと も 出来ませんでした。 一足 二足 歩いて 見る と、 こ 

れ はまた どうでしょう！ 彼 は クイック シルヴ ァゃニ 

ンフ 達の 頭よりも 高く、 ぼんと 跳び 上って しまって、 

再び 下りて 来る のに 大変 骨が折れました。 翼の 生えた 

スリッパ とか、 すべて こういう 高く 飛ぶ 仕掛な どと い 

う もの は、 誰でも それに 幾らか 慣れる まで は、 なかな 


か 取扱いが 容易な ものではありません。 クイック シル 

ヴァ はパ— シ ウスの、 自分で はどうす る こと もで きな 

めちゃ 

い 活発 さ を 面白がりました。 そして、 まあそう 滅 茶に 

急がないで、 隠 兜 を 待って いなく ちゃい けない よ、 

と 言いました。 

やさしい ニンフ 達 は、 波打った 羽毛の 黒い 総の つい 

た 兜 を、 い つで もパ ー シ ウスの 頭に かぶらせる ことが 

出来る ように、 用意して いました。 そして この 時、 僕 

が 今まで 君達に 話した どんな ことよりも 不思議な こと 

が 起った のです。 その 兜 を かぶせられ るすぐ 前まで は、 

パ ー シ ウス は 金色の 巻毛と 薔薇色の 頰 をして、 腰に は 


反り を 打った 剣 を 下げ、 腕に は ぴかぴかに 磨かれた 盾 

をつ けた 美しい 青年と して 立って いました —— その 姿 

は、 すべて これ 勇気と、 元気と、 輝かしい 光と で 出来 

ている かと 思われました。 ところが その 兜が 彼の 白い 

額に すつ ぼり とかぶ せられる と、 もう パ— シ ウス は 消 

えて なくなりました！ あと はた だ 空つ ぼの 空気 だ け 

おお 

です！ 隠す 力 を 以て 彼 を 覆うた 兜 さえ も、 もう 見え 

ませんで した！ 

『パ— シ ウス、 君 は 何処に いるんだ い？』 と クイック 

シル ヴァは 尋ねました。 

『え、 ここです よ、 ほんと に！』 とパ— シ ウス は 落着 


き 払って 答えました。 しかし その 声 は、 透徹った 空気 

の 中から 出て 来る としか 思えませんでした。 『今し方 

までいた のと まるで 同じ 所です よ。 あなた は 僕が 見え 

な いんです か？』 

『なるほど、 見えない！』 と 彼の 友達 は 答えました。 

『君 は 兜の 中に かくれて しまったんだ。 しかし、 わた 

しに 見えない とすれば、 ゴ— ゴ ン にだ つ て 見え はしな 

い。 だから、 わたしに ついて 来る がいい。 一 つ 君が 

飛行 靴 を 使う 手際 を 拝見 しょうじゃない か。 』 

まね 

クイック シ ルヴァ がこう 言う と、 彼の 帽子が 翼 を ひ 

ろげ ましたので、 彼の 首が 肩から 抜け出して 飛んで 行 


く かと 思いの ほか、 彼のから だ 全体が 軽々 と 空中に 持 

上りました。 パ— シ ウス も それにつ づきました。 彼等 

が 百フィ ） ^も 昇り 切らない うちに、 パ— シ ウス は、 

退屈な 地上 を 遠く 下にして、 鳥の ようにす いすいと 飛 

び 廻る ことが 出来る というの は、 実に 愉快 だな あと 感 

じ 始めました。 

もうす つかり 夜 も 更けて いました。 パ— シ ウス は 目 

を 上げて、 円い、 明るい、 銀色の 月 を 見ました。 そし 

て、 あそこまで 飛んで 行って、 一生 を そこで 暮す ほど 

いいこと はない ような 気がしました。 それから 彼 はま 

た 下 を 向いて、 下界 を 眺めました。 海 や、 湖水 や、 銀 


の 糸 を 引いた ような 河 や、 雪 を かぶった 山の いただき 

や、 広い 野原 や、 黒々 とかた まった 森 や、 白い 大理石 

で 出来た 町な どが 見えました。 そして、 その 全体の 景 

色の 上に、 月の 光が 眠る ように さした ところ は、 月の 

世界に も、 又 どんな 星の 世界に も、 劣るまい と 思われ 

ました。 又 彼 は、 他の いろいろな ものの 間に、 彼のな 

つかしい 母の 住む セ ライフ ァス島 を 見ました。 時々、 

彼と クイック シル ヴァと は、 雲に 近づき ましたが、 そ 

れは 遠くから 見る と、 羊の 毛の ような 銀で 出来て いる 

ようで いながら、 その 中へ 飛び込んで 見る と、 灰色の 

霧であって、 からだが 冷たく 濡れる のでした。 しかし、 


彼等の 飛び 方 は 大変 速かった ので、 すぐに 雲 を 抜けて、 

また 月光の 中に 出る のでした。 高く 飛んで いた 鷲が、 

見えない パ ー シ ウスに 向って、 まともに ぶつ 突かって 

来そう になった ことな ども ありました。 何よりも すば 

らしかった の は、 まるで 空に 大篝火 を 焚いた ように、 

俄に 輝き 出して、 百 マイルば かりに 亙って 月 も 光 を 

失った ほどの、 隕石 落下の 光景でした。 

二人連れで どんどん 飛んで 行く うちに、 パ— シ ウス 

きぬずれ 

は、 彼のす ぐ 傍に 衣摺の 音が 聞え るよう な 気がし まし 

た。 それが クイック シル ヴァの 見えて いるのと は 反対 

の 側から 聞え るので したが、 見える の は やっぱり ク 


『誰の 着物でしょう、 僕の すぐ 傍で、 そよ風に さらさ 

らと 鳴りつ づけて いるの は？』 とパ ー シ ウス は 尋ね ま 

した。 

『ああ、 わたしの 姉の 着物 だよ！』 と クイック シ ルヴァ 

は 答えました。 『わたしが そう 君に 言った 通り、 彼女 

はわた し 達と 一し よに 来て いるんだ。 われわれ はわた 

しの 姉の 手 を 借りな くち や 何も 出来な いんだ。 彼女が 

どんなに かしこい か、 君に はちよ つと 分らない よ。 彼 

女 は その上、 とてもい い 眼 をして いるんだ！ だって 

君、 こうして いても、 彼女に は 君が 隠 兜 を かぶって い 


ない 時と 同じように、 君が 見え るんだ ぜ。 彼女が 第一 

にゴ— ゴンを 見つける だろう つ てこと は、 今から 言つ 

といても いいね。』 

空中 を ずんずん 飛んで いた 彼等 は、 この 時にはもう、 

大きな 海の 見える ところまで 来て いました が、 やがて 

その上に さしかか リ ました。 彼等の はるか 下の 方で は、 

波が 海の まん 中に どうどうと 逆巻き、 長い 海岸線に 沿 

うて 筋 を 引いた ように 白い 磯 波 を 打 上げ、 岩の 断崖に 

当って は 泡と 砕けて、 下界で は 雷の ような 響 を 立てて 

いました。 尤も その 響 も、 半分ね むり かかった 赤坊の 

声の ような、 静かな つぶやき となって、 パ ー シ ウスの 


耳に 届いて 来る のでした が。 ちょうど その 時、 彼のす 

ぐ 傍の 空中で 声が しました。 それ は 女の 声ら しく、 音 

楽 的で は あるが、 世間で いう 美声と も 少し 違った、 重々 

しい、 おだやかな 声でした。 

『パ— シ ウス、』 とその 声 は 言いました、 『ゴ— ゴンが 

いますよ。』 

『何処に です？』 とパ— シ ウス は 叫びました。 『僕に 

は 見えません が。』 

『あなたの 下の 島の 海岸に います、』 とその 声 は 答え 

ました。 『あなたの 手から 小石 を 落したら、 ちょうど 

彼等の まん 中に 落ちる でしよう。』 


『彼女が 第 一 にゴ— ゴンを 見つける だろうと わたし は 

君に 言ったろう、』 〔# 「ヒ は 底本で は 欠落〕 と クイック 

シルヴ ァはパ ー シ ウスに 言いました。 『そら、 いる だ 

ろう！』 

彼の 真下 二三 千 フィ— トの ところに、 パ ー シ ウス は 

小さな 島 を 見ました。 岩で 出来た 岸 をぐ るつ と 取 巻い 

て、 海 は 白い 泡と なって 砕けて いました が、 ただ 一方 

ま つ しろ 

の 岸 だけ は、 雪の ように 真白な 砂浜に なって いました。 

彼 は その 方に 向って おりて 行って、 黒い 岩の 崖の 下に 

何だか きらきらと かたまった ような、 重なり合 つたよ 

うな もの をよ く 見る と、 これ はしたり、 あのお そろし 


ぃゴ— ゴン 達が いるので した！ 彼等 は 雷の ような 

海 鳴の 音で、 いい 気持に なって、 ぐっすり 寝込んで い 

ど-つもう 

ました。 というの は、 こんな 獰猛な 動物 を 眠りに 誘う 

ゥ んま 

ために は、 他の ものなら 聾に なって しまう ほどの 騒 

音が 必要だった からです。 月の 光 は 彼等の 鋼鉄の よう 

な うろこ や、 砂の 上に だら りと 垂れた 金の 翼の 上に き 

ら きらと 光って いました。 彼等が、 見る も おそろしい 

真鍮の 爪 をに ゆつ と 出して、 波に 打 たれた 岩の かけら 

を ぎゅっと つかんで いたの は、 誰か 哀れな 人間 をず た 

ずた に 引裂いて いる 夢で も 見て いたのでしょう。 彼等 

の 頭の 髪の 代りに 生えて いる 蛇 も、 やはり 眠って いる 


ようでした。 尤も、 時々、 身 をよ じって、 頭 を もたげ、 

また 

ねむい ような、 しゅっし ゆつ という 音を立てて、 叉に 

なった 舌 を 出す の もい ましたが、 それ もす ぐ 仲間の 蛇 

の 間に もぐ つ てし まいました。 

ゴ— ゴン達 は、 とても 大きな、 金の 翅 をした 甲虫と 

とんぼ 

いうか、 蜻 蛤と いうか、 まあそう いった もの —— 醜い 

と 同時に 美しくて —— とにかく 他の どんな ものよりも、 

恐し い、 大きな 一種の 昆虫 に似てい ました。 ただ それ 

が 昆虫の 千倍 も 百万 倍 も 大きかった だけです。 それで 

いながら また、 どことなく 人間みたい なと ころも あり 

ました。 仕 合せな こと は、 彼等の 寝て いる 姿勢に よつ 


て、 彼等の 顔 はパ— シ ウスの 方から 見る と、 すっかり 

かくれて いました。 というの は、 彼が ちょっと でも そ 

の 顔 を 見たら、 たちまち 死んだ 石の 像に なって、 空中 

からどう つ と墜 ちて しま つたでしょう から。 

『今 だ、』 と クイック シ ルヴァ は、 パ ー シ ウスの 傍 を 飛 

び 廻りな が ら 小声 で 言 いました、 『今 こそ 君が ゴ ー ゴ 

ンの 首を切る 時 だ！ 早くした まえ、 もし ゴ— ゴンの 

うちの どれ かが 目を覚ましで もしたら、 もうお しまい 

だから！』 

『どれに 切って かかれば いいんでしょう？』 とパ ー シ 

ウス は、 剣を抜いて、 も 少し 下の 方へ おりて 行きな が 


ら 言いました。 『彼等 三疋は みんな 同じよう じゃあ あ 

リ ません か。 三疋 とも 蛇の 髪 をして います。 三疋 のう 

ち どれが メヅサ です か？』 

これらの 竜みたい な 怪物のう ち、 パ— シ ウスが 首 を 

落す ことが 仮り にも 出来る の は、 メヅサ だけだった と 

いう こと を 知って おかなければ なりません。 他の ニ疋 

に 至って は、 パ ー シ ウスが、 それまでに 鍛えられ たど 

んな 銘刀 を 持って来て、 何時間ぶ つ 続けに 切りつ けよ 

うが、 少しも 手応 はなかった でしよう。 

『気をつけて、』 と、 前に もパ— シ ウスに 話しかけた 静 

かな 声が 言いました。 『ゴ— ゴン 達のう ちの 一 つが、 


寝ながら むくむ く 動いて、 ちょうど 寝が えり をし かけ 

ている でしよう。 あれが メヅサ です。 彼女 を 見ない 

で！ 見たら あなた は 石に なって しまい ますよ！ あ 

なた のよ く 光った 盾の 鏡に 映った メヅサ の 顔 や 姿 を 見 

るんで す。』 

パ— シ ウス はこの 時 初めて、 クイック シルヴ ァがぁ 

ん なに 熱心に、 盾 を 磨け と 言った わけが 分りました。 

盾のお もてに 映して、 はじめて 彼 は 安全に、 ゴ— ゴン 

の 顔の 映像 を 見る ことが 出来る のでした。 なるほど 

映って います —— あの おそろしい 顔が —— 月光 を 一 杯 

にうけて、 その物 凄 さ をす つかり あらわしながら、 ぴ 


かび かした 盾の 中に 映って います。 頭の 蛇 は、 わが 身 

に 有った 毒の ために 十分 眠る ことが 出来ない のでし よ 

うか、 メヅサ の 額の 上で、 始終から だ をよ じりつ づけ 

ています。 とにかく それ は、 今まで 見た こ ともなく、 

どうもう 

想像 もした こと もない ような、 この 上 もな く 獰猛な、 

何ともい えない おそろしい 顔でした。 それでいて、 一 

種 不思議な、 ぞうつ とする ような、 野性 的な 美し さが 

その 中に あるので した。 目 を 閉じて、 ゴ— ゴン はま だ 

ぐっすりと 眠って いました が、 何だかい やな 夢で も 見 

て、 うなされて でもい るよう に、 その 顔 附には 悩まし 

そうな ところが 見えました。 そして 白い 牙 を ばりばり 


と 鳴らし、 真鍮の 爪 は 砂の 中へ 喰い 込んで いました。 

頭の 蛇 もまた メヅサ の 夢が うすうす 分る らしく、 そ 

れが ために 一 層 眠れない 様子でした。 彼等 は 互にから 

み 合って、 ごちゃごちゃの かたまり になり、 はげしく 

身 をよ じって、 目 を 閉じた まま、 しゅっし ゆつ といい 

ながら、 百の 鎌首 を もたげました。 

『さあ、 さあ！』 少し じれったく なって 来た クイック 

シ ルヴァ は、 低い 声で 言いました。 『メヅ ザに 飛び か 

かれ！』 

『でも 落ち着いて、』 と、 パ ー シ ウスに つきまと つてい 

る 真面目な、 響の いい 声が 言いました。 『下へ おりて 


行く 時、 盾 をよ く 見て、 最初の 一 太刀 をし くじらない 

ように 気をつけなさい。』 

パ— シ ウス は、 盾に 映った メヅサ の 顔から 目を離さ 

ないで、 注意 深く 下の 方へ おりて 行きました。 近づけ 

ば 近づく ほど、 蛇の 生えた 頭と 鉄の ような 胴体と は、 

いよいよ 物凄くな つて 来ました。 とうとう、 メヅサ の 

上から 手の 届く あたりまで 舞 下った と 思った 時、 パ— 

シ ウス は 剣 を 振 上げました。 と 同時に、 メヅサ の 頭の 

蛇が 恐し い 勢で 一 つ 残らず 立 上って、 メヅサ はくわつ 

と 目 を 見開きました。 しかしもう 遅かった のです。 剣 

わざもの  いなずま 

は 業物、 それが また 雷光の ように 打ちお ろされ たの だ 


からた まりません。 流石に 兇悪な メヅサ の 首 も、 ぼろ 

リと 胴体から ころがり 落ちました！ 

あっぱれ 

『天 晴の手 並 だ！』 と クイック シル ヴァは 叫びました。 

『急いで その 首 を 魔法の 袋の 中へ 入れ るんだ。』 

パ— シ ウスが 驚いた ことに は、 彼が 頸に かけて いた、 

今まで 財布 ほどの 大きさし かなかった、 小さな、 縫 取 

り をした 袋が、 たちまち メヅサ の 首が はいる ほどの 大 

きさに なりました。 目に もとまらない ほどの 早 さで、 

彼 はま だ 蛇が しきりにう ごめいて いる メヅサ の 首 を つ 

かんで 袋の 中に 押 込みました。 

『あなたの 仕事 はすみ ました、』 と 静かな 声 は 言い ま 


した。 『さあ 逃げなさい。 メヅサ を 殺された 仇 を 討と 

うとして、 他の ゴ ー ゴ ン 達が 命が けで かかつ て 来る で 

しょうから。』 

実際、 逃げる 必要が ありました。 というの は、 パ— 

シ ウスが メヅサ の 首 を 落す 時、 いくら 静かに やろうと 

しても、 剣 を 打ちお ろす 音、 蛇が しゅっし ゆつ という 

声、 それから メヅサ の 首が 海辺の 砂の 上に ど さっと 落 

ちる 音な どが したので、 他の 一 一 疋が 目を覚ま したから 

です。 彼等 はちよ つとの 間、 ねむそう に 真鍮の 指で 目 

を こすりながら 坐って いました が、 一方 彼等の 頭の 蛇 

は、 おどろきと、 相手 は 何ものと も 知らないながら も 


毒気 を 含んだ 敵意と で、 みんな 棒 立に なりました。 し 

かし その 一 一疋の ゴ ー ゴ ン 達が 首の なくなった、 うろこ 

さかだ 

だらけの メヅサ の 死骸と、 すっかり 逆立って、 半ば 砂 

の 上に ひろげられた 金の 翼と を 見た 時に 立てた 叫びと 

悲鳴と 来て は、 本当に、 聞いて いて 身の 毛が よだつ ほ 

どでした。 それから また 蛇 もです！ 百 も そろって 一 

斉 にしゅつ しゅつ という ものです から、 メヅサ の 頭の 

蛇 もまた、 魔法の 袋の 中から それに 応える のでした。 

ゴ— ゴ ン達 はすつ かり 目が 覚める とすぐ に、 がらが 

ら というよ うな 音を立てて 空中に 舞 上 つ て、 真鍮の 爪 

を 振 上げ、 物凄い 牙 を ばりばりと 鳴らし、 その 大きな 


翼 を あまり はげしく 羽ばたき したので、 羽根の 毛が 幾 

つか 抜けて、 ひらひらと 海岸の 方へ 落ちて 行きました。 

そしてお そらく それらの 羽根の 毛 は、 今でも そこに 落 

ちている でしよう。 ゴ— ゴン達 は 高く 舞 上って、 それ 

はもう、 誰でも 石に してし まおうと いうので、 物凄く 

あたり を 睨み まわしました。 もしも パ— シ ウスが 彼等 

の 顔 を まともに 見る とか、 彼等の 爪に かかる とかして 

いたら、 彼の 気の毒な お母さん は、 二度と わが 子に 接 

吻 する 時 は 来なかった でしよう。 しかし 彼 はゴ— ゴン 

達の 方 を 見ない ように、 よく 気をつけました。 それに 

彼 は 隠 兜 を かぶ つていた ので、 ゴ— ゴ ン達は 彼 を ど つ 


ちへ 追つ かけて いい か 分らなかった のです。 又 彼 は 

飛行 靴 を 出来るだけ 利用す る こと を 忘れないで、 まつ 

すぐに 一 マイルば かり も 上って 行きました。 その 辺 ま 

で 昇って、 あの 怪物 達の 鳴 声が 下の 方から かすかに 聞 

える ようになった 時、 彼 は ポリ デク ティ —ズ 王のと こ 

ろ ヘメ、 ヅサの 首 を 持って 帰る ために、 セ ライフ ァス島 

を さして 一 直線に 飛びました。 

パ— シ ウスが 帰る 途中で、 今にも 一人の 美しい 少女 

を 呑もうと している おそろしい 海の 怪物 を 退治た とか 

又 ちょっと ゴ ー ゴンの 首 を 見せた だけで、 とても 大き 

な 巨人 を 石の 山に してし まった とかいった ような、 幾 


つかの 驚くべき 出来事 も あるが、 時間が ないから 略し 

てお きましょう。 しかし 巨人 を 石の 山に した 話な ど は 

眉 唾 もの だと 思うなら、 君達 そのうちに アフリカへ 

行って 見る といい。 今でも その 巨人の 名で 知られて い 

る 山が、 ちゃんと あるんだ から。 

とうとう、 勇敢な パ— シ ウス は 島へ 帰リ 着きました。 

そしてな つかしい 母親に 会える と 思って いました。 と 

ころが、 彼の 留守の 間に、 悪い ポリ デク ティ— ズ 王が、 

ダネィ に対して 大変 ひどく しました ので、 彼女 は 逃げ 

出さずに はいられ なくなって、 或るお 寺に 隠れて いま 

した。 そのお 寺で は、 年取った、 いいお 坊さん 達が、 


彼女に たいそう 親切に して くれました。 これらの 感心 

なお 坊さん 達と、 それから ダネィ と 小さな パ— シ ウス 

とが 箱に 入れられて 流されて 来たの を 見て 最初に 彼等 

二人 をいた わって くれた あの 漁師と だけが、 この 島で 

は 正しい こと をしょう と 心がけて いる 人達の ようで し 

た。 そのほかの 人達 は、 ポリ デク ティ— ズ 王に 限らず、 

みんな 行 いが 悪くて ちょうど これから 起ろうと する 

ような 目に 遇う のが あたりまえでした。 

お母さんが 家に 見えない ので、 パ ー シ ウス はまつ す 

ぐに 王宮へ 行きました。 そしてす ぐに 王様の 前へ 通さ 

れ ました。 ポリ デク ティ ー ズは 彼に 会う こと をち つ と 


も 喜んでい ませんで した。 というの は、 彼 は 意地悪い 

心の中で、 ゴ —ゴ ン 達が 哀れな パ— シ ウス をず たずた 

に 引裂いて、 彼の 邪魔に ならない ように、 呑んで しまつ 

て くれた ものとば かり 思って いたから でした。 ところ 

が、 彼が けろ リ として 帰って来 たので、 王様 は それに 

対して 出来るだけ いやな 顔 を 見せない ようにして、 

パ ー シ ウスが どんな 風に して 成功し たかを 尋ねました。 

『お前 は 約束 を果 した かね？』 と 王様 は 訊きました。 

『お前 は 蛇の 髪 をした メヅサ の 首 を 持 つて 帰った か 

ね？ でない と、 お前、 ひどい 目に 遇う ぞょ。 わし は、 

美しい ヒポ ディ ミヤ 姫に 対する 婚礼の 贈物が 是非 ほし 


いの だが、 メヅサ の 首 ほど 姫の 気に 召す もの は 外にな 

いの じ やから。』 

『はい、 おそれながら、』 とパ— シ ウス は、 落着いて、 

メヅサ 退治く らい は 彼 ほどの 若者に と つ て は 別に 大し 

て 驚く ほどの ことで もない とい つ た 風に 答えました。 

『私 は メヅサ の 首 を、 蛇の 髪 も 何もつ いたま ま そつく 

り 持参いた しました！』 

『それ は 本当 か！ どれどれ 見せなさい、』 と ポリ デ 

ク ティ ー ズ王は 言いました。 『もしも 旅人 達の 言う こ 

とがみん な 本当 だとしたら、 それ はまこと に 珍ら しい 

見 ものに 違いない！』 


『仰せの 通りに ございます、』 とパ— シ ウス は 答え ま 

した。 『それ は 本当に、 誰でも 一 べん 見たら、 もう その 

方に 目 を 吸いつ けられて しまう こと は、 ほぼ 間違いの 

ない もので ございます。 そして、 もしも 陛下 さえよ ろ 

しいと お 思 召すならば、 休日 をお ふれ だしに なり、 陛 

下の 人民 を 全部お 呼び集めに なりまして、 このす ばら 

し い 珍品 を お見せ 遊ば して はいかが で ございましよう。 

私が 思います るに、 ゴ— ゴ ンの首 を 今までに 見た 者 も、 

またお そらく この 先 一 一度と 見る 者 も あまり ございます 

まいから！』 

王様 は 彼の 人民が、 どうに もなら ないような 怠け者 


の 集まりで、 そうした 連中の 常と して、 たいへん 物見 

高い という こと をよ く 知っていました。 そこで 彼 は 若 

い  ふれ やく 

者の 意見 を容れ て、 四方に お 触 役 や 使者 を 送って、 街 

角 ゃ巿場 や、 また 至る処の 四 辻で 喇叭 を 吹かせて、 人 

民 を 全部 宮廷に 呼び集めました。 そこで、 やくざな 浮 

浪 者の 大群が 宮廷 さして 集まって 来ました が、 彼等 は 

みんな、 ただ 他人の 不幸 を よろこぶ 心から、 パ ー シゥ 

スが もしも ゴ— ゴン 達との 勝負で 何 かひ どい 目に 遇つ 

ていたら、 うれしがつ たような 人間ば かりでした。 も 

しその 島に もっとい い 人達が いたと したら (この 話に 

はそんな 人達の こと はち つ とも 出て 来ない けれども、 


僕 はそんな 人 もいた だろうと 本当に 思う のです が)、 

彼等 は 静かに 家に 残って、 自分の 仕事に いそしんだり、 

子供達の 面倒 を 見たり していた でしよう。 それ はとに 

かく、 人民の 大部分 は 一 目 散に 王宮へ 駆けつけて、 

露台へ 近づこう として 夢中に な つ て、 互に 突飛ば した 

り、 押したり、 かき 分けたり し 合いました。 露台に は 

パ ー シ ウスが 現れて、 縫 取り をした 袋 を 手に 持って い 

ました。 

露台が 一 杯に 見える 一 段 高くな つた 所に は、 半円形 

に ずらり と 列んだ、 悪い 顧問 官達 や、 おべっか 使いの 

廷臣 達に かこまれて、 えらい ポリ デク ティ— ズ 王が 着 


座して いました。 王様 や 顧問 官ゃ 廷臣 や 人民 は、 みん 

な 熱心に パ— シ ウスの 方 を 見つめて いました。 

『その 首 を 見せろ！ その 首 を 見せろ！』 と 人々 は 叫 

びました。 彼等の 叫びに は、 もしも これから 出して 見 

せる 物が 彼等 を 満足させる 程の もので なか つ たら、 

パ ー シ ウス を ずたずたに 引裂き かねない ような 烈し さ 

が ありました。 『蛇の 髪 をした メヅサ の 首 を 見せろ！』 

若い パ— シ ウス は、 悲しい ような、 気の毒な ような 

気持に なりました。 

『おう、 ポリ デク ティ ー ズ 王様、』 と 彼 は 叫びました、 

おおぜい かたがた 

『そして 大勢の 方々、 私 は あなた 方に ゴ ー ゴンの 首 を 


お見せす る こと は、 ひどく 気がすす まない のです！』 

『ああ、 この 悪党の 卑怯者！』 と、 人々 は 前よりも は 

げしく わめき 立てました。 『あいつ はわれ われ を 馬鹿 

にして やが る！ あい つ はゴ— ゴンの 首なん ぞ 持って 

いないんだ！ もし 持って いるん なら、 われわれに そ 

れを 見せろ！ でない とお 前の 首 を もらって、 フット 

ボ— ル にして しまう ぞ ！』 

いけない 顧問 官達 は、 王様に 耳 打して、 悪い 智恵を 

つけました。 廷臣 達 は 一斉に、 パ— シ ウスが 彼等の 王 

様で あり 主君で ある 陛下に 対して 不敬 を敢 てしたと 眩 

きました。 そして、 えらい ポリ デク ティ ー ズ王 自身 は 


手 を 振って、 威厳の ある、 きびしい、 太い 声で、 わが 

身の 危険 も 知らずに、 その 首 を 出して 見せよ とパ ー シ 

ウスに 命じました。 

『わしに ゴ— ゴ ンの首 を 見せよ。 さもなければ お前の 

首 を 打ち落す ぞ！』 

それ を 聞いて、 パ— シ ウス は 溜 息をつきました。 

『今す ぐに、』 と ポリ デク ティ— ズ はまた 言いました、 

『でなければ 命がない ぞ！』 

『では、 お 目に かけましょう！』 とパ— シ ウス は、 喇 

叭を 吹き 鳴らした ような 声で 叫びました。 

まばた 

そして 彼が メヅサ の 首 を、 さっと 差 上げる と 瞬き 


をす る 暇 もな く、 悪い ポリ デク ティ— ズ 王と、 いけな 

い 顧問 官 達と、 獰猛な 全人 民と は、 単に 王と その 人民 

との 群像で しか なくなって いました。 彼等 は みんな 永 

久に、 その 瞬間の 顔附と 姿勢との ままで、 固まって し 

まった のです！ 恐るべき メヅサ の 首 を 一 目 見た だけ 

で、 彼等 は 白い 大理石に なって しまった のです！ そ 

こで パ— シ ウス は、 また メヅサ の 首 を 袋に 入れて、 も 

う 悪い ポリ デク ティ— ズ王を こわがる 必要の なくなつ 

ちと 

たこと を 知らせに、 なつかしい お母さんの 許へ 急ぎ ま 

した。 


タン グル ウッドの 玄関 

—— 話の あとで —— 

『大変 面白い お 話じゃなかった？』 とュ— ス タス は 訊 

いた。 

『えええ え、 面白い お 話だった わ！』 と カウス リップ 

は 手 をた たいて 叫んだ。 『そして あの、 仲間で 目が 一 

つし かない、 おかしなお ばあさん 達なん て！ あたし 

そんな 不思議な ことつ て 今まで 聞いた ことがない わ。』 

『でも、 そのおば あさん 達が やりとり していた 一本の 


歯の ことなら、』 と プリム ロウズが 言い出した、 『別に 

驚く ほどの こと はない わ。 それ は眷 歯だった のよ。 し 

かし、 にいさん は マ— キ ユリ を クイック シ ルヴァ にし 

てし まったり、 また 彼の 姉妹の 話 を 入れたり なんかし 

て！ あんまり おかしい じ やない の！』 

『じ や、 あれ は 姉妹じゃなかった のかね？』 とュ ー ス 

タス \ブ ライト は 訊いた。 『僕 それに 早く 気がついて 

いたら、 彼女 を 梟なん か 可愛がって 飼って るよう なお 

嬢さん に 仕立て るんだ つたな あ！』 

『あら、 それでも、 あなたのお 話で 霧が 晴れち やった 

らしい わ、』 と プリム ロウズ は 言った。 


実際、 その 話が つづけられ ている うちに、 野 山から 

霧 はすつ かり 消え去つ ていた。 彼等の 前に 繰り ひろげ 

られた 景色 は、 この 前に 見た 時と 方角 一 つ 違って いる 

わけで もない のに、 まるで 新しくつ くり 出された もの 

のよう な 気がする ほどだった。 半 マイルば かり 先の 谷 

くぼ 

間の 窪に、 美しい 湖水が 姿 を 見せて、 その 岸辺の 林と、 

向う の 山々 の 頂と を くっきりと 映して いた。 その 水面 

そよかぜ 

は 鏡の ように 静かに 光って、 どこに も 微風の 吹く あと 

さえ 見えなかった。 その 向う 岸に は、 殆ど 谷間 を 横に 

仕切った ように、 ながながと 寝そべつ たような 恰好の 

モニュメント 山が あった。 ュ— ス タス. ブライト は そ 


の 山 を、 波斯 風の ショ ー ル にくる まった、 首の ない ス 

き ぎ 

フィンク スに 譬えた。 そして 実際、 その 山の 木々 の 秋 

の 葉 は、 とても 美事で、 色彩の 変化に 富んで いたので、 

波 斯ショ —ルの 譬え も 決して その 現実 を 誇張した も の 

ではなかった。 タン グル ウッドと 湖水との 間の 低地の、 

き. 

こん もりとした 木 森 や 林の 縁 廻りな ど は、 山腹の 木の 

枝葉よりも ひどく 霜 を 受けた と 見えて、 大抵 は 金色 か 

焦 茶色に 紅葉して いた。 

こうした 眺め 一杯に 快い 日の 光が さして、 それに ま 

もや  やわらかみ 

つ わる かすかな 靄の ために、 何とも 言えない 柔 味と 

やさしみ と を 帯びて いた。 おう、 今日 こそ どんなに 気 


持の いい 小春 日になる ことだろう！ 子供達 は 勢よ く 

バスケット を 取上げて、 飛んだり 跳ねたり、 思いき り 

はしゃいだり、 ふざけたり しながら 出発した。 一方 

协 兄の ュ— ス タス は 子供達の 思い思いの はしゃぎ 方の 

うわて 

まだ 上手 を 行って、 いろいろ 変った ふざけ 方 をして 見 

せた ので、 子供達 も、 とても その 真似 は 出来ない と諦 

めて しまった 位で、 立派に この 一行の 首領た る 資格 を 

証明した わけであった。 その あとから は、 ベンと いう 

立派な 老 犬が ついて 行った。 ベ ンは 動物と して は 珍ら 

しいくら い 立派な、 親切な 犬だった が、 どうやら、 こ 

のおつ ちょこち よいの ュ ー ス タス • ブライト 以上の 監 


ちと 

督 なしで、 これらの 子供達 を 親 達の 許から 離れさして 

は、 自分の 責任に なるとで も 感じて いるら しかった。 


シャドウ • ブルック 

—— 「何でも 金になる 話」 の 前に —— 

たにま 

お昼に、 子供達の 一 行 は、 或る 谿 間に 集まった。 そ 

の 底の 方 を 小さな 谷川が 流れて いた。 谿は 狭くて、 そ 

の 両側が、 川の 縁から 急な 斜面に なって いて、 樫ゃ楓 

くるみ 

まじりに、 主として 胡桃と 栗の 木と が 深く 茂って いた。 

夏の 頃に は、 小川の 両岸から 突き出して 互に 入り ま 

じった 沢山の 枝が、 ぎっしりと、 昼 も 暗い ほどに 深く 

しげって いた。 蔭谷 川の 名 は、 そこから 来て いる 


ので ある。 しかし、 この 奥まった 場所へ も 秋が しのび 

込んで 来た 今では、 小暗い 青葉 もす ベ て 金色に 変って、 

谿 間に 蔭 を 落す どころ か、 本当に そこ を ぱっと 明るく 

していた。 曇った 日で さえ、 その 明るい 黄葉のと ころ 

は、 日の 光が 照り 残って いるよう に 見えた であろう。 

そして また、 川の 床に も 縁に も 一 杯に、 沢山の 黄葉が 

落ちて、 日の 光 をば らまいた ようだった。 こうして、 

夏 もこ こで 涼んで 行った かと 思われる 小暗い 谷 蔭が、 

今では 何処に も 見られな いような 明るい 場所に な つ て 

いた。 

そうして 金色に な つ た 水路 を 伝つ て 流れる 谷川 は、 


よど  たまり 

この辺で ちょっと 淀んで、 溜の ようにな つていて、 そ 

やなぎば え 

の 中には 螩魚 がすい すいと 泳ぎ 廻って いた。 流れ は 

それから また 速くな つて、 湖へ 行き着く の を 急ぐ もの 

のよう であった。 そのうちに、 川幅 一杯に 根 を 張った 

木が あって、 その 根に ぶつ つかった 水 は、 もん どリ 打つ 

て、 ちょ つ と 行き どころ を 忘れた ようにと まどいした 

そうして 不意 を 喰ら つ た 谷川が 、 大袈裟 に 立てて いる 

水の 音 を 聞いて いると、 おかしくなる 程だった。 それ 

から は、 どんどん 流れて 行きながら も、 まるで 迷路へ 

はいって しまって 独り 口で も 利いて いるよう に、 川の 

ささやき は 止まなかった。 思う に、 暗い 害の 谿が こん 


なに 明るく はなって いるし、 その上、 沢山の 子供達が 

おしや ベリ をしたり、 騒ぎ まわったり している ので、 

川 もび つくりした のであろう。 とにかく、 そんな 風に 

して、 川 は どんどん 谿間 をく ぐって、 湖水の 中へ と 注 

いでいた。 

ュ— ス タス • ブ ライトと その 小さな 仲間 達と は、 こ 

ちゆ ラじき 

の シャドウ 川の 谿で 昼食 をした。 彼等 は タン グル 

ウッドから うまい 物 を ど つ さ リバ スケ ットに 入れて 

持って来て、 それ を 木の 切株 や、 苔む した 木の 幹の 上 

に ひろげて、 愉快に 騒ぎながら、 とてもお いしくいた 

だいた。 それが すむ と、 みんなが つかりして しまった。 


『ここで 休んで、 ュ ー ス タスに いさんに、 また 何 かい 

いお 話 をして ほしいな あ、』 と 子供達の 幾人 かが 言った。 

カズ ン  くた び 

従兄 ュ ー ス タス だって、 当然、 子供達 同様 草臥れて 

いた。 というの は、 この 楽しかった 午前中に、 彼 はい 

ろい ろと， 離 技 を 演じて 見せた の だから。 ダン デ ライ 

アン や クロウ ヴァゃ カウス リップ や バタ カップな ど は、 

パ ー シ ウスが ニンフ 達から 貰った ような、 翼の 生えた 

スリッパ を、 ュ— ス タスが 履いて いるの だと、 も 少し 

で 本当に 思い込む ところだった。 実際 この 学生 は、 今 

し 方まで 地上に いたかと 思う と、 たちまち にして 胡桃 

の 木の 天辺に 上 つてい るよう な ことが 度々 あつたの だ。 


すると 今度 は、 胡桃の 大雨 を ばらばらと 子供達の 頭の 

上に 降らして、 彼等 は 大急ぎで それ を バスケットの 中 

へ 拾い集める のであった。 つまり 彼 は 栗鼠 か 猿 かの よ 

うに 飛び 廻った あとな ので、 今度 は、 黄色い 落葉の 上 

に 身 を 投げ出して、 ちょっと 休みたい 様子だった。 

しかし 子供と いう もの は、 他人が くたくたに 疲れて 

なさけ 

いたって、 情 も 容赦 も ある もので はない。 もしも 一 

息で も 吐く 息が 残って いれば、 それでお 話 をして くれ 

とせが むので ある。 

『ュ ー ス タスに いさん、』 と カウス リップが 言った、 

『ゴ ー ゴンの 首のお 話 はとても 面白かった わ。 あれに 


負けない 位のお 話 を、 も 一 つお 出来に なりそう？』 

『出来る よ、 君、』 とュ ー ス タス は 言って、 これから 

うたたね  ひさし 

仮睡で も 始めようかと でもい つたよう に、 帽子の 庇 

を 目の 上まで ぐっと 下した。 『あれ 位な の は、 いや、 や 

ろうと 思えば もっと 面白い の を、 ーダ— ス くらい は 出 

来る よ。』 

『ねえ、 プリム ロウズと ペリ ウィンクル、 にいさんの 

おっしゃ つたこと 聞いて？』 と 叫んで、 カウス リップ 

は よろこんで 踊り 出した。 『ュ— ス タスに いさん は、 

ゴ ー ゴンの 首の 話より、 もっと 面白い の をーダ ー スも 

して 下さ るんで すつ て。』 


『一 つ だってす ると は 言って やしないよ、 この 小さな 

カウス リップのお 馬鹿さん！』 とュ— ス タス は 半分 

怒った ように 言った。 『しかし、 どうも させられそう 

だね。 これ も あんまり 評判 を 取った おかげ だ！ 僕 は 

も つ とずつ とのろ まに 生れる か、 それとも、 天から 授っ 

た 立派な 才能 を 少し 隠す かしと けばよ かった な あ。 そ 

うすれば、 静かに、 気楽に 仮睡 も 出来たん だが。』 

しかし、 従兄 ュ ー ス タス は、 私が 前に もちよつ とそ 

んな こと を 言って おいた と 思う が、 子供達が 話 を 聞く 

のが 好きな のと 同じように、 彼 はまた 話 をして 聞かせ 

る ことが 好きな のであった。 彼の 心 は 自由な、 偷决な 


状態に あって、 それ 自身の 活動に 喜び を 感じ、 それ を 

働かす のに ほとんど 外部からの 刺戟 を 必要と しな か つ 

た。 

こうした 頭の 自発的 活動と いう もの は、 中年者の、 

訓練の 結果から 来た 勤勉な どと は、 まるっきり 違った 

もの だ。 というの は、 中年 時代に なると、 長い 習慣に 

ら< 

よって、 つとめ は 楽に なり、 一日で も 仕事 を 休む と 気 

持が 悪い というく らいになる 代りに、 そのほか のこと 

はぬけ がらみたい になって しまう からで ある。 しかし、 

こんな こと は あまり 子供達に は 聞かせない 方が いい か 

ち 知，^ な レ 力 


ュ ー ス タス • ブライト は、 子供が それ 以上せ がむ ま 

でもな く、 次の ような 実にす ばらしい 話 を 始めた。 そ 

の 話 は、 彼が 寝ながら、 深々 と繁 つた 木 を 仰ぎ見て、 

秋の おとずれが 青葉 を 悉 く 純金の ように 変えて し 

まった 有様 を つくづくと 目に とめた 結果、 頭に 浮かん 

だものだった。 そして われわれの すべてが、 始終 見て 

いる この 変化 は、 ュ ー ス タスが 今から 始める マイ ダス 

王物 語の 中で 話した どんな ことに も 劣らず 不思議な こ 

となの だ。 


何でも 金になる 話 

昔々 一 人の たいへんな お金 持が ありました。 その 方 

はお まけに 王様で、 名 は マイ ダスと いいました。 この 

王様に は、 一 人の 小さな 王女が ありまし たが、 その 王 

女の こと は 僕の ほかに 知っている 者 はなく、 その 僕で 

さえ、 王女の 名 はつい 聞き もらした か、 或は 聞いた に 

しても、 すっかり 忘れて しまいました。 だから、 小さ 

な 女の子に は 妙な 名前 をつ ける ことの 好きな 僕 は、 そ 

の 王女 を 仮に メアリ ゴゥ ルドと 呼んで おく ことにし ま 


しょう。 

この マイ ダスと いう 王様 は、 世の中の 他の 何よりも 

きん 

金が 好きでした。 彼が 自分の 王冠 を 大切に 思う の も、 

主に それが 金で 出来て いるから でした。 もしも 彼が 何 

か 金 以上に、 或は ほとんど 金と 同じ 位に、 愛して いた 

ものが あると すれば、 それ は 彼の 足 置 台の まわりで 楽 

しく 遊ぶ ただ 一 人の 姫でした。 しかし 彼 は 姫 を 可愛く 

思えば 思う ほど、 一 層お 金が 欲しくなる のでした。 彼 

はおろ かに も、 彼が この 可愛い 姫の ためにして やれる 

一番い いこと は、 この 世が 始まって 以来、 まだ 積まれ 

たこと もない ような、 山吹色の、 光り輝く 金貨の 大き 


な 山 を、 彼女に 遺して やる こと だと 考えました。 そん 

なわけ で、 彼 は 彼の 頭と 時間との 全部 を、 この 一 つの 

目的の ために 費し ました。 彼 はふと 日没の 金色の 雲に 

目 をと めて、 しばらく それに 見入る ことで も あれば、 

それが 本当の 金であって、 彼の 金庫の 中へ 大切に し 

ま つ てお くこと が 出来たら どんなにい いだろうと 考え 

るので した。 また、 メアリ ゴゥ ルドが、 きんぼう げや 

たんぼ ぼの 花束 を 持って、 彼の 方へ 駆け寄って 来る 時 

に は、 彼 はいつ も、 『へん、 つまらない、 姫 や！ もし 

も その 花束が 見かけ 通り 本当の 金 だったら、 摘む 値 打 

が あるんだ がね！』 と言うの でした。 


そのく せ、 もっと 若い 時分、 まだ 彼が そんなに お金 

ほし さの 気違いに なり 切らない うち は、 マイ ダス 王 も 

大変 草花に 趣味 を 持って いたのでした。 彼 は 花園 を 

造って、 そこに は 誰も 今までに 見た こと も 嗅いだ こと 

もない ような、 大きな、 美しい、 句 いのいい 薔薇が 植 

えて ありました。 その 薔薇 は、 マイ ダスが いつも それ 

を 眺めたり、 匂い を 嗅いだり しながら 何時間 も 過ごし 

た 時と 同様に、 大きく、 美しく、 匂い も そのままに、 

今 も その 花園に 咲いて いました。 しかし 今では、 彼が 

仮に それ を ちょっと でも 見る とすれば、 もしも その 数 

え 切れない 程の 花びらの 一 つ 一 つが 薄い 金の 板で 出来 


ている として、 この 花園が どれ 位の 値 打になる だろう 

と 勘定して 見る ために 過ぎませんでした。 それから ま 

た、 (彼の 耳 は 驢馬の ようだった なんて、 つまらない 噂 

を 立てる 人 もあります が)、 一時 彼 は 音楽 を 好いた こ 

ともあった のです が、 今では、 気の毒な マイ ダスに とつ 

ての 唯一 の 音楽 は、 金貨 同志が かち 合って ちんちんと 

鳴る 音でした。 

とうとう ( 一 体 人間 はだん だん 利口になる ように 心 

がけない と、 必ず だんだん 馬鹿になる にき まった もの 

だから)、 マイ ダス は 金で ない もの は、 どんな もので も、 

ほとんど 見る こと も 手に する こと もい や だとい うよう 


な、 てんで 物の 分らない 人間に なって しまいました。 

その 結果、 彼 は 毎日の 大部分 を、 彼の 王宮の 土台の 下 

の、 暗い、 淋しい 地下室で 送る ような 癖が つきました。 

彼 は そこに 金 をし まってい たのです。 彼 は 特に 幸福に 

なりたい 時 はいつ でも、 この 陰気な 穴の 中 —— という 

の は、 そこ は 土牢 も 同然だった から —— へ はいって 行 

きました。 彼 は そこで、 念入りに 扉に 錠 を 下してから、 

金貨の はいった 袋 や、 洗 盤 ほど も ある 金の コップ や、 

のべぼう 

重い 金の 延棒 や、 十 リットル も ある 金粉 を 取り出し、 

それ を 部屋の 薄暗い 隅つ こから 持ち出して 来て、 土牢 

のよう な 窓から 射し 込む 一筋の、 明るい、 細い 日光に 


当てて 見る のでした。 彼が 日光 を 有難く 思った の は、 

その 助けがなくて は 彼の 宝 も 光らない からだけ のこと 

でした。 それから 彼 は、 袋の 中の 金貨 をす つかり 数え 

て 見たり、 延棒 を 抛り 上げて、 落ちて 来る ところ を受 

けて 見たり、 指の 間から 金粉 を さらさらと 落して 見た 

り、 それから、 コップの つるつるした 胴 廻りに うつる 

自分の 顔のお かしな 映像 を 眺めたり して は、 『おう、 マ 

ィ ダス、 お金 持の 王様 マイ ダスよ、 御身 は 何とい う 仕 

合せ 者だろう！』 と 独りで ささやいて 見る のでした。 

しかし、 彼の 顔の かげが、 コップの つるつるした 表面 

から、 彼に 向って 歯 をむ き 出して 笑って る 様子 は、 見 


る も 滑稽な ものでした。 それ は 彼のお ろかな 行い を 

ちゃんと 知っていて、 彼 を 馬鹿にし 度が つてい るよう 

にも 見えました。 

マイ ダス は 自分 を 仕 合せな 人と 呼んで は 見た ものの、 

まだ 自分の 望んで いる ほど 幸福に なり 切って いないと 

いう 気がしました。 全世界が 彼の 宝の 庫と なって、 そ 

れに 全部 自分の ものである 黄金が 一 杯に でもなら なけ 

れば、 すっかり 満足し 切る ところまで は 行かなかった 

のでしょう。 

さて、 君達の ような 利口な 子供に は、 こんな こと を 

言う 必要 はない かと 思う が、 マ イダ ス 王が 生きて いた 


古い 古い 昔に は、 今日 この 国で 起ったならば、 われ わ 

れも 不思議 だと 思うよう な ことが、 いろいろ 沢山 あり 

ました。 その代りに また、 今日の いろいろの 出来事の 

うちに は、 われわれに とって 不思議な 気がする ばかり 

でな く、 昔の 人が 見たら 目 を まるくして しまうよ うな 

事 も 沢山 あるでしょう。 全体から いうと、 昔と 今と で 

は、 今の 方が 僕 は 不思議な 時代 だと 思う。 しかし、 そ 

れ はどうで もい いとして、 僕 は 話 を 進めなければ なら 

ない。 

マイ ダス 王が 或る日 例によって、 宝の 庫に はいって 

楽しんで いる 時、 山と 積んだ 金の 上に 影が さすのに 気 


がっきました。 ふと 顔 を 上げる と、 これ はまた どうし 

たこと か、 一 人の 見た ことのない 人の 姿が、 明るい、 

細い 日光の 中に 立って いるので す！ それ は 快活そう 

な、 血色の いい 顔 をした 青年でした。 あたりの 物す ベ 

てが 金色 を 帯びて 見える の は、 マイ ダス 王の 気のせい 

か、 それとも 何 かまた 原因が あるか は 知らないが、 彼 

は その 見知らぬ 人が 彼に 向ける 微笑の 中に、 一 種の 金 

色の 光が 含まれて いるよう な 気がして なりません でし 

た。 たしかに、 見知らぬ 人の 姿が 日の 光 を さえぎって 

いる にも拘らず、 積み重ねられた すべての 宝が、 今で 

は、 前よりも 一層 光り輝いて いるので す。 一番 隅つ こ 


の 方まで が、 その 人が につ こりと 笑う と、 まるで 焰 や 

火花に 照らされ たように、 ぱ つ と 明るくなる のでした。 

マイ ダス は 錠前の 鍵 を ちゃんと 下して おいた こと、 

それから 人間の 力で はとても この 宝の 庫に 侵入す る こ 

とが 出来ない こと を 知っていました ので、 勿論、 この 

人 は 人間以上の 何者かに 違いない と 判断し ました。 そ 

の 人 は 誰だった かとい うこと は、 別に ここで 言わな く 

て もい いでしょう。 まだ 地球が 比較的 新しい 物だった 

その 頃に は、 男 や 女 や 子供達の 喜び や 悲しみに、 半分 

は 冗談に、 半分 は 真面目に、 興味 を 持った、 超自然な 

力 を 具えた、 神様み たいな 人が、 よくやって 来たらし 


いのです。 マイ ダス は 前に も そんな 人に 出会った こと 

が あるので、 また やって来られて 困った と は 思い ませ 

ん でした。 実際、 その 見知らぬ 人の 様子 は、 慈悲 深い 

と は 云えな いまでも、 たいへん 愛想が よく、 やさし そ 

うなので、 何 か 悪いた くらみが あって 来たので はない 

かと 疑ったり する こと は 間違つ ている ような 気がし ま 

した。 それよりも ずっと、 マイ ダスに 好意 を 持って来 

て くれたら しい 気がしました。 とすれば、 彼の 宝の 山 

を もっと 大きく してやろう という 以外に、 好意 はない 

害 じ やない かしら？ 

見知らぬ 人 は 部屋 を 眺め まわしました。 そして 彼の 


光 を 放つ ような 微笑で、 部屋の 中の 金で 出来たい ろい 

ろの 品物 を みんな きらきらと 光らせてから、 また マイ 

ダスの 方に 向きな おりました。 

『マイ ダスさん、 あなた はお 金 持です ね！』 彼 は 言い 

ました。 『こうして あなたが 一生 けんめい この 部屋に 

積 上げられた ほどの 金の はいった 部屋 は、 世界中 何処 

へ 行っても、 ほかに はなさ そうです ね。』 

『わし も かな リ集 めました よ —— かなりね、』 と マイ 

ダス は、 まだ 満足 出来ない といった 調子で 答えました。 

『しかし 結局、 これ だけ 集める のに、 一生 かかった こと 

を 思う と、 あんまり 少なす ぎます よ。 人間 も 千年 くら 


い 生きられる ものなら、 金 持になる 暇 もありましょう 

がね！』 

『何です つて！』 と 見知らぬ 人 は 叫びました。 『それ 

じゃあな たは、 まだ 不足なん です か？』 

マイ ダス は 頭 を 振りました。 

『では 一体、 どうな つたら 満足す るんで す？』 と 見知 

らぬ人 は 尋ねました。 『あんまり 変って いるので、 

ちょっと お訊きす る だけの ことです が、 是非 一 つ、 う 

かがいたい ものです な あ。』 

マイ ダス はちよ つと 考え込みました。 彼 は、 やさし 

い 微笑に 金色の 光 を さえ 含んだ、 この 見知らぬ 人 は、 


彼の 最大の 望み を 叶える 力 も あり、 また それ を 叶えて 

くれる つもりで 来たの じ やない かとい うような 虫の 知 

らせを 感じました。 だから、 今 こそ、 彼の 頭に 浮かん 

だ、 出来そう な 相談 は 勿論、 ちょっと 出来ない ような 

相談で も、 ただ 口に 出して 頼み さえ すれば、 聞いても 

ら える という、 またとない 機会な のです。 そこで 彼 は 

考えに、 考えに、 考えて、 黄金の 山の 上に、 また 黄金 

の 山と、 頭の 中で いくつ も 積み重ねて 見ました が、 な 

かな かこれ でい いという 大きさに はならない のでした。 

とうとう、 すばらしい 考えが マイ ダスの 胸に 浮かび ま 

した。 それ は 本当に、 彼の 大好きな 金に も 負けない 位 


すばらし いものの ような 気がしました。 

彼 は 頭 を 上げて、 この 光り輝く 見知らぬ 人 を まとも 

に 見ました。 

『どうしました、 マイ ダスさん、』 とその 人 は 言い まし 

た。 『何 か 気に入った 考えが 浮かんだ ようです ね。 あ 

なた の 望み を 言って 下さい。』 

『ただこう いう ことなんで すが、』 と マイ ダス は 答え 

ました。 『こんなに 骨 を 折って 宝 を 集めて、 力一杯 やつ 

た 結果が、 こんなち つぼけ な もの かと 思う と、 わし は 

うんざりして しまう のです。 わし はさ わった 物が 何で 

も 金に なって くれたら、 どんなにい いかと 思います 


な！』 

その 見知らぬ 人の 微笑が、 あまり あからさま になつ 

たので、 それ は、 こん もりとした 谿 間へ お日様が ぱっ 

と 射し 込んだ ように、 部屋 中 を 照らす かに 見えました。 

そして 金塊 や 金粉 は、 明るい 光の 中に 散り敷いた、 黄 

色い 秋の 木の葉の ように 見えた のでした。 

『さわれば 何でも 金になる 力です つて！』 とその 人 は 

叫びました。 『そんなす ばらしい こと を 考えつく なん 

て、 マイ ダスさん、 あなた もた しかに 相当な もんです 

ね。 しかし、 それで 間違いな く あなた は 満足す るで 

しょうか？』 


『それで 満足 しないなん てこと があって たまる もんで 

す 力！』 

『そんな 力が 出来て、 あとで 困った なんて こと は、 絶 

対に ないで しょうか？』 

『一体、 どうして 困る なんて ことになるでしょう？』 

と マイ ダス は 問い返しました。 『わし は、 この こと さ 

え 聞き入れて もられえば、 完全に 幸福に なれ るんで 

す。』 

『では、 あなたの 望み通りになる ように、』 と、 その 見 

知らぬ 人 は 答えて、 別れの しるしに 手 を 振りました。 

『明日、 日の出る 時に なれば、 あなた は 何でも 金に する 


力 を授っ ている でしよう。』 

と 言 つたと 思う と、 その 見知らぬ 人の 姿が とても 光 

り 出した ので、 マイ ダス は 思わず 目 を 閉じました。 今 

度 目 を あけて 見る と、 部屋の 中にはた だ、 一 筋の 日の 

まわ 

光と、 それから、 彼の 周り 中に、 彼が 一生 かかって た 

め 込んだ 金が きらきらと 輝いて いるのと が 見える ば か 

りでした。 

マイ ダスが その 晚、 平常通り 眠った かどう か は、 こ 

の 話に 出て いません。 しかし、 眠った にしても、 覚め 

ていたに しても、 彼の 心 はお そらく、 明日に なったら 

新しい、 いい 玩具 を 上げようと 約束され た 子供みたい 


に、 わくわく していた こと だろうと 思われます。 とに 

かく、 お日様が 山から 顔 を 出す か 出さない うちに、 マ 

イダ ス王 はすつ かり 目を覚まして、 寝床の 中から 腕 を 

伸ばして、 手の 届く ところに ある 物 を さわり 始め まし 

た。 彼 は 果して あの 見知らぬ 人の 約束 通り、 何でも 金 

にして しまう 力が 出来た かどう か、 ためして 見たくて 

ならなかった のです。 だから 彼 は 寝台の 傍の 椅子 や、 

そのほか いろいろな ものに 指 を 触れて 見ました が、 そ 

れ がまる でもとの ままで、 少しも 変った ものに ならな 

いので、 ひどく がっかり しました。 実際 彼 は、 どうか 

すると あの 光り輝く 見知らぬ 人の 夢を見て いただけな 


のか、 それとも あの人が 彼 をから かった ので はない か 

しらと、 たいへん 心配に なって 来ました。 あんなに 楽 

しみに していた のに、 何でも ちょっと さわって 金に し 

てし まう というので はなくて、 相 変らず 普通の 方法で、 

わずかな 金 を搔き 集めて 行く ことに 満足し なければ な 

らな いとしたら、 どんなにつ まらないでしょう！ 

その 時 はま だ 明け方の うす 暗がりで、 東の 空の 下の 

方が、 ほんの 一す じ 明るくな つていた だけで したが、 

マイ ダスの 寝て いると ころから は、 それ は 見えません 

でした。 彼 は 大変が つかりした 気持に なって、 あてが 

はずれて しまったの を いまいましく 思い、 だんだん 悲 


しくなる ばかりで したが、 そのうちに とうとう 朝の 最 

初の 日影が 窓から さしこんで 来て、 彼の 頭の 上の 天井 

を 金色に 染めました。 マイ ダスに は、 この 黄色い 日影 

が、 寝床の 白い 覆 布に 何だか 変な 風に うつって いるよ 

うな 気がしました。 それ を もっとよ く 見て、 リンネル 

の 布地が、 まるで まじりけ のない、 きらきらした 金の 

織物の ように 変って いた こと を 知った 時の 彼の 驚きと 

喜びと は どんなだった でしよう！ さわれば 何でも 金 

になる 力が、 朝日の 光と 一し よに、 彼に 授 つたで は あ 

りません か！ 

マイ ダス は 喜びの あまり、 気違いの ようになって 飛 


び 起きました。 そして 部屋 中 を 駆け 廻って、 何でも そ 

の 辺に ある 物 を 手当り 次第につ かみました。 彼が 寝台 

まる みぞ 

の 柱の 一 つ をつ かむ と、 それ はたち まち 丸 溝の ついた 

金の 柱に なりました。 彼 は 自分が おこなつ ている 奇蹟 

を、 もっと はっきりと 見る ために、 窓掛を 一枚 引きよ 

せました が、 窓掛の 総が また 手の 中で 重くな つたと 思 

うと —— もう 金の かたまり になって いました。 彼 は 机 

から 一冊の 本 を 取上げました。 ちょっと さわった だけ 

で、 その 本 はわれ われが 近頃よ く 見る ような 立派な 

そうてい  きんぶち 

装幀の、 金縁の 本みたい になり ましたが、 指 を 紙の 間 

に 通す と、 これ はしたり！ それ は 金箔 を 綴じた よう 


になって、 中に 書いて あった 立派な 文句 はすつ かリ見 

えなくな つてし まいました。 彼 は 急いで 着物 を 着 まし 

た。 それが また 金の 布地で 仕立てた 堂々 たる 衣装に 

変った ので、 彼 は 夢中に なりました。 それ はいくら か 

その 重みで、 荷になる ような 気がし ましたが、 地質の 

やわらか 

柔軟 さは もとの ままに 残って いました。 彼 は 小さな メ 

ふ ち ど リ 

ァ リゴゥ ルドが 縁取 をして くれた ハンカチ を 取り出し 

ました。 その ハンカチ もまた、 可愛い メアリ ゴゥ ルド 

が 手際よ く、 きれいに 縁 をず うつと 縫った あとが 金糸 

となって ついた まま、 金に なって しまいました。 

どうした わけ か、 この ハンカチが 金に なった という 


こと だけ は、 マイ ダス 王 も あまり うれしく 思いません 

でした。 彼 も、 小さな 姫の 手芸品 だけ は、 姫が 彼の 膝 

に 上って、 彼の 手に 渡した 時 そのままであって ほし 

かった のです。 

ささい 

しかし 些細な ことで 気 を 揉んでも つまりません。 マ 

イダ スは そこで、 自分の やって いる こと を 一層 はっき 

りと 見る ために、 ポケットから 眼鏡 を 取り出して、 鼻 

にかけ ました。 その 時分に は、 一般の 人達が 使う 眼鏡 

は 出来て いなかつ たが、 王様 達 はもう かけて いました。 

でなければ、 どうして マイ ダス だって 眼鏡 を 持って い 

る 害が ありましょう？ ところが、 彼が 大変 面 喰った 


ことに は、 その ガラス は 上等 だのに、 ちっとも 見えな 

いこと が 分った のです。 しかし これほど 当り前な こと 

すきとお 

はない わけで、 というの は、 はずして 見る と、 透徹つ 

ていた 害の 上等 ガラスが、 金の 板に なって しまって い 

て、 勿論、 金と して は 値 打が あっても、 眼鏡と して は 

使い ものに なら なくなって いたから でした。 いくらお 

金が あっても、 役に立つ だけの 眼鏡 を 二度と 持つ こと 

が 出来ない ような 貧乏人 も 同様にな つたと いう こと は、 

どうも 困った こと だと マイ ダス は 思いました。 

『しかし、 大した ことじ やない、』 と、 マイ ダス は 大変 

落着いて、 独り言 をい いました。 『多少の 不便が 伴わ 


ないで、 大変い い ことがある なんて 思う の は 虫が よす 

ぎ るんだ。 さわれば 何でも 金になる ような 力の ために 

は、 少なくとも 盲に さえなら なければ、 眼鏡の 一 つ 位 

は 棒に振っても いい。 わしの 目 は 普通の ことに は不自 

由 はしない し、 それに 小さな メアリ ゴゥ ルド も、 じき 

にもの を 読んで 聞かせて くれる 位の 大きさに はなる だ 

ろう。』 

お 目出度い マイ ダス 王 は、 彼の 幸運 を あんま リ 喜ん 

でし まって、 王宮 さえ も 彼が はいって いるに は 少し 狭 

いような 気がしました。 そこで 彼 は 階下へ 下りて 行き 

ましたが、 そのと き 彼が 手で ずう つと 撫でて 下りた 階 


段の 手 欄が、 磨いた 金の 棒に なって しまったので、 ま 

かきが ね 

たにこに こ 顔に なりました。 彼 は 扉の 饌 を 上げて 

(それ もほんの 今し方まで 真鍮だった ものが、 彼の 指 

が 離れた 時にはもう 金に なって いた)、 庭へ 出ました。 

ちょうど そこで は、 沢山の 美しい 薔薇が 満開で、 その 

ほかに 蕾 やら、 八 分 咲き やら、 いろいろ ありました。 

それが 朝の そよ風の 中に、 え もい われぬ 香気 をた だよ 

わせて いました。 それらの 薔薇の、 美しい 赤らみ は、 

ほかで はちよ つと 見られない 程の もので、 とても やさ 

しく、 つつまし く、 何ともい えない 静か さに 満ちて い 

ました。 


しかし マイ ダス は、 彼 一流の 考え方から 云って、 こ 

の 庭の 薔薇 を、 今までの どんな 薔薇より もずつ と 値 打 

の ある ものと する 方法 を 知っていました。 そこで 彼 は 

一生 けんめいに 薔薇の 藪から 藪へ と 飛び 廻って、 とて 

も 根気よ く 彼の 魔力 を 振い ましたので、 とうとう 花 も 

蕾 も 一 つ 残らず、 いや その 心に もぐって いた 虫まで が、 

金に なって しまいました。 この 結構な 仕事が すっかり 

終らない うちに、 マイ ダス 王 は 朝飯に 呼ばれ ましたが、 

朝の 空気の ために 大変お 腹が すいてい たので、 急いで 

宮殿へ 帰つ て 行きました。 

マイ ダスの 時代に は、 王様の 朝御飯が どんな もの 


だつ たかは、 僕 は 本当に 知らないし、 又 ここで それ を 

せんさく 

穿鑿して いる わけに も ゆきません。 しかし、 この 記念 

すべき 朝の 食卓に は、 ホット ケ ィキ、 おいしい 小さな 

かわます  ばれいし よ  ゆでたまご 

川 鱒、 口— ス 焼の 馬 鈴薯、 新鮮な 茹卵、 それから コー 

ヒ ー など を マイ ダスに、 そして 姫の メアリ ゴゥ ルドの 

ために は 一 杯の パン 入り ミルクが 供えて あった ことと 

思います。 とにかく、 これなら ば 王様の 前に 供えても 

恥ずかしくない 朝飯でしょう。 マイ ダス 王が 果して こ 

んな 朝飯 を 食べた かどう か は 分らない が、 まあ これ 以 

上の ことはなかった ろうと 思います。 

小さな メアリ ゴゥ ルド は、 まだ 姿 を 見せません でし 


た。 マイ ダス は 彼女 を 呼ぶ ように 言って、 朝飯 を 始め 

るた めに 食卓に ついて、 姫の 来る の を 待って いました。 

公平に 見て、 彼 は 本当に 姫 を 愛して いました。 今朝 は 

また、 彼に ふりかかって 来た 幸運の ために、 その 愛情 

がー 層 深くな つてい ました。 しばらく する うちに、 姫 

が ひどく 泣きながら 廊下 を やつ て 来る のが 聞え ました。 

姫が 泣く なんて 彼に は 意外な ことでした。 何故なら、 

メアリ ゴゥ ルド は 夏の 日に 遊び たわむれて いるの をよ 

く 見かける ような 子供達の うちで も 一 番 元気な 一 人で、 

年中ち よ つと でも 涙 を 流す ような ことのない 子でした 

から。 マイ ダス は 彼女が 泣きじゃく るの を 聞いた 時、 


あっと 驚いて 喜びそう な こと を やって 見せて、 可愛い 

メ ァ リゴゥ ルドの 機嫌 を 直させようと 決心し ました。 

そこで、 ティ ブルの 上へ 乗り出して、 彼女の 鉢に さわ 

りました。 それ は 支那 出来の 鉢で、 まわりに 綺麗な 

人物が 描いて ありまし たが、 それ を きらきらした 金の 

鉢に してし まった のです。 

そのうちに メアリ ゴゥ ルドが、 しぶしぶと 扉 を あけ 

て、 目に エプロン を 当てた まま、 まだ 胸 も 張り裂ける 

ばかりに 泣きじゃくりながら は い つ て 来ました。 

『おや、 どうしたの、 姫 や！』 と マイ ダス は 叫び まし 

た。 『このお 天気の いい 朝に、 一体 どうした こと 


じ や？』 

メアリ ゴゥ ルド は 目に エプロン を 当てた まま、 手 を 

さし 出し ましたが、 その 手に は マイ ダスが 今し がた 金 

にした ばかりの 薔薇の 一 つが ありました。 

『美事 じ や！』 と 父 は 叫びました。 『して この 大した 

きん 

金の 薔薇の 何処が 気に入らなくて 泣く のかね？』 

『ああ、 お 父 さま！』 と 姫 は すすり泣 きのうち にも、 

出来るだけ はっきりと 答えました。 『これ 美し か あな 

いわ、 こんなき たない 花って ない わ！ あたし 着物 を 

着る とすぐ に、 薔薇 を 摘もうと 思って お 庭へ 駆けて 

行った のよ。 だって、 お 父 さま は 薔薇が お好きで しょ、 


あたしが 摘んだ の は 余計に お好きで しょ。 だのに、 ま 

あ、 まあ！ どんな ことにな つていた と 思って？ と 

て も ひどい ことにな つち やった のよ！ あんなに いい 

匂いが して、 あんなに とりどりの きれいな 紅色 をして 

いた 美しい 薔薇が、 みんな 病気に なって めちゃめちゃ 

になつ ちゃった のよ！ これ、 この 通り、 みんな まる 

で 黄色くな つち やって、 もう 句い もなん にもない の！ 

一 体 どうしたと いうんで しょうね？』 

『な あんだ、 わしの 可愛い 姫 や —— そんな ことで 泣く 

んじ やない よ！』 と マイ ダス は 言った ものの、 姫 を こ 

ん なに ひどく 悲しませた 変化 を 自分の 手で おこなった 


の だと 打明ける こと は、 恥ずかしくて 出来ません でし 

た。 『坐って パン 入りの ミルク をお あがり！ 何百 年 

でも 保つ ような、 こんな 金の 薔薇 を 持つ てれば、 一日 

しぼ 

で 凋む ような ただの 薔薇と なら、 何時でも 取換 えられ 

るから ね。』 

『あたし， 」 んな 薔薇 は い や です！』 と メアリ ゴゥ ルド 

もん 

は 叫んで、 それ を 三文の 値 打 もない ものの ように 投げ 

棄 てました。 『ちっとも 匂い はない し、 固い 花弁が 鼻 

を 刺して 痛 いんだ もの！』 

姫 はもう 食卓に ついてい ましたが、 黄色くな つてし 

まった 薔薇に 対する 悲しみで 心が 一杯だった ので、 彼 


女の 支那 鉢の 驚くべき 変化に も 気がつきませんでした。 

多分 その 方が ずっとよ かった のでしょう、 というの は、 

メアリ ゴゥ ルド は、 鉢の まわりに 描いて ある 奇妙な 人 

物 や、 変った 木 や 家 を 見て、 いつも 喜んでい たのに、 

今では それらの 絵が すっかり 金の 黄色の 中に 消え去つ 

ていた からです。 

その 間に マイ ダス は、 一杯の コ— ヒ— を 注いで いま 

した。 勿論 コー ヒ ー 注ぎ も、 彼が それ を 取り上げた 時 

は どんな 金属で 出来て いたにせ よ、 それ を 下に 置いた 

時にはもう 金に なって いました。 彼 は 自分み たいな 質 

素な 日常 を 送る 王様と して は、 金づ くめの 食器で 朝飯 


をた ベる なんて、 随分 贅沢な やり方 だな あと、 独りで 

考えました。 そして、 こんな 風に どんどん 出来て 来る 

宝物 を 安全に しま つ てお くこと は 容易 じ やな いので、 

閉口し 始めました。 もはや 戸棚 や 台所で は、 金の 鉢 や 

コ ー ヒ ー 注ぎの ような 高価な もの をし ま つ てお く 場所 

として は、 大丈夫と は 云えませんでした。 

こんな こと を 考えながら、 彼 はコ— ヒ— を 一 匙す 

くって 口へ 持って行きました。 そしてす すって 見て、 

それが 唇に 触れた 瞬間に、 熔 かした 金に なリ、 次の 瞬 

間に は、 金の かたまり になった の を 見て びっくり しま 

した。 


『は あ！』 マイ ダス はすこし あきれて 叫びました。 

『どうしたの、 お 父 さま？』 と 小さな メアリ ゴゥ ルド 

は 尋ねて、 目に 涙 をた めた ままで、 じっと 彼 を 見つめ 

ました。 

『何でもない、 姫 や、 何でもな いんだよ！』 マイ ダス 

は 言いました。 『冷めない うちに ミルク をお あが リ。』 

彼 は 皿の 上のお いしそう な 川 鱒 を 一尾 取って、 試験 

しつ ぼ 

の 意味で、 その 尻尾 を 指で さわって 見ました。 驚いた 

ことに は、 そのお いしそう に 出来た 川 鱒の フライが、 

金の 魚に なって しまいました。 但し 金の 魚と いっても、 

客間の 装飾と して ガラス 鉢の 中に よく 飼われて いるよ 


うな 金魚に なった のではありません。 そうじゃなくて、 

本当に 金で 出来た 魚に なった のでした。 そして、 世界 

一 の 金 細工 師の 手で たくみに 作られた かの ように 見え 

ました。 その 小さな 骨 は、 今では 金の 針金と なり、 鰭 

あと 

と 尻尾と は 薄い 金の 板と なり、 フォ ー クで 突つ いた 痕 

までつ いていて、 上手に 揚がった 魚の、 こまかい、 つ 

ぶつぶ した 外観まで が、 すべて そっくり そのまま 金で 

出来て いるので した。 君達 も 想像が つく ことと 思う が、 

実にき れいな 細工 物でした。 ただ マイ ダス 王 も、 この 

時ば かり は、 こんな 手の込んだ、 高価な 魚の 模型より 

ほんもの 

も、 真物の 川 鱒が お 皿に 乗って いた 方が どんなに いい 


か 知れない と 思いました。 

『これ じ や 一体 どうして 朝飯 を 食べた もの か、 まるで 

分ら なくなって しまう、』 と マイ ダス は 独りで 考え ま 

した。 

彼が ほやほやの ホット ケィキ の 一 つ を 取って、 こわ 

すか こわさな いうちに、 ひどく 困った ことに は、 一瞬 

とうちろ こし 

間 前まで 真白な 小麦粉で 出来て いた ものが、 玉蜀黍の 

粉で つくった ように 黄色が かって 来ました。 実のと こ 

ろ、 もし それが 本当に 出来た ての 玉蜀黍の お菓子 だつ 

たら、 ずっと 有難かった のです が、 最早 その 固さと 急 

に 重くな つたこと とで、 これ もまた 金に なって しまつ 


たこと が、 はっきり 分り 過ぎて、 一向に 有難くな いの 

ゆでたまご 

でした。 殆ど やけに なって、 彼 は 茹卵を 取って 食べ 

ようとし ましたが、 これ もす ぐに 川 鱒 やお 菓子と 同じ 

ように、 金に なって しまいました。 その 卵 は 実際、 お 

話の 本に 出て 来る あの 有名な 鵞鳥が、 いつも 産んで い 

たという 金の 卵の 一 つと 間違えられそう でした。 しか 

しその 卵が 金に なって しまったの は、 誰の せいでも な 

く、 マイ ダス 王 自身が そうして しまった のです。 

『はてさて、 これ は 困った ことじ や！』 と 彼 は 考えな 

がら、 椅子に もたれて、 小さな メアリ ゴゥ ルドの 方 を 

ひどく うらやま しそうに 見ました。 彼女 はもう 大変お 


いしそう に、 パン 入りの ミルク を 食べて いるので した 

『自分の 前に はこん なに 贅沢な 朝飯が ある。 それでい 

て、 何 一 つ 食べられる もの はない の だ！』 

今では 相当 厄介な 気がして 来た、 何でも 金に してし 

まう 力 も、 大 急行で 食べれば、 避けられる かも 知れな 

いと 思って、 マイ ダス 王 は、 今度 は 熱い 馬鈴薯 をつ か 

んで、 口の 中へ 押 込み、 それ を 急いでの み 込もうと し 

ました。 しかし、 触れた もの をた ちまち 金に してし ま 

う 力の 速さに はかない ませんで した。 彼の 口 は、 粉 を 

吹いた 馬 鈴薯じ やない、 こちこちの 金の 薯で 一杯で し 

た。 それが また 彼の 舌 を 焼いた ので、 彼 は 大声で う 


なって、 食卓から 跳び 上って、 痛 さとび つくりと で、 

踊った リ、 どたばたと 足 を 踏み鳴らし たりして、 部屋 

の 中 を 飛び 廻り 始めました。 

『お 父 さま、 ねえお 父 さま！』 と 孝行 者の 小さな メァ 

リゴゥ ルド は 叫びました、 『一体 どうな さった の？ 

お 口が 熱かった の？』 

『ああ、 可愛い 姫よ、』 マイ ダス は 悲しそう にうな りな 

がら 言いました、 『お前のお 父さん はどうな つ てし ま 

うか 分らない よ！』 

本当に 君達、 生れてから こんなな さけない 話って 聞 

いた ことがあります か？ 王様の 前に 供える ことの 出 


来る、 文字通り この 上な しの 金目の 朝飯が 出て いるの 

に、 その 金目の ために こそ、 却って それが なんにもな 

らな いものに なって いるので す。 これで は、 本当に そ 

きん 

の 重さ だけの 金の 値 打が あるよう な 御馳走 を 前にした 

マイ ダス 王よりも、 パン屑と 水と です ましてい るよう 

くらしむき 

な、 この 上 もな く 貧乏な 労働者の 方が、 ずっと 暮 向が 

いいと いう ことになる わけです。 じ や、 どう すれば い 

いんでしょう？ 朝飯の 時に、 もう マイ ダス は 大変お 

腹が すいていました。 昼御飯までに それ 以上お 腹が す 

かない わけはありません。 すると、 晚 御飯の 時に でも 

なったら、 どんなに がつがつして 来る か 分りません。 


しかも、 晚 御飯 とても、 きっと 今 目の前に あるのと 同 

じょうな 不消化な 御馳走に 違いありません！ こうし 

て、 金づ くめの 贅沢な 御馳走つ づきで、 彼が 幾日 生き 

て 行ける と 君達 は 思います か？ 

こんな こと を いろいろと 考えて 見る と、 さすが 欲 馬 

鹿の マイ ダス 王 も、 心配に なって 来て、 果してお 金 さ 

え あれば ほかに なんにも 要らないで 通せる もの かどう 

か、 又 いろいろと ほしい 物のう ちで お金が 第一の もの 

かどう かさえ も 疑わしく なって 来ました。 しかし こん 

な こと は、 ちょっと 考えて 見た だけの ことでした。 黄 

金の 光に 対する マイ ダスの 迷い 方と 来て は、 大変な も 


のでした ので、 朝飯の ような つまらない ことのた めに、 

何でも 金に する 力 を 棒に振って しまう 気に は、 まだ ま 

だ なれませんでした。 そんな ことで もしたら、 一 回 分 

の 食膳が どんなに 高い ものに つく か、 まあ 考えても ご 

らんなさい！ 少しば かりの 川 鱒と 卵と 馬鈴薯 とホッ 

トケィ キとコ ー ヒ ー 一杯と に対して、 何百 万円 も 何百 

万円 も、 いや その上い つまで 数えても 数え切れない ほ 

どのお 金 を 払う のと 同じじゃありません か？ 『それ 

じ や 全く 高す ぎる わ い 、 』 と マ イダ スは思 いました。 

それにしても、 お腹の すき 方 は あまり ひどい し、 全 

くどうして いいやら 分らない ので、 彼 はまた 大きな 声 


で、 その上た いへん 悲しそう に 唸りました。 可愛い メ 

ァ リゴゥ ルド は、 もうこの 上 辛抱 は 出来ませんでした。 

彼女 はちよ つとの 間 父 を 見つめた まま 坐って、 一生け 

ん めい 小さな 頭 を 絞って、 父が どうした のか を 知ろう 

と 努めました。 それから、 父 を 慰めよう との やさしい、 

いじらしい 気持から、 椅子 を 立って、 マイ ダスのと こ 

ろへ 駆け寄り、 かたく 彼の 膝に すがりつきました。 彼 

は 屈み込んで、 姫に 接吻し ました。 彼 は 何でも 金に す 

る 力に よって 得た ものよりも、 彼の 小さな 姫の 愛情の 

方が 何千 倍 貴い か 知れない と 思いました。 

『わしの 大事な、 大事な メアリ ゴゥ ルドよ！』 と 彼 は 


叫びました。 

しかし メアリ ゴゥ ルドの 返事はありませんでした。 

ああ、 彼 は 何とい うこと をして しまったの でしよ 

う！ あの 見知らぬ 人が 彼に 与えた 力 は、 何とお そろ 

しい ものだった のでしょう！ マイ ダスの 唇が メアリ 

ゴゥ ルドの 額に 触れた その 瞬間に、 一 つの 変化が 起つ 

たのです。 あんなに 深い愛情に 満ちて いた 彼女の 可愛 

い、 薔薇色の 顔が、 きらきらした 金色に 変り、 頰を伝 

う 涙 さえ そのまま 黄色く かたまって しまいました。 彼 

とびいろ 

女の 美しい 鳶色の 巻毛 も 同じような 色に なりました。 

彼女の やわらかい 小さな からだ は、 父の 腕に 抱かれた 


まま、 固く、 しゃち こばって しまいました。 おう、 何 

という おそろしい 災難でしょう！ 彼の きりのないお 

金に 対する 欲望の 犠牲と なって、 小さな メアリ ゴ ウル 

ドは、 最早 生きた 子供で はなく、 黄金の 像に なって し 

ま つたではありません か！ 

そうです、 彼女 はやさし く、 悲しく、 気の毒 そうに、 

お 父 さま どうしたのと でも 問い たげ な 表情の ままで、 

顔が 固まって しまった のでした。 それ はこれ まで 人間 

が 見た うちで、 一 番 可愛らしく、 しかも 一 番 いたまし 

い 姿でした。 メアリ ゴゥ ルドの 目鼻立 や 特徴 はすべ て 

えくぼ  あご 

そのままで、 可愛らしい 小さな 靨 さえ、 その 金色の 頤 


に 残って いました。 しかし、 そっくり そのまま に似て 

れば 似て る ほど、 娘の 残して 行った 形見の すべてと も 

いうべき この 黄金 像 を 眺める 父の 悲しみ は 大きい ので 

した。 姫が 可愛くて ならない 時には いつでも、 お前 は 

お前の 重さ だけの 金の 値 打が あると 言う のが、 マ イダ 

スの 好きな おきまり 文句でした。 そして 今や その 文句 

は、 文字通り ほんとうにな つてし まいました。 そして 

遂にもう 間に合わない 今と なって、 彼 は 彼 を 愛して く 

れる暖 い、 やさしい 心の 方が、 天地の 間に 積み上げる 

ことの 出来る、 どれほどの 宝よりも、 どんなに 貴い か 

知れない という こと を、 しみじみと 感じた のでした。 


いよいよ 彼の 願いが 十分に 叶えられた 時に なって、 

彼が 手 を 揉み 絞って 嘆き 始めた 有様 や、 メアリ ゴ ウル 

ドを 正視す るに も 忍びない し、 それ かとい つて 彼女 か 

ら 目を離す こと も 出来な か つ た 彼の 心のう ちな ど を、 

一 々述べて いたら、 随分と 悲しい 話に なって しまう で 

そそ 

しょう。 とにかく、 彼の 目が その 像に 注がれて いる 時 

の ほか は、 彼 はどうしても 姫が 金に なって しまったと 

ぬすみみ 

は 信じられませんでした。 しかし、 また ちらっと 盗 見 

すると、 やはり 黄色い 頰に 黄色い 涙 をつ けた、 大事な 

わが 子の 像が あるので す。 そのい じらしい、 やさしい 

顔附 といったら、 まるで その 表情の 力で、 きっと 金 を 


いきみ 

やわらげて、 再び もとの 生身に 返る に違いないと 思わ 

れる ほどでした。 しかし、 そうは 行きませんでした。 

だから、 マイ ダス はた だ 手 を 揉み 絞って、 もしも 彼の 

財産 を 全部 投げ出して 可愛い 姫の 顔に 少しで ももとの 

薔薇色が 返って 来る ものなら、 どんな 貧乏人に なって 

もい いと 思う ばかりでした。 

こうして 絶望に あがき 苦しんで いた 時、 彼 は 見知ら 

ぬ 人が 戸口の 傍に 立 つ ている のに ふと 気がつきました。 

マイ ダス は 頭 を 垂れて、 いう 言葉 もありませんでした。 

というの は、 それが 昨日 彼の 宝の 庫に 現れて、 何でも 

金に するとい う 飛んでも ない 力 を 彼に 授けて 行った の 


と 同じ 人の 姿 だとい うこと が 分った からです。 その 人 

は 相 変らず 顔に 微笑 を 含んで いました が、 その 微笑 は 

部屋 中に 黄色い 光 を 放って、 小さな メアリ ゴゥ ルドの 

像 や、 そのほか マイ ダスの 手に 触れて 金に なつたい ろ 

んな もの を 照らして いるよう な 気がしました。 

『どうです、 マイ ダスさん、』 とその 人 は 言いました、 

『何でも 金に する 力 は、 うまく 行きました かね？』 

マイ ダス は 頭 を 振りました。 

『わし はとても 不幸です、』 と 彼 は 言いました。 

『とても 不幸です つて、 まさか！』 と 見知らぬ 人 は 叫 

びました。 『それ はまた どうしてでしょう？ わたし 


は あなたに 対して 忠実に 約束 を 守った じゃありません 

か。 あなた は 心の 願いの すべて を 得たん じ やないです 

か？』 

きん 

『金 さえ あれば いいと いう わけに は ゆきません、』 と 

マイ ダス は 答えました。 『その上、 わし は 本当に 大切 

に 思って いた ものの 全部 を 失って しまいました。』 

『ああ！ それじゃ あなた は、 昨日より 一 つ 利口に な 

リ ましたね？』 と 見知らぬ 人 は 言いました。 『それじゃ 

ちょっと 訊きます がね。 何でも 金に する 力と、 一杯の 

きれいな、 つめたい 水と —— この 一 一 つのう ちじ や、 どつ 

ちが 本当に 値 打が あると 思います か？』 


『おう、 それ はもう 有難い 水の 方です！』 と マイ ダス 

のど 

は 叫びました。 『ところが、 わし はいくら 喉が 乾いても、 

一 一度と 水 を 飲む ことが 出来ない のです。』 

『何でも 金に する 力です か、』 見知らぬ 人 はつ づけて 

言いました、 『それとも 一片の パン屑で すか？』 

『一 切れの パン は 世界中の 金 ほどの 値 打が ありま 

す！』 と マイ ダス は 答えました。 

『何でも 金に する 力です か、』 見知らぬ 人 はまた 訊き 

ました、 『それとも 一 時間 前の ような、 暖ぃ、 やわらか 

い、 愛情の ある、 あなたの 小さな メアリ ゴゥ ルドです 

か？』 


『おうそれ はわし の 子、 わしの 可愛い 子に きまって い 

ます！』 と 気の毒な マイ ダス は、 手 を 揉み 絞りながら 

叫びました。 『この 大きな 地球 全体 を 金の かたまりに 

してし まうよう な 力と 取り かえようと 言われても、 わ 

あご  えくぼ 

し は あの 子の 頤 にある 小さな 靨 一 つも くれ るん じ や 

なかった！』 

『あなた は 前よりも 賢くな りました ね、 マイ ダス 王、』 

と 見知らぬ 人 は、 真面目な 顔に な つ て 言いました。 『な 

る ほど、 あなたの 心まで が、 まだす つかり 肉から 金に 

なって しまって いたわけ ではな かったんで すね。 もし 

もそう なって いたら、 あなた は 本当にもう 見込み はな 


かった でしよう。 しかし あなた はま だ、 誰の 手で も 届 

くような 所に ある 極く 平凡な ものの 方が、 大勢の 人達 

がそれ を ほしがって 溜 息をついたり、 争ったり してい 

る 財宝よりも 貴い の だとい うこと がお 分りの ようです 

しんそこ 

ね。 さあ、 あなた は 心底から、 何でも 金に する カを捨 

てたい と 思って いるの か、 それ を 聞かして 下さい。』 

『何でも 金に する 力なん てもう いやです！』 と マ イダ 

スは 答えました。 

ゆか 

蠅が 一 匹 彼の 鼻に とまった と 思う と、 すぐ 床に 落ち 

てし まいました。 それ もや はり 金に なって しまった か 

ら でした。 マイ ダス は ぞっと 身ぶ るいし ました。 


『では、 あなたの 庭の 下 を しずかに 流れて いる あの 川 

へ 行って、 水に 飛び込みなさい、』 と 見知らぬ 人 は 言い 

ました。 『それと 一 しょに、 あそこの 水 を 瓶に 一 杯 持つ 

て 来て、 何でも 金から 再び もとの 物にしたい 思う もの 

に ふりかけなさい。 もしも あなたが 本気で 心からそう 

すれば、 あなたの 欲ば りから 起った わざわい を、 もと 

に 返す ことが 出来る でしよう。』 

マイ ダス 王 は 低く 頭 を 下げました。 そして 彼が 顔 を 

上げた 時には、 もう その 光り輝く 人 は 消えて しまって 

いました。 

マイ ダスが すぐさま 大きな 土 焼の 瓶 を 取り上げて 


(しかし、 ああ！ それ も 彼が さわった らもう 土製で 

はなくな リ ました)、 川へ 急いだ こと はすぐ 君達に も 

分る でしよう。 彼が 駆けながら、 灌木の 間 を 押 分けて 

行く と、 ほか はそう でない のに、 彼の 通った あとだけ 

が、 秋が 来たよう に 木の葉が 黄色くな つて 行く 有様 を 

見て いると、 全く 不思議な 気がしました。 川の 縁まで 

行く と、 彼 は 服 を 脱ぐ 暇 も 待たないで、 頭から 飛込み 

ました。 

『プ— ッ、 プ ー ッ、 プ— ッ！』 と、 マイ ダス 王 は 水 か 

ら頭を 出して 鼻 を 鳴らしました。 『なるほど、 これ は 

気持の いい 行水 だ。 これです つかり、 何でも 金に する 


力 を 洗い落として しまったに 違いない と 思う。 さて、 

これから 瓶 一 杯に 水 を 入れる としょう！』 

彼 は 川の 水に 瓶 を 浸けた 時、 彼が それ を 手に する 前 

の 通りに、 金から 立派な、 ほんものの 土 焼の 器に なつ 

たの を 見て、 心から うれしく 思いました。 彼 はまた、 

自分の からだに も 変化 を 覚えました。 冷たく、 固く、 

のしかかって 来る ような 重みが、 彼の 胸から 消え去つ 

て 行く ような 気がした のです。 きっと 彼の 心臓 も、 だ 

ん だんと 人間ら しい 性質 を 失って、 死んだ 金に 変リか 

かってい たのです が、 今度 はまた もと 通りの やわらか 

い 肉に 返った のでしょう。 川の 岸に 生えて いる 堇の花 


を 見つけて、 指で ちょっと さわって 見ました が、 もう 

黄色に 変って しまうよ うな こ ともなく、 その 可憐な 花 

が 紫の まま だとい うこと が 分った ので、 マイ ダス は 飛 

び 立つ ばかりに 喜びました。 つまり、 さわれば 何でも 

金になる という 厄介な 力が、 本当に 彼から 無くなった 

のでした。 

マイ ダス 王 は 王宮へ 急いで 戻りました。 召使 達 は、 

陛下が 土 焼の 瓶に 一杯 水 を 入れて、 大切そう に 持って 

おいでにな るの を 見た 時、 さっぱり わけが 分らな かつ 

たこと だろうと 思います。 しかし、 彼のお ろか さから 

来た わざわいの すべ て を もと 通りに して くれる 害の、 


その 水 は、 マイ ダスに とって は熔 かした 金の 海よりも 

貴かった のです。 彼が 先ず 最初に した こと は、 云う ま 

でもな く、 その 水 を 手に 一杯す くって は、 小さな メァ 

リゴゥ ルドの 黄金 像に ふりかける ことでした。 

彼女に 水が かかる と、 みるみる 姫の 頰に 薔薇色が 

返って 来る やら  くさめ をしたり、 べつべつと 水 を 

吐いたり し 始める やら —— 自分が びしょ濡れ にな つ て 

いるのに、 まだお 父さんが 水 をぶ つかけ ている ので、 

びっくり する やらで —— 君達が その 有様 を 見て いたら、 

噴き出して しま つたこと でしよう！ 

『ほんと に 止して 頂戴、 お 父 さま！』 と 彼女 は 叫び ま 


した。 『あたしが 今朝 着た ばかりの いい 洋服 を、 こん 

なにび しょび しょに してし まった じ やない の！』 

というの は、 彼女 は 小さな 黄金 像に なって いたなん 

てこと は 知らなかった し、 また、 気の毒な 父 を 慰めよ 

うとして、 腕 を ひろげて、 駆けて 行った 瞬間から、 あ 

と はもう どんな ことが 起った のか、 なんにも 覚えが な 

かった からでした。 

彼女のお 父さん は、 可愛い 娘に、 自分が どんなに 大 

馬鹿 だ つ たかを わざわざ 話す 必要 もな いと 思った ので、 

今では どんなに 賢くな つ たかを 見せる だけにして おき 

ました。 そうして 賢くな つたと ころ を 見せる ために、 


彼 は メアリ ゴゥ ルド を 庭へ つれて 行って、 残りの 水 を 

すっかり 薔薇の 藪の 上に ふりかけました。 すると その 

ききめ 

利 目が とてもよ く あらわれて、 五 千 以上の 薔薇の 花が、 

もと 通り 美事に 咲き匂いました。 しかし、 死ぬ まで マ 

ィ ダス 王に、 何でも 金に する 力 を 思い出させた ものが 

二つ ありました。 その 一 つ は、 庭の 下 を 流れる 川の 砂 

で、 いつまでも 金の ように 輝いて いました。 他の 一 つ 

は、 今では 金色に なって いる メアリ ゴゥ ルドの 髪の毛 

で、 彼の 接吻の 力で 彼女が 金になる まで は、 そんな こ 

いろあい 

とはなかった のでした。 この 色 合の 変化 は、 本当に 前 

よりもよ くな つたと いう もので、 メアリ ゴゥ ルドの 髪 


を 赤ちゃんの 時よりも 立派に 見せました。 

マイ ダス 王 は、 すっかり いいお じいさん になって、 

いつも メアリ ゴゥ ルドの 子供達 を 膝に のせて、 ぴ よん 

ぴ よん させたり しながら、 この 不思議な 話 を、 僕が 今 

君達に したのと 大体 同じように、 話して 聞かせる のが 

好きでした。 その あとで、 いつも 彼 は 孫 達の つやつや 

した 巻毛 を 撫でながら、 だからお 前 達の 髪 もお 母さん 

の 筋 を 引いて、 やっぱり 豊かな 金色 をして いるんだ よ 

と 教える のでした。 

『そして、 本当の こと を 言えば ね、 わしの 可愛い 孫 達、』 

と、 しきりに その 間 も 子供 を 膝の 上で ぴょんぴょん さ 


せながら、 マイ ダス 王 は 言う のでした、 『その 朝から と 

いう もの は、 わし はこの ほかの 金色の もの はすべ て、 

見る の もい やにな つ てし ま つたんだ よ！』 


シャドウ • ブルック 

—— 話の あとで —— 

ききて 

『どう？ 君達、』 と、 聴 手から はっきりした 意見 を 引 

出す ことの 好きな ュ— ス タス は 尋ねた、 『生れてから、 

この 「何でも 金になる 話」 よりもい い 話 を 聞いた こと 

が ある？』 

『だって、 マイ ダス 王の 話なん て、』 と、 生意気な プリ 

ム ロウズが 言った、 『ュ— ス タス • ブライト さんが 生れ 

る 前から、 何千 年 も 有名 だつ たんだし、 また、 にい さ 


んが 死んだ あと 何千 年で もや つ ばり 評判 は 落ちな い で 

しょう。 しかし、 世の中に は 「何でも 鉛に する 力」 と 

いったよ うな もの を 持って いて、 その 人の 手に かかつ 

たら、 どんな もので も 退屈で、 面白くなくなる つて こ 

とも ある わね え。』 

『まだ 年 も 行かない のに、 君 は なかなか 辛辣 だね、 プ 

リム ロウズ、』 と、 ュ ー ス タス は 彼女の 批判の きびしさ 

に 驚いて 言った。 『でも、 いくら 意地悪の 君 だって、 僕 

が マイ ダスの 古い 金 をす つか リ 新しく 磨き上げて、 そ 

れを 今までに なく 光らせた という こと は、 十分 わかる 

だろう。 それから、 メアリ ゴゥ ルドの 像なん か はどう 


だい！ その 辺が なかなかのお 手際 だと は 思わない？ 

そして、 この 話に 含まれた 教訓 も、 僕 は 大変う まく 出 

して、 それ を また 深めた と 思って いるんだ が。 ス 

ウイ ） r  • ファ— ンゃ ダン デ ライアン や クロウ ヴァゃ 

ペリ ウィンクルの 意見 はどう？ この 話 を 聞いても、 

君達のう ちに は、 何でも 金に する 力が ほしい なんてい 

うような 馬鹿が いるか しら？』 

『あたし、 右の 人 さし 指で 何でも 金に する 力が あつ 

て、』 と 十 歳になる 女の子の ペリ ウィンクルが 言い出 

した、 『その代り、 金に した ものが 気に入らなかったら、 

左の 人 さし 指で、 もと 通りに する ことが 出来る といい 


と 思う わ。 そしたら、 今日のお 昼からで も、 早速 やつ 

て 見たい ことがあ るんだ けど！』 

『どんな ことか 聞き 度い もんだ ね、』 とュ— ス タス は 

言った。 

『だって、』 と ペリ ウィンクル は 答えた、 『あたし 左の 

人 さし 指で、 この辺の 金色に なった 木の葉 を みんな さ 

わって、 すっかり もとの 緑に して 見た いんです もの。 

そしたら、 いやな 冬なん かその 間になくて、 すぐ また 

夏になる でしよ。』 

『おう、 ペリ ウィンクル！』 ュ ー ス タス. ブライト は 

叫んだ、 『そり や 君 間違って いるよ、 そして いろいろ 


困った ことが 出来る よ。 僕が もし マイ ダス だったら、 

今日の ような 金色の 秋の 日 を 幾度で も 繰り返して、 一 

年中 つづく ようにす る ほか は、 なんにもした くないね 

僕の いい 考え は、 いつも あとに なって 浮か ぶんで ね。 

僕 はどうして、 マイ ダス 王が 年取って から アメリカへ 

来て 見て、 ほかの 国に 見る ような 陰気な 秋 を、 この辺 

のよう な 輝く ばかりの 美しい 姿に 変えた という ことに 

しな かったんだろう？ つま リ 彼が 自然と いう 大きな 

書物の 頁 を 金色に 塗り 上げた という 風に ね。』 

『ュ ー ス タスに いさん、』 とス ウイ J ^-. ファ ー ンが 

ヂ ヤイア ント  たけ 

言った。 彼 は 可愛い 小さな 男の子で、 巨人の 身の 丈 


は 正確に いうと いくら あつたか とか、 妖精が 小さい と 

いっても 幾 センチ 位だった かとい うような、 こまかい 

質問 をい つもす るの だった。 『メアリ ゴゥ ルド は どれ 

位の 大きさだった の、 そして 金に なつてから は どれ 位 

の 重さ だ つたの？』 

『彼女 は 大体 君く らいの 高さ だつ たんだ、』 とュ ー ス 

タス は 答えた、 『そして、 金 は 大変 重い から、 少なく と 

も 二 千 ポンド 位 はかかった ね。 金貨に すれば、 三、 四 

万 弗 も 取れた でしよう。 僕 は プリム ロウズが、 その 半 

分の 値 打 も あれば いいと 思うな あ。 さあ、 みんな、 こ 

の谿 から 上って、 その 辺 を 見よう じ やない か。』 


彼等 はそう した。 太陽 は 正午の 位置から、 一、 二 時 

間 廻って いたので、 西 陽の かがやきが 谷の 大きな 窪み 

に 一 杯に なって、 なごやかな 光が そこに 満ち あふれて、 

まるで 鉢に なみなみと 注いだ 金色の 酒の ように、 まわ 

りの 丘の 間から こぼれて 行きそう だった。 昨日 もちよ 

うど こんな だ つたし、 明日 もまた ちょうど こんな だろ 

うに、 思わず、 『こんない い 日 は 今迄に なか つ たな あ！』 

と 言わずに はいられなくなる ような 日 だ つ た。 ああ、 

しかし 一 年 を 通じて、 こんな 日 はそう ざら にある もの 

ではない！ こうした 十月の 日 は、 その 日 その 日が 大 

変 長いよう な 気がする のが、 その 著しい 特長で ある。 


ところが、 この 季節に は、 太陽 は どちら かとい うと、 

ぐずぐずと おそく 上って、 そのく せ 行儀よ く 六 時 か、 

或は もっと 早く、 ちょうど 小さな 子供達が しなければ 

ならない ように、 さっさと 西の 山に 眠って しまう ので 

ある。 だから、 われわれ は その 頃の 日が 長いなん て 言 

えない の だ。 しかし、 どういう もの か、 その 短 さも、 

そのたつ ぶりした 幅の広い 感じで 補われる ので ある。 

そして ひい ゃリ とした 夜になる と、 両腕で 抱え 切れな 

いほ ど、 今朝から 人生 を 楽しんだ という 気がする ので 

ある。 

『さあ、 さあ、 みんな！』 とュ ー ス タス . ブライト は 


叫んだ。 『もっと、 もっと、 もっと 胡桃 を 拾って！ 君 

達の 籃 一杯に す るんだ よ。 そしたら、 クリスマス 時分 

に は、 僕が みんなに それ を 割って 上げて、 いろいろい 

い 話 を 聞かして 上げる からね！』 

こうして 彼等 は 帰って 行った。 彼等 は みんな 大変な 

元気だった が、 ただ 一人 小さな ダン デ ライアン は、 可 

とげ 

哀 そうに、 栗の いがの 上に 坐って いたので、 その 剌が 

針山に ささった ように 彼に ささって いた。 まあ、 彼 は 

どんなに 痛 か つたこと だろう！ 


タン グル ウッドの 遊戯 室 

—— 「子供の 楽園」 の 話の 前に I 

毎年 十月が 来て、 また 去って 行く ように、 金色の 十 

とびいろ 

月の 曰が 過ぎて、 鳶色の 十一月 も 同じく 過ぎ、 寒い 十 

二月 もまた 大方 終りに 近づいた。 とうとう 楽しい クリ 

ス マスに なって、 それと 一し よに ュ ー ス タス. ブライ 

トが 来たが、 彼が 一 枚 加わる と、 クリスマス も 一 層 楽 

しい ものと なる のであった。 そして、 彼が 大学から 

ふぶき 

帰って来た 翌日、 ひどい 吹雪に なった。 その 日まで 冬 


も ためらつ ていたの か、 幾日も 温和な 日が つづいた が、 

それ はちょう ど 冬の 皺くちゃの 顔に 浮かんだ 微笑みた 

いなもの だった。 丘の 南 向の 斜面 だと か、 石塀で 風 を 

よけたと ころな どに は、 まだ 緑の ままの 草が 残って い 

た。 つい  一二 週間 前、 十二月に なつてから のこと だが、 

子供達 は シャドウの 谷川が 谿 間から 流れ出る あたりの 

岸辺に、 たんぼ ぼが 一 つ 咲いて いるの を 見つけた りし 

た。 

しかし 今ではもう、 青草 もたん ぼぼ も 見られな かつ 

た。 これ はまた ひどい 吹雪なん だから！ 大気 を 真白 

にして 渦巻く 吹雪の 中で、 もしも そんなに 遠目が 利く 


ものと したら、 タン グル ウッドの 窓から タコゥ 二 ック 

いただ.？ 

山の 円い 頂 まで、 一 目で 二十 マイルの 吹雪が 見られ 

る わけだった。 その 辺の 山々 を 巨人 達と すれば、 それ 

らの 巨人 達が でかい 雪合戦 を 始めて、 おそろしく 大き 

な 雪の 玉 を、 お 互に 投げ 合って いるよう にも 見えた。 

ひらひらと 舞 下る 雪片が あま リに繁 く、 大抵 は、 谷の 

中程の 立 木 さえ それに 消されて 見えなかった。 尤も、 

時々 は、 モニュメント 山の ぼんやりした 輪郭 や、 その 

麓に 凍る 湖水の なめらかな 白い おもて や、 もっと 近く 

の 黒 や 灰色の 森林地帯 など が、 タン グル ウッドに こも 

る 子供達の 目に 見分けられる こと もあった。 しかし そ 


れ とても、 吹雪 をす かして ちょっと 見える だけの こと 

だった。 

でも、 子供達 はこの 吹雪 を とても 喜んだ。 彼等 は 一 

ふきだまり 

番 深い 吹 溜の 中へ とんぼ 返り を 打って 見たり、 われ 

われが さっき この バ— クシ ァ 地方の 山々 が やって いる 

ように 想像した 雪投げ をしたり して、 とっくに 吹雪と 

は 仲よ しにな つてし まった。 それから 今度 は、 彼等の 

広い 遊戯 室に 引 揚げて 来たの だが、 そこ は 大広間に 負 

けない ほど 大きくて、 大小 いろいろの 遊び道具で 一杯 

だった。 中で も 一番 大き いのは 揺 木馬で、 本当の 子馬 

みたいだ つた。 それから、 屑 布 人形の ほかに、 木製 や、 


おおが な い 

蠟 細工 や、 石膏 や、 瀬戸物な どの 人形の 大家 内が なら 

ん でいた。 また、 独立戦争 記念の バン 力. ヒルの 碑が 

積める ほどの 積木、 九 柱戯の 道具、 いろんな ボ— ル、 

ご ま  とびな わ 

うなり 独楽、 羽子板、 輪投 遊びの 棒、 跳緦、 その他 一々 

ここに 書き 切れない ほど、 いい ものが 沢山あった。 し 

かし、 子供達 はそんな ものの すべてよりも、 吹雪の 方 

が もっと 好きだった。 それ は 明日から、 冬 中ず つと、 

元気に 面白く あそべる こと を 思わせた から。 橇で 方々 

乗り まわした リ、 丘の 上から 谷へ 滑って おりたり、 い 

ろん な 雪達磨 を 作ったり、 雪の 砦 を 築いたり、 雪合戦 

をしたり する ことが 出来る の だ！ 


だから 子供達 は 吹雪 を 祝福して、 それが だんだん ひ 

どくなる の を 見て 喜び、 門から 玄関に つづく 並木道に 

ふきだまり 

長い 吹 溜が 出来て、 それが もう 誰の 頭よりも 高くな つ 

たの を、 如何にも 楽しみら しく 見守る のであった。 

『ああ、 わたし 達 は 春まで 閉じ込められ るんだ ねえ！』 

と 彼等 はこの 上 もな く 喜んで 叫んだ。 『お 家が 高す ぎ 

て、 雪に すっかり 埋まって しまわな いなんて、 つまん 

ない な あ！ 向う の 小さな 赤い 家 は、 軒まで 埋まって 

しまう だろう。』 

『このお 馬鹿さん 達、 この 上 雪に 降られて どうしょう 

というの？』 とュ— ス タス は 尋ねた。 彼 は 走り読みし 


ていた 何 かの 小説に 厭きて、 ぶらぶらと 遊戯 室へ は 

いって 来たの だった。 『折角 僕が 冬 中 やれる と 思って 

いた スケ— トも、 これ じ や 出来 なくなって しまう し、 

雪の いたずら もこれ 位で 沢山 だよ。 もう われわれ は 四 

月まで 湖 も 見られな いよ。 僕 は 今日 初めて あそこへ 

行って 見ようと 思った のに！ プリム ロウズ、 僕が 気 

の 毒 だと は 思わない？』 

『おう、 本当にお 気の毒 だ わ！』 と プリム ロウズ は、 

笑いながら 答えた。 『しかし あなた を 慰める ために、 

あたし 達、 あなたが 玄関 や、 シャドウの 谷川の 窪地で 

して 下さった ような、 昔のお 話 を また 聞かして いただ 


きましょう。 木の実が なって いたり、 お天気が とても 

よかった りする 時分よりも、 なんにも する ことがない 

今みたい な 時の 方が、 お 話が よけいに 面白い と 思う 

わ。』 

そこで、 ぺ リ ウイ ン クル や、 クロウ ヴァ や、 ス ウイ 1 

ト- ファ— ンゃ、 そのほか まだ タン グル ウッドに いる 

きょうだ いや、 いとこ 達の 三 四 人が、 ュ— ス タスの ま 

わりに 集まって 来て、 熱心に お 話 をせ がんだ。 その 大 

学生 はあくび をして、 のび をして、 それから 子供達が 

とても 感心して 見て いる 前で、 椅子の 上 を 三度 前後に 

跳び 越えた。 彼が 子供達に 説明した ところに よると、 


頭 を 活動させる ために、 そんな こと をす るの だそう 

だった。 

のち 

『まあ、 まあ、 君達、』 と、 そんな 予備運動の 後、 彼 は 

言った、 『みんな も そんなに 言 うんだ し、 プリム ロウズ 

も 熱心に 希望して いるんだ から、 何とか やって 見る こ 

とに しょう。 そして、 こんな 吹雪 なんても のが まだな 

かった 時代に は、 どんなに 楽しい 時が あつたか という 

こと を 君達に 知っても らうた めに、 この 世界が ス 

うな リ ごま 

ウイ— ト • ファ— ンの 真新しい 唸 独楽み たいに 新品の 

ぱりぱりだった 古い 昔のう ちで も 一 番 大昔のお 話 をし 

ましょう。 その 時代に は 一 年に 一 つの 季節し かなく、 


それが また うれしい 夏 だけでした。 それから、 人間の 

年齢に も 一種 類し かなく、 子供ば かりでした。』 

『そんな 話 今まで 聞いた ことがない わ、』 と プリム 口 

ゥズが 言った。 

『勿論、 そうだろう、』 とュ— ス タス は 答えた。 『僕の 

ほかに は 誰も 考えた こと もない ような 話で ね、 —— 子 

供の 楽園の 話 だけど —— ち ようど この プリム ロウズみ 

たいな、 小さな いたずらつ 児が いけなかった 為め に、 

それが めちゃめちゃ にな つ てし まう という わけなん 

だ。』 

そこで ュ— ス タス. ブライト は、 今 その上 を 跳び 越 


えて 見せた ばかりの 椅子に 坐って、 カウス リップ を 膝 

に 乗せて、 みんなに 静かに する ように 言って から、 パ 

ンド— ラ という 困った いたずらつ 児と、 その 遊び相手 

の ェピミ —シ ウスとの 話 を 始めた。 次の 頁から、 ュ— 

ス タスが 話した 通りに、 その 話 を 皆さんに 読んで いた 

だきましょう。 


子供の 楽園 

この 古い 世界が、 まだ 出来た ばかりの、 遠い 遠い昔 

のこと、 ェピミ —シ ウスと いう 子が いました。 その子 

は、 はじめから お父さん もお 母さん も 無しでした。 そ 

れ では あんまり 淋しかろう というので、 やっぱりお 父 

さん もお 母さん もない 今一 人の子 供が、 ェピミ ー シゥ 

スと 一 しょに 暮らして、 彼の 遊び 友達 ともなり、 相談 

相手に もなる ようにと、 遠い 国から 遣わされて 来 まし 

た。 彼女の 名 は パンド— ラ といい ました。 


パンド— ラがェ ピミ— シ ウスの 住んで いる 小さな 家 

へ はいって 来た 時、 第一に 目につい たの は、 一つの 大 

しきい 

きな 箱でした。 そして、 彼女が 閾を またいで から、 ほ 

とん ど 最初に 彼に 尋ねた こと は、 こうでした。 

『ェ ピミ— シ ウス、 あの 箱に は 何が はいつ ている の？』 

『僕の 大好きな 小さな パ ンド— ラ、』 と ェピミ ー シゥ 

スは 答えました、 『それ は 秘密なん だ。 後生 だから、 あ 

の 箱の こと はなん にも 訊かないで おくれよ。 あの 箱 は 

大切に 取つ てお くように と 言つ て、 ここに 置いて 行か 

れ たんで、 僕 も 何が はいって いるか 知らないんだ。』 

『でも、 誰が あんた に それ を くれたの？』 パンド— ラ 


は 尋ねました。 『そして 何処から 来た もんな の？』 

『それ もや つ ぱリ 秘密なん だ、 』 ェ ピ ミ ー シ ウス は 答 

えました。 

『なんて じれった いんでしょう！』 パンド— ラは唇 を 

尖が らして 叫びました。 『あたし あんな 大きな、 いや 

な 箱 は どっかへ 持って行って しまって ほしい わ！』 

『さあ、 もう 箱の ことなん か 考えないで、』 とェ ピミ— 

シ ウス は 叫びました。 『そとへ 飛び出して 行って、 ほ 

かの 子供達と 何 か 面白い こと をして 遊ぼう よ。』 

ェピミ —シ ウスと パ ンド— ラ とが 生きて いた 時から 

は、 もう 幾千 年に もなります。 そして 今日で は、 世の 


中 も その 頃と は 大変 違った ものに なりました。 その 頃 

に は、 誰も みんな 子供でした。 その 子供達の 面倒 を 見 

るお 父さん やお 母さん は 要りませんでした。 何故かと 

いうと、 あぶない なんて こと はない し、 心配な ことな 

ん かもなん にもない し、 又、 着物 をつ くろう こと もい 

ら ないし、 それから、 食べ物 や 飲み物 は 何時でも どつ 

さりあった からです。 御馳走が たべた く なれば、 いつ 

でも 木 を 見れば それが なって いました。 朝、 木 を 見る 

と、 その 日の 晩御飯の 花が 咲いて いました。 また、 夕 

方に は、 明日の 朝御飯の 新しい つぼみが 目につき まし 

た。 本当に とても 愉快な 生活でした。 する 仕事 もな け 


れば、 調べる 学課 もな く、 ただ 長い 一日 を 朝から 晚ま 

で、 子供達が 遊んだり 踊ったり、 可愛らしい 声で しゃ 

べったり、 鳥の ように 楽しく 歌ったり、 わ あっと 面白 

そうに 笑ったり している だけでした。 

とりわけ 驚くべき こと は、 子供達が お 互に ちっとも 

暄嘩 をし ないし、 まるで 泣く という ことが ないし、 又 

世の 始まり からこの 方、 子供達が 一 人 も、 仲間 を 離れ 

て 隅つ この 方で ふくれて いたりした ことがない という 

ことでした。 ああ、 そんな 時代に 生きて いたら どんな 

にいいで しょう！ 実際、 今では 夏の 蚊みたい に 沢山 

いる 「わざわい」 という、 いやな、 小さな、 翼の 生え 


た 怪物 は、 まだ 地上に あらわれて いなかった のです。 

子供が その 時までに 経験した 一 番 大きな 苦労と いえば、 

おそらく、 あの 不思議な 箱の 秘密が 分らない からと 

いって、 パンド— ラが気 を 揉んで いた こと 位の もの 

だった でしよう。 

これ も はじめの うち は、 ただ 「わざわい」 のかす か 

な 影みたい な もので したが、 日が たつに つれて、 だん 

だん 本物に なって 来て、 そのうちに は、 とうとう ェピ 

ミ ー シ ウスと パンド— ラの 家が、 ほかの 子供達の 家に 

くらべ て 何だか 陰気に な つ て 来ました。 

『一体 あの 箱 は 何処から 来たんで しょう？』 と、 始終 


パ ンド— ラは独 りごと にも 言い、 また ェピミ ー シ ウス 

き 

にも 訊く のでした。 『そして また、 一 体 あの 中には 何 

が はいって いるんで しょう？』 

『い つも この 箱の ことば かり 言つ てるんだ ねえ！』 と 

ェピミ ー シ ウス は、 とうとう 言いました。 というの は、 

彼 はもう この 話に は、 すっかり あきあきして いたから 

でした。 『何 かほ かの 話 をして ほしいな あ、 パンド— ラ。 

いちじゅく 

さあ、 熟した 無花果で も 取りに 行って、 木の 下で 夕飯 

に それ を 食べよう よ。 そして、 僕 は 誰もた ベた ことが 

ない くらい 甘くて、 お 汁の たっぷり ある 実の なる 葡萄 

の 木 も 知って るんだ。』 


いちじゅく 

『いつも 葡萄 や 無花果の ことば かり 言って る わ！』 と、 

パ ンド ー ラ はすね たように 叫びました。 

『それじゃ、 いいよ、』 と、 その 時分の たいていの 子供 

達と 同じように、 大変 気立ての いい 子だった ェピ ミ— 

シ ウス は 言いました、 『そとへ 出て、 お 友達と 面白く 遊 

ぼうよ。』 

『あたし、 もう 面白い ことなん か 厭きち やった。 そし 

て もしも、 この 上面 白い ことが ちっとも なくなっても 

かまわな いわ！』 と、 だ だつ 児の パンド— ラは 答え ま 

した。 『それに あたし、 面白い ことなん か、 ちっともな 

いんだ もの。 このい やな 箱が いけな いんだ わ！ あた 


しもう、 しょっちゅう そのこと ばかり 気に かかって る 

の。 その 中に 何が はいって るか、 どうしても 聞きたい 

わ。』 

『もう 五十 遍 もくり かえして 言った 通り、 僕 知らない 

ん だよ！』 と、 ェピミ —シ ウス も、 少し 腹 を 立てて 答 

えました。 『知らないのに、 中に 何が あるか、 言える わ 

け はない じ やない か？』 

『あけたら い いでしょう、 』 パ ンド— ラ はェピ ミ— シ 

ウス を 横目で 見ながら 言いました。 『そしたら、 あた 

し 達で 見られる じ やない の。』 

『パンド ー ラ、 君 はなん てこと を 考えて るんだ？』 ェ 


ピミ— シ ウス は 叫びました。 

そして 彼が、 決して 開けない という ことにして 彼に 

預けられた 箱 をの ぞいて 見る なんて、 如何にも おそろ 

しいと いったよ うな 顔 をした ので、 パンド— ラも、 も 

うこの 上 そんな こと は 言い出さない 方が いいと 思い ま 

した。 しかし、 それでも やはり、 彼女 は その 箱の こと 

を 考えたり、 言ったり せずに はいられませんでした。 

『でも、 それが どうして ここへ 来た か 位な こと は 言え 

るでしょう、』 と 彼女 は 言いました。 

『ちょうど 君が 来る 前に、 大変に こに こした、 利口 そ 

うな 人が、 それ を 戸口の 傍に 置いて 行つ たんだ、』 とェ 


ピミ— シ ウス は 答えました、 『それ を 置きながら、 その 

人 は 何だか 笑い出したくて たまらない といった ような 

風だった ぜ。 その 人 はお かしな 外套 を 着て、 半分 羽毛 

で 出来た ような 帽子 を かぶって ね、 だから その 帽子に 

はまる で 翼が 生えて いるよう に 見えた よ。』 

『その 人 は どんな 杖 を 持って いて？』 と パンド ー ラは 

尋ねました。 

『ああ、 とてもお かしな、 見た こと もない ような 杖 だ つ 

たねえ！』 と ェピミ —シ ウス は 叫びました。 『二 匹の 

蛇が 杖に 巻きつ いたよう になって いて、 その 蛇が あん 

まり 本物み たいに 彫って あるんで、 僕 はちよ つと 見た 


時、 生きて いるの かと 思った よ。』 

『あたし その 人 を 知つ てる わ、』 とパ ンド ー ラは、 考え 

込んだ ように 言いました。 『ほかに そんな 杖 を 持って 

る 人 はな いんです もの。 それ は クイック シルヴ ァだゎ 

箱 だけ じ やなし に、 あたし を ここへ 連れて来 たの も そ 

の 人よ。 きっと 彼 は その 箱 を あたしに くれる つもりな 

のよ。 そして 多分、 その 中には、 あたしの 着る 着物 か 

あんた と あたしと が 持って 遊ぶ 玩具 か、 それとも 二人 

でた ベる 何 か 大変お いしい もの かが はいって いるんだ 

わ！』 

『そうか も 知れない、』 ェピミ —シ ウス は 横 を 向いて 


答えました。 『しかし、 クイック シル ヴァが 帰って来て、 

あけても いい と言うまで は、 僕達 どちらに も、 この 箱 

の 蓋 を あける 権利 はな いんだ。』 

『なんて 煮え切らない 子だろう！』 ェピミ —シ ウスが 

家 を 出て 行く 時、 パ ンド— ラ はそう つぶやきました。 

『もう 少し 勇気が あれば いいのに！』 

パンド— ラが 来てから、 ェピミ —シ ウスが 彼女 を 誘 

わないで 出て 行った の は、 これが 初めてでした。 彼 は 

一 人で 無花果 や 葡萄 を もぐ か、 それとも パンド ー ラ以 

外の 誰かと 一 しょに、 何 か 面白い 遊び をしょう と 思つ 

て 出た のでした。 彼 は その 箱の こと を 聞く のが、 すつ 


かりい やにな つてし まって、 その 使いに 来た 人の 名 は、 

クイック シ ルヴァ だか 何だか 知らないが、 そ の 箱をパ 

ンド— ラの 目につかな いような、 誰か ほかの 子供の 家 

の 戸口に 置いて 行って くれれば よかった のにと 心から 

思いました。 パンド— ラ がその 一 つ 事 を、 くどくどし 

く 言って いる 根気の よさと 来たら！ 箱、 箱、 ただ 箱 

のことば かりでした！ まるで その 箱に 魔法が かかつ 

ていて、 それが この 家に は あまり 大きす ぎて、 それが 

あると パ ンド ー ラが 始終 それに つまずき、 ェピミ —シ 

ウス も 同じように それにつ まずいて、 ころんで ばかり 

むこうずね なまきず 

いて、 二人とも 向 脛に 生疵が 絶えない とで もい つた 


ような 気持が しました。 

とにかく、 ェピミ —シ ウス は、 可哀 そうに、 朝から 

晚 まで、 箱の ことば かり 聞かされる なんて、 本当につ 

らい 気がしました。 殊に、 そんな 楽しい 時代に は、 地 

上の 子供達 も、 屈託と いう ものに まるで 慣れて いな 

かった ので、 それ を どうしてい いか 分らなかった ので 

す。 そんな わけで、 その 頃に は、 ちょっとした 屈託で 

も、 今日の 大きな 心配事と 同じ 位に 人の 心 を 乱した の 

でした。 

ェピミ —シ ウスが いなくな つた あとで、 パンド ー ラ 

はじつ とその 箱 を 見つめて 立って いました。 彼女 は そ 


の 箱の こと を、 百遍 以上 も、 醜い ように 言いました。 

しかし、 さんざん けなしつ け はした ものの、 それ はた 

しかに 家具と して は 大変 美事な もので、 どんな 部屋に 

置いても 立派な 装飾に なった でしよう。 それ は 黒ずん 

もくめ 

だ、 ゆたかな 木理が おもて 一杯に ひろがった、 美しい 

木で 出来て いました。 そのお もてが また、 小さな パン 

ド— ラの 顔が 映って 見える ほど、 よく 磨かれて いまし 

た。 彼女に は、 ほかに 鏡と てはなかった のです から、 

この こと だけから でも、 彼女が この 箱 を 大切に 思わな 

いのは、 おかしい わけでした。 

ふち かど  ほりもの 

その 箱の 縁 や 角に は、 実に 驚くべき 腕前で 彫物が し 


て ありました。 ふちに は、 ぐるつ と、 美しい 姿の 男 や 

女 や、 見た こと もない ような 可愛らしい 子供達が あら 

わして あって、 それらが 一面の 花や 葉の 中に、 凭り か 

かったり、 遊んだり している のでした。 これらの いろ 

んな ものが、 とてもよ く 出来て いて、 しっくり とまと 

まってい るので、 花と 葉と 人と がつな がり 合って、 複 

雑な 美し さ を 持った 一 つの 花環と も 見えました。 しか 

きざ 

し パンド— ラは、 一二 度、 その 刻まれた 葉の かげから、 

あまり 美しくない 顔 だか 何だか、 いやな ものが、 ひよ 

いひよ いと 視ぃ たような 気がして、 それが ために、 す 

ベて ほかの ものの 美し さが 台な しにな りました。 しか 


し、 なおよく 見て、 何か視 いたよう な 気の した 辺 を 指 

でさ わって 見ても、 何も そんな ものはありません でし 

た。 本当 は 美しい、 どの 顔 かが、 横目で ちらっと 見る 

と、 醜い ように 見えた のでし ようか。 

たかう きぼ リ 

顔のう ちで 一番 美し いのは、 蓋の まん 中に、 高 浮彫 

という 彫り 方で 出来て いる 顔でした。 蓋の 板 は、 磨き 

を かけて、 黒つ ぼい、 なめらかな、 ゆたかな 美し さ を 

出し、 そのまん 中に、 額に 花の 冠 を 巻いた その 顔が あ 

る だけで、 ほかに 細工 はして ありませんでした。 パン 

ド ー ラ はこの 顔 を 幾度 も 幾度 も 眺めて、 その 口 もとは、 

生きた 口と 同じように、 笑おうと 思えば 笑え もし、 真 


面目な 顔つきに なろうと 思えば、 またそう も なれそう 

な 気がしました。 実際、 その 顔つき 全体が、 大変い き 

いきと した、 そして どちら かとい えば、 いたずら らし 

きぼ リ 

い 表情 をして いて、 それが きっと その 木彫の 唇から、 

言葉に なって 飛び出して 来そう に 思われる くらいで し 

た。 

もしも その 口が 物 を 言った としたら、 大抵、 次の よ 

うな ことで で も あ つたでしょう。 

『こわが るん じ やない よ、 パンド— ラ！ この 箱 を あ 

けたって 何事が ある もの かね？ あの 可哀 そうな、 馬 

鹿 正直の ェピミ —シ ウスの ことなん か 気にする こと は 


ない よ！ お前さん は あの 子よ リ賢 いし、 十倍 も 勇気 

がお あり だ。 この 箱 を あけなさい、 そして、 何 か 大変 

きれいな ものが あり はしない か、 見て ごらん！』 

僕 はも 少しで 言う の を 忘れて しまう ところ だ つ たが、 

その 箱 は 締めて ありました。 錠前と か、 何 かほ かの そ 

ういった ような もので なしに、 金の 紐 を 大変 込み入つ 

むす 

た 結び 方に して 留めて あつたの です。 この 結び目に は、 

終リ もなければ、 始め もない ように 見えました。 大変 

むずかしく ひねくり 廻して、 とても 沢山の 出入りが 

あって、 それが どんな 手先の 器用な 人で も、 ほどける 

なら ほどいて 見よ と、 僧ら しく も 威張って いるよう に 


思える のです が、 こんな 結び目 もない ものでした。 し 

かし、 それ を ほどく のが 大変 むずかしそう なので、 よ 

けいに パ ンド ー ラは その 結び目 を しらべ て、 それが ど 

んな 風に 出来て いるか、 ちょっと 見た くな つて 来 まし 

た。 彼女 はもう、 二三 度 は その 箱の 上に かがんで、 そ 

の 結び目 を 親指と 人差指との 間につ まんで 見た こと は 

ありまし たが、 それ をい よいよ ほどいて 見ようと まで 

はしなかった のでした。 

『あたし 本当に、 それが どんな 風に 出来て いるか、 分 つ 

て 来た 気がする わ、』 と 彼女 は 一 人で 言いました。 『い 

や、 あたし は それ を ほどいて から、 また 結び 直す こと 


さえ 出来そう だ わ。 ほんと に、 それ 位な こと をした つ 

て、 何でも あり はしない わ。 いくら ェピミ —シ ウス 

だって、 それ 位な こと を 怒り はしないでしょう。 あた 

しその 箱 を あけなく ともい いんです もの。 そして、 も 

しも 結び目が ほどけた にしても、 あのお 馬鹿さん にき 

かないで、 開けたり なん ぞ しちや 悪い わ。』 

こんな 風に 始終 この 一 つ 事ば かり を 考えな くと もす 

むように、 彼女に ちょっと する 仕事で も あると か、 何 

か 考える ことで も あると かした 方が よか つたので しょ 

う。 しかし、 世の中に 「わざわい」 という ものが 出て 

来る まで は、 子供達 は 大変 気楽に 暮らして いたので、 


ほんと にあ まり 暇が ありすぎ たのです。 彼等 だって、 

何時も 何時も、 花の 咲いた 灌木の 中で かくれんぼ をし 

たり、 花環で 目 かくし をして 鬼ごっこ をしたり、 その 

ほか 地球が まだ 新しかった その 頃に、 もう 出来て いた 

いろんな 遊びば かリ もして いられませんでした。 毎日 

遊んで 暮らして いると、 働く ことが 却って 本当の 遊び 

となります。 その 頃に は、 まるです る こと はなん にも 

ありませんでした。 まあ、 家の 中 を ちょっと 掃いたり 

拭いたり する、 それから 新しい 花 を 切る (それ も 至る 

ところ、 いやにな つてし まう ほど 沢山 咲いて いるんで 

す)、 そして それ を 花瓶に 生ける、  それでもう、 可 


哀 そうに、 小さな パンド— ラの 一 日の 仕事 はおし まい 

です。 それから あと は、 寝る まで、 箱の ことが 気にな 

るば かりでした。 

しかしよ く 考えて 見る と、 この 箱 はまた この 箱な り 

に、 彼女に とっての 一 つの めぐみでなかった と 言い切 

る わけに も 行かない と 思います。 それ は 彼女が いろい 

ろと 想像 をめ ぐらして 考える 材料 ともなり、 また 誰か 

聞いて くれる 人が ある 時には、 いつでも 話の種と も 

なった でしよう！ 彼女が 機嫌の いい 時には、 その 胴 

の ぴかぴか とした 艷ゃ、 まわりの 美しい 顔 や 葉 を 彫つ 

た 立派な 縁な ど を 見て 感心す る こと も 出来ました。 又、 


何 かの はずみで 気が むしゃくしゃした 時には、 それに 

一 撃 をく わせたり、 小さな 足で じゃけんに 蹴飛ばした 

りする こと も 出来ました。 そして この 箱 は、 幾度 も 幾 

あ ン 

度 も 足蹴に された のでした (でも、 あとで 分る 通り、 

この 箱 は 悪い 箱でした から、 そうして 足蹴に されたり 

する のが 当り前だった のです)。 それにしても、 もし 

この 箱がなかったら、 何 か 始終 考えて いずに はいられ 

ない 小さな パンド ー ラは、 今みたい に、 箱の ことで 思 

わず 時間が た つ てし まう という わけに はとても 行かず、 

退屈で 困った ことでしょう。 

というの は、 箱に 何が はいって いるかと 想像して 見 


る こと は、 実際 きりのない 仕事で したから。 本当に、 

何が はいって いるんで しょう？ 仮に、 家の 中に 大き 

な 箱が あつたと して、 そんな 気がする の も、 無理 はな 

いこと だが、 クリスマス かお 正月に いただく 何 か 新し 

い、 きれいな 物が はいって いるら しいと なると、 どん 

なに 君達 は 夢中に な つ ていろ いろと 頭の 中で 考えて 見 

るか、 まあ 君達、 想像して ごらんなさい。 君達 は パン 

ド ー ラ みたい に それ を知リ たが リ はしない と 思います 

か？ もし その 箱と 一し よに、 一人き りで おいてお か 

れ たら、 ちょっと 蓋 を あけて 見た くな つたり しないで 

しょうか？ しかし 君達 はそんな こと はしない でしよ 


うね。 おう、 馬鹿な。 とんでもな いこと だ！ ただ、 

もしも 君達が その 中に おもちゃが はい つ ている と 思つ 

ひとめ 

たら、 ちょっと 一目の ぞいて みる 機会 をのが すの は大 

変つ らい ことでしょう！ 僕 は パンド— ラが、 おも 

ちゃなん か を あてに していた かどう か は 知りません。 

というの は、 子供達が 住んで いた 世界 そのものが、 一 

つ の 大きな 遊び道具だった その 頃に は、 まだお もちや 

など は 一 つも 出来て いなかった でしよう から。 しかし 

パンド ー ラは、 その 箱の 中に 何 か 大変 美しい、 値 打の 

ある ものが はい つ ている にちがいないと 思いました。 

だから 彼女 は、 ここで 僕の 話 を 聞いて いる 小さな 女の 


子た ちの 誰に も 負けない くらいに、 ちょっと のぞいて 

見たくて ならない 気がしました。 いや、 どうかす ると 

もちつ とよけ いに そんな 気がした かも 知れません。 し 

かし、 きっと そうだと は 僕 も 言い切れな いが。 

それにしても、 僕達が こうして 長い ことお 話 をして 

来た、 この 日 はまた 特別に、 彼女の 好奇心が いつもよ 

リ 強くな つて 来て、 とうとう その 箱に 近づいて 行き ま 

した。 彼女 は、 もし 出来たら、 その 箱 を あけて みょう 

と、 大方 決心して いました。 どうも、 しようのない パ 

ンド— ラで すね！ 

しかし、 最初に、 彼女 は その 箱 を 持ち上げて みまし 


た。 それ は 重かった、 パンド— ラ のよう な 弱い 力の 子 

にと つて は、 まるで 重す ぎました。 彼女 は その 片端 を 

床から 何 インチ か 持ち上げ ましたが、 かなり 大きな、 

どしんと いう 音 をた てて、 また それ をお ろしました。 

すぐ その あとで、 彼女 は 何だか 箱の 中で ごそごそと 動 

く 音が したよう に 思いました。 彼女 は 出来るだけ ぴっ 

たりと 耳 を あてて、 聴きました。 たしかに、 中で、 何 

だか ぼそぼそと つぶやいて いるよう な 気がします！ 

それとも、 ただ 彼女の 耳が 鳴って るので しょうか？ 

或は また、 彼女の 心臓の 打つ 音でしょう か？ パン 

ド ー ラは 本当に 何 か 聞え たの かどう か、 自分で も はつ 


きりと きめてし まう ことが 出来ませんでした。 しかし 

いずれにしても、 彼女の 好奇心 は、 いよいよ 強くな つ 

て 来ました。 

彼女が 頭 を もとへ 戻した 時、 彼女の 目 は、 金の 紐の 

結び目に とまりました。 

『これ を 結んだ 人 は、 大変 器用な 人に ちがいな いわ、』 

と パンド— ラは 一 人で 言いました。 『それでも あたし、 

それ を ほどけ そうな 気がする わ。 あたし、 せめて、 そ 

の 紐の 両 はしく らい は 見つけな くち や。』 

そこで 彼女 は その 金の 結び目 を 指に つまんで、 出来 

る だけ はっきりと、 その 込み入った ところ を 調べて 見 


ました。 殆ど そんなつ もり もな く、 また 何 をしょう と 

している かも はっきりと わきまえないで、 彼女 はやが 

て 一生 けんめいに、 それ を ほどきに かかって いました。 

そのうちに、 明るい 日の 光が、 あけ 放した 窓から 射し 

込んで 来ました。 また、 遠くで 遊んで いる 子供達の 楽 

しそうな 声 も、 それと 一 しょに、 聞え て 来ました。 そ 

して 多分 その 中には ェピミ —シ ウスの 声 もま じつ てい 

たのでしょう。 パンド— ラは手 を 休めて、 それに 聞き 

入りました。 なんという いいお 天気でしょう！ もし 

も 彼女が、 そんな 面倒く さい 結び目なん ぞうつ ちゃつ 

ておいて、 その 箱の ことなん かもう 考えない ことにし 


て、 彼女の 小さな 遊び 友達のと ころへ 飛んで 行って、 

仲間に なって 面白く 遊んで いたら、 その 方が 利口 じ や 

なかった でしよう か？ 

しかし、 その 間 もずう つと、 彼女の 指 は 半分 無意識 

に、 しきりと その 結び目 をい じっていました。 そして 

ふと、 この 不思議な 箱の 蓋に ついた、 花の 冠 を かぶつ 

た 顔が 目についた 時、 彼女 は それがず るそう に、 彼女 

にむ か つ て 歯 をむ き 出して 笑つ ている の を 見た ような 

気がしました。 

『あの 顔 はいじ わるそう だ こと、』 と 彼女 は 思いました _ 

『もし か あたしが 悪 いこと をして るから 笑 つて るん 


じ やない かしら！ あたし ほんと にもう、 逃げ出した 

くな つち や つた！』 

しかしち ようど その 時、 ほんの ちょっとした はずみ 

で、 彼女 は その 結び目 を ひねる ようにし ましたが、 そ 

れが 思い も かけぬ 結果に なりました。 金の 紐 は、 まる 

で 魔法 を かけた ように、 ひとりで ほどけて しまって、 

しめ もの 

箱は締 物な しにな つてし まいました。 

『こんな 変な ことつ て 知らない わ！』 パ ンド— ラは言 

いました。 『ェ ピミ— シ ウス は 何とい うでし よ う？ 

そして あたし、 一 体 どうして これ を、 もと 通りに 結べ 

るでしょう？』 


彼女 は  一 二度、 その 結び目 を もと 通りに しょうと、 

やって みました が、 すぐに それ は 彼女の 手に 合わない 

という ことが 分りました。 それが あんまり、 だしぬけ 

に ほどけて しまったので、 彼女 は その 紐が お 互に どう 

いう 風にから み 合せて あつたか、 少しも 思い出す こと 

が 出来ませんでした。 それから また、 彼女が その 結び 

目の 形 や 様子 を 思い浮かべよう としても、 それが すつ 

かり 頭から 消えて しま つ たように 思われる のでした。 

だから、 ェピミ —シ ウスが 帰って来 るまで、 その 箱 を 

そのまま にしておくより ほかに は、 どうに もしょうが 

ありませんでした。 


『でも、』 と パンド— ラは 言いました、 『この 紐が ほど 

けて いるの を 彼が 見れば、 あたしが やった という こと 

が 分って しまう わ。 でも 箱の 中 は 見なかった という こ 

と を、 彼に どういう 風に して 信じさせたら いいんで 

しょう？』 

おうちゃく 

それから、 彼女の 横着な 小さな 胸に、 どうせ 箱の 中 

を 見た と 疑われるなら、 今す ぐ 見て おいた つて 同じ こ 

とだと いう 考えが 浮かびました。 おう、 ほんと にいけ 

ない、 ほんと に 馬鹿な パンド ー ラょ！ お前 は、 正し 

い 事 はする、 間違った 事 はしない という こと だけ を考 

えて、 お前の 遊び仲間の ェピミ ー シ ウスが 言ったり、 


信じたり する こと を 気に とめるべき ではなかった の だ 

そして 彼女と て、 もしも その 箱の 蓋に ついた 不思議な 

顔が、 そんなに 誘惑す るよう に 彼女 を 見なかったら、 

そして 又、 箱の 中の 小さな つぶやき 声が、 前よりも 一 

層 はっきりと 聞え るよう な 気がしなかったら、 多分 そ 

うした ことでしょう。 それが 彼女の 気のせい かどう か 

は、 彼女に はよ く 分りませんでした。 しかし、 彼女の 

耳に は、 小さな 声で ひどく 騒いで いるよう に 聞え るの 

です —— それとも また、 ささやく の は 彼女の 好奇心な 

のでし ようか。 

『出して 下さい、 パンド ー ラ さん —— 私達 を そとへ 出 


して 下さい！ 私達 は あなたに とって、 とてもい い、 

可愛い 遊び相手 なんです よ！ ちょっと 私達 を 出して 

下さい！』 

『あれ は 何だろう？』 とパ ンド— ラは 考えました。 『箱 

の 中に 何 か 生きた ものが いるの かしら？ ええ、 まま 

よ！ あたし ちょっと 一 べんの ぞいて やりましょう！ 

ほんの 一度 だけ、 それから 蓋 をい つもの 通り、 ちゃん 

としめ ておけば いいんだ わ！ ちょっと 一 べんの ぞい 

て 見る くらいで、 別になん の 事 も ある 害がない わ！』 

しかしもう そろそろ この辺で、 僕達 は ェピミ —シゥ 

ス がどうし てい たかを 見る ことにしましょう。 


パンド— ラが 来て、 彼と 一 しょに 暮らす ようになつ 

てから、 彼女 を 入れないで 彼が 何 か 面白い こと をし よ 

うとした の は、 この 時が はじめてでした。 しかし 何 を 

しても、 うまく 行きませんでした。 そして また、 いつ 

ものよう に 楽しく もありませんでした。 甘い 葡萄 も、 

熟した 無花果 も 見つかりませんでした (ェ ピミ— シゥ 

スにー つ 悪い ところが あると すれば、 それ は 無花果が 

あんまり 好きだと いう 点でした)。 また、 折角 熟して 

いたと 思えば、 今度 は あまり 出来す ぎていて、 甘った 

るくて 食べられない のでした。 いつもな らば、 ひとり 

でに 声が 飛び出して 来て、 一し よに 遊んで いる 仲間 ま 


でが 一層 陽気になる 位なん だが、 今日は ちっともそう 

した 愉快な 気持に なれませんでした。 結局、 彼 はとて 

も 落着かない、 不満な 気持になる ばかりで、 ほかの 子 

供 達 は、 一体 ェピミ —シ ウス はどうした のか、 わけが 

分りませんでした。 彼 は 自分で も、 ほかの 子供達と 同 

様に、 どこが どういけ ない のか 分らない のです。 それ 

というの は、 僕達が 今 話して いる 時代に は、 幸福に 日 

を 送る という ことが、 みんなの 性質で あり、 いつも 変 

ら ぬ 習慣 だ つたから だとい うこと を 忘れないで 下さい 

世間 は、 まだ 不幸なん ていう こと を 知らなかった ので 

す。 これらの 子供達が、 楽しく 暮らす ために 地上に 送 


られて 来てから、 誰 一人と して、 病気 をしたり、 調子 

が 悪かった りした ことはなかった のです。 

とうとう、 どうした もの か、 何の 遊び を はじめても 

彼のせ いで それが 止めに な つ てし まう という ことが 

分った ので、 ェピミ ー シ ウス は、 今の 彼の 気持に は 却つ 

てよ く 合って いる パンド ー ラの ところへ 帰る のが、 一 

番 いいと 思いました。 それにしても、 彼女 を 喜ばせた 

いという 気持 はあった ので、 彼 は 花 を つんで、 花環に 

つくり、 それ を 彼女の 頭に つけて やろうと 思いました 

花 は 薔薇 や、 百合 や、 オレン ヂの 花や、 そのほか もつ 

と 沢山あって、 とても 美しく、 ェピミ —シ ウスが それ 


を 持って 歩いた あとに は、 いい 句い が 残りました。 そ 

して その 花環 は、 男の子と して は、 これ 以上 を 望む 方 

が 無理 だと 思われる くらいう まく 出来て いました。 僕 

はいつ も、 花環 を 編む に は、 女の子の 指の 方が 向いて 

いると 思って いました。 しかし 男の子 も、 その 頃に は 

今の 男の子よりも 大分 上手だった のです。 

ここ で 僕 は、 大きな 黒雲が 少し 前から 空 にわきお 

こって いた こと を 言わなければ なりません。 尤も それ 

おお 

は、 まだ お日様 を蔽 いかくす までに はなって いません 

でした。 しかし、 ェピミ —シ ウスが 家の 戸口に 着いた 

ちょうど その 時、 それが 日光 を さえぎり はじめました _ 


そうして、 急に、 うら 悲しい ような 薄暗が リ になり ま 

した。 

彼 はそう つと はいって 行きました。 というの は、 彼 

は 出来る ことなら、 パ ンド— ラ のうしろ にしの び 寄つ 

て、 彼が 傍へ 来た こと を 彼女が さとらな いうちに、 花 

環 を 彼女の 頭に 投げ かけて やろうと 思った からでした。 

ぬき あし 

しかしち ようど その 時には、 彼 は 何も そんなに、 抜 足 

さしあし 

差 足で 行く 必要はなかった のです。 彼が 好きな だけ 大 

きな 足 音を立てても —— 大人の ように —— いや、 象の 

ようにと 僕 は 言いたい 位 だが  ど しんど しんと 歩い 

て も —— それでも たいてい は、 パンド— ラの 耳に はい 


りそう もありませんでした。 彼女 は 自分の 考えに すつ 

かり 気 を とられて いたのです。 彼が 家へ はいって 行つ 

た 時、 ちょうど その 仕方のない 子 は、 蓋に 手 を かけて、 

秘密の 箱 を あけよう とすると ころでした。 ェピミ ー シ 

ウス は 彼女の する こと を 見て いました。 もしも 彼が 声 

を 立てて いたら、 パンド— ラは 多分 手 を ひつ 込めて、 

その 箱の おそろしい 秘密 も 分らずに しま つたこと で 

しょう。 

しかし ェピミ —シ ウス は、 あま リ箱 のこと を 口に 出 

して は 言わなかった が、 自分で もや はり、 その 中に 何 

が はいって いるか 知りたい 気持 はあった のでした。 パ 


ンド— ラ がいよ いよ その 秘密 を 知ろうと 決心した こと 

が 分る と、 彼の 方で も、 この 家の 中で それ を 知ってい 

るの が パンド ー ラ だけで あつ てなる もの かと 思い まし 

た。 それに、 もしも その 箱の 中に 何 かきれ いなもの か 

値 打の ある ものが はいって いたら、 彼 も その 半分 は自 

分が もらう つもりでした。 こんな わけで、 パンド ー ラ 

にむ かって、 好奇心な ど 起して はいけ ない と、 真面目 

くさって お 説教 をして おきながら、 ェピミ ー シ ウス は 

彼女と まるで 同じように 馬鹿にな り、 この あやまちに 

つ いて 責任が あると いう 点で 彼女と あまり 変り はない 

ことにな つてし まいました。 だから われわれ は、 この 


出来事に ついて、 パンド— ラを 責める 時には いつでも、 

ェピミ ー シ ウスに むかっても、 やはり 同じように 不満 

の 意 を あらわす こと を 忘れて はならない のです。 

パンド— ラが蓋 を 持ち上げた 時に、 家 は 大変 暗く、 

陰気に なって 来ました。 というの は、 黒雲が もうす つ 

いきう 

かリ お日様 を かくして しまって、 まるで それ を 生 埋め 

にした ように 見えた からです。 少し 前から、 低い うな 

リ みたい な、 つぶやきみ たいな ものが 聞え ていました 

が、 俄かに それが 大きな 雷鳴と なって とどろき 渡り ま 

した。 しかし パンド— ラは、 そんな ことに は 一向お か 

まいな く、 蓋 を 大方 まっすぐに 上げて、 中 を 見ました。 


何だか 急に、 翼の 生えた ものが 一 杯 彼女の 傍 を かすめ 

て 箱から 飛び出し たような 気がした と 思う のと 一 しょ 

に、 ェピミ —シ ウスが、 悲しそう な 調子で、 何だか 痛 

そうに 叫ぶ のが 聞え ました。 

『おう、 僕 刺されつ ちゃった！』 と 彼 は 叫びました。 

『僕 刺されつ ちゃった！ 意地悪の パンド ー ラ！ ど 

うして 君 はこの おそろしい 箱 を あけたん だ？』 

パンド— ラは蓋 をお ろして、 びっくりして 立上り、 

ェピミ —シ ウスの 上に 何事が 起った のかと、 あたり を 

見廻しました。 夕立 雲の ために、 部屋が 大変 暗くな つ 

ていたので、 彼女 は 中の ものが あまり はっきりと 見え 


ませんで した。 しかし 何だか とても 沢山の 大きな 蠅か、 

大きな 蚊 か、 又は われわれが かぶと 虫と か はさみ 虫と 

かいって いる 虫みたい な ものが 飛び 廻って いるよう な、 

ぶうんと いう、 いやな うなりが 聞え ました。 そして、 

彼女の 眼が 薄暗が リに 慣れて 来る と、 蝙蝠の ような 翼 

をして、 とても 意地が 悪そう で、 お尻に おそろしく 長 

ぃ螫を 持った、 いやな 小さな ものが 一杯い る ことが 分 

リ ました。 ェピミ ー シ ウス を剌 したの は、 そのうちの 

一 匹な のでした。 まもなく パンド— ラ もまた、 ェピ 

ミ ー シ ウスに 負けない くらい 痛が つたり、 こわがった 

りして、 悲鳴 を あげ 始め ましたが、 その 騒ぎ 方 はずつ 


とひ どい ものでした。 一匹の 小さな 怪物が 彼女の 額 t 

にと まってい ましたが、 もしも ェピミ —シ ウスが 飛ん 

で 行って、 それ を 払いの けなかったら、 彼女 は どんな 

に 深く 刺されて いたか 知れません。 

さて、 その 箱から 逃げ出した これらの いやな もの は 

一体 何かとい うこと を 君達が 聞きた がるなら、 それ は 

この 世の 「わざわい」 の 全 一族だった と、 僕 は 答えな 

ければ なりません。 その 中には、 悪い 「情欲の 虫」 も 

いました、 とても いろんな 種類の 「心配の 虫」 もい ま 

した、 百 五十 以上の 「悲しみの 虫」 もい ました、 み じ 

めな、 いたましい 恰好 をした、 とても 沢山の 「病気の 


虫」 もい ました、 それから、 「いたずらの 虫」 の 類に 至つ 

て は、 お 話に もなん にもなら ない ほどい ました。 つま 

り、 その 時から 今日まで、 人間の 心 やから だ を 苦しめ 

て 来た もの は、 すっかり その 秘密の 箱の 中に 閉じ込め 

られ ていた もので、 大切に 取って おくよう にと いって、 

ェピミ ー シ ウスと パ ンド ー ラ とに 渡された の も、 世の 

中の 子供達が そんな ものに 苦しめられる ことのな いよ 

うにしたかった からでした。 もしも 彼等が 頼まれた 通 

リ にして いたならば、 万事 都合よ く 行った ことで しょ 

う。 その 時から 今に 至る まで、 悲しい 思い をす る 大人 

もなかった でしよう し、 子洪 達に したって、 涙 一滴 こ 


ぼす わけ もなかった 害なん です。 

しかし —— これで 見ても、 誰か 一人で も 間違った こ 

と をす ると、 世間 全体が 迷惑 するとい うわけ が 君達に 

も 分る でしよう が  パ ンド— ラ がその とんでもない 

箱の 蓋 を あけた ことと、 それから また、 ェピミ —シゥ 

ス がそれ をと めなかった という おちどと によって、 こ 

れらの 「わざわい」 がわれ われの 間に 足が かり を 得て、 

急に は 追っぱらえそう にも なくなった のです。 という 

の は、 君達に もた やすく 分る 通り、 この 二人の 子供 は、 

そのい やな ものの 群 を、 彼等の 小さな 家から 出さない 

でお くと いう わけに は 行かなかった からです。 それ ど 


ころ か、 彼等 はそんな もの は 早く 出て 行って ほし かつ 

たので、 何よりも 先に、 戸口と 窓と を あけ 放しました。 

すると、 果して、 その 翼の 生えた 「わざわい」 達 はみ 

んな 外へ 飛び出して 行って、 そこいら 中の 子供達 を ひ 

どく 苦しめ 悩ました ので、 その後 幾日もの 間、 彼等の 

誰もが、 にこりと もしなかった ほどでした。 それから、 

し. ま 

大変 不思議な ことに は、 これまで どれ 一 つ 凋んだ こと 

のなかった 草花 や 露 を 帯びた 花まで が、 今度 は 一 日 二 

日た つと、 だら りと なって、 花びらが 散り はじめ まし 

た。 その上、 今まで は、 いつまでも 小さい ままで いそ 

うに 思われた 子供達が、 今度 は 一 日々々 と 年を取って、 


まもなく 青年 や 年頃の 娘に なり、 やがて は 大人に なり、 

そんな こと は 夢にも 思わない うちに、 じいさん、 ば あ 

さんに な つ てし まいました。 

さて、 仕方のない パンド— ラと、 それに 負けない く 

らいの ェピミ ー シ ウスと は、 家の 中に じっとして いま 

した。 彼等 は 二人とも ひどく 刺されて、 大変 痛かった 

のです が、 それが 世界 始まって 以来 感じられた 最初の 

痛 さであった だけに、 彼等に は 一層 耐え 難く 思われ ま 

した。 いうまでもなく、 彼等 は 苦痛に はまる で 慣れて 

いなかつ たので、 それが 何の こと やら、 わけが 分り ま 

せんでした。 そこへ もって 来て、 彼等 は 二人とも、 自 


分 自身に 対して、 それからお 互 同志に 対しても、 ひど 

く 不機嫌に なって いました。 思いき リ その 不機嫌に 耽 

るた めに、 ェピミ —シ ウス はパ ンド ー ラに 背中 を 向け 

て、 隅つ この 方で、 ふくれつ 面 をして 坐って いました。 

一方 パンド— ラは、 床の 上に 身 を 投げ出して、 頭 を あ 

の 恐し い、 いやな 箱に 乗せて いました。 彼女 は ひどく 

泣いて、 胸 も 張り裂け そうにす すり 上げて いました。 

不意に、 箱の 蓋 を、 中から 静かに、 低く たたく 音が 

しました。 

『あれ は 一 体 何でしょう？』 と パンド ー ラは 叫んで、 

頭 を 上げました。 


しかし ェピミ —シ ウス は、 その とんとん という 音が 

聞えなかった か、 それとも あんまり 腹 を 立てて いたの 

で、 それに 気がつかなかった のでしょう。 とにかく、 

彼 は 何とも 答えませんでした。 

『あんた ひどい わ、 あたしに 口 を 利かない なんて！』 

と パンド— ラは 言って、 また 啜り 上げました。 

またとん とんと 音が します！ それ は 妖精の 手の 小 

さな 拳骨の ような 音で、 軽く 冗談 半分み たいに、 箱の 

内側 をた たくので した。 

『お前 は 誰 だい？』 と パンド— ラは、 少し また、 前の 

好奇心 を 出して 尋ねました。 『だ あれ、 このい けない 


箱の 中に いるの は？』 

小さな、 いい 声が 中から 言いました、 —— 

『蓋 を あけて さえ 下されば、 分ります よ。』 

すす 

『いや、 いや、』 と パンド— ラは、 また 啜り 上げ はじめ 

ながら 答えました、 『あたし 蓋 を あける こと は、 もう 沢 

山 だ わ！ お前 は 箱の 中に いるんで しょ、 意地悪さん、 

いつまでも そこに 入れと いて やる から！ お前の いや 

な 兄弟 や 姉妹 は、 もう、 一杯 世の中 を 飛び 廻って いる 

よ。 お前 を 出して やる ほど、 あたしが 馬鹿 だと 思って 

もら つち や 困る わ！』 

彼女 はそう 言 いながら、 多分 ェピミ —シ ウスが 彼女 


の 分別 を ほめて くれる だろうと 思って、 彼の 方 を 見 ま 

した。 しかし 怒って いる ェピミ ー シ ウス は、 彼女が 今 

から 分別 を 出した つて、 少し 手お くれ だ、 とつぶ やい 

ュこ いこ， で ) こ。 

『ああ、』 とその 小さな、 いい 声 はまた 言いました、 『あ 

なた はわた し を 出して 下さった 方が、 ずっとい いんで 

すよ。 わたし は、 あんなお 尻に 螫の くっつい たような 

悪い 者と は 違 うんです。 彼等 はわた しの 兄弟 や 姉妹 

ひとめ 

じゃあ リ ません。 それ は あなたが わたし を 一 目 ごらん 

になり さえ すれば 分ります。 さあ、 さあ、 可愛らしい 

パンド— ラ さん！ きっと わたし を 出して 下さる で 


しょうね！』 

そして、 実際 この 小さな 声で 頼まれる と、 どんな こ 

とで も 何だか ことわり にくくな つてし まうよう な、 一 

種の 愉快な 魅力が、 その 調子の 中に 含まれて いました。 

パンド— ラの心 は、 その 箱の 中から 聞え て 来る 一 

語々々 に、 知らず 識らず 軽くな つてい ました。 ェピ 

ミ— シ ウス もまた、 まだ 隅の 方に はい ましたが、 半分 

こっち を 向いて、 前よりも いくらか 機嫌が よくな つて 

いる 様子でした。 

『ねえ ェピミ —シ ウス、』 とパ ンド— ラは 叫びました、 

『あんた この 小さな 声 を 聞いて？』 


『うん、 たしかに 聞いた よ、』 と 彼 は 答え ましたが、 ま 

だ あまりい い 機嫌ではありませんでした。 『で、 それ 

がどうし たんだい？』 

『あたしもう 一度、 蓋 を あけた もんでしょう か？』 と 

パ ンド ー ラは 訊きました。 

『そり や 君の 好きな ようにす る さ、』 と ェピミ ー シゥ 

ス は 言 いました。 『君 はもう 大変な 悪い こと をし 

ちゃつ たんだから、 その上もう ちょ っぴり 悪い こと を 

したって いいだろ うよ。 君が 世間に まき 散らした よう 

な 「わざわい」 の 大群の 中へ、 もう 一匹 ほかの やつが 

出て 来たと ころで、 別に 対した こと はありつ こない 


さ。』 

『あんた、 もう 少し 親切に 口 を 利いて くれたつ ていい 

でしよう！』 と パン^ -— ラは、 目 を 拭きながら 言い ま 

した。 

『ああ、 しようのない 児 だね え！』 と 箱の 中の 小さな 

声 は、 ずるそう な、 笑い出し そうな 調子で 言いました 

『あの 児 は 自分で も、 わたし を 見たくて ならな いのは 

分って いるんで すよ。 さあ、 パンド— ラ さん、 蓋 を あ 

けて 下さい。 わたし は あなた を 慰めて あげようと 思つ 

て、 大変 気が 急いて いるんで す。 ほんの ちょっと わた 

しにい い 空気 を 吸わせて 下さい。 そうすれば、 あなた 


が 考えて いる ほど、 そう ひどく 悲観した もので もない 

と いう ことが 分る でしよう。』 

『ェ ピミ— シ ウス、』 と パンド— ラは 叫びました、 『何 

だって かまわな いから、 あたし 箱 を あけて 見る わ！』 

『じ や、 蓋が 大変 重そう だから、 僕が 手伝って 上げよ 

う！』 と ェピミ —シ ウス は 叫んで、 部屋の 向う から 駆 

けて 来ました。 

こうして、 双方 承知で、 二人の 子供 はまた 蓋 を あけ 

ました。 すると、 明るい、 にこに こした 小さな 人が 飛 

び 出して 来て、 部屋の 中 を 舞って 歩き ましたが、 彼女 

の 行く ところ は 何処でも 明るく 見えました。 君達 は 鏡 


のか けらで 日光 を 反射 させて、 暗い ところで ちらちら 

させて 見た ことはありません か？ とにかく、 この 妖 

精 のよう な 見知ら ぬ 人が、 薄暗 い 家 の 中 を 愉快そう に 

飛び 廻る 有様 は、 そんな 風に 見えました。 彼女が ェピ 

ミ ー シ ウスのと ころへ 飛んで 来て、 「わざわい」 に 刺さ 

れて 赤くな つたと ころ を、 ちょっと 指で おさえる と、 

すぐに その 痛み は 消えて しまいました。 それから、 彼 

女が パンド— ラの 額に 接吻す ると、 彼女の 傷 もまた、 

同じよう になお つ てし まいました。 

こうした 親切 をつ くして くれた あとで、 その 光 を 帯 

びた 見知らぬ 人 は、 愉快そう に 子供達の 頭の 上 を 飛び 


廻って、 大変 やさしく 彼等 を 見た ので、 彼等 は 二人と 

も、 箱 を あけた こと はそう 大して 悪く もなかつ たとい 

う 気がして 来ました。 という は、 もしも あけて いな 

かったら、 このうれ しい 訪問者 までが、 あのお 尻に 螫 

を 持った 小 悪魔 達に まじって、 箱の 中に 閉じ込められ 

て いなければ ならなかった でしよう から。 

『美しい 方、 一体、 あなた は 誰な の？』 と パンド— ラ 

は 尋ねました。 

ホウ プ 

『わたし を 「希望」 と 呼んで いただきましょう！』 と 

その 明るい 人 は 答えました。 『そして わたし はこん な 

陽気な 者です から、 人達に 対して、 あの 大勢の いやな 


「わざわい」 の埋 合せ をつ ける ために 箱の 中に 入れら 

れ たんです。 どうせ 「わざわい」 は 人達の 間に まき 散 

ら される ことにな つてい たんです からね。 決して 恐れ 

る ことはありません よ！ 「わざわい」 がいくら いたつ 

て、 わたし 達 はかなり 面白く やって 行けます よ。』 

『あなたの 翼 は、 虹の ような 色 をして る わね え！』 と 

パンド— ラは 叫びました。 『まあ、 なんて 美し いんで 

しょう！』 

『ええ、 虹みたい でしよう、』 ホウ プは 言いました、 『何 

故 かとい えば、 わたし 陽気な たちなん です けど、 にこ 

に こして いる だけじゃなくて、 少し は 涙 を こぼす こと 


も あるんで すから。』 

『そして あなた は、 いつまでも いつまでも、 あたし 達 

のと ころに いて 下さる？』 と ェピミ —シ ウス は 尋ね ま 

した。 

『あなた 方が わたしに 用が ある 間 はいつ まで も、』 と 

ホウ プは、 気持の いい 笑顔 をして 言いました、 —— 『つ 

まり、 あなた 方が この 世に 生きて いるかぎ りと いう こ 

とになる でしよう ね、  わたし は 決して あなた 方 を 

見捨てて 行かない こと を 約束し ますよ。 時に ょリ、 季 

節に よって は、 時々 わたしが 全然 逃げて しまった のか 

と 思うよう な ことがある かも 知れません。 しかし、 多 


分 あなたが 思い も かけない ような 時に、 ひょっこり、 

ひよこり と、 わたしの 翼の 光が あなた 方の 家の 天井に 

見えて 来る でしよう。 本当です よ、 わたしの 大好きな 

子 達、 そして わたし はこれ から 先 あなた 方が いただく 

ことにな つてい る 大変い い、 美しい もの を 知っている 

んで すよ！』 

『おう、 聞かして 下さい、 それが 何だか 聞かして 下さ 

い！』 と 彼等 は 叫びました。 

『訊いて はいけ ません、』 と ホウ プは、 薔薇色の 口に 指 

を あてて 言いました。 『しかし、 万一 あなた 方が この 

世に いるう ちに そんな ことがなくても、 気 を 落して は 


いけません。 わたしの 約束 を 信じて 下さい、 それ は 本 

当なん ですから。』 

『私達 は あなた を 信じます！』 と ェピミ —シ ウスと パ 

ンド— ラと は、 二人 一し よに 叫びました。 

そして 彼等 は 本当に ホウ プを 信じました。 いや、 彼 

等ば かりで なく、 その後 この 世に 生れ 出た 人 は、 誰で 

も その 通り ホウ プを 信じました。 そして、 実際の こと 

をい うと —— (たしかに 彼女が そんな こと をした の は、 

とても 悪かった に は 違いない にしても) —— 僕 は 馬鹿 

なパ ンド— ラが 箱の 中 を のぞ いて 見た と いう こと を 喜 

ばずに は、  1 られ ない のです。 そり やもう  たしかに 


—— 「わざわい」 が 今 もな お 世の中 を 飛び 廻って いて、 

減る どころ か、 却って 数 も ふえて、 それが 大変い やな 

小 悪魔 達で、 お尻に とても 毒の ある 螫を 持って いる こ 

とも 知っています。 僕 は 今までに も 彼等に 苦しめられ 

たし、 これから も 年を取って 行く につれ て、 もっと 苦 

しめられる こと は 覚悟して います。 しかし その代りに、 

, J の 美し い 、 明る い 、 ホウ プ の 可愛らしい 姿が あるじ や 

ホウ プ 

ありません か！ われわれ は 一 体 「希望」 なしで、 ど 

うする ことが 出来ましょう？ ホウ プは 世の中 を 高尚 

にして くれます、 ホウ プは 世の中 を 常に 新しくし てく 

れ ます。 たとえ 世の中が、 どんなに 明るく 見えた 時で 


も、 それが ただ、 もっと 後に やって来る 限りない 幸福 

の 影に 過ぎない という こと を、 ホウ プは 教えて くれ ま 


タン グル ウッドの 遊戯 室 

—— 話の あとで —— 

『プリム ロウズ、』 とュ— ス タス は、 彼女の 耳 をつ ねり 

ながら 訊いた、 『どう、 この 小さな パンド— ラ つて 子 は 

気に入った かい？ 彼女 はまる で 君 そっくり だと 思わ 

ない？ しかし 君なら、 その 箱 を あける のに、 そんな 

に ぐずぐずして やしないだろう ねえ。』 

『もし あけて いたら、 あたし その わるさの ために、 随 

分 ひどい 目にあって いたでしょう。 だって、 蓋 を あけ 


ま つ ささ 

ると、 真 先に ひょいと 飛び出して 来る の は、 「わざわい」 

の 姿 をした ュ ー ス タス • ブライト さんだつた でしよう 

からね え、』 プリム ロウズ は、 手 きびしく 返答 をした。 

『ュ ー ス タスに いさん、』 ス ウイ ） r  . ファ ー ンが 言つ 

た、 『その 時から この 世界に 来たい やな もの は、 みんな 

その 箱に はいって いたんで すか？』 

『何から 何まで はいって いたの さ！』 ュ— ス タス は 答 

えた。 『僕の スケ— ト 遊び を 出来な くして しまった こ 

の 吹雪 も、 やっぱり その 中に つめ 込まれて いたんだ。』 

『そして、 その 箱 は どれく らいの 大きさ だつ たんです 

か？』 ス ウイ ー ト • ファ ー ンは 訊いた。 


『そうさ、 長さ は 三 フィ— ト もあった かな あ、』 ュ— ス 

タス は 言った、 『幅 は 一 一 フィ —„ r， 高さ は 一 ーフィ —  ！ ^半 

とい つたと ころ だね。』 

『ああ！』 とス ウイ ） r  . ファ— ンは 言った、 『僕 を か 

ら かって るんだ ね、 ュ— ス タスに いさん！ 僕 はそん 

な 大きな 箱に 一杯に なるほど も、 いやな ことが 世界に 

あり はしない つて こと は 分って るよ。 それに、 吹雪な 

んて、 ちっともい やなこと じ やなく つて、 面白い こと 

だい。 だから、 その 箱に はいって いる 害 はない やい。』 

『まあ、 あの 児の いう ことったら！』 プリム ロウズ は 

姉さんぶ つて 叫んだ。 『世の中の 苦労なん て、 てんで 


知らな いんです ものね え！ 可哀 そうに！ あの 子 も 

あたし ほど 世間 を 見て 来たら、 も 少し かしこくな るで 

しょう。』 

そう 言って、 彼女 は緦 跳び を はじめた。 

そのうちに 日が 暮れ かかって 来た。 戸外の 風景 はた 

しかに 淋しかった。 濃くな つて ゆく 夕闇の 中 を、 遠く 

広く、 灰色に 雪が ふりつも つていた。 中空と 同じよう 

に、 地上に は 道 も 何も 見えなかった。 玄関の 階段に 高 

くつ もった 雪で、 幾 時間 もの 間 誰も 出入りした 者が な 

いこと が 知られた。 もしも 子供が ただ 一 人で タン グル 

ウッドの 窓際に 立って、 この 冬 景色に 見入って いたと 


したら、 おそらく 悲しくな つたであろう。 しかし、 子 

供が 五六 人 も 集まる と、 たとえ 世界 をす つかり 楽園に 

お、，' まれ 

変えて しまう こと は 出来な いまでも、 老耄の 冬で も、 

毎日の ように 吹く 風で も 来い、 へこたれ はしない ぞと 

いうく らいな 元気 は 出る もの だ。 その上、 ュ— スタ 

ス. ブライトが、 即席に、 いくつかの 新しい 遊び 方 を 

考え出し たので、 彼等 は それ を やって、 寝る 時まで 

おおようき 

大 陽気で 騒ぎつ づけた が、 その 新しい 遊び 方 はまた、 

次の 荒天の 日に も 役に立った。 


タン グル ウッドの いろりば た 

—— 「三つの 金の りんご」 の 話の 前に 


ふぶき 

吹雪 はあくる 日 も つづいた。 しかし、 その後、 それ 

がどうな つた もの やら、 私に はちよ つと 見当が つかな 

い。 とにかく、 それ は 夜の 間に、 からりと 晴れ あがつ 

てし まった。 次の 朝、 さしの ぼった 太陽が、 あかあか 

と 照らし 出した この バ —クシ ァの 丘陵地帯 は、 世界の 

どこ を さがしても、 またと は あるまい と 思われる ほど 


荒涼と していた。 霜が 窓ガラス 一 面に 紋様 をえ がいて、 

そとの 景色 は ほとんど ちらりと も 見えなかった。 しか 

し、 タン グル ウッドの 子供達 は、 朝飯 を 待ちながら、 

指の 爪で のぞき 孔を こしらえて —— 崖に なった 丘の 腹 

がーと ころ 二と ころむ き 出しに なって いるのと、 黒い 

松林と まざり 合って、 雪が 灰色が かって 見えて いるの 

と をのけ て は —— 山 も 野 も 一 面に 白い 布 をのべ たよう 

になって いるの を 見て 大 よろこびだった。 なんという 

こころよ さであろう！ そして、 なおさら いいこと に 

は、 鼻が ちぎれて しまう かと 思われる ほど 寒 か つ た！ 

もしも 人達が それに 堪える だけの 活気 さえ あれば、 輝 


かしい、 はげしい 霜 ほど、 元気 を ふるいおこさせ、 且 

つ、 全身の 血 を、 山の 斜面 をな がれお ちる 渓流の よう 

に 敏活に、 波立た せ、 躍らせる もの はまた と あるまい。 

朝飯が すむ とすぐ に、 みんな そろって、 毛皮 や 外套 

を うんと 着込んで、 雪の 中へ めちゃくちゃに 飛び込ん 

で 行った。 これ はまた、 寒中 あそびに は、 なんという 

おあつらえ むきの 日であった ろう！ 彼等 は、 幾度 も 

幾度 も、 丘の 上から 谷に むけて、 どこまで 飛んで 行つ 

てし まう か 分らない ほど 滑った。 その上 更に 愉快 だつ 

たこと に は、 底まで 無事に 着く 度に、 橇を ひつく りか 

えして、 真逆様に ころがった。 そして、 一 べん、 ュ ー 


ス タス -ブ ライト は、 途中 何事 もない ようにと いうの 

で、 ペリ ウィンクル、 ス ウイ ） ファ— ン、 ス クオ ッ 

シュ . ブロッサム など を 一し よに 乗せて やって、 全速 

力で 降りて 行った。 ところが、 これ はまた どうした こ 

とか、 半分 どころ で、 橇 がかくれ た 切株に ぶつ 突かつ 

て、 乗って いた 四 人 全部が 折 重なって 投げ出された。 

そして、 起 上って 見る と、 小さな ス クオ ッシュ . ブロッ 

サムが 一人 見えない！ おやおや、 あの 子 は 一体 どう 

なって しまったんだろう？ ところが、 みんなが 驚い 

て あたり を 見廻して いると、 高く つもった 雪の 中から、 

ス クオ ッシュ • ブロッサムが、 今まで 見た こと もない 


ような 赤い 顔 をして、 ひょっこり 立 上った。 それが ま 

た、 大きな 真 赤な 花が、 この 冬の 最中に、 急に のびて 

来て 咲き出し たかの ように 見えた。 この 時 みんな は 

どっと 笑い出した。 

彼等が 丘から 滑り 降りる ことに も 飽きて 来た 時、 

ふきだまり 

ュ— ス タス は 子供達に、 その 辺の 一番 大きな 吹 溜に 

穴 を 掘らせた。 ちょうど 穴が 出来 上って、 みんなが そ 

の 中に ぎゅうぎゅう 詰めに なった 時、 運悪く、 屋根が 

彼等の 頭の 上に 落ちて 来て、 一人残らず 生 埋めに なつ 

てし まった！ すぐに みんな は、 崩れた 穴の 中から、 

小さな 頭 をに よきに よきと 出した が、 そのまん 中の、 


背の 高い ュ— ス タスの 頭 は、 鳶色の 巻毛の 中に 粉雪が 

くっついて、 白髪のお じいさんの ようだった。 それ か 

ら、 こんな、 すぐに 崩れて しまうよ うな 穴 を 掘れな ど 

といった ュ ー ス タスに いさん を やつ つけて しまえと い 

うので、 子供達 は 一団と なって 彼に おそいかかって、 

めちゃくちゃに 雪 を 投げつ けたので、 彼 は 逃げ出した 

くな つてし まった。 

そこで 彼 は 逃げ出して、 森の 中へ はいって 行った。 

それから シャドウの 谷川の 縁へ 出た。 そこで は、 彼 は、 

昼間の 光 も ほとんど 射し 込まない くらいに、 おびた だ 

しい 両岸の 氷雪が 蔽 いかぶ さ つ たように な つた 下 を、 


谷川が つぶやく ように 流れて 行く 音 を 聞く ことが 出来 

た。 小さな 滝の ようになった ところ は、 どこでも、 ダ 

ィャ モンドの ような 氷柱が、 その まわりに きらきらと 

光って いた。 それから、 ぶらぶらと 湖の 岸へ 来て 見る 

と、 彼の 足 もとから モニュメント 山の 麓まで、 真白の、 

足跡 一 つない 雪原が 見渡された。 そして、 今 はもう 日 

没に 近かった ので、 ュ ー ス タス は そこの 景色 ほど 清ら 

かな、 美しい もの を 見た ことがない と 思った。 彼 は 子 

供 達と 一し よでなかった こと を 喜んだ。 というの は、 

彼等の はち切れる ような 元気と、 ころげまわらずに は 

いないよ うな 活動 欲と は、 彼の 高尚な、 深い 気分 をす つ 


かり 追 払って しまったであろう から。 そうな つたら、 

彼 は (今日 も 一 日中そう だった ように) ただ 愉快に な 

れる という だけの もので、 山間 地方の 冬の 日没の 美し 

さ を 味う こと は 出来な か つたであろう。 

陽 もす つか リ 沈んだ 時、 われらの 友ュ— ス タス は、 

夕食 をす るた めに 家へ 帰って来た。 食事が すんで から、 

彼 は 書斎に 引取った が、 私の 想像で は、 彼が 沈む 夕日 

のま わりに 見た、 紫 や 金色の 雲 を ほめたたえる ために、 

ー篇の 抒情詩 か、 二三の 小曲 か、 そのほか どんな 形式 

にせよ、 とにかく 詩 を 作る つもりで あつたの だと 思う。 

しかし、 彼が 最初の 詩句 もまと め 上げない うちに、 扉 


が あいて、 プリム ロウズと ペリ ウィンクル とが 現れた。 

『君達、 むこうへ 行って らっしゃい！ 僕 は 今 君達に 

かまって いられな いんだ！』 その 学生 は ペン を もった 

まま、 肩 越しに ふりかえつ て、 そう 叫んだ。 『一体 ここ 

に 何の 用が あるんだ？ 君達 はもう みんな 寝た と 思つ 

ていたのに！』 

『ペリ ウィンクル、 まあ どうでしょう、 にいさん がま 

るで 大人み たいな 口の きき 方 をして！』 と プリム ロウ 

ズは 言った。 『そして、 にいさん は あたしが もう 十三 

にもな つて、 大方 自分の 好きな だけ 起きて いたってい 

いんだつ てこと を 忘れて いるら しい わ。 しかし、 ュ ー 


ス タスに いさん、 あなた 気取る こと は 止して、 あたし 

達と 一 しょに 客間へ 来な くち や 駄目よ。 みんなが あな 

たのお 話の こと を、 あんまり しゃべつ ちゃった もんで、 

お 父 さま も それが 悪い 話 じ やない かどう か、 一 べん 聞 

いて ごらんに なりた いんです つ て。』 

『ちえつ、 ちえつ、 プリム ロウズ！』 と 学生 は 少し 腹 

を 立てて 叫んだ。 『僕 は ああい う 話 を 大人の 前で 

ちょっと やれない な あ。 それに 君ん とこのお 父さん は、 

古典 を 知ってい らっしゃ るだろう。 しかし 別にお 父 さ 

んの 学問 をお それる わけ じ やない よ。 というの は、 そ 

さやつ き  さび 

れ はもうと つくに、 古い 鞘附 ナイフみ たいに 鯖つ 


ちゃって いるに きまって いるから ね。 しかし、 その 代 

りに、 僕が 自分の 思いつきで、 ああした 話の 中へ 入れ 

たす ばらしい ナンセンス に対して、 きっと 文句 をつ け 

られ るよ。 それが あるから、 ああした 話が 君みたい な 

子供達に とって、 大変 面白くな つてい るんだ けどね。 

若い 時分に ギリシャ や 口 ー マの 神話 を 読んだ 五十 代の 

人に は、 それらの 神話の 改作 者、 改良 者と しての 僕の 

功績 は、 どうしたって 分り はしな いんだから。』 

『それ は みんな 本当 かも 知れない わ、』 プリム ロウズ 

は 言った、 『でも 来な くち やい けない ことよ！ あな 

たうまい こと を おっしゃった けど、 その あなたの ナン 


センスと いうの を、 少し みんなに 聞かせて 下さらない 

うち は、 お父さん は 本 を 開こうと なさらな いし、 お 母 

さま は ピアノ を あけようと なさらな いんです もの。 だ 

から、 おとなしく ついていらつ しゃい。』 

どんな 顔 をして 見せた にせよ、 その 学生 は、 よく 考 

えてみ ると、 古代の 神話 を 現代 風に つくりかえる 彼の 

立派な 腕前 はこん な もの だとい うこと を、 プリングル 

氏の 前で 実地に 見せる 機会が 出来た こと は、 いやな ど 

ころ か、 寧ろ 嬉しい くらいだった。 実際、 青年 は、 

二十になる まで は、 自分の 詩 や 文章 を 見せる こと を、 

どちら かとい えば 恥ずかしがる もの だ。 しかし、 その 


くせ、 彼等 は、 それが 一 旦 世間に 知れたら、 文壇の 王 

座に でも 坐れ る ものの ように 考え 勝ちで ある。 そんな 

わけで、 ュ— ス タス も、 あまり さからおうと しないで、 

プリム ロウズと ペリ ウィンクル とに、 客間の 中へ ひき 

ずり 込まれて 行った。 

それ は 大きな、 立派な 部屋で、 一 方の 端に 半円形の 

窓が あって、 そこの 壁の 凹んだ ところに、 グリ ー ナウ 

作の 「天使と 小児」 の 大理石の 複製が 飾って あった。 

いろりの 一 方の 側に は、 重々 しく、 しかし 贅沢に 装幀 

した 本が、 幾 段に も 棚に ならんで いた。 ァ スト ラル- 

ランプの 白い 光と、 よく 燃えて いる 石炭の 赤い 火と で、 


部屋 は あかあかと 気持よ く 照らされ ていた。 そして、 

いろりの 火の 前の 深い 肱掛 椅子に は、 プリングル 氏が 

かけて いたが、 その 様子 は、 そうした 部屋の、 そうし 

た 椅子に 坐る のに、 いかにも ふさわしかった。 彼 は 

額の 禿 上った、 背の 高い、 大変 立派な 紳士だった。 そ 

してい つも 大変き ちんと した 身なり をして いたので、 

ュ— ス タス • ブ ライトで さえ、 彼の 前に 出る 時には、 

少なくとも 閾の ところで ちょっと 止まって、 シャツの 

カラ— を ちゃんと 直さない と 気がすまなかった。 しか 

し 今 は、 プリム ロウズが 彼の 一方の 手 を、 そして ペリ 

ウィンクルが 他の 方の 手 をつ かまえて いるので、 彼 は 


まるで 一 日 じゅう 雪の 中 を ころがり まわって いたよう 

な、 だら しのない 恰好で はいって 行く ほかなかった。 

また 事実、 一日 じゅう 雪の 中に いたに はちが いなかつ 

こべ 0 

た 力 

プリングル 氏 は 随分と やさしく 学生の 方 を 振り向い 

たので あつたが、 それでも 学生の 方で は その 態度に 圧 

されて、 自分が まるで 櫛 も ブラシ も 当てないで 来た こ 

と、 それに 心 も 考え も、 身な リ と同じように、 まるで 

まとまって いないと いうので、 気が引ける のであった 

『ュ ー ス タス、』 と プリングル 氏 は 微笑を浮かべて 言 つ 

た、 『君 は 話の 腕前の いいと ころ を 見せて、 タン グル 


ウッドの 子供達の 間で、 大変 評判に なって いるそう だ 

ね。 この 子 —— 子供達 仲間 じ や プリム ロウズと いって 

るそう だが —— それから ほかの 子供達 もみん な、 あま 

り やかましく 君の 話 を ほめ るんで、 家内と わたしと も、 

是非 その 見本 を 一 つ 聞いて みたくな つたんだ がね。 殊 

に それが、 ギリシャ、 口 ー マの 古い 寓話 を 現代的な 空 

想 や 感情 を 盛 つ た 言 い あらわし 方に 変えよう とする 試 

みら しいので、 わたしに は 一層 面白そう に 思える。 子 

またぎ 

供 達からの 又聞き だが、 話の 中の いくつかの 出来事 か 

ら、 わたし は、 少く ともそう 判断した のさ。』 

『こうした 気まぐれな 想像で やって いる 話 を、 おじさ 


ん なんかに 聞かれる の は、 ちょっと 困るな あ、』 と 学生 

は 言った。 

『そうか も 知れない、』 プリングル 氏 は 答えた。 『しか 

し、 一 番 苦手 だとい う 気がする 人 こそ、 若い 作家に とつ 

て 最も 有難い 批評家 じ やない かと わたし は 思 うんだ が。 

だから、 是非 わたしに 聞かして くれた まえ。』 

『同情と いう こと も、 批評家の 資格と して、 多少な く 

て はならない と 僕 は 思 うんです、』 ュ ー ス タス • ブライ 

トは、 つぶやく ように 言った。 『しかし、 おじさん、 辛 

抱して 聞いて 下さるなら、 僕 話 を 考えましょう。 しか 

し、 僕 は 子供達の 想像と 共鳴と を 目 やすとして 話す の 


であって、 おじさんに むかって 話 すんじ やない という 

こと を、 頭に おいといて いただきた いんです。』 

そこで、 学生 は 心に 浮かんだ 最初の i 目 を 捉えた。 

それ は、 ちょうど 彼が 炉棚の 上に 見つけた 一 皿の 林檎 

から 思いつ いた ものであった。 


三つの 金の りんご 

きん  りんご 

ヘス ペリ ディ ー ズの 庭に なって いたと いう 金の 林檎 

のこと を 君達 は 聞いた ことがあ リま すか？ ああ、 も 

しも 今 そんなの が 果物 畑に なって いるの が 見つかった 

としたら、 ーブッ シェルで も 大したお 金に なろうと い 

うような 林檎でした！ しかし、 この 広い 世界に も、 

つぎき 

その 林檎から 接 木した 木 は 一 本 だってない だろうと 思 

います。 その 林檎の 種 一 つぶだって、 もうあり はし ま 

せん。 


そして、 ヘス ペリ ディ— ズの 庭が まだ 雑草で 蔽 われ 

ていなかった、 古い、 古い、 半分 忘れられて しまった 

きん 

ような 昔で さえ も、 たいていの 人達 は、 中まで 金で 出 

来た 林檎が その 枝に な つてい る 木が 本当に あるか どう 

か、 うたがって いました。 みんな その 話 を 聞いて いた 

のです が、 誰も それ を 見た おぼえはありませんでした。 

それでも、 子供達 は、 金の 林檎の なる 木の 話 を 夢中に 

なって 聞いて いて、 大きくな つたら それ を 見つけて や 

ろうと 思いました。 仲間の 誰よりも 勇ましい こと を 

やって 見たい と 思って いる 冒険 好きの 青年 達 は、 この 

林檎 を 捜しに 出かけました。 彼等の 多く は、 そのまま 


帰って来ませんでした。 勿論、 そんな 林檎 を 持って 

帰った もの は 一人 もありません。 誰が 行っても、 それ 

を もげな いのも 無理はありませんでした。 その 木の 下 

に は 一疋の 竜が いて、 その 竜の 頭 は 百の 蛇に なって い 

て、 そのうちの 五十が 眠って いる 間 は、 あとの 五十が 

見張り をして いると いう 話なん ですから。 

僕なん かから 見る と、 中まで 金の 林檎 だからと いつ 

て、 それほどの 危険 をお かす 値 打 はなさ そうに 思い ま 

す。 それが また、 実にお いしい、 やわらかい、 おつ ゆ 

の たっぷり ある 林檎 だったら、 話 は 別です。 その 時に 

は、 たとえ 百の 頭 を 有った 竜が いたと ころで、 それ を 


取ろうと する こと は、 多少の 意味が あつたか も 知れ ま 

せん。 

しかし、 前に 言った 通り、 あまり 長い 平和と 休息に 

あきて 来る と、 ヘス ペリ ディ ー ズの庭 を 捜しに 行く と 

いう ことが、 青年 達に は 全く 普通の ことだった のです。 

ある 

そして 或 時、 この 冒険が 一人の 勇士に よって 企てられ 

ましたが、 この 勇士と 来て は、 この 世へ 出てから、 ほ 

とん ど 平和 や 休息 を 味わ つたこと のない ような 荒武者 

でした。 ちょうど 僕が これから 話 をしょう と 思つ てい 

る 頃の ことで したが、 彼 はとても 大きな 棍棒 を 手に 持 

ゃづ つ 

ち、 弓と 箭 筒と を 肩に かけて、 気持の いい イタ リ ー の 


国中 を 旅して 歩いて いました。 彼 はこれ までに 現れた 

こと もない ような、 大きな、 はげしい 獅子 を 自分で 退 

治て、 その 皮をはいで 着て いました。 そして、 大体に 

於て、 彼 は 親切で、 度量が あって、 人物 も 高尚でした 

まげ 

が、 心に はまる で その 獅子の ように 激しい ところが 大 

いに ありました。 彼 は 旅 をつ づけながら、 始終、 あの 

有名な 庭へ はこう 行つ て いいの かどう か を 尋ねました。 

しかし、 田舎の 人達 は 誰も そんな こと は 一向 知らな 

かった ので、 多くの 者 は、 もしも、 その 見知らぬ 人が 

そんな 大きな 棍棒 を さげて いなかったら、 その 質問 を 

笑って や るんだ がと い つたよう な 顔 をし ました。 


そうして、 彼 はや はリ 同じ こと を 訊きながら、 どん 

どん 旅 をつ づけて、 とうとうお しまいに、 或る 河の 縁 

へ 来ました。 そこに は 幾人 かの 美しい 若い 女達が 坐つ 

て、 花環 を あんで いました。 

『可愛らしい 娘さん 達、 ちょっとう かがい ますが、 へ 

ス ペリ ディ ー ズの 庭へ は、 この 道 を 行けば いいので 

しょうか？』 とその 見知らぬ 人 は 尋ねました。 

その 若い 女達 は、 花 を 輪に あんで、 お 互の 頭に かぶ 

せ 合って、 みんなで 楽しく 遊んで いたのでした。 そし 

て 彼等の 指に は、 一 種の 不思議な 力が あると 見えて、 

彼等が もて あそんで いると、 花 はもとの 茎に 咲いて い 


た 時よりも、 よけいに いきいきと 水気 を 含んで、 色 合 

いも 一層 あざやかに 匂い も 更に 強くなる のでした。 し 

かし、 その 見知らぬ 人の 質問 を 聞く と、 彼等 は 花 をみ 

んな 草の 上に 取り 落して、 おどろいて 彼 を 見つめ まし 

た。 

『ヘス ペリ ディ— ズの 庭です つて！』 と 一 人が 叫び ま 

した。 『あんなに 幾度 も 失敗し たんだから、 人間 はも 

うその 庭 を 捜す の はい やにな つ たんだろうと あたし 達 

は 思って いました わ。 そして、 冒険 好きの 旅の 方、 一 

体 あなた は その 庭へ 行つ て、 どうな さろうと いうの？』 

『僕の いとこに 当る、 或る 王様が、 金の 林檎 を 三つ 取つ 


て 来い と 僕に 言いつけたん です、』 と 彼 は 答えました。 

『あの 林檎 を 捜しに 来る 若い 男の人 達 は、 たいてい、 

自分で それが ほしい か、 でなければ、 好きな きれいな 

娘さんに 上げた がるんだ けどね え、』 と 今一 人の 若い 

女が 言いました。 『それじゃ、 あなた は、 いとこの 王様 

がそん なにお 好きなん です か？』 

『あまり 好きで もな いんです、』 とその 見知らぬ 人 は、 

溜 息をつきながら 答えました。 『彼 は 度々 僕に 対して、 

つらく、 ひどく 当る のです。 しかし、 彼に 従う の は 僕 

の 運命です。』 

『そして あなた は、 百の 頭 を 有った、 おそろしい 竜が 


あの 金の 林檎の 木の 下で 見張り をして いる こと は御存 

じです か？』 と 最初 口 をき いた 娘が 尋ねました。 

『ようく 知っています、』 と 見知らぬ 人 は 静かに 答え 

ました。 『しかし、 小さい 時から、 毒蛇 や 竜 を 相手に す 

る こと は、 僕の 仕事み たいな、 いや、 ほとんど 楽しみ 

みた いなもので した。』 

若い 女達 は 彼の 大きな 棍棒と、 彼の 着て いる もじ や 

もじ やの 獅子の 皮と、 それから いかにも 勇士ら しい 彼 

の 手足 や 身体つ きを 見ました。 そして 彼等 は、 この 人 

なら、 いかにも ほかの 男 達の 力に はとても 及ばない よ 

うな ことで もやっての けようと いうの も 尤も だと、 お 


互に ささやき 合いました。 しかし、 それにしても、 百 

の 頭 を 有った あの 竜が いて は！ たとえ 百の 命が あつ 

たと て、 そんな 怪物の 毒牙 をの がれる 見込みの ある 人 

間なん ている でしよう か？ その 娘た ち は 大変 やさし 

い 心 をして いたので、 彼等 はこの 勇敢な、 立派な 旅人 

がそん な あぶない こと を 企てて、 九分九厘、 あの 竜の 

百 も ある 口に 食われて、 命 を 捨てる の を 見る にしの び 

ない 気がしました。 

『お帰りなさい、』 彼等 は みんなで 叫びました。 『御自 

分のお うちへ お帰りなさい！ あなたのお 母 さま は、 

あなたの 無事息災な 姿 を 見て、 うれし 涙に くれる で 


しょう。 たとえ あなたが 竜に 勝って 帰った ところで、 

お 母 さまが それ 以上お 喜びに なれる わけはない でしよ 

う。 金の 林檎なん か、 どう だってい いじゃありません 

か！ あなたの ひどい いとこの 王様なん か、 かまう も 

のです か！ あたし 達 は、 百の 頭 をした あの 竜なん か 

に、 あなた を たべさせたくない のです！』 

見知らぬ 人 は、 こんな 風に いろいろと いさめられて、 

じれったく なって 来た 様子でした。 彼 は 何の 気 もな く、 

彼の 大きな 棍棒 を 上げて、 その 辺の、 半分 土に 埋まつ 

た 石の 上に どんとお ろしました。 そうして 何の 気 もな 

しに、 とんと やった だけで、 その 大きな 石 はがら がら 


にこ われて しまいました。 こうした 巨人の ような 力 わ 

ざ を やる にも、 その 見知らぬ 人に は、 娘 達の 一 人が、 

花で 姉妹の 頰を なでる ほどの 力し か 要らなかった ので 

した。 

『こんな 風に どんと やる と、 その 竜の 百の 頭の 一 つく 

らい は、 ぺ しゃん こになる と 思いません か？』 と 彼 は、 

にこやかに 娘 達 を 見ながら 言いました。 

それから 彼 は 草の 上に 坐って、 彼の 身の上 話、 といつ 

て も、 最初 彼が 戦士の 真鍮の 盾の 上で 育てられてから 

この 方、 おぼえて いる だけの こと を 彼等に 話しました。 

彼が 盾の 上に ねて いた 時、 ニ疋の 大きな 毒蛇が 床の 上 


を 通って 来て、 おそろしい 口 を あけて 彼 を 呑もうと し 

ました。 彼 はま だ 幾 月に もなら ない 赤坊 でした が、 そ 

の おそろしい 蛇 を 一疋ず つ、 小さな 両手に つかんで、 

それら を 締め殺して しまいました。 彼 はま だほん の少 

年の 頃、 彼が 今 その 大きな、 もじゃもじゃの 毛皮 を 肩 

にかけ ている 獅子と 殆ど 同じく らい 大きな やつ を 退治 

ました。 その 次に 彼が やった の は、 ハイ ドラと いうお 

そろし い 怪物との たたかいでした。 それ は 九つ も 頭が 

あって、 その 一 つ 一 つに、 とても 鋭い 歯 を もってい ま 

した。 

『だって、 ヘス ペリ ディ— ズの 竜に は、 百 も 頭が ある 


んで すよ、』 と 娘 達の 一 人が 口を入れました。 

『それでも、』 と 見知らぬ 人 は 答えました、 『僕 は、 そ 

んな 竜が ニ疋 でか かって 来ても、 ハイ ドラ 一疋よりも、 

らく 

楽 だと 思うな あ。 というの は、 ハイ ドラと 来ち や、 一 

つ 頭 をち よん 切った と 思う と、 すぐ その あとから 二つ 

の 頭が 生えて 来る という わけです からね。 その上、 ど 

うしても 死なないで、 切り落した あとで も 長い間、 同 

じょうな 激し さで、 いつまでも 咬みに 来る という 頭が 

一 つ あるんで す。 だから 僕 は 仕方なし に、 それ を 石の 

下に 埋めて 来ました が、 そいつ はきつ と 今でも 生きて 

いるでしょう。 しかし、 ハイ ドラの 胴体と、 ほかの 八 


つの 頭と は、 もうこの 上 害 をす るよう な こと は 決して 

ないで しょう。』 

娘 達 は 話が 大分 長くな りそう だとい うこと を 察して、 

見知らぬ 人が おしや ベリの 間にと つ て 食べられ るよう 

に、 パンと 葡萄との 食事 を 用意して いました。 彼等 は 

喜んで この 簡単な 食事 を 彼に すすめました。 そして、 

彼 一 人で たべる のがき まりが 悪い といけ ないから とい 

うので、 娘 達 も 時々、 おいしい 葡萄 をつ まんで、 薔薇 

色の 口に 入れました。 

旅の 人 は つづいて、 彼が 一年間ぶ つ 続けに、 息 を 入 

れる ために 休み もしないで、 大変 足の 速い 牡鹿 を 追つ 


また 

かけて 行って、 とうとう その 叉に なった 角 をつ かまえ 

いけど リ 

て、 生 捕に して 家に つれて 帰った 話 をし ました。 それ 

からまた 彼 は、 半分 人間で 半分 馬みたい な、 とてもお 

かしな 人種と たたかって、 こんない やな 形の ものが、 

この 先、 人の 目につかない ようにす るの は 自分の 務め 

だとい うような 考えから、 それら を みんな 退治て しま 

いました。 いろいろ そんな こと をした 上に、 彼 は 或る 

うまや 

廐 の 掃除 をした こと を 大変 手柄の ように 言いました。 

『そんな ことが 大した 手柄 だとお つし や るんで す 

か？』 と 若い 娘の 一 人が 笑いながら 訊きました。 『田 

舎の どんなお 百姓 だ つ て、 それ 位な こと はします わ！』 


『もしも それが 普通の 廐 だったら、 僕 はなに も わざ わ 

ざこん な 話 をし やしません よ、』 と 見知らぬ 人 は 答え 

ました。 『しかし それ はとても 大 仕事で、 もしも 僕が 

川の 流れ を、 その 廐の 入口へ 向ける というう まいこと 

を 考えなかったら、 その 掃除に 一生 かかった かも 知れ 

ません。 ところが、 川のお かげで、 すぐ 掃除が 出来て 

しまったので す！』 

美しい 娘 達が いかにも 熱心に 聞いて いるの を 見て、 

彼 は 次に は、 幾 羽 かの 怪鳥を 射 落した こと、 野牛 を 

いけど リ 

生 捕に して、 また 放して やった こと、 沢山の 野生の 馬 

を 馴らした こと、 それから、 アマゾン 女 族の 戦争 好き 


の 女王 ヒポ リタ を 征服した ことな ど を 話して 聞かせ ま 

した。 それから また、 ヒポ リタの 魔法に かかった 帯 を 

取上げて、 それ を 彼のい とこの 王様の 娘に くれてやつ 

たこと も 話しました。 

『それ は 女達 を 美しく する ヴィ— ナスの 帯です か？』 

と、 娘 達のう ち 一 番 きれいな 子が 尋ねました。 

『いいえ、』 と 見知らぬ 人 は 答えました。 『それ はもと 

口 ー マの 軍神 マ ァスが 剣 をつ るして いた 革帯です。 た 

だ、 それ を 締める と、 勇気と 元気と が 出る のです。』 

『剣 をつつ ていた 帯のお 古です か！』 と、 その 娘 は 首 

をし やくって 叫びました。 『それじゃ、 あたし 欲し か 


あない わ！』 

『そり やそうでしょう、』 と 見知らぬ 人 は 言いました。 

なお 彼 は 驚くべき 話 をつ づけて、 今までの 冒険のう 

ちで 一番 変って いたの は、 六本 足の 男ヂ エリオンと 

闘った 時の こと だと 娘 達に 話しました。 君達に も 十 

分 見当が つくと 思う が、 それ はとても 変て こな、 おそ 

ろしい 恰好の ものでした。 砂 か 雪 かにつ いた 彼の 足跡 

を 見たら、 誰 だって、 三人の 仲の いい 友達が 一し よに 

歩いた の だと 思う でしよう。 少し はなれて 彼の 足音 を 

聞く と、 幾人 かの 人が 来る のにち がいない という 気が 

する の も、 決して 無理はありません。 しかし、 ただ ヂェ 


リオンと いう 不思議な 人間が、 六本 足で がら ごろと 

やって来る のでした！ 

六本の 足と 大きな からだ 一 つ！ たしかに、 彼 は 見 

る も 奇妙な 怪物だった にち がいありません。 それに ま 

あ、 どんなに 靴の 皮が へった ことでしょう！ 

見知らぬ 人 は 彼の 冒険談 を 終った 時、 熱心に 聞いて 

いた 娘 達の 顔 を 見廻しました。 

『多分 あなた 方 は、 僕の こと を これまでに 聞いた こと 

が あるでしょう、』 と 彼 は 別に 威張 リも しないで 言い 

ました。 『僕の 名 はハ— キ ユリ ー ズ というん です！』 

『さっきから 見当が ついていました わ、』 と 娘 達 は 答 


えました、 『だって、 あなたの めざましい 働き は 世界中 

に 知れ渡って いるんで す もの。 もうあた し 達 は、 あな 

たが ヘス ペリ ディ— ズの 金の 林檎 を 捜しに お出かけに 

なる の を、 変 だなん て 思いません わ。 さあ、 みんな、 

この 勇士に 花の 冠 を かぶらせましょう！』 

そこで 彼等 は 美しい 花環 を、 彼の 立派な 頭と 大きな 

肩との 上に 投げ かけた ので、 獅子の 皮 は 殆どす つかり 

薔薇に おおわれて しまいました。 彼等 は 彼の 重い 棍棒 

を 取って、 この 上 もな くきれ いな、 やさしい、 匂いの 

いい 花 を その まわりに 巻きつけ たので、 中の 樫の 木 は 

指の 幅 ほど も 見え なくなって しまいました。 何の こと 


はない、 まるで 大きな 花束の ようでした。 おしまいに、 

彼等 は 手 をつな いで、 彼の まわ リを 踊りながら 歌い ま 

したが、 その 言葉 はおの ずから 詩と なり、 天下に 鳴リ 

響く ハ— キ ユリ— ズを ほめたたえる 合唱と な つ て 行き 

ました。 

ほかの どんな 勇士 だってそう でしよう が、 ハ ー キュ 

リ— ズも、 これらの きれいな 娘 達が、 彼が 大変 骨 を 折 

り、 あぶない 目に もあって、 なしとげた 勇ましい 行い 

を 聞いて 知っていて くれた こと を、 うれしく 思い まし 

た。 しかし、 まだまだ、 彼 は 満足して いませんで した。 

彼 はま だほ かに やるべき、 勇気の 要る、 むずかしい 冒 


険が 残って いるう ち は、 彼が 今までに やった こと 位で 

は、 こんなに ほめても らう 値 打が あると は 思えません 

でした。 

『娘さん 達、』 彼等が 息 を 入れる ために 休んだ 時、 彼 は 

言いました、 『あなた 方が 僕の 名前 を 知った からに は、 

へ ス ペリ ディ ー ズの 庭へ はどう 行って いいの か、 僕に 

教えて くれません か？』 

『ああ、 そんなに お急ぎに ならない といけ な いんです 

か？』 と 彼等 は 叫びました。 『あなた —— そんなに 沢 

山す ばらしい こと を 仕遂げ、 そんなに 骨の 折れる 月日 

を 送って いらし つて —— 少し はこの 静かな 川の 縁で お 


休みになる 気に も なれな いんでしょう か？』 

ハ— キ ユリ ー ズは頭 を ふりました。 

『僕 はもう 出かけなくて はなり ません、』 と 彼 は 言い 

ました。 

『それじゃ、 あたし 達 出来るだけ くわしく お教えし ま 

しょう、』 と 娘 達 は 答えました。 『あなた は 海岸へ 出て、 

オウル ド ■ ワン 

「老 人」 を 見つけて、 金の 林檎の ありか を 無理に も 

言わせなければ なりません。』 
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『「老 人」 です つて！』 とハ ー キ ユリ— ズは 繰り返 

して、 そのお かしな 名前 を 笑いました。 
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『そして、 一体 その 「老 人」 というの は 誰なん で 


す？』 

『あ— ら、 あの 「海の 老人」 にき まって る じゃあ リま 

せんか！』 と 娘の 一 人が 答えました。 『彼に は 五十人 

も 娘が あって、 その 娘 達 は 大変 美人 だとい つてる 人 も 

あります。 しかし あたし 達 は、 その 娘と 知合いになる 

こと はよ くないと 思って います。 なぜって、 その 人達 

は、 海の ように 青い 髪の毛 をして、 からだが おさかな 

みたい にす ぼ まってい るんで す もの。 とにかく、 あな 

たは この 「海の 老人」 と 話 をし なくて はなり ません。 

かぎょう 

彼 は 船乗り 稼業 をして いて、 ヘス ペリ ディ ー ズの 庭の 

こと は、 なんでも 知っています。 というの は、 その 庭 


は、 彼が いつも 出かけて 行く 島に あるので すから。』 

そこで ハ— キ ユリ— ズは、 どの辺へ 行けば、 一番 そ 
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の 「老 人」 に 会えそうかと 訊きました。 そして 娘 達 

がそれ を 教えて くれた 時、 彼 は パンや 葡萄 を 御馳走に 

なった こと や、 美しい 花 を かぶらせて もらった こと や、 

歌 や 踊りで ほめて もらった ことな ど、 一 々礼 を 述べ、 

とりわけ、 本当の 道 を 教えて くれた ことに 対して 娘 達 

に 感謝して、 すぐに 旅に 出ました。 

しかし、 彼が まだ 声が 届かない ほど 遠くへ 行かない 

うちに、 娘の 一 人が、 うしろから 彼に 呼びかけました。 
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『「老 人」 に 出会ったら、 彼 を ぎゅっとつ かまえて 


いらっしゃい！』 彼女 は ほほ 笑みながら 叫んで、 その 

注意 を 一 層よ く 頭に 入れさせる ために 指 を 上げて 見せ 

ました。 『どんな ことが 起っても、 びっくり しちやい 

けません よ。 ただ 彼 をし つかりと、 つかまえて いらつ 

しゃい、 そうすれば 彼 は あなたの 知りたい こと を 教え 

て くれる でしよう。』 

ハ ー キ ユリ ー ズは 重ねて 彼女に 礼を言って、 旅 をつ 

づけました。 一方 娘 達の 方 は、 また 楽しい 花環つ くり 

の 仕事 を やり 出しました。 彼等 はハ— キ ユリ ー ズが 

行って しまった 後 も、 長い間 彼の 噂 をし ました。 

『あの方が 百の 頭 を もった 竜 を 退治て、 三つの 金の 林 


檎を 持って ここへ 帰って いらし つたら、 あたし 達の 一 

番 美しい 花環 を かぶらせて 上げましょう よ、』 と 彼等 

は 言いました。 

その 間に、 ハ ー キ ユリ ー ズは、 丘 や 谷 を 越え、 淋し 

い 森 を 抜けて、 どんどん 旅 をつ づけました。 時々 彼 は 

棍棒 を 高く 振り上げて、 樫の 大木 を 一 打ちで たち 割つ 

てし まいました。 巨人 や 怪物と 闘う ことが 彼の 一生 

の 仕事 だけに、 心 は 彼等の ことで 一 杯 だから、 おそら 

く 大きな 木まで が 巨人 や 怪物の ように 見えた のでし よ 

う。 そして、 ハ ー キ ユリ ー ズは 彼の 引受けた こと を や 

り とげようと、 大変 はりきって いたので、 あの 娘 達 を 


相手に、 無用の 冒険談な ど をして、 大変 暇 をつ ぶした 

こと を 後悔す るよう な 気持に さえな りました。 しかし 

大きな 仕事 を 仕遂げる ように 生れつ いた 人 は、 必ず そ 

うした 気持になる ものです。 彼等が 既に やって しまつ 

たこと は、 実に つまらなく 思えて くるので す。 そして 

これから やろうと する ことが、 骨折りと、 危険と、 そ 

して 命に さえ も 値する ような 気がする のです。 

ちょうど その 森 を 通り 合せた 人 は、 彼が 大きな 棍棒 

で 木 を 打って いるの を 見て、 びっくりした にち がい あ 

りません。 ただ 一打ちで もって、 幹 は 雷に うたれ たよ 

うに 裂け、 大きく ひろがった 枝 は、 ざわざわと 音 を 立 


てて、 崩れる ように 落ちて 来ました。 

彼 は 少しも 立 止ったり、 あと を ふりかえった りしな 

うみなり 

いで、 どんどん 先 を 急ぐ うちに、 やがて 遠くから 海 鳴 

の 音が 聞え て 来ました。 それ を 聞く と、 彼 は 更に 足 を 

早めて、 まもなく、 と ある 海岸へ 出ました。 そこに は 

大きな 磯 波が、 真白な 泡の 長い 線 を 引いた ように、 堅 

い 砂の 上に 打 上げて いました。 しかし、 その 海岸の 一 

方の 端に は、 ちょっとした 灌木 林が 崖 を 這い 上る よう 

に 生えて いて、 その 岩に なった 表面 を、 やわらかく、 

美しく 見せて いる 気持の いい 場所が ありました。 匂い 

の い い うまごやしが 沢山 まじ つ た、 毛氈 を 敷いた よう 


な 青草が、 その 崖と 海との 狭い 間を蔽 うてい ました。 

そして、 ハ— キュ リ ー ズが そこに 見つけた 人 こそ、 ぐつ 

すりと 眠って いる 一 人の 老人でした！ 

しかし、 それ は 実際、 間違いな く 老人だった でしよ 

うか？ たしかに、 ちょっと 見る と、 それ はいかに も 

老人の ようでした。 しかし もっとよ く 見る と、 それ は 

むしろ、 何 か 海に 棲んで いる 動物みたい でした。 とい 

うの は、 彼の 脚 や 腕に は、 魚に あるよう な うろこが あ 

リ ました。 彼 は 足 や 手に、 家鴨みたい なみず かきが つ 

いていました。 そして 彼の あごひげ は、 緑色 をして い 

て、 普通の あごひげと いうよりも、 一束の 海藻の よう 


に 見えました。 君達 は 船 材の切 端が、 長い あいだ 波に 

もまれて、 藤壺 がー 杯く つついて、 とうとう しまいに、 

深い 深い 海の 底から 打 上げられた のかと 思われる よう 

な 風に なって、 岸に 漂着して いるの を 見た ことがあり 

ます か？ とにかく、 その 老人 を 見て いると、 ちょう 

どそうい つたよう な、 波に もまれた 材木 を 思わせる も 

のが ありました。 しかし ハ ー キ ユリ— ズは、 その 不思 

議な姿 を 見る とすぐ に、 これ こそ 彼に 道 を 教えて くれ 
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る 害の 「老 人」 にちがいないと 思いました。 

そうです。 これ こそ あの 親切な 娘 達が 彼に 話して 聞 

かせた 「海の 老人」 に ほかなら なかった のでした。 ちょ 


うどう まく、 その 老人が 眠って いると ころ を 見つける 

なんて、 自分 はよ ほど 運がいいの だと 喜びながら、 ハ— 

キ ユリ ー ズ はしの び 足で 彼の 方へ 近づいて 行って、 彼 

の 腕と 脚と をつ かまえました。 

『ヘス ペリ ディ— ズの 庭へ は、 どう 行けば いい か、 教 

えて くれ、 』 老人が まだよ く 目 もさ まさない うちから、 

彼 はそう 叫びました。 
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君達に もた やすく 想像が つく 通り、 「老 人」 はび つ 

くりして 目 を さましました。 しかし、 彼が びっくりし 

たよりも、 次の 瞬間に は、 ハ— キ ユリ— ズの 方が もつ 
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とびつく りした 位でした。 というの は、 急に 「老 人」 


が、 彼のつ かまえて いる 手から 消えた ように 思う と、 

い つの まに か 彼 は 牡鹿の 前足と 後足と をつ かまえて い 

るので した！ それでも 彼 は、 しっかりと つかまえて 

放しませんでした。 すると 牡鹿が 消えて、 今度 は 海鳥 

になって、 ハ ー キ ユリ— ズ がその 翼と 足と をつ かんで 

いると、 ばた ばた と あばれて 啼き 立てました！ しか 

し、 鳥 は 逃げ出す ことが 出来ませんでした。 すぐ その 

次に は、 三つ も 頭の ある、 おそろしい 犬に なって、 ハ— 

キ ユリ ー ズに むかって、 唸った リ 吠えたり して、 つか 

まえて いる 手に、 はげしく 咬みつ こうと しました！ 

けれども ハ ー キュ リ— ズは 放そうと しません でした。 


三つ あたまの 犬から、 すぐに また 何に なった かとい う 

と、 あの 六本 足の 怪人 ヂ エリオンで、 つかまえられて 

いる 一本 を 振 放そうと して、 五本の 足で ハ— キ ユリ— 

ズを 蹴りました！ しかし ハ— キ ユリ— ズは、 やつば 

りっか まえて いました。 やがて ヂ エリオンの 姿が 見え 

なくなって、 今度 は、 ハ ー キ ユリ— ズが 赤ちゃんの 時 

締め殺し たのに 似た、 しかし その 百倍 もあろう かと 思 

われる 大きな 蛇に なりました。 それ は 彼の 頸 や 胴に ぐ 

るぐ ると 巻きつ いて、 尻尾 を 高く 振 上げ、 彼 を 丸呑み 

にで もしそう な 風に、 おそろしい 口 を あけました。 だ 

から それ は 本当に 大変 おそろしい 有様でした！ それ 


でも ハ— キ ユリ ー ズは 少しもお それず、 その 大きな 蛇 

を、 うんと きつく 握り締めました ので、 まもなく それ 

は 苦しがって、 しゅっし ゆつ というよ うな 声 を 出して 

鳴き はじめました。 

ここで ことわって おき 度 いのは、 その 「海の 老人」 

は、 まるで 波に 打 たれた 船首 像みたい でした が、 なん 

でも 好きな ものに 化ける 力 を 持 つていた という ことで 

す。 彼が ハ— キ ユリ— ズに そんなに 手荒く つかまえら 

れ ていたと 知った 時、 その 魔力で いろんな ものに 化け 

て、 彼 をお どかし、 こわがらせて、 さっさと 手 を 放さ 

せて やろうと 思った のでした。 もしも ハ— キ ユリ— ズ 
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が 手 を ゆるめて いたならば、 「老 人」 はきつ と 海の 

底へ もぐり 込んで しまって、 一旦 そこへ はいって し 

まった となると、 ぶしつけな 質問な どに 答える ために 

わざわざ 浮き 上って 来て くれる なんて こと は、 なかな 

か 無かった でしよう。 百 人のう ちの 九十 九 人まで は、 

僕が 思う のに、 彼が 最初い やな ものに 化けた 時に、 も 

うすつ かりた まげて しまって、 早速 逃げ出した ことで 

しょう。 というの は、 本当の 危険と、 ただ 危険そう に 

見える だけの ものと を 見分ける という こと は、 この 世 

の 中で 一 番 むずかし いことの 一 つです から。 

しかし、 ハ ー キ ユリ— ズ がどうしても 手 を はなさず、 


才ゥ ルド ■ ワン  たび 

「老 人」 がいろんな ものに 化ける 度に よけいに 強く 

締めつ けて 来て、 本当に 随分 痛い 思い を させられ たの 

で、 彼 もとうと う、 もとの 自分の 姿になる のが 一 番ぃ 

いと 思いました。 そこで 彼 は 再び、 さかなみ たいで、 

うろこが あって、 足に みずかきが ついていて、 頤にー 

束の 海藻み たいな ものが 生えた 人間の 姿に 返りました。 

『 一 体、 あなた はわた しに どんな 御用が あるんで す？』 

オウル ド + ワン 

「老 人」 は 息が つける ようになる とすぐ、 そう 叫び 

ました。 というの は、 そんなに いろいろ ほかの ものに、 

次から 次へ と 化ける こと は、 まったく 骨の 折れる 仕事 

でした から。 『どうして わたし を そんなに きつく 締め 


つけ るんで す？ すぐ 放して 下さい、 でない と、 あな 

た を 非常に 失礼な 人 だと 思います よ！』 

『僕の 名はハ ー キ ユリ ー ズ というの だ！』 と、 力 持の 

見知らぬ 人 は 割れる ような 声で 言いました。 『君が へ 

ス ペリ ディ— ズの 庭への 一 番の 近道 を 教えて くれる ま 

では、 決して 手 を 放して やらない ぞ！』 

老人 は 彼 を 押えて いる 人の 名 を 聞いた 時、 これ はも 

う 彼の 知りた が つ ている こと は 何でも 教えない といけ 

ない という こと を、 すぐに さとりました。 前に も 言つ 

オウル ド ■ ワン 

たように、 「老 人」 は 海に 棲んで いて、 ほかの、 海 

で 暮らす 人達と 同じように、 どこでも 歩き 廻って いま 


した。 勿論、 彼 はハ— キ ユリ— ズの 評判 は 度々 聞いて 

いて、 彼が 世界の 至る処で 常にす ばらしい 事 を やって 

いる こと や、 彼が 一 旦 やろうと 思った 事 は 必ず 思 切つ 

て やる という こと を 知っていました。 だから 彼 はもう 

逃げよう などと はしないで、 その 勇士に、 ヘス ペリ 

ディ— ズの 庭への 道 を 教えた 上に、 彼が そこへ 行きつ 

くまでに 切り抜けなくて はならない、 いろんな 困難に 

つ いての 注意まで もして やりました。 

『あなた は、 こう 行って、 こう 行かなくて はな リ ませ 

ん、』 と、 「海の 老人」 は 方角 を しらべてから 言い まし 

た、 『するとお しまいに、 大空 を 肩に しょ つ て 立つ てい 


る 大変 背の 高い 巨人が 見えて くるでしょう。 そして、 

その 巨人 は、 もしも、 上機嫌 だったら、 へ ス ペリ ディ ー 

ズの 庭が ちょうど どの辺に あるか、 あなたに 教えて く 

れ るでしょう。』 

『そして、 もしも その 巨人が 機嫌の 悪い 時に ぶつつ 

かっても、』 と、 ハ ー キ ユリ— ズは 彼の 棍棒 を、 指の 先 

に、 天秤み たいに 平均 をと つて 乗せながら 言いました、 

『多分 僕 は、 何とかして 彼に 言わせる よ！』 

「海の 老人」 にお 礼を言い、 又 彼 を あんなに 乱暴に 締 

めつ けた こと を 詫びて、 その 勇士 はまた、 旅 をつ づけ 

ました。 彼 は 実に 沢山の 変った 冒険に 出 遇いました。 


それ は 詳しく 話す 値 打が ある もので、 もしも そうして 

いる 時間 さえ あれば、 君達に も 十分 聞き ごた えが ある 

と 思う のです が。 

神様が 実にう まく 工夫して、 地べたに つく 度に 前よ 

り 十倍 も 強くなる という、 おそろしい 巨人 をお つくり 

になって いました が、 ハ ー キ ユリ— ズ がそれ に 出くわ 

したの は、 たしかに この 旅行の 時でした。 その 巨人の 

名前 は、 アン ティ ー ァス といい ました。 そんな 男と 

闘う の は 大変 面倒な こと だとい うこと は、 君達に も 

よく 分る でしよう。 というの は、 彼 は 相手が そっとし 

ておいて くれる よりも、 度々 なぐり 倒して くれた 方が 


一層 強く、 きつく、 武器 を 使う こと も 上手に なって、 

起き 上れる という わけなん ですから。 そんな わけで、 

ハ ー キ ユリ ー ズが 彼の 棍棒で、 その 巨人 を ひどくな ぐ 

り 倒せば なぐり 倒す ほど、 勝つ 見込みが なくなつ てく 

るよう な 気がしました。 僕 はちょう ど そんな 風に、 

やっつけられれば やっつけられる ほど、 一層い きり 

立 つ て 来る ような 人と 議論 をした こと は 時々 あるが、 

なぐり 合い をして 見た ことはありません。 さて、 ハ— 

キ ユリ ー ズが、 これなら ば この 喧嘩に 勝てる という こ 

とが 分った の は、 アン ティ ー ァスの 足が 地べたに つか 

ないよう にさし 上げて、 そのまま 彼 を 締めて 締めて 締 


め 抜いて、 とうとうお しまいに、 彼の 大きな からだ か 

ら、 力 をす つかりし ぼり 出して しまう という 手 一 つで 

した。 

この 闘 いに 勝つ と、 ハ ー キ ユリ— ズは旅 をつ づけて、 

エジプトの 国へ 来ました。 そこで 彼 はとり こに なリま 

したが、 もしも その 国の 王様 を 倒して、 逃げ出し てい 

なかったら、 彼の 方が 殺されて しまう ところでした。 

アフリカの 沙漠 を 通り抜けて、 一生 けんめい 道 をい そ 

ぐうち に、 彼 はとうとう 大きな 海の 岸へ 出ました。 そ 

して、 ここまで 来る と、 大波の 頭の 上で も 踏んで 行け 

ない 以上 は、 当然 彼の 旅 もお しまいに なりそう でした。 


彼の 前に は、 泡立ち、 湧き 返る、 かぎりない 大海の 

ほか、 何もありませんでした。 しかし、 彼が 水平線の 

方 を 見る と、 ずう つと 遠くに 何 か、 ふと 目につい たも 

のが ありました。 それ は 大変 きらきらと 輝いて、 まる 

でち ようど 地の はてに、 昇る か 落ちる かする 円い 太陽 

を 見る ようでした。 それ はたし かに、 だんだんと 近づ 

いて 来ました。 というの は、 この 不思議な 物 は、 刻 一 

刻と 大きくな リ、 光 を 増して くるから です。 とうとう 

それが 大変 近くな つたので、 ハ ー キ ユリ— ズは、 それ 

が 金 か 又はよ く 磨いた 真鍮で 出来た、 大きな お椀がお 

鉢 だとい うこと が 分りました。 それが どうして 海へ 流 


れて 来た かとい うこと は 僕 も 知りません。 とにかく、 

それ は 立 騒ぐ 大波に もまれて いました。 しかし 波 は そ 

れを 上下に ゆりうごかして、 泡立った 波頭が その 胴 

にぶつ つかつ て 盛り上がる だけで、 しぶき は 決して そ 

のお 椀の 縁 を 越える ことはありませんでした。 

『僕 は 今まで 沢山の 巨人 を 見て 来た、』 とハ ー キュ 

リ— ズは 考えました、 『しかし、 こんな 大きな 椀で 酒 を 

飲まなければ ならない ほどの 巨人 を 見た こと はない。』 

そして、 本当に、 それ は どんなに 大きな 椀だった こ 

とか 知れません！ それ はとても  とても 大きくて 

—— いやし かし、 つまるところ、 僕 は それが どんなに 


途方 もな く 大き かつ たかを 言い かねる 位です。 内輪に 

いっても、 それ は 大きな 水車の 輪の 十倍 もあった で 

しょうか、 そして、 全部が 金で 出来て いた にも拘らず、 

かるがる 

小川 を 流れて いく どんぐりの 皿よりも も つと 軽々 と、 

盛り上がって 来る 磯 波の 上に 浮かんで いました。 波が 

ころ 

それ を ごろごろ 転がす ように 押して 来て、 とうとう、 

ハ ー キ ユリ— ズの 立って いるすぐ 近くの 岸に、 その 底 

が つきました。 

そうなる とすぐ に、 彼 はどう すれば いい かが 分リま 

した。 というの は、 彼 は 今までに 幾つと なくめ ざまし 

い 冒険 を 仕遂げて 来たので、 何 か 少しで も 普通と 違つ 


たこと が 起った 時には、 いつでも それに 応じた 処置の 

と リ方を 相当よ く 心得て いたから です。 このお そろし 

く 大きな 椀が、 ハ— キ ユリ— ズを 乗せて、 ヘス ペリ 

ディ ー ズの 庭へ と 海 を 渡って 行く ために、 何 か 目に 見 

えない 力に よ つ て 海に 浮かべられて、 こちらへ 流され 

て 来たの だとい うこと は、 火 を 見る よりも 明らかで し 

た。 そこで、 すぐさま、 彼 は 縁 を 乗り越えて、 その 中 

にす ベリ 込み、 そこに 獅子の 皮 を 敷いて 少し 横にな つ 

て 休む ことにしました。 彼 は あの 川の 縁で 娘 達に 別れ 

てからと いう もの は、 今まで ほとんど 休まないで 来た 

のでした。 彼 は うつろな 椀の まわりに、 こころよい、 


響の いい 音を立てて ぶつつ かりました。 椀 は 軽く ゆら 

ゆらと 揺れて、 その 動揺が あまりい い 気持な ので、 ハ— 

キ ユリ ー ズは 揺られながら、 たちまち こころよ いねむ 

りに さそわれて 行きました。 

彼のうた たねが 相当 長く つづいた と 思う うちに、 彼 

の 乗って いる 椀が、 一 つの 岩に 触れて、 そのために、 

金 か 真鍮 か、 とにかく その 椀が 出来て いる 金が、 たち 

まち、 どんなに 大きな 音 をた てる 教会の 鐘よりも 百倍 

も 大きく 鳴り ひびきました。 その 音で 目 を さました 

ハ ー キ ユリ ー ズ はすぐ 立 上って、 どこへ 来たの かと 

思って、 あたり を 見 まわしました。 彼 はやが て、 その 


椀が 海 を 大方 渡って しまって、 どこかの 島ら しい 海岸 

に 近づいて いた こと を 知りました。 そして その 島に、 

彼が 何 を 見た と 君達 は 思います か？ 

いいえ、 なかなか 見当が つかないでしょう。 たとえ 

五 万た び 言 つ て 見たところで、 当ら な いでしょう！ 

僕に もこれ は 断然、 彼の 驚くべき 旅と 冒険との 全 行程 

のうちで、 ハ— キ ユリ ー ズが 今までに 見た 一番 驚く ベ 

き 光景だった と 思われます。 それ は、 切られる とすぐ 

倍に なって 生えて 来る 九つの 頭 を 有った ハイ ドラより 

も、 あの 六本 足の 怪人よりも、 アン ティ ー ァス よりも 

ハ ー キ ユリ— ズの 時代より 前に、 或は 後に、 誰が 見た 


どんな ものよりも、 また これから 先ずう つと 次から 次 

へ あらわれて 来る 旅行者が 見る かも 知れない どんな こ 

とよりも、 更に 驚くべき ものでした。 それ は 一人の 巨 

人でした！ 

しかし、 お 話に もなん にもなら ないような 巨人 だつ 

たのです！ 山の ように 高い 巨人で、 あまり 大きい の 

で、 雲が おおよそ 彼の 腰の あたりに かかって、 帯 をし 

めた ように 見えたり、 白い あごひげみ たいに 頤の 下に 

かかったり しました。 また 彼の 大きな 眼の 前 も 通って 

行く ので、 彼 はハ— キ ユリ— ズも、 その 乗って いる 金 

色の 捥も 見えませんでした。 それに、 何よりも おどろ 


くべき ことに は、 その 巨人 は 彼の 大きな 手 を さし 上げ 

ささ 

て、 空 を 支えて いるら しいので す。 ハ— キ ユリ— ズが 

雲 をす かして 見たところ では、 空 は 彼の 頭に 乗って い 

ました！ これ は 実際、 話が 大きす ぎて、 ちょっと 信 

じられ ない 気がする くら いです が。 

その 間に、 きらきら 光った 椀 は、 前へ 前へ と 流れて、 

とうとう 岸に 着きました。 ちょうど その 時、 風が 巨人 

の 顔の 前から 雲 を 吹きの けたので、 ハ— キ ユリ ー ズは 

とても 大きな 目鼻立ち をした その 顔 を 見ました。 両方 

の 眼 は それぞれ 向う の 湖 ほど も あり、 鼻の 長さ は 一 マ 

ィル、 それから 口の 幅 も 同じく らい ありました。 それ 


は 何分に も 大きい ので、 恐し く はあり ましたが、 何 だ 

か 厭に なって しまった ような、 疲れ切つ たような 顔で 

した。 自分の 力 以上の もの を かつがされ ている 人 を、 

今日で も 君達 はよ く 見る でしよう が、 まあ あんな 顔と 

思って いいでしょう。 その 巨人に とっての 空 は、 ぺ 

しゃん こに されて しまい そうにな つ て 苦しんで いる 人 

達に とっての 地上の 苦労と ちょうど 同じでした。 そし 

て、 人 は 自分の 柄に もない こと を すれば、 必ず この 巨 

人が 遇った のとち ようど 同じような、 ひどい 目に 遇う 

のです。 

可哀 そうに！ 彼 は 明らかに、 長い間 そこに 立って 


いたのです。 古い 森が、 彼の 足の まわりに だんだん 成 

長して、 また だんだんと 朽ちて 行きました。 どんぐり 

から 芽 を 吹いた、 六 七 百年 もた つた 樫の 木が、 彼の 足 

の 指の 間から 無理に 生えて いました。 

折し も その 巨人 は、 とても 高い ところに ある 彼の 大 

きな 眼から、 下の 方 を 見お ろしました。 そして ハ— 

キ ユリ— ズを みとめて、 ちょうど 彼の 顔から 吹きの け 

られ たばかりの 雲の 中から 鳴り 出す 雷の 音 かと 思われ 

るよう な 声で、 吼ぇ 出しました。 

『わしの 足 もとにい る 奴 は 誰 じ や？ そしてお 前 は、 

あの 小さな 椀に 乗って、 どこから 来たの じ や？』 


『僕 はハ ー キ ユリ— ズ だ！』 その 勇士 は、 巨人の 声と 

大方 同じ 位な、 いや、 全く それに 負けない 位な 大きな 

声で、 どなり 返しました。 『そして 僕 は、 ヘス ペリ 

ディ— ズの庭 を 捜して いるの だ！』 

『ほう！ ほう！ ほう！』 巨人 はび つくりす る ほど 

大きな 声で、 吼 える ように、 笑い出しました。 『それ は 

まことに 結構な 冒険 じ やのう！』 

『結構で なくって どうす る？』 ハ— キ ユリ ー ズは、 巨 

人の 冗談に 少し むっとして 叫びました。 『僕が 百の 頭 

を もつ た 竜 を こわが つ ている とで も 思う のか！』 

こうして 彼等が 話 をして いる 折し も、 いくつかの 黒 


雲が 巨人の 腰の まわりに 集まって 来て、 かみなり とい 

なず まとの 大変な 嵐と なリ、 あまり やかましくて、 ハ— 

キ ユリ ー ズに は、 相手の 言葉が 一 こと も 聞き取れ ませ 

ん でした。 ただ 巨人の どれ 位 あると も 分らない ような 

足が、 暗い 嵐の 中に、 に ゆつ と 立って いるの が 見える 

だけです。 そして、 もうもう とした 雲に 包まれた 彼の 

全身が、 時々、 ちらつ ちらっと 目に 映る のでした。 彼 

は その 間 も、 ほとんど しゃ ベリつ づけて いるよう でし 

た。 しかし 彼の 大きな、 深い、 荒つ ぼい 声 は、 雷が ご 

ろごろ と 鳴る 音と 一し よに なって、 それと 同じように 

山の 向う へ 響いて 行って しまいました。 こうして、 む 


やみやたら にしゃべ つて、 その 馬鹿な 巨人 は、 計り 知 

れ ない ほどの 息 を 無駄に 費し ました。 というの は、 彼 

の 言つ てること は、 全く 雷の 音と 同じように、 一向 わ 

けがわから なかった からです。 

とうとう、 嵐 は 来る 時と 同じように、 突然 晴れ 上つ 

てし まいました。 そして、 からりとした 空 や、 うんざ 

りしながら それ を さし 上げて いる 巨人 や、 それから 気 

持の いい 日の 光が 高い 高い 彼の 上から さして、 陰気な 

夕立 雲 を 背景と して 彼の 姿 を 明るく 照らし 出して いる 

のが、 また 見えて 来ました。 彼の 頭 は 夕立よりも はる 

か 上の 方に あつたので、 髪の毛 一筋に も、 雨の しずく 


はか か つ ていませんでした！ 

巨人 はハ— キ ユリ— ズが まだ 海岸に 立 つてい るの を 

見る と、 彼に むかって、 また 怒鳴り 出しました。 

『わし はこの 世で 一 番 力の 強い 巨人 アトラス じ や！ 

そして、 わし は 空 を 頭の 上に 乗せて いるの じ や！』 

『そうの よう だね、』 ハ— キ ユリ ー ズは 答えました。 

『ところで、 君 は 僕に ヘス ペリ ディ ー ズの 庭へ 行く 道 

を 教えて くれない かね？』 

『そこに 何の 用が あるじ や？』 巨人 は 訊きました。 

『僕 は、 いとこの 王の ために、 金の 林檎 を 三つ 取りた 

いんだ、』 ハ ー キ ユリ— ズは 大声で 言いました。 


『ヘス ペリ ディ— ズの 庭へ 行って、 金の 林檎 を もげる 

者 は、 わしの ほかに 誰もない、』 巨人 は 言いました。 『こ 

の、 空 を 持ち上げ ている という 小 仕事 さえなければ、 

わしが 海 を 五 足 か 六 足で 渡って 行って、 それ をお 前に 

取って来て や るんだ がな あ。』 

『それ はどう も 御 親切に、』 ハ— キ ユリ ー ズは 答え ま 

した。 『そして、 君 は 空 を その 辺の 山の 上に ちょっと 

載つ けて おくと いう わけに は 行かな いのかしら？』 

『それほど 高い 山が 一 つもな いんだ、』 アトラス は、 首 

を 振りながら 言いました。 『しかし、 もしもお 前が あ 

の 一 番 近い 山の 上に 立てば、 お前の 頭 はどう かこう か 


わしの 頭と 同じ 高さになる だろう。 お前 はいくら か 力 

の ある 男らしい な。 わしが お前の 使い をして やる 間、 

わしの 荷物 をお 前の 肩に 乗せて いて くれたら どう 

じ や？』 

よく 覚えて いて ほしいんで すが、 ハ— キ ユリ ー ズは 

大した 力 持でした。 そして、 空 を 支える に は、 大変な 

筋力が 要り ましたが、 それでも、 誰か 人間のう ちで そ 

んな 芸当が 出来そう な 者が あると すれば、 彼 こそ その 

人でした。 それにしても、 あまり むずかし そうな 仕事 

なので、 彼 は 生れてから 初めて、 二の足を踏みました。 

『空って 大変 重い かしら？』 彼 は 尋ねました。 


『さよう さ、 はじめの うち は、 別に そんなで もない ね、』 

巨人 は 肩 を すぼめながら 答えました。 『しかし、 千年 

も 持って いると、 多少 重くな つて 来る ね！』 

『そして、 君が 金の 林檎 を 取って来て くれる のに、 ど 

れ くらい 時間が かかる だろう？』 勇士 は 尋ねました。 

『ああ、 それ はちよ つとの 間で 出来 るんだ、』 アトラス 

ひとあし 

は 叫びました。 『わし は 一足が 十 マイル か 十五 マイル 

だ。 だから 君の 肩が 痛くな り 出さない うちに、 あの 庭 

へ 行って、 また 帰って来 るよ。』 

『それじゃ、 まあ、』 ハ ー キ ユリ ー ズは 答えました、 『僕 

は あの、 君のう しろの 山に 登って、 君の 荷物 を 持って 


てあげよう。』 

実際のと ころ、 ハ ー キ ユリ— ズは 親切な 心の 持主 

だった ので、 こうして 一度 散歩に 出る 機会 を あたえて 

やれば、 巨人に 対して 大変い いこと をして やる ことに 

もなる と 考えました。 その上 また、 単に 百の 頭の 有る 

竜 を 退治る という だけの 平凡な ことよりも、 空 を 持 上 

げたと いって 自慢す る ことが 出来れば、 自分自身の 名 

誉 のために は 一 層た しになる だろうと 思いました。 そ 

こで、 それ 以上 何も 言わないで、 空 は アトラスの 肩 か 

ら、 ずるずる つと、 ハ ー キ ユリ ー ズの 肩へ 移され まし 

た。 


それが 無事にす むと、 巨人 はまず 第 一 に、 のび をし 

ました。 その 時の 彼が どんなに 大した 見 ものだった か 

は、 君達 も 想像 出来る でしよう。 次に、 彼 は 一方の 足 

を、 その まわりに 生えた 森から、 ゆっくりと 上げ まし 

た。 それから また、 他の 足 を 上げました。 それから、 

自由にな つた うれし さに、 突然、 跳ね まわったり、 飛 

び 上ったり、 踊ったり し 始めました。 空中 どれく らい 

高く 飛び 上る もの やら 見当 もっかない 位で、 また 不器 

用に どんと 落ちて 来る と、 大地が ぶるぶるつ と 震え ま 

した。 それから  ほう！ ほう！ ほう  と 笑 

い 出し ましたが、 それが、 あちこちの 山々 にこ だまし 


て、 雷の ように 鳴り ひびく ので、 まるで 巨人に それ だ 

けの 兄弟が あって、 みんなで 喜んでい るの かと 思われ 

るく らいでした。 彼の 嬉し さが 少し 静まった 時、 彼 は 

ひとあし 

海の 中へ 足 を 踏み入れました。 最初の 一 足で 十 マイル、 

すね  ふた あし 

それで 脛の 半分 どころ の 深さでした。 二足 目 も 十 マイ 

ル、 その 時には、 水が ちょうど 彼の 膝の 上まで 来 まし 

た。 それから 三 足 目で、 もう 十 マイル、 すると 彼は大 

方 腰の 辺まで つかりました。 これが 海の 一番 深いと こ 

ろでした。 

ハ— キ ユリ ー ズは、 巨人が まだまだ 向う へ 進んで 行 

くの を じっと見て いました。 というの は、 この 大きな 


人間の 恰好 をした ものが、 三十 マイル 以上 も 向う の 方 

で、 腰まで 海の 中へ はいって、 それでも まだ 上半身が、 

まるで 遠くの 山の ように 高く、 かすんで、 青く、 見え 

ている の は、 実に あきれる ばかりだった からです。 そ 

の 大きな 姿 は、 だんだん ぼんやりして 来て、 おしまい 

に は、 すっかり 見え なくなって しまいました。 こうな 

ると、 ハ ー キ ユリ— ズは、 もしも アトラスが 海に 溺れ 

ると か、 ヘス ペリ ディ— ズの 金の 林檎 を まもって いる 

百の 頭 をした 竜に 咬まれて 死ぬ とかした 場合に は、 ど 

うした もの だろうと、 心配に なって 来ました。 もしも 

何 かそうした 不幸が 起ったら、 一体 この 空と いう 荷物 


を、 どうして おろす ことが 出来る でしよう か？ それ 

に、 もう そろそろ、 空の 重みが、 彼の 頭と 肩と に少々 

こたえて 来たので した。 

『本当に あの 気の毒な 巨人 は可哀 そうな もの だ、』 と 

ハ— キ ユリ ー ズは 思いました。 『十分 間で 僕が こんな 

に ひどく くたびれ るんだ から、 千年の 間 もこう やって 

いた 彼 は、 どんなに くたびれた ことか、 思い やられ 

る！』 

おう、 可愛い 小さな 君達よ、 君達に は、 われわれの 

頭の 上に、 あんなに やんわりと、 軽そう に 見えて いる 

あの 青空が どんなに 重い もの か、 見当 もっかないで 


ふきすさ  ひ 

しょう！ それに また、 吹 荒ぶ 風、 冷い やりと した、 

しめつ ぼい 雲、 焼けつ くような 太陽、 といった ような 

ものが、 交代で ハ— キ ユリ— ズを 苦しめる の だから、 

たまりません！ 彼 は、 巨人が もう 帰って来な いので 

はない かと 心配に なって 来ました。 彼 は うらやま しそ 

うに、 下界 を 眺めました。 そして、 こんな 目まい がし 

そうな 山の頂 上に 立って、 力一杯に 大空 を さし 上げた 

リ している よりも、 山の ふもとで 羊 飼で もして いる 方 

が、 ずっと 仕 合せ だとい うこと を 思い知りました。 と 

いうの は、 勿論、 君達に もす ぐ 分る 通り、 ハ— キ ユリ— 

ズは 彼の 頭と 肩との 上に 重み を 背負って いるば かりで 


はなく、 心に 大変な 責任 を 感じて いたから です。 だつ 

て、 もしも 彼が じっと 立って、 空 を 動かない ようにし 

ていないと、 おそらく お日様が ぐらつき 出す でしよ 

う！ 或は 又、 夜に なって、 沢山のお 星 様が その 座 か 

ら ずり 出して、 人々 の 頭の 上へ、 火の 雨の ように 降つ 

て 来る でしよう！ そして、 もしも、 彼が その 重みで 

われめ 

よろめい たがために、 空が 裂けて、 大きな 割目が 端 か 

ら 端まで 出来たり したら、 その 勇士 は どんなに 面目な 

い 気がする でしよう！ 

それから、 遠く 海の 向う の 端に、 巨人の 大きな 姿が、 

雲の ように 見えて 来て、 彼が 何ともい えない ほど 嬉し 


く 思う までに、 どれ 位の 時間が たった か、 僕 は 知り ま 

せん。 とにかく、 アトラス はもつ と 近づいて から、 手 

を 上げ ましたが、 ハ— キ ユリ— ズは その 手に、 一本の 

かぼちゃ 

枝に 垂れた、 南瓜 ほど も ある、 三つの 大きな 金の 林檎 

を 見ました。 

『よく 帰って来て くれたね、』 声が 届く ほどのと ころ 

へ 巨人が 来た 時、 ハ— キ ユリ— ズは 叫びました。 『で、 

金の 林檎 を 取って来て くれたん だね？』 

『そう、 そう、』 アトラス は 答えました、 『そして、 な 

かな かいい 林檎 だよ。 ほんと に、 わし は あの 木に なつ 

ている うちで、 一番 立派な の を 取って来たん だから。 


ああ！ ヘス ペリ ディ ー ズの 庭って、 美しい 所 だ。 そ 

う、 それから 百の 頭 をした 蛇 は、 誰でも 一 べん 見と く 

値 打 は あるね え。 何とい つても、 お前 は 自分で 林檎 を 

取りに 行った 方が よかった ぜ。』 

『そん こと はどう だってい いよ、』 ハ ー キ ユリ ー ズは 

答えました。 『君 は 気持よ く 散歩して 来たんだ し、 そ 

れに 僕が 行っても 同じで、 用 は 足りたん だから。 お 

まねお り 

骨折ね がって、 ほんとうに ありがとう。 しかし、 もう、 

僕 は 道 も 遠い し、 かなり 急いでも いるし、 —— それに、 

僕の いとこの 王が 金の 林檎 を 待ち かねてい るし する か 

ら、 —— 何とかもう いっぺん、 僕の 肩から 空 を 受取つ 


て もらえまい か？』 

『どうも、 そいつ は、』 と、 巨人 は 金の りんご を 空中へ 

二十 マイル かそ こいら、 ぼい とほうり 上げて また 落ち 

て 来る ところ を 受けと めながら、 言いました、  『そ 

いつは、 お前、 少しお 前の 方が 無理 だと 思 うんだ がね。 

わしの 方が お前よりも ずっと 早く、 お前の いとこの 王 

様のと ころへ、 金の 林檎 を 持って行け はしない かね？ 

陛下が そんなに お待ち かねなん だから、 わし は 出来る 

だけ 大股で 行く こと をお 前に 約束す るよ。 それに また、 

わし はちよ つ と 今のところ、 空 を 背負 込もう なんて 気 

はない ね。』 


そこで ハ— キ ユリ— ズは、 じれったく なって 来て、 

大きく 肩 を すぼめました。 もう そろそろ 暗くな りか 

かってい たので、 その 場に いたら、 お 星 様が 二つ 三つ 

その 座から ころがり 出す のが 見えた でしよう。 地上の 

人 は みんなび つくりして 上 を 向いて、 次に は 空が 落ち 

て 来 はしない かと 思いました。 

『おう、 そんな こと をし ちゃい けない！』 巨人 アト ラ 

スは、 大きな 声で 吼 える ように 笑つ て 言いました。 『わ 

し はこの 五 百年 間に だって、 そんなに 沢山の 星 を 落つ 

ことし はしなかった よ。 わし ほど 長い間 そこに 立って 

いるう ちに は、 お前 も 辛抱と いう もの を 覚えて 来る よ 


うになる だろう！』 

『なんだ と！』 ハ ー キ ユリ— ズは ひどく 腹 を 立てて 叫 

びました、 『君 は 僕に いつまでも、 この 重い もの を 背負 

わしと くつ もり か？』 

『そのこと につい ちゃ、 いずれ 日 を 改めて 相談す ると 

しょう、』 巨人 は 答えました。 『いずれにしても、 お前 

は、 もしも この 先 百年、 いや どうかす ると 千年 も それ 

を 背負って いなければ ならない ことにな つても、 不平 

を 言つ ちゃい かん。 わし は 背中が 痛かった のに、 それ 

よりも 大分 長く 背負って たからな あ。 まあ、 その上で 

千年 もた つて、 もしも わしの 気が 向く ような ことが 


あったら、 また 交代す る ことになる かも 知れない。 お 

前 はたし かに、 大変 強い 男 だ、 そして、 それ を 証明す 

るのに、 決して これ 以上の 機会 はありつ こない よ。 後 

世の 語り草に なること 請 合 だ！』 

『ちえつ！ 後世の 語り草 なんか、 ちっとも ありがた 

くない や！』 ハ— キ ユリ ー ズは、 もう 一 べん 肩 をし や 

くりながら 叫びました。 『ほんと に ちょっとの 間で い 

いんだから、 空 を 君の 頭に 乗つ けと いてお くれよ、 ね 

え、 いいだろう？ 重みの かかる ところへ、 獅子の 皮 

を 当てた いんだよ。 重みで 肩 や 背中が 赤む けにな つて、 

何百 年 もこ こに 立って る 間に は、 よけいな 痛い目 をす 


る ことになるから ね。』 

『そり や 尤も だ。 わしが 持って てあげよう！』 と 巨人 

は 言いました。 というの は、 彼はハ ー キ ユリ— ズに対 

して、 別に 不親切な 気持 はなく、 ただ 自分で 楽が した 

さに、 身勝手な 振舞 をして いただけなん ですから。 『ほ 

んの 五分 間 だよ。 そしたら また、 空 を 返す からね。 五 

分 間 だけ だよ、 いいかね！ わし は 今までの 千年 を 

送った ような 風に、 また これからの 千年 を 送る つもり 

は 更にない。 目先が 変る という ことに、 生活の 味が あ 

ると いう もの さ！』 

ああ、 この 巨人の じいさん、 総身に 智 恵が 廻り かね、 


ほう 

というと ころです！ 彼 は 金の 林檎 を 抛り 出して、 

ハ ー キ ユリ— ズの 頭と 肩から、 もともと それが 乗って 

いた 自分の 頭と 肩へ、 空 を 受取りました。 そこで ハ ー 

かぼちゃ 

キ ユリ ー ズは、 南瓜 ほど も ある、 いや それよりも 大き 

いくらいの 三つの 金の 林檎 を 拾い上げて、 あとから 大 

きな 声で 彼 を 呼んで いる 巨人の 雷の ような 叫びに は 一 

向お かまいな く、 さっさと 帰りの 旅路に 就きました。 

また 新しい 森が、 巨人の 足の まわりに 生え 出して、 古 

くな つて 行きました。 それから、 また 前の ように、 彼 

の 大きな 足 指の 間で そんなに 年月 を 経た、 六 七 百年に 

もなる 樫の 木 も 出来た でしよう。 


そして、 その 巨人 は、 今日 もな おそ こに 立って いま 

す。 いや、 とにかく、 彼と 同じく らい 高い 山が あって 

彼の 名が ついています。 そして、 その 山の いただきの 

辺で、 雷が ごろごろと 鳴る 時には、 われわれ は、 巨人 

アトラスが ハ ー キ ユリ— ズの あとから どな つ ている 声 

だと 思って いいでしょう！ 


タン グル ウッドの いろりば た 

—— 話の あとで —— 

『ュ— ス タスに いさん、』 大きな 口 を あけて、 話 手の 足 

のと ころに 坐つ ていた ス ウイ ー ト • ファ— ンが 訊き 出 

した、 『その 巨人の 背の 高さ は、 本当に どれく らい あつ 

たの？』 

『おう、 ス ウイ —„ ファ— ン、 ス ウイ —„ フ ァ— 

ン！』 と 学生 は 答えた、 『僕が その 場に いて、 彼 を 物差 

で 計った とで も 思う のかい？ でも、 君が もしも 是非 


くわしい ところ を 知りたい というん なら、 まあ、 まつ 

すぐに 立って 三 マイルから 十五 マイル、 そして、 タコ 

ゥ ニック 山に 腰かけて、 モニュメント 山 を 足 置 台 くら 

いに はした だろうと 思う ね。』 

『おやま あ！』 その 可愛い 小さな 男の子 は、 満足した 

ように 喉 を 鳴らしながら 叫んだ、 『ほんと に、 それじゃ 

巨人 だな あ！ そして 彼の 小指 は どれく らいあった 

の？』 

『タン グル ウッドから、 あの 湖まで はあった さ、』 ュ— 

ス タス は 言った。 

『ほんと に、 それじゃ 巨人 だな あ！』 ス ウイ ー ト- 


ファ— ンは、 こうして 長さが はっきりと 分った ので、 

嬉しくて たまらない といった ように、 また 叫んだ。 『そ 

して、 ハ— キ ユリ— ズの 肩幅 は、 どれく らい あつたの 

かな あ？』 

『それば かり は、 僕に もどう も わからな いよ、』 学生 は 

答えた。 『しかし、 僕のより も、 君のお 父さんの よりも、 

また 今日 われわれが 見る、 どんな 人の 肩よりも 広 かつ 

たにち がいない と 思う ねえ。』 

『僕ね、』 ス ウイ— ト • ファ— ンは、 学生の 耳に 彼の 口 

をく つ つける ようにして、 小さな 声で 言った、 『巨人の 

足の指の 間から 生えた 樫の 木に、 どれく らい 大きな の 


があった か、 聞きた いんだけ ど。』 

『それら は、 キャプテン • ス ミスの 家の 向う にある、 

大きな 栗の 木より、 まだ 大きかった さ、』 ュ— ス タス は 

言った。 

『ュ— ス タス、』 と プリングル 氏 は、 しばらく じっと 考 

えたの ち、 言い出した、 『わたし はこの 話に 対して、 作 

者と しての 君の 誇り を 少しで も 満足 させそう な 意見 を 

吐く こと は 出来ない ねえ。 どうも わたし は、 君に もう 

これ 以上、 古典の 神話に 手 を 出さない ように、 忠告し 

たいんだ。 君の 想像 は、 全然 野蛮 趣味 だよ。 だから ど 

うしても、 君の 手に かかる と、 すべ てが 野蛮 趣味に なつ 


てし ま うんだ。 まるで、 大理石の 像に、 絵 具 をぬ りた 

くるよう な もの だ。 それから、 この 巨人に しても だ！ 

上品に 出来た ギリシャ 神話の 筋の 中へ、 君 はどうして 

あんな 大きな、 不 釣合な もの を 無理に 持 込んで 来 るん 

だろう ねえ？ 一体、 ギリシャ 神話の 傾向と して は、 

大きく 言いたい ところ も、 その 全体に 行渡った 上品 さ 

によって、 度を越え ないように 遠慮して あると いう 風 

なんだ。』 

『僕 は その 巨人 を、 自分の 思った 通りに 話した だけで 

す、』 学生 は少々 腹 を 立てて 答えた。 『そして、 おじさ 

ん、 もしも あなたが ギリシャ 神話 をつ くり 変える ため 


に 必要な ような 心構えに なって、 それらに 臨んで さえ 

下されば、 古代の ギリシャ 人 だけに 独占 権が ある わけ 

ではなく、 現代の アメリカ人 にだって、 やって 見る 権 

利が あると いう ことが、 すぐお 分りになる でしよう。 

ギリシャ 神話 は 全世界の、 そして また、 すべての 時代 

を 通じての、 共有物です。 古代の 詩人 は、 それら を 好 

きな ようにつ くり 変えて、 彼等の 手で どうに でもし ま 

した。 それが 僕の 手に かかって、 同じように、 自由に 

な つ てはいけ ない という わけが あるでしょう か？』 

プリングル 氏 は 微笑 を 抑える ことが 出来なかった。 

『それに また、』 とュ ー ス タス はつ づけた、 『古典の 型 


の 中へ、 少しで も 温い 心 を、 情熱 か 愛情 を、 或は 人間 

つぎこ 

又は 神の 道徳 を、 注 込んだら、 その 瞬間に、 もう 前の 

ものと はまる で 違った ものに なって しまいます。 僕の 

見る ところでは、 ギリシャ 人 は、 これらの 伝説 (それ 

はずう つと 古くから 人類に 伝わって 来た ものです) を 

受けつ いで、 いかにも それに 不滅の 美し さ を 持った 形 

を 与え ましたが、 しかし 一方から いえば、 その 形が 冷 

たく、 且つ 情味の ない もので あつたが ために、 ずう つ 

と 後世に 亙って、 計り知れない ほどの 害毒 を 流した の 

です。』 

『君 は、 きっと、 それ を 救うた めに 生れて 来たと いう 


ん だろう、』 と プリングル 氏 は 言つ て、 からからと 笑い 

出した。 『まあ、 いいや、 これから もつ づけて や るんだ 

ね。 しかし、 忠告し とくが ね、 決して 君の 滑稽な 作り 

かえ を 文章に 書かない こと だ。 そして、 次の 仕事と し 

て、 アポ ロウの 伝説のう ちの どれ か を 手がけて 見たら 

どうかね？』 

『ああ、 おじさん、 それ はちよ つと 出来そう もない か 

ら、 そう おっしゃ るんで しょう、』 学生 はちよ つと 考え 

込んだ のち 言った、 『そして、 成程 ちょっと 考える と、 

野蛮 趣味の アポ ロウなん て、 随分お かしな 気がします。 

しかし、 僕 はお じさんの 発案に ついて 十分 想 を 練って 


お ぼっか 

見る ことにします。 そして 成功 は 必ずしも 覚束ない と 

は 思いません。』 

以上の 議論が つづいて いる 間に、 その 中の 一 言 も 分 

ら ない 子供達 は、 すっかり ねむくな つてし まって、 も 

う、 寝床へ 追い やられた。 彼等が ねむそう な 声で しゃ 

ベりながら、 階段 を 上って 行く のが 聞え た。 一方、 タ 

き ぎ 

ングル ウッドの 木々 の 梢に 北西 風が 高く 鳴って、 家の 

まわりに 喜びの 歌 を かなでて いた。 ュ— ス タス. ブラ 

イト は、 書斎へ 帰って、 再び 何 か 詩 を 作ろうと 頭 を ひ 

ねった が、 一句 書いて、 次の 詩句 を 考えて いるう ちに 

眠って しまった。 


丘の 中腹 

—— 「不思議の 壺」 の 話の 前に I 

さて 次に、 われわれ は 例の 子供達 を、 いつ、 どこで 

見かける と 読者 は 思われる か？ もう その 時 は、 冬で 

はなく、 楽しい 五月に なって いた。 場所 も、 もはや タ 

ングル ウッドの 遊戯 室 や、 いろりば たでな く、 或る 大 

きな 丘の 五合 目よ リ まだ 少し 登った 辺だった。 この 丘 

はお そらく、 山と 云って やった 方が 一層 よろこぶ かも 

知れない ほどの 大きさだった。 彼等 はこの 高い 丘 を、 


その 禿げた 天辺まで 登ろうと いう、 大した 意気込みで 

家 を 出た のであった。 尤も、 それ は エクアドルの チン 

ボラ ァゾゥ とか、 アルプスの モン • ブラン ほど 高く も 

ないし、 また この 地方 第一 といわれる、 わが グレイ ロッ 

ク山 にくらべても、 まだず うつと 低い ものだった。 し 

もぐら づか 

かし、 とにかく、 千の 蟻塚よりも、 百万の 土竜 丘より 

も 高く、 小さい 子供達の 短い 股で 計れば、 大変 高い 山 

という ことになるであろう。 

そして、 従兄 ュ— ス タス は みんなと 一し よだった 

か？ それ は 確か だと 思って もらって いい。 でな けれ 

ば、 どうして この 本が、 一歩 だって 先にす すむ ことが 


出来よう？ 彼 は 今、 春休み の 中程だった。 そして、 

四 五ケ 月 前に 見た 時と ほとんど 同じだった が、 ただ 彼 

の 上唇 をよ く 見る と、 とてもお かしな 口髭が ちょつ ぴ 

りと 目につく 点 だけが 違って いた。 大人に なった とい 

う、 このし るし を 別にす ると、 彼 は 読者と 初めてお 

なじみ 

馴染に なった 時と 少しも 変らない 少年だった。 彼 は 今 

までと 同じように、 快活で、 元気で、 上機嫌で、 足 も 

心 も 軽く、 そして 小さな 子供達に 好かれて いた。 この 

山登り も、 全く 彼の 考え出した ことだった。 急な 道 を 

のぼりながら、 ずっと 彼 は、 元気な 声で 大きな 子供達 

を はげまして 来た。 そして、 ダン デ ライアン や カウス 


リップ ゃス クオ ッシュ • ブロッサムが くたびれて 来る 

と、 彼 はか わるが わる 彼等 を 背中に 負って やって 登つ 

た。 こんな 風に して、 彼等 は 丘の 裾の 方の 果樹園 ゃ牧 

場 を 過ぎて、 林のと ころまで 登って 来たの だった。 そ 

の 林 は、 それから 禿げに なった 頂上の 方まで、 ずう つ 

と つづいて いた。 

五月の 月 は、 その 頃まで は、 例年より は 一 層 気持が 

よく、 今日は また 大人に も 子供に も、 こんな こころよ 

い、 さわやかな 日 はない という 気がした。 丘 を 登る み 

ちみち、 子供達 は、 紫 や 白 や、 それから まるで マ イダ 

スが さわ つたの かと 思われる ような 金色な どの 堇を見 


つけた。 花 草のう ちで も 一番 かたまって 生える のが 好 

きな、 小さな フサ ト ニヤが、 一杯あった。 それ は 決し 

て ひとりで は 生えないで、 仲間 を 慕って、 いつも 好ん 

で 大勢の 友達 や 肉親に 取 巻かれて 生えて いた。 時には 

てのひら 

手 平 ほどし かない 広さに、 一家 族で 生えて いるの を 見 

る こ ともあれば、 時には 放牧 場 全体 を 真白に する くら 

い 大きな 社会 をつ くって、 お 互に 元 気をつけ 合って、 

楽しく 暮らして いるの を 見る こと も ある。 

林の 中へ はいった ばかりの ところに、 おだまき 草が 

あった。 それら は 大変 内気で、 出来るだけ お日様に 当 

ら ないように 引 込んで いるの をた しなみ と 心得て いる 


とみえて、 赤い というよりも 蒼 ざめ た 色に 見えた。 ま 

た、 野生の ゼラ ニゥム や、 沢山の 白い 苺の 花 も 咲いて 

いた。 岩 梨 もま だ 花時 を 過ぎて はいなかった が、 その 

大切な 花 を、 母鳥が 小さな 雛 を 大事に 羽根の 下に かく 

すよう に、 林の 去年の 落葉の 下に かくして いた。 それ 

は 大方、 自分の 花が どんなに 美しく、 またい い 匂いが 

する か を 知っていた のであろう。 それ は あまりう まく 

かくれて いたので、 子供達 は どこから 句って 来る のか 

分らない うちから、 その 何ともい えない、 いい 匂い を 

嗅ぐ こと さえ 時々 あつ た。 

こんなに 沢山の 新しい 生命の ある 中に、 野原 や 牧場 


の あちこちで、 もう 種に なって しまったたん ぼぼの 白 

い 鬟を 見る と、 何だか 変で も あり、 ひどく いたましい 

気 もす るので あった。 それら は 夏の 来ない うちに 夏 を 

済ませて しまった ような もの だ。 それらの、 羽根の 生 

たま 

えた 種で 出来た 小さな 球の 中 だけ は、 もう 秋に なって 

いるの だつ た！ 

それ はさて おき、 われわれ は 春と 野の花 草と につい 

てこれ 以上お しゃべり をして、 貴重な 頁 を 無駄に して 

はならない。 何 かもつと 面白い 話題が ありそうな もの 

むれ 

だ。 もしも 読者が 子供達の 群に 目をやったならば、 彼 

等が みんなで ュ ー ス タス を 取 巻いて 集ま つてい るの を 


見る だろう。 彼 は 木の 切株に 腰かけて、 ちょうど これ 

から 何 か 話 を 始める ところら しい。 実は、 子供達のう 

ちの 小さい 方の 連中に は、 この 丘の 長い 登り 道が、 彼 

等の 小さい 股で はとても のぼり 切れない という ことが 

分った の だ。 だから、 従兄 ュ ー ス タス は、 ほかの 連中 

が 頂上まで 行って 帰って くるまで、 登り 道の 中程に あ 

たる この辺の ところに、 ス ウイ J ファ— ンと カウ 

スリップと ス クオ ッシ ュ • ブロッサムと ダン デ ライア 

ンとを 残して おく ことにき めた の だ。 しかし、 彼等が 

不平 を 言って、 あまり あとに 残りた がらない ので、 彼 

は ポケットから いくつかの 林檎 を 出して 来て、 彼等に 


くれてやり、 その上、 彼等に 大変い い 話 を 聞かせて や 

ろうと 言って 見た。 すると 彼等 は 機嫌 をな おして、 

なき つら 

泣 面が 大 にこに こに 変って しまった。 

その 話の ことなら、 わたし は その 辺の 藪の かげに い 

て、 それ を 聞いた ので、 次の 頁から また、 それ を 読者 

にお 伝えし ようと 思う。 


不思議の 壺 

ずっと 昔の 或る 夕方の こと、 フ イリ— モン 爺さんと、 

そのお かみさんの ボ— シス 婆さんと が、 彼等の 小さな 

うち  ひぐれ どき 

お 家の 戸口に 坐って、 静かな、 美しい 日 暮時を 楽しん 

でい ました。 彼等 はもう、 つましい 夕飯 も すんで、 寝 

るまでの  一 二 時間 を、 静かに 過ごそうと いうので した。 

そんな わけで、 彼等 は 家の 庭の こと や、 乳牛の こと や、 

蜜蜂 のこと や、 葡萄 の 木の こ とな ど を 語り あ いました。 

葡萄の 木 はお 家の 壁 一 杯に 這って いて、 葡萄が 紫色に 


なリ かけて いました。 しかし、 すぐ 近くの 村で 聞え る 

子供達の 乱暴な 叫び声と、 はげしく 吠える 犬の 声と が、 

だんだん 高くな つて 来て、 とうとうお しまいに、 ボ— 

シスと フ イリ ー モンと は、 お 互の 言つ てること が、 ほ 

とん ど 聞き取れない くらいに な つ てし まいました。 

『ああ、 婆さん、』 とフ イリ— モン は 叫びました、 『誰 

か 気の毒な 旅人が、 向う の 村で 宿 を 乞うて いるのに、 

御飯 を たべさしたり、 宿 を 貸したり するど ころ か、 村 

人達 はまたい つもの ように、 犬 をけ しかけたり してい 

るん じ やない かな あ！』 

『ほんと にね え！』 とボ— シス は 答えました、 『村の 人 


達が、 も 少し 他人 様に 親切な 気持に なって くれる とい 

いのに ねえ。 それに まあ、 子供達 を あんな 悪い 育て方 

をして、 よその 人に 石 を 投げつ ける と 頭 をな でて やる 

と いう わけなん だからね え！』 

『あの 子供達 は、 決してろ くな ものに ならない ね、』 

しらがあたま 

フ イリ ー モン は 白髪頭 を 振りながら 言いました。 『本 

当のと ころ、 お前、 彼等が 行い を 改めない と、 あの 村 

の 人達 全体の 上に、 何 かお そろし いこと が 起り そうだ 

ぜ。 しかし、 お前と わしと は、 神様が パンの 一 かけら 

でも 恵んで 下さる 間 は、 気の毒な 宿の ない 旅の 人が 通 

りか かって、 ほしいと いったら、 いつも その 半分 を 上 


げる ことにした いもんだ ね。』 

『そうだと も、 じいさん！ わたし 達 はそう しまし よ 

うと も！』 ボ— シス は 言いました。 

この 老人 夫婦 は —— いいです か —— まるで 貧乏で、 

食べて 行く ために は、 かなり ひどく 働かなくて はなら 

なかつ たんです よ。 フ イリ— モン 爺さん は、 お 庭で 一 

生けん めいに 働きました。 一方、 ボ ー シス 婆さん は、 

いつもい そがし そうに 糸 をつ むいだり、 おうちの 牛の 

乳から 少しば かりの バ タゃチ ー ズを つくつ たり、 その 

ほか、 何や彼やと 家の 中で 立 働いて いました。 二人の 

たべもの は、 パン、 牛乳、 お 野菜、 それから 時々、 お 


うちの 蜜蜂の 巣から 取った 蜂蜜が すこし、 たまに は、 

おうちの 壁に なった 一房の 葡萄、 といった ような もの 

で、 ほかに は ほとんど 何もありませんでした。 しかし、 

彼等 はこの 上 もない 親切な 老夫婦で、 戸口に 立つ、 疲 

れ 切った 旅人に 対して、 一 きれの 黒 パンや、 一杯の 新 

しい 牛乳 や、 一 匙の 蜂蜜 を ことわる よりも、 いつでも 

喜んで 自分 達の 御馳走 を 抜きに すると いう 風でした。 

彼等 は、 そうした 客に は、 何 かしら 神聖な ところが あ 

るよう な 気がしました。 だから、 そうした 人達 を、 彼 

等 自身よりも 大事に、 十分に もてなさなければ ならな 

いと 思った のです。 


彼等の 小さな 家 は、 半 マイルば かりの 幅の、 くぼん 

だ 谷に ある 村から 少し はなれた、 小高い ところに あり 

ました。 その 谷と いうの は、 まだ 世界が 新しかった 昔 

の 時代に は、 おそらく 湖の 底に でもな つていた ので 

しょう。 その 湖に は、 魚が 深いと ころ を あちこちと 泳 

ぎ まわ リ、 岸の 方に は 水草が 生え、 木 や 丘 は その 広い、 

静かな 水面に 影 をう つした ことでしょう。 しかし、 水 

がだん だんと 退いて 行って しまった 時、 人達 は そこの 

土 を たがやし、 そこに 家 を 建てました。 そして 今では 

地味の 肥えた 所と なって、 ほんの 小さな 谷川の ほかに 

は、 昔の 湖の あと はなん にも 残って いません でした。 


その 谷川 は、 村の まん 中 を うねうねと 流れて、 村人 達 

がその 水 を 使って いました。 この 谷の 水が 退いて から 

は、 もう 随分 久しくな るので、 樫の 木が 生え 出して、 

大きく、 高くな り、 年月 を 経て 枯れて 行って、 また そ 

の あとのが 生えて、 最初のと 同じく らい 高く、 立派に 

なって いました。 これほど きれいな、 これほど みのり 

のよ い 谷 は、 またとありませんでした。 こうして、 あ 

たりの ものす ベ てが 豊かで あると いう こと を 見た だけ 

でも、 そこに 住む 人々 は、 やさしく、 親切に なって、 

他人 をよ くして あげる ことによって、 すすんで 神の 御 

心に 対する 感謝 を あらわす ベ き 害でした。 


しかし、 困った ことに は、 この美し い 村の 人達 は、 

神様が これほど やさしく、 いつくしみ を 垂れた 場所で 

暮らす 値 打はありませんでした。 彼等 は 大変 身勝手な、 

薄情な 人達で、 貧乏な 人達 を 憐れみ もしなければ、 家 

のない 人達に 同情 もしませんでした。 彼等 は 誰かが、 

人間と いう もの は、 神様から 受けた 愛と 保護との 御 恩 

を、 ほかに 返しよう がない から、 人間 同志お 互に 愛し 

合うよう にしなければ ならない と 教えても、 ただ あざ 

笑った でしよう。 僕が これから 君達に 話そうと する こ 

と を、 君達 は ほとんど 本当にし ないか も 知れません。 

これらの 悪い 人達 は、 彼等の 子供達 を 彼等よりも いい 


人になる ように 教えない ばかり か、 小さな 男の子 や 女 

の 子が、 どこかの 気の毒な 旅の 人の あと を 追つ かけて、 

あとから はやし 立てて、 石 を 投げつ けて いるの を 見る 

と、 えらい えらい といった ように、 いつも 手 をた たく 

のでした。 また 彼等 は、 大きな、 きつい 犬 を 飼って い 

て、 旅人が 思い切って その 村の 通りへ はいって 行こう 

ものなら、 早速 この やくざ 犬の 一 群が 飛び出して 来て、 

吠えたり、 唸った リ、 歯 をむ き 出したり する のでした。 

そして、 旅人の 脚に でも、 着物に でも、 手 あた リ 次第 

にくい つきました。 だから、 来る 時から ぼろ を まとつ 

ていた 人な ど は、 やっとの ことで 逃げ出す までに、 も 


う 大抵 は 目 も あてられな いような 姿に な つ てし ま いま 

した。 君達に も 想像が つくで しょうが、 気の毒な 旅人 

が 病気 だったり、 衰弱して いたり、 びっこ だったり、 

年寄だった りした 場合に は、 とりわけ これ はお そろし 

いこと でした。 そうした 旅人 達 は、 これらの 不親切な 

村人 や、 いけない 子供達 や 犬 共が、 いつも どんなに 悪 

いこと をす るかと いう ことが 一 ぺ ん 分ったら、 もう 一 一 

度と その 村 を 通り抜けようと はしないで、 わざわざ 幾 

マイル も 幾 マイル も 廻り 道 をして 行く のでした。 

これ 以上 悪い こと はちよ つと 考えられない 気がし ま 

すが、 しかしな お 悪い ことに は、 お金 持の 人達が、 揃 


いの 服 を 着た 召使 達 を 引きつれて、 馬車に 乗ったり、 

立派な 馬に 跨がった りして 通りかか ると、 この 村の 人 

達 ほど 丁寧で、 ぺこぺ こする 連中 もない という 有様で 

した。 彼等 は 必ず 帽子 をと つて、 この 上 もな く 丁寧に 

おじぎ をし ました。 もしも 子供が お 行儀が 悪 か つ たら、 

たいてい 横面の 一 つも 張り飛ばされました。 それから 

犬に しても、 沢山い る 中の 一疋で も 唸ったり しょう も 

めし 

のなら、 たちまち 主人に 棍棒で 打 たれて、 飯 を 食わせ 

られ ないで 縛りつ けられました。 これ もみん な 大変 結 

構な ことに 違いありません。 しかし、 人間の 心の中に 

は、 乞食に でも 殿様に でも、 同じように 貴い ものが あ 


るので すが、 そんな ものに は 一向お かまいな く、 ただ 

お金 持の 旅人の 財布の 中のお 金 を 目 あてに、 この 村の 

人達 はそんな こと をす るの だと いう ことが すぐ 分り ま 

した。 

フ イリ— モン 爺さんが、 村の 通りの 向う の 端の 方 か 

ら聞 えて 来る 子供達の 叫び声 や、 犬の 吠える 声 を 聞い 

た 時、 あんなに 悲しそう に 口 をき いたわけ が、 これで 

君達に も 分った でしよう。 その がやがやした 騒ぎ は、 

相当 長く つづいて、 大方 谷の 向う の 端から こちらまで 

やって来た ようでした。 

『わし はま だ 犬が こんなに 大きな 声で 吠える の を 聞い 


たこと がない！』 といい おじいさん は 言いました。 

『子供達が あんなに 乱暴に 騒いだ こと もありません 

ね！』 といい おばあさん は 答えました。 

彼等 はお 互に、 頭 を 振りながら 坐って いました。 そ 

の 間に、 騒ぎ はだん だん 近づいて 来ました。 そしてと 

うとう、 彼等の 小さな 家の 建って いる 小高い 丘の ふ も 

と を、 二人の 旅人が 歩いて こちらへ やって来る のが 見 

えました。 彼等の すぐ あとから、 くっつく ようにして 

唸りながら、 きつい 犬 共が ついて 来ました。 それから 

少し はなれて、 子供達の 一群が 駆けて 来て、 金切り声 

を はり 上げて、 その 二人の 旅人に 向って、 力 いっぱい 


石 を 投げつ けて いました。 二人のう ちの 若い 方の 男 

(彼 は ほつ そりと して、 大変 活発な 身体つ きをして い 

ました) が、 一 二度う しろに 向きな おって、 手に 持つ 

た 杖で 犬 を 追 払いました。 彼の 連れの、 大変 背の 高い 

方の 人 は、 犬 共に も、 また その 犬の 真似 をして いるら 

しい 子供達に も、 目 を くれる こと さえ 馬鹿らし いと 

いったよ うな 風に、 平気で 歩いて 来ました。 

旅人 は 二人とも、 大変 粗末な 身形 をして、 財布に は 

宿賃 を 払う だけのお 金 もな さそう に 見えました。 そし 

て、 この 人達に 対して、 子供 や 犬が あんなに 乱暴な こ 

と をして いるのに、 村の 人達が 黙って 見て いたの は、 


おそらく このためではなかった かと 思います。 

『さあ、 お前、』 とフ イリ ー モンが ボ ー シスに 言い まし 

た、 『あの 気の毒な 人達 を迎 いに 行こう じ やない か。 

きっと あの人 達 は、 がっかりして しまって、 丘 を 登つ 

て 来られない かも 知れない から。』 

『お前さん 行って お迎えして 下さいよ、』 ボ— シス は 

答えました、 『その 間に わたし は 急いでう ちへ はい つ て、 

あの人 達に 何か晚 御飯 を 差 上げられ るか どうか 見 ま 

しょう。 一杯のお いしい パン 入リ 牛乳 は、 あの人 達の 

元気 を 引 立 てるのに、 不思議な くら い ききめが ある で 

しょう。』 


そこで、 彼女 は 急いで 家へ はいりました。 一方、 フィ 

リ ー モン は 出かけて 行って、 この 上 もな く 親切な 調子 

で、 

『ようこそ、 旅の 方々！ ようこそ！』 と 言いました 

が、 彼の 手 を さし 出す 時の、 いかにも 喜んで 迎える 様 

子で、 そう 言われな いまでも 旅人 達に は 彼の 親切が よ 

く 分りました。 

『ありがとう！』 大変く たびれ て、 また 困って いたに 

も拘ら ず、 二人のう ちの 若い 方が、 元気な 調子で 答え 

ました。 『これ はまた、 向う の 村で 受けた のと は、 まる 

で 違った 挨拶です ね。 一体、 あなた はどうして こんな 


に 柄の悪い 所に 住んで いるんで す？』 

『ああ！』 フ イリ ー モン は、 静かに、 やさしく 笑って 

言いました、 『ほかに も わけ はありましょう が、 神様 は 

わし を ここに 置いて、 村の 人達が ひどく したお 前さん 

つぐな 

方に、 出来るだけの 償い をす るよう にとの お 心 だと 

思います のじ や。』 

『よくも 言って 下さった、 おじいさん！』 と 旅人 は 笑 

いながら 叫びました、 『そして、 実際の こと をい うと、 

僕の 連れと 僕と は、 本当に 何とかしても らいたい とこ 

ろなん です よ。 あの 子供達 (まるで 小 ギャングです 

ね！) は、 泥の かたまり を 投げつ けて、 僕達 をす つか 


リ泥 だらけに してし まいました。 それから、 やくざ 犬 

のうちの 一疋が、 もとから 大分 ぼろだった 僕の 外套 を 

引裂いて しまう し。 しかし 僕 は そいつの 鼻つ ぱし を、 

杖で 横から 打って やり ましたよ。 こんなに 遠くても、 

そいつが 鳴いた のが 聞え たろうと 思います がね。』 

フ イリ— モン は 彼が 大変 元気な の を 見て、 嬉しく 思 

いました。 また、 実際、 誰し も、 彼の 顔附ゃ 様子 を 見 

ると、 長い 一 日の 旅に 疲れ切つ ている 上に、 最後に なつ 

てひどい 目に 遇った のでが つ かりして いると は 思えな 

かった でしよう。 彼 は 何だか 変な 身形 をして、 頭に は、 

両方の 耳の 上へ 鍔が 突き出し たような 一 種の ふち 無し 


帽を かぶって いました。 夏の 夕方 だのに、 彼 は 外套 を 

着て、 それ を ぴったりと 身に まとって いました が、 多 

分 下に 着て いるものが 見すぼらしかった からでしょう。 

フ イリ ー モン は、 また、 彼が 変った 靴 を 履いて いるの 

に 気がつきました。 しかし、 もう そろそろ 暗くな りか 

けて いたし、 年寄の 目 は あまりよ くなかった ので、 そ 

のど このところが 変って いるの か は、 はっきり 分り ま 

せんでした。 しかした しかに、 一 つ 不思議な ことがあ 

リ ました。 それ は、 その 旅人が、 おそろしく 身軽で、 

活発で、 何だか 足が 時々 ひとりでに 地面から 浮き 上る 

ようで も あり、 骨 を 折って、 やっと 地面に つけて 歩い 


て いるよう にも 見える ことでした。 

『わし も 若い 時分に は、 いつも 足の 早い 方だった が、』 

とフ イリ ー モン は その 旅人に 言いました。 『それでも、 

夕方に なって 来る と、 いつも 足が 重くな つた ものです 

がね え。』 

『いい 杖 ほど 歩いて 行く 助けになる ものはありません 

よ、』 その 旅人 は 答えました、 『それにち ようど 僕 は、 

ごらんの 通リ、 とてもい い 杖 を 持って る ものです か 

ら。』 

この 杖 は、 実際、 フ イリ ー モンが 今までに 見た こと 

もない ような、 変て こな 杖でした。 それ は オリ ー ヴの 


木で 出来て いて、 頭の 方に 近く、 一対の 小さな 翼の よ 

うな ものが ついていました。 それから、 木彫の ニ疋の 

蛇が、 その 杖に 巻きつ いている ところに なって いるの 

です が、 それが また あまりよ く 出来て いるので、 フィ 

リ ー モン 爺さん は、 (だんだん 眼 も かすんで いたでし よ 

う、 だから) ほとんど その 蛇が 生きて いるの かと 思つ 

て、 それが くねくねとう ごめいて いるの が 見える よう 

な 気がしました。 

『ほんと に、 妙な 細工 物です ね！』 彼 は 言いました。 

『翼の 生えた 杖なん て！ こういつ たような 杖 は、 小 

さな 男の子が、 馬乗りに なって 遊ぶ のに 持って来いで 


すね！』 

この 時にはもう、 フ イリ— モンと 彼の 二人の お客様 

と は、 家の 戸口のと ころへ 来て いました。 

『お前さん 方、』 と 老人 は 言いました、 『この ベンチに 

かけて、 休んで 下さい。 うちの 家内が、 何 か 夕飯に さ 

し 上げる もの はない か、 見に 行って いますから。 わし 

達 は 貧乏人です。 しかし、 何 か 膳 戸棚に ありさえ すれ 

ば、 喜んで 御馳走し ますよ。』 

若い 方の 旅人 は、 無頓着に、 どっかり と ベンチに 腰 

をお ろし ましたが、 それと 一 しょに 杖 を 落しました。 

そして この 時、 ほんのつ まらない ことながら、 ちょつ 


と 不思議な ことが 起り ました。 その 杖が ひとりでに 地 

面から 起き 上って、 その 小さな 両方の 翼 を ひろげて、 

半分 跳ねる ように、 そして 半分 は 飛ぶ ようにして、 家 

の 壁のと ころに 立て かけた ようになった のです。 その 

まま それ はじつ としてし まって、 ただ 巻きつ いた 蛇が、 

相 変らず うごめい ている だけでした。 しかし、 僕の 考 

えで は、 フ イリ ー モン 爺さんの 眼が 悪い から、 また そ 

んな 風に 見えた のかと 思います。 

爺さんが 何 か 訊いて みょうと 思って いるう ちに、 年 

上の 方の 旅人が 彼に 話しかけて、 その 不思議な 杖から 

彼の 注意 を 外ら してし まいました。 


『ずう つと 古い 昔に は、 いま 村の あると ころ 一帯が、 

湖 だつ たんじゃありません か？』 とその 旅人 は、 大変 

深い 調子の 声で 尋ねました。 

『わしが 知って から は、 そんな ことありません よ、 お 

前さん、』 とフ イリ ー モン は 答えました、 『わし も ごら 

んの 通りの 年寄です がね。 以前から、 今の 通りの 野原 

や 牧場です よ、 それから、 古い 木 も、 谷の まん 中 をせ 

せらぎ 流れる 小川 もね。 わしの 知っている 限リじ や、 

おやじの 代に も、 また そのお やじの 代に も、 同じ こと 

だった ようです よ。 そして この フ イリ ー モン じじいが 

死んで、 忘れられる 時が 来ても、 やはり 同じ ことで しょ 


うよ！』 

『そうとば かり も 言い きれない、』 と 見知らぬ 人 は 言 

いました が、 その 深い 声に は、 どことなく 大変き びし 

いところ が ありました。 そのうえ、 彼 は 頭 を 振り まし 

たが、 そのために 彼の 黒い、 どっしり とした 巻毛が、 

ぶるぶると ふるえました。 『向う の 村に 住む 人間た ち 

なさけ 

が、 彼等の 天性の 愛と 情 と を 忘れて しまった 上 は、 湖 

さざなみ 

が 再び 彼等の すまいの 上に、 漣 をた てた 方が いい か 

も 知れない！』 

その 旅人の 顔附が あまりき つかった ので、 フ イリ— 

モン はほんと に ちょっと こわくな つた くら いでした。 


それに、 彼が 顔をしかめ ると、 夕闇が 俄かに 一 層 暗 さ 

を 増す ように 思われ、 彼が 頭 を 振る と、 空中で ごろ ご 

ろと 雷の ような 音が する ので、 よけいに こわくな り ま 

した。 

しかし、 すぐ その あとで、 その 見知らぬ 人の 顔が、 

大変 やさしく、 おだやか になった ので、 老人 はすつ か 

りこ わさ を 忘れて しまいました。 それでも 彼 は、 この 

年上の 方の 旅人 は 今 こそ こんな 見すぼらし いなり をし 

て、 徒歩で 旅行 をして いる けれども、 決してた だの 人 

ではない にちがいないと 感じないで はいられませんで 

した。 しかし、 フ イリ ー モン は 彼 をお 忍びの 殿様と か 


何とかい つたよう な 人と 思った わけで はなく、 寧ろ ど 

こかの 非常な 賢人で、 お金 やその ほか 世間 的な 慾 を 

すっかり 捨てて、 こんなき たない なり をして 世の中 を 

歩き まわって、 至る ところで、 少しずつ でも 智慧 を 磨 

こうと している の だと 思った のです。 この 想像の 方が 

ずっと 当ってい るよう でした。 何故ならば、 フ イリ— 

モン は 目 を 上げて その 人の 顔 を 見た 時、 彼が 一 生か 

か つ て 学ぼうと しても 及ばない ような 深い 考えが、 そ 

ひとめ 

の 顔に あらわれ ている ことが、 一 目 見て 分る 気がした 

力ら てす 

ボ— シスが 夕飯の 用意 をして いる 間に、 その 旅人 達 


は、 フ イリ— モンと 大変 うちとけて 話し合う ようにな 

リ ました。 若い 方の 人 は、 本当に、 とてもよ くしゃべ つ 

て、 なかなか 鋭い、 気の きいた こと をい うので、 いい 

おじいさん はもう 大笑いに 笑い つづけて、 お前さん は 

近頃に ない 面白い 人 だと 言いました。 

『ねえ、 お 若い 方、』 彼 は、 二人が だんだん 親しくなる 

と、 そう 言い出しました、 『わし は お前さんの 名 を、 ど 

う 呼んだら いい かな？』 

『そうです ねえ、 僕 は、 ごらんの 通リ、 すばしこいで 

しょう、』 その 旅人 は 答えました。 『だから、 僕をク イツ 

クシ ルヴァ と 呼んで 下されば、 かなり ぴったりした 名 


だと 思います。』 

『クイック シル ヴァ？ クイック シルヴ ァ？』 とフィ 

リ ー モン は 繰り返して、 もし かその 若い 人が 彼 をから 

かってい るので はない かと 思って、 その 顔 を のぞき 込 

みました。 『それ は 随分お かしな 名です ね！ そして、 

そのお 連れの 方 は？ やっぱり そんな 妙な 名前です か 

い？』 

『それ は 雷に 訊いて もらわな いと 分らない！』 とク 

イツ クシ ルヴァ は、 謎の ような 顔 をして 答えました。 

『雷 ほどの 声 をして いないと 言えな いんです。』 

これ は、 本気 か 冗談 か 知らないが、 もしも フ イリ— 


モンが おそるおそる 年上の 旅人の 顔 を 見て、 いかにも 

なさけ 深そう だとい うこと が 分らな か つ たら、 とても 

お じナ 

怖 気づいて しまった ことでしょう。 しかし、 こんな 小 

屋の 戸口の 傍に 坐った こと もない ような えらい 人が、 

今 ここに 来て、 ただの 人間みたい にして 坐って いられ 

るの だとい うこと だけ は、 間違いな さそう でした。 そ 

の 見知らぬ 人 は、 いかにも おごそかに、 フ イリ ー モン 

がいやで も 心の奥底まで 打明けて 言って しまわないで 

はいられなくなる ような 風に 口 をき きました。 これ は 

人々 が、 彼等の いいこと も 悪い こと もす つかり 分って 

くれて、 しかも それ を 少しも 馬鹿にしない ほどかし こ 


い 人に 出あった 時に、 必ず 感じる 気持です。 

しかし、 フ イリ ー モン は、 単純な、 やさしい 心の 老 

人だった ので、 打明ける 秘密 とても、 あまり ありませ 

ん でした。 それでも、 彼 は 今までの 生活に ついて、 随 

分 しゃべりました。 その 長い 年月の 間、 彼 はこの 家 か 

ら、 二十 マイルと 離れた こと もない のでした。 彼の 妻 

ボ ー シスと 彼と は、 若い 時分から ずっと、 この 小さな 

家に 住んで、 正直に 働いて 食って、 いつも 貧乏でした 

が、 それでも 満足して いました。 彼 はボ— シスが どん 

なにい い バタ ゃチ— ズを こしらえ るか、 そして 彼が 庭 

に つくる 野菜 物が どんなに おいしい か を 話しました。 


それから また、 彼等 夫婦 はお 互に 深く 愛し 合って いる 

ので、 死別 はい や だから、 一し よに 暮らして 来たよう 

に、 一し よに 死にたい というの が、 二人の 願いだ と 話 

しました。 

見知らぬ 人 は それ を 聞いて、 顔 一杯に 微笑し ました 

が、 その 表情 は おごそか でありながら、 また やさしい 

ものでした。 

『あなた は なかなかい いおじい さんだ、』 と 彼 はフィ 

リ ー モンに 言いました、 『そして、 つれあいと していい 

おばあさん をお 持ち だ。 あなた 方の 願い はかな えられ 

て いいと 思う。』 


そして、 フ イリ ー モンに は、 ちょうど その 時、 夕 焼 

雲が 西の 空から 輝かしい 光 を 発して、 空が 急に ぱっと 

明るくな つ たような 気がしました。 

ボ— シス はやつ と 夕飯の 支度が 出来た ので、 戸口の 

ところへ 出て 来て、 どうも 大変つ まらない ものし かお 

客 様 達に 差 上げられない けれどもと、 ことわり を 言い 

はじめました。 

『もしも あなた 方が おいでな さる ことが 分つ ていた 

ら、』 とば あさん は 言いました、 『じいさんと わたしと 

は、 なんにも 食べないでも、 もっとい い 夕飯 を 差 上げ 

るので したに。 しかし わたし は、 今日の 牛乳 は 大方 


チ ー ズを こしらえ るのに 使って しまったし、 残って い 

た パン も 半分た ベて しまったと ころでした。 ほんと に 

まあ！ 平常 はなん とも 思いません が、 こうして お 気 

力た 

の 毒な 旅の 方が、 立 寄って 来られた 時ば かり は、 貧乏 

が 悲しくな ります わい。』 

『万事う まく 行きます よ。 心配 無用 だ、 おばあさん、』 

と 年上の 旅の 人 は、 やさしく 言いました。 『本当に、 心 

から、 客 を 喜んで 迎えれば、 食べ物 や 飲み物に 奇蹟が 

起って、 どんな 粗末な もので も、 神の 酒と なり 神の 食 

物と なり 得る のです。』 

『それ は 喜んでお 迎え 申します よ、』 ボ— シス は 叫び 


ました、 『それに、 少し 残って いた 蜂蜜と、 それから 紫 

の 葡萄の 一 房く らい は ございます から。』 

『そり や、 ボ ー シスおば あさん、 大した 御馳走 だ！』 

クイック シル ヴァは 笑いながら 叫びました、 『全くの 

御馳走 だ！ そして、 僕が それ を どんなに 盛んにた ベ 

るか、 見て いて 下さいよ！ 僕 は 生れてから、 こんな 

に 腹が へ つたこと はない 気がする。』 

『まあ 困って しまった ねえ！』 とボ— シス は、 おじい 

さんに 小声で 言いました。 『あの 若い 方が そんなに ひ 

どくお 腹が へって いるん なら、 夕飯が 半分に も 足らな 

いか も 知れない！』 


彼等 は みんなで 家の 中へ はいつ て 行きました。 

さて これから、 君達、 僕 は 君達が 目 を まるくし そう 

な こと を 聞かせましょう か？ それ はほんと に、 この 

話 全体のう ちで も 一番 奇妙な ことの 一 つなんで す。 ク 

イツ クシ ルヴァ の 杖、  覚えて いるでしょう  そ 

れは ひとりで 家の 壁に もたれかかり ましたね。 そうで 

したね。 ところが、 この 不思議な 杖 を そのまま にして、 

主人が 戸口 を はいって 行った 時、 その 杖 はどうす るか 

と 思う と、 これ はまた、 すぐ その 小さな 翼 を ひろげて、 

ぴょんぴょんと 跳ねて、 ばた ばた と 戸口の 階段 を 上つ 

て 行く じゃありません か！ それから とんとんと 台所 


の 床 を 歩いて 行って、 大変 もったい 振って、 礼儀正し 

く、 クイック シル ヴァの 椅子の 傍に 立って、 はじめて 

その 杖 はと まりました。 しかし、 フ イリ ー モン 爺さん 

も、 彼の 妻と 同じように、 お 客 を もてなす ことにすつ 

かり 気 を とられて いたので、 その 杖の している ことに 

は、 ちっとも 気がつきませんでした。 

ボ— シスが 言った ように、 二人のお なかの すいた 旅 

人に は、 とても 足りそう もない 夕食が 出て いました。 

ティ ブルの まん 中には、 黒 パンの 残りが 置かれ、 その 

一 方に は 一 きれの チ ー ズ、 他方に は 蜂蜜が 一 皿 ありま 

した。 お 客に はめい めい、 ちょっとした 葡萄の 房 もつ 


いていました。 それから、 牛乳 を 大方 一杯 入れた、 中 

位な 大きさの 壺が ティ ブルの 隅に 置いて ありまし たが、 

ボ ー シスが 二つの 鉢に それ を 注いで、 客の 前に 出して 

しまう と、 その 壷の 底に は、 ほんの 少しし か 牛乳が 残つ 

ていませんでした。 ああ！ 物惜しみ をし ない 人が、 

貧乏な 境遇に 苦しめられて、 どうに もなら ない という 

こと は、 なんと 悲しい ことでしょう。 気の毒な ボ ー シ 

スは、 もしも これから 一週間 何もた ベないで いると、 

このお なかの すいた 客 達に、 もっと 十分な 夕食が 出せ 

るの だったら、 そうする のにと 思いつ づけました。 

しかし、 現在 出した 夕食が、 こんなにわず かなもの 


である 以上 は、 客 達のお なかが そんなに すいてい なけ 

れば よかった のに、 と 思わずに はいられませんでした。 

ところが どうでしょう、 旅人 達 は 食卓に つくと、 早速、 

一 一 つの 鉢の 牛乳 を 一 息に 飲んで しまいました。 

『ボ— シスおば あさん、 よかったら、 もう 少し 牛乳 を 

下さい、』 クイック シル ヴァが 言いました。 『今日は 暑 

かったんで、 僕 とても 喉が 渴ぃ てるんで す。』 

『ところが、 あなた 方、』 と、 ボ ー シス は 大変 困って 答 

えました、 『ほんと にお あいにくで、 申し わけあり ませ 

ん！ が、 ほんと に、 壷の 中には、 ほとんどもう 一 し 

ずくの 牛乳 もな いんです。 おう、 お前さん！ お前 さ 


ん！ どうして わたし 達 は、 夕食抜きに しな かったん 

だろう ねえ？』 

『だ つ て、 僕に は 何だか、』 と クイック シル ヴァは 叫ん 

で、 食卓から 立 上って、 壷の 把手 を 持ちました、 『ほん 

とに、 あなたが おっしゃる ほど、 困った ことにな つて 

いるよう に は 思えな いんです が。 たしかに 壺の 中には、 

まだ 大分 牛乳が あります よ。』 

彼 はそう 言いながら、 ボ— シ スが 大変 驚 いた ことに 

は、 ほとんど 空 だとば かリ 思って いた 壺 から、 自分の 

鉢 だけで なしに、 連れの 人の 鉢にまで、 一杯に 牛乳 を 

；王 ぎました。 おばあさん は、 ほとんど 自分の 目 を 信じ 


る ことが 出来ませんでした。 彼女 はたし かに 牛乳 を大 

方 みんな 注いで しまって、 その あとで 壺を ティ ブルに 

置く 時に、 中 をの ぞくと、 底が 見えて いたのでした。 

『しかし、 わたし は 年を取って いる、』 とボ— シス は ひ 

とりで 考えました、 『そして 忘れつ ぼくな つてい る。 

わたし はきつ と 思いち がい をし たんでしょう。 それに 

しても、 二度まで も 鉢に 一杯 注いで まわつ たんだから、 

もうい くらなんでも 壺は 空に ならずに はいない でしよ 

う。』 

『なんて 結構な 牛乳だろう！』 クイック シ ルヴァ は、 

一 一杯 目 注いだ の を、 がぶ 飲みした あとで 言いました。 


『すみませんが、 親切な おかみさん、 本当にもう 少し だ 

けいた だきた いんです。』 

今度 こそ はボ ー シス も、 何よりも は つきり と、 ク イツ 

クシ ルヴァ がその 壺を さかさに して、 —— だから、 お 

しまいの 一 杯 を 注ぐ 時に、 一 しずく も 残さず 牛乳 を あ 

けて しまった こと を 見て いたわけ です。 勿論、 少し 

だって あとに 残って いる 害はありませんでした。 でも、 

もう 本当にな いの だとい うこと を、 はっきりと ク イツ 

クシ ルヴァ に 見せて やろうと 思って、 彼女 は壺を 取り 

上げて、 彼の 鉢へ 牛乳 を 注ぐ 真似 をして 見せ ましたが、 

少しで も 牛乳が 出て 来よう などと は、 勿論 夢にも 思つ 


ていなかった のでした。 だから、 沢山の 牛乳が どく ど 

くと 流れ出して、 泡 を 立てながら、 たちまち 鉢 一杯に 

なって、 それから ティ ブルの 上まで 溢れ出した 時の 彼 

女の 驚き は どんなだった でしよう！ クイック シル 

ヴァの 杖に からんで いる 二 疋の蛇 は、 首 をのば して、 

こぼれた 牛乳 をな め はじめました (但し、 ボ— シス も 

フ イリ ー モン も、 ちょうど これに は 気がつきませんで 

したが)。 

それに また、 その 牛乳 はなん ともい えない、 いい 匂 

いがしました！ まるで フ イリ ー モンの 一 頭き りの 牛 

が、 その 日 は、 世界の どこに もない くらいい い 草 をた 


ベて 来たの かと 思われる ほどでした。 僕 は、 大好きな 

君達 みんなが、 夕飯の 時に、 こんない い 牛乳 を 飲む こ 

とが 出来たら、 どんなにい いだろうと 思います ね！ 

『それから 今度 は、 黒 パン を 一 きれいた だきましょう、 

ボ— シスおば あさん、 』 クイック シル ヴァは 言いました、 

『それから、 その 蜂蜜 を 少しば かり！』 

そこで、 ボ ー シス は 彼に パン を 一 きれ 切って やり ま 

した。 彼女と おじいさん とが 切って たべた 時、 その パ 

ンは どちら かとい えば、 ばさばさ していて、 皮が 固く 

て、 うまくなかった のに、 今度 は、 まるで 焼いて から 

まだ 幾 時間 もた つてい ないかの ように、 軽くて、 しめ 


リ 気がある のでした。 ティ ブルに こぼれた 屑 をた ベ て 

みると、 今までに パン を こんなにお いしいと 思った こ 

とがない ほどい い 味が する ので、 おばあさん は、 ほと 

ん ど 自分が こねて 焼いた パンと は 思えない くら いでし 

た。 しかし、 ほかの パンで ある 害はありませんでした。 

おう、 しかし、 蜂蜜と 来たら！ 僕 はこ こで、 それ 

が どんなに いい 匂いが して、 どんなに いい 色 をして い 

たかを、 くどくどと 説明した リ しないで、 そっとして 

おいた 方が いい かも 知れません。 その 色 は、 少しも ま 

じりけ のない、 澄み切った 金の 色で、 匂いと いったら、 

千 も 花 を 集めた ようでした。 それ も、 地上の 花園に 咲 


く 花ではなくて、 蜜蜂が 雲の上 高く 飛んで 行かなくて 

は、 見つからな いような 花の 句いです。 ここにた だ不 

しぼ 

思議な の は、 それほど いい 句いで、 凋む 日 もな く 咲き 

ほこる 花壇に とまりながら、 蜜蜂が フ イリ ー モンの 庭 

にある 巣な どへ、 よくも まあ 帰って来 たもの だとい う 

ことです。 こんな 結構な 蜂蜜 は、 誰も まだ、 たべた こ 

とも、 見た こと も、 かいだ こと もないでしょう。 その 

香気 は、 台所の あたりに ただよって、 何ともい えない 

ほど 気持が いいので、 目 を 閉じる と、 たちまち にして 

低い 天井 や、 くすぶった 壁 を 忘れて しまって、 この 世 

の ものと も 思えない ような 句い を 放つ すいか ずらが 一 


あずまや 

杯に からんだ 東屋に いるよう な 心地が した ことで しょ 

、つ。 

ボ— シス 婆さん は、 何も 知らない 年寄で したが、 い 

ろい ろこうした ことが 起って いるの は、 どうも 何に し 

て も、 ただごと ではない と 思わずに はいられませんで 

した。 そこで、 お客様 達に パンと 蜂蜜と をす すめ、 め 

いめいの 皿に 葡萄 を 一房ず つお いてから、 フ イリ ー モ 

ンの 傍に 坐って、 彼女の 見た こと を、 小声で 彼に 話し 

ました。 

『お前さん、 こんな ことって、 今までに 聞いた ことが 

あるかい？』 彼女 は 尋ねました。 


『いや、 まるでな いね、』 フ イリ— モン は、 に つ こリ 笑つ 

て 答えました。 『そして、 お前、 わし はどう もお 前が、 

夢みたい な 気持に なって、 ふらふらして いたんだ と 思 

うんだ がね。 もしも わしが 牛乳 をつ いでいたら、 その 

辺の こと はすぐ に 見抜いて しまって いただろ うに。 ど 

うかして、 お前が 思った よりも いくらか 沢山、 壷の 中 

に 牛乳が 残って いたんだ ろうよ —— ただ それだけ のこ 

とさ。』 

『ああ、 うちの 人、』 とボ ー シス は 言いました、 『お前 

力た 力た 

さんが、 何と 言おうと、 この 方々 は、 どうして、 普通 

の 人 じ やない よ。』 


『まあ、 まあ、』 とフ イリ ー モン は、 まだ 笑いながら 答 

えました、 『多分そう だろう。 あの人 達 はたし かに、 も 

と は 相当に やって いたらし い 様子が 見える。 わし は あ 

の 人達が、 こんなにお いしそう に 夕飯 を 食べて いるの 

を 見る と、 嬉しい 気がする よ。』 

お客様 達 は 今度 は、 めいめい 自分の 皿の 上の 葡萄 を 

取りました。 ボ— シス は (もっとよ く 見る ために、 自 

分の 目 を こすって みたので すが) 葡萄の 房が 何だか 大 

きく、 立派に なって、 一 つ 一 つの 葡萄の たまも、 もう 

少しで 熟した 汁で はち切れ そうにな つ ている ように 思 

いました。 小屋の 壁に 這って いる、 古い、 いじけた あ 


の 葡萄の 木に、 どうして こんな 実が なった か、 それが 

彼女に は 全く 分らない 気がしました。 

『大変うまい 葡萄 だな、 これ は！』 クイック シ ルヴァ 

は、 一つ 一 つむし つてた ベながら そう 言い ましたが、 

一向 房 は 小さく もなら ないようでした。 『一体、 おじ 

いさん、 これ は どこから もいで 来たんで す？』 

『うちの 木からで すよ、』 とフ イリ— モン は 答えました 

『その 枝の 一 つが、 向う の 窓 を くねくねと 横切って い 

るの が 見える でしよう。 しかし、 うちの 家内 も わし も 

^ 」 の 葡萄 をうまい なんて 思 つ た - 」 と はな い んで すが。 』 

『僕 はこん なうまい の をた ベた ことはありません ね、』 


とそのお 客 は 言いました。 『よかったら、 このお いし 

い 牛乳 をもう 一杯 下さい。 そうすれば、 僕 はもう 殿様 

以上の 夕飯 をた ベ たこと になる でしよう。』 

今度 はフ イリ— モン 爺さんが 立 上って、 壺を 取り 上 

げ ました。 というの は、 彼はボ ー シス 婆さんが 彼に 小 

声で 話して 聞かせた 不思議な ことが、 一 体 本当な のか 

どうか 知り 度くな つたから でした。 彼 は 自分の 年取つ 

うそ 

た 妻が 噓の つける 人間で はない という こと、 そして、 

彼女が 本当ら しいと 思った ことで 間違って いたた めし 

は 殆どない という こと を 知っていました。 それにして 

も、 これ はまた あまりに 不思議な ことなので、 彼は自 


分の 目で、 それ を 突き止め てみたい と 思った のでした。 

だから、 彼 は壺を 手に 取った 時、 こっそりと 中 を のぞ 

いて 見て、 一滴 だって はいって いなかつ たので、 すつ 

かり 得心し ました。 ところが、 たちまち 壷の 底から、 

小さな 白い 泉が もくもくと 湧き出して 来て、 泡立った、 

いい 句い の 牛乳で、 壺の 口まで 一杯に なって しまい ま 

した。 フ イリ ー モンが、 驚いて その 不思議な 壺を 取り 

落さなかった のが、 めっけものでした。 

かたがた  おんみ  なに ぴと 

『不思議 をお あらわしになる 旅の 方々、 御身 達 は 何人 

であらせられます か？』 フ イリ— モン は、 さきに ボ— 

シスが 驚いた よりもな お 一層 驚いて、 そう 叫びました。 


『こうして 御 邪魔に 上った 客です よ、 フ イリ ー モン じ 

いさん、 そして あなたの 友達 さ、』 年上の 方の 旅人 は、 

どことなく やさしくて い て、 自然に 頭が 下る ような、 

おだやかな、 深味の ある 声で 答えました。 『わたしに 

も 牛乳 を 一杯 下さい。 そして この 壺が、 困って いる 旅 

人の ためと 同じく、 親切な ボ ー シスと おじいさんとの 

ために も、 決して 空になる ことのない ように！』 

もう 夕飯 も すんだ ので、 見知らぬ 人達 は 寝室へ 案内 

して ほしいと 言いました。 老夫婦 はもう 少し 彼等と 話 

をして、 自分 達の 感じて いる 不思議の 思い を 述べたり、 

貧弱な 夕飯が、 あんな 思い も よらない ような、 結構な、 


そして 十分な 御馳走と な つ た 喜び を 語 つ たりした いと 

思いました。 しかし、 彼等 は 年上の 方の 旅人の 威厳に 

打 たれて しまって、 物 を 訊いて みる 元気なん か 出 ませ 

ん でした。 そして、 フ イリ ー モンが クイック シ ルヴァ 

を 脇へ 引 張って 行って 一 体 どうして 古い 土 焼の 壷の 中 

へ 牛乳の 泉なん かが はいつ て 来たんで しょうと 訊く と、 

クイック シル ヴァは 彼の 杖の 方 を 指さし ました。 

『不思議の もとはす ベて あれなん です、』 クイック シ 

ルヴァ は 言いました、 『そして、 もしもお じいさんに そ 

れが 分ったら、 一 つ 教えて いただく と ありがたいです 

ね。 僕に も 自分の 杖の こと を 何とい つてい いか 分らな 


いんです。 それ は、 時々 僕に 夕飯 を 食べさして くれる 

かと 思う と、 また 時々 それ を 盗んで しまったり すると 

いうよう な、 変ない たずら を 始終 や るんで す。 僕が ま 

あそん な 馬鹿 気た こと を 信じる とすれば、 この 杖に は 

魔法が かか つてい ると でも 言います かね！』 

彼 は それ 以上 何も 言わないで、 ずるそう に 彼等の 顔 

を 見た ので、 彼等 は 何だか 彼にから かわれて いるよう 

な 気がしました。 クイック シル ヴァが 部屋 を 出て 行く 

と、 その 魔法の 杖 は、 彼の あとに ついて、 ぴ よん びよ 

ん 飛んで 行きました。 二人き りに なつてから も、 その 

老夫婦 は、 しばらく その 夕方の 出来事に ついて 語リ 


合って、 それから 床の 上に ごろり と 横にな つて、 ぐつ 

すリ 眠って しまいました。 彼等 は 寝室 を 客 達に ゆずつ 

ま 

てし まった ので、 そこの 板の間の ほかに 寝る ところ は 

なかった のです が、 僕 は その 板の間が 彼等の 心の よう 

にやさし く、 やわらか であ つ たこと を 心から 祈ります- 

おじいさんと おばあさんと は、 あくる 朝、 小 早く 起 

出し ましたが、 見知らぬ 人達 も、 お日様と 一し よに 起 

きて、 出発の 用意 をし ました。 

フ イリ— モン は 彼等に、 ボ ー シスが 牛の 乳 をし ぼつ 

て、 いろりで 菓子 を 焼いて、 それから 多分 いくつかの 

産みた ての 卵 を 見つけて、 朝飯の 用意 をす るまで、 も 


少し 出発 を 延ばす ようにと、 親切に すすめました。 し 

かし 客 達 は、 暑くなら ない うちに、 沢山 歩いて おいた 

方が いいと 考えた ようでした。 そんな わけで、 彼等 は 

すぐ 出発 するとい つてき きませんで したが、 その代り、 

フ イリ ー モンと ボ ー シスに、 少し 一し よに 歩いて、 ど 

ちらの 道 を 行けば いい か 教えて ほしいと 頼みました。 

そこで 彼等 四 人 は みんなで、 古くからの 友達の よう 

に 話合いながら、 家 を 出ました。 老夫婦が 知らず 識ら 

ずのうち に 年上の 方の 旅人と 親しくな り、 彼等の 善良 

単純な 心が、 まるで 二 滴の 水が 限りない 大海に とけ 込 

むように、 彼の 心に とけ 込む 有様 は、 本当に 不思議な 


位でした。 そして クイック シルヴ ァの方 は、 彼の 鋭い、 

さと 

敏ぃ、 冗談 好きの 頭の よさで 以て、 彼等の 心に ちょつ 

とで も 浮かぶ 考え は どんな 小さな もので も、 本人 達の 

気の つかない うちに 見抜いて しまう らしい のでした。 

彼等 も 流石に 時々 は、 クイック シル ヴァが こんなに さ 

とりが 早くなくて、 それに 巻きつ いた 蛇が 始終 身 をよ 

じ つ ている あの 不思議に いたずら 好きな 杖 も 打ち や つ 

てし まえばい いのに と 思いました。 かと 思う と、 彼等 

はまた、 クイック シル ヴァが あま リ 愛想が いいので、 

杖 も 蛇 も 一し よで いいから、 彼 を 毎日 朝から 晚 まで 喜 

んで 家に ひきとめて おきたい ような 気 もしました。 


『ああ！ ほんと にな あ！』 家 を 出て 少し 歩いて から、 

フ イリ ー モン は 叫びました。 『旅の 人に 親切 をつ くす 

ことが どんなに ありがたい ことかと いう ことが、 あの 

村の 者に 分り さえしたら、 彼等 とても 犬 を みんなつな 

いでし まって、 これから は 子供に 石 を 投げさせ るよう 

な こと はしないだろう に。』 

『あんな こと をす るなん て、 罪な、 恥ずかし いこと だ、 

 ほんと にそう だ！』 年取った ボ— シス は 激しく 言 

いました。 『そして わたし は 今日に も 出かけて 行って、 

村の 或る人 達 をつ かまえて、 彼等が どんなに いけない 

人間 かとい うこと を 言つ て やる つもりです！』 


『行って みたところで 誰も 家に いない かも 知れません 

よ、』 と クイック シ ルヴァ は、 ずるそう に 笑いながら 言 

いました。 

ちょうど その 時、 年上の 方の 旅人の 顔が、 おだやか 

でいながら も、 たいへん 真面目な、 きびしい、 おそろ 

しいば かりの 威厳 を 帯びて 来たので、 ボ— シス もフィ 

リ— モン も 一 言 だって 口 をき く 勇気が なくなって しま 

いました。 彼等 はまる で 空 を 見上げる ように、 おそる 

おそる 彼の 顔 を 見つめました。 

はらから 

『どんな 見すぼらしい 初対面の 人に でも、 同胞の よう 

な 気持 を 感じない 人間 は、 この 世に 生きて いる 値 打が 


ない。 この 世界 は、 人類と いう 大きな 同胞の 住むべき 

ところと してつ くられた の だから、』 とその 旅人 は、 ォ 

ル ガンの ような 深い 響き を 持った 声で 言いました。 

『それ はそうと、 おじいさんと おばあさん、』 クイック 

シル ヴァは 冗談と いたずら 気分た つ ぷり という 目つ き 

で 叫びました、 『あなた 方のお 話の、 その 村っての は、 

どこでした つけ？ どっちの 方に あるんで すかね？ 

一 向 その 辺に は 見えない ようです が。』 

フ イリ— モンと ボ— シスと は、 つい 昨日の 夕方まで 

牧場 や、 家 や、 庭 や、 木立 や、 子供達の 遊んで いる、 

広い、 街路樹の 植わった 通り や、 それから 商売 をした 


り、 楽しく 遊んだり して、 立派に 暮らして いるら しい 

様子な どが いろいろ 見えて いた 谷の 方に 振り向き まし 

た。 ところが、 彼等 は どんなに 驚いた ことでしょう。 

いつのまにか、 村ら しい もの はまる で 無くなつ ている 

ではありません か！ 村が その 底の 方に あった、 ゆた 

かな 谷 さえ も、 なくなって しまって いました。 その 代 

りに、 彼等 は 湖の、 広い、 青い 水面 を 見ました。 それ 

は 大きな 鉢の ようになった 谷の 端から 端まで 満たして、 

まるで 世の はじめから そこに あつたかの ように、 まわ 

りの 山々 の 静かな 姿 を、 その 中に うつして いました。 

ちょっとの 間、 湖 は 少しの 波 も 立てないで 静まり返つ 


ていました。 それから、 風が 少し 出て 来て、 水 を 朝日 

影に 踊らせ、 光らせ、 かがやかして、 さらさらと 快い 

音を立てて、 こちらの 岸に ぶつつ けました。 

その 湖 は、 妙に 見なれ たもの のよう な 感じが する の 

で、 老人 夫婦 はまった く 狐に つままれ たようで、 そこ 

に 村が あつたと いうの は 夢に 過ぎなかった かの ような 

気がしました。 しかし、 次の 瞬間に は、 彼等 は 無くなつ 

てし まった 民家 や、 そこに 住んで いた 人の 顔 や 性質 を、 

夢に して は あまりに はっきり 思い出しました。 村 はた 

しかに 昨日まで あつたの です。 そして 今 はもうな いの 

です ！ 


『ああ！ あの 村の 人達 は、 可哀 そうに、 どうな つた 

のでしょう？』 と、 心の やさしい 老夫婦 は 叫びました。 

『彼等 は、 もはや 男 や 女と して は 生きて いない、』 と、 

年上の 旅人 は、 荘重な、 深味の ある 声で 言い ましたが、 

その 時、 遠くの 方で、 雷が それに 応える ように ごろ ご 

ろと 鳴った ような 気がしました。 『彼等の ような 生活 

は、 何の やくに も 立たなかった し、 また ちっとも 美し 

いところ もなかった。 というの は、 彼等 は 人と 人との 

間の やさしい 愛情 を 働かして、 人間の 苦しい 運命 を や 

わらげ て、 少しで も 楽しい ものにしようと は 決してし 

なかった から。 彼等の 胸に は、 もっとい い 生活の 面影 


が 少しも 残って いなかった。 だから、 ずっと 前に あつ 

た 湖が、 再び ひろがって 来て、 ただ 空 を 映す というよ 

うな ことにな つ て しまったの だ！』 

『それから、 あのお ろかな 人達 はどうな つた かとい う 

とね、』 と、 クイック シル ヴァは 例の いたずら らしい 笑 

い 方 をして 言いました、 『みんな 魚に されて しまった 

のさ。 別に 大して 変える こと も 要らなかった、 という 

の は、 彼等 はもと から うろこの 生えた ような 下等な 奴 

等で、 また あれほど 冷たい 血 をした 人間 共 もなかった 

ん だから。 そんな わけ だから、 ボ— シスば あさん、 あ 

なた かお じいさん かが、 焼いた 鱒で も 食べた くな つた 


時には、 いつでもお じいさんが 糸 を 投げ込んで、 もと 

の 村人 達の 五六 尾 も 釣 上げれば いいんで すよ！』 

『ああ！』 ボ— シス は 身ぶ るいしながら 叫びました、 

『わたし は、 どんな ことがあっても、 彼等 を 焼 網に 乗せ 

たりした くありません！』 

『そうだ、』 と、 フ イリ— モン も、 顔をしかめて 附け加 

えました、 『わし 達 は 彼等 をう まが つ てた ベたり なん ぞ、 

どうして 出来る もの かね！』 

『善良な フ イリ— モンよ、』 年上の 旅人 は、 語 を 継いで 

言いました、 —— 『そして、 親切な ボ— シスよ、 —— 

お前 達に おいて は、 家 を はなれた 他郷 者 を、 かくまで 


心からの 親切 を こめて もてなした によって、 牛乳 は 神 

の 御酒の 尽きざる 泉と なリ、 黒パ ンと 蜂蜜と は 神のお 

口に かなう ものと なった。 かくして、 神々 は、 お前 達 

の 食卓に おいて、 ォ リン パスの 饗宴に 供えられ るのと 

同様の 食物で、 もてなし を 受けた。 年寄 達、 上出来で 

あつたな。 そこで、 何でもお 前 達の 一番の 望み をい う 

がよ い。 かなえて つかわす ぞ。』 

フ イリ— モンと ボ— シスと は 互に 顔 を 見合せ ました 

そして、 —— 二人のう ちの どっちが 口 をき いたの か、 

僕 は 知らないが、 とにかく 二人の 心の ねがい を 述べ ま 

した。 


『わたし 達が、 生きて いる 間 は、 一し よに 暮らして、 

死ぬ 時には、 一 しょに 死なせて 下さり ませ！ と 申し 

ますの は、 わたし 達 は 常に 愛し 合って まいり ましたの 

ですから！』 

『その 通りになる ように！』 と、 見知らぬ 人 は、 おご 

そかな やさし さ を 以て 答えました。 『さて、 お前 達の 

家の 方 を 見る がいい！』 

彼等 は 言われる ままに 家の 方 を 見ました。 しかし、 

大きく あけひろげた 玄関の ある、 白い 大理石の 高い 建 

すま い 

物が、 つい さっきまで 彼等の みすぼらしい 住居の あつ 

た 場所に 建って いるの を 見た 時の 彼等のお どろき は ど 


ん なだった でしよう！ 

『あれが お前 達の 家 だ、』 と 言って、 見知らぬ 人 は 彼等 

二人に やさしく ほほ 笑みました。 『お前 達が 昨晚、 わ 

れ われ を 見すぼらしい あばら やに 喜び 迎えた 時と 同じ 

ように、 物惜しみ する ことなく、 あの 立派な 家に はい つ 

てから も 人々 を 親切に もてなせよ。』 

老夫婦 は ひざまずいて 彼に お 礼を言おうと しました。 

しかし、 これ はどうした ことか！ 彼 も クイック シル 

ヴァ も、 そこにい ませんで した。 

こうして、 フ イリ ー モンと ボ ー シスと は、 その 大理 

石の 立派な 邸宅に はいって、 この 方面 を 通りかかる 人 


を、 だれかれ の 差別な く 喜ばせ、 楽しませる こと を、 

自分 達 もこの 上な く 満足に 思って、 日 を 送りました。 

それから、 言い 忘れて はならない こと は、 あの 牛乳 壺 

が、 一杯に なって くれれば いいな あと 思う 時 は、 いつ 

でも 一杯に なって、 決して 空つ ぼになる ことがない と 

いう 不思議な 力 を、 いつまでも そのまま 持って いた こ 

とです。 正直な、 機嫌の いい、 けちけ ちしない 客が、 

その 壺の 牛乳 を 飲む と、 それ はいつ でもき まって、 こ 

れ までに 飲んだ こと もない ような、 おいしくて、 元気 

のつ く 牛乳でした。 しかし、 もしも 機嫌の 悪い、 不愉 

决 な、 けちんぼう がそれ をす すったら、 大抵 はむ ず か 


しいし かめつ 面 をして、 この 壺の 牛乳 はすっぱ いとい 

うにき ま つ ていました。 

その 老夫婦 は、 こんな 風に して、 長い 長い間 その 邸 

宅に 暮らして、 だんだん 年を取って、 大変な 年寄に な 

りました。 ところが、 とうとう 夏の 或る 朝の こと、 い 

つもなら ば 二人の やさしい 顔に、 同じような、 親切な 

微笑 を 一杯に 浮かべて、 ゆうべから 泊まって いる 客 を 

朝飯に 呼びに 来る のに、 その 姿が 見えませんでした。 

くま 

客 達 は、 その 広い 邸宅の 上から 下まで、 隈なく 捜して 

みました が、 まるで 駄目でした。 しかし、 いろいろと 

頭 を ひねった 末、 彼等 は 玄関の 前に、 二 本の 古い 木 を 


見つけました。 昨日まで、 誰も そんなと ころに 木の 生 

えてい るの を 見た 覚えはなかった のです。 それでも、 

それらの 木 は、 根 を 深く 土に おろして 生えて いて、 そ 

の 大きく ひろがった 枝葉が、 邸宅の 正面 一杯に 影 を 落 

していました。 一本 は 樫の 木で、 他の 一本 は 菩提樹で 

した。 両方の 木の 大きな 枝 は、 互にから み 合い、 抱き 

合って、 ちょうど 二 本の 木が 別々 に 生えて いるので は 

なくて、 お 互の 胸に よりかかって 生えて いると いった 

具合な のです が、 —— それが、 見た目に、 いかにも 不 

思議な、 美しい ものでした。 

これまでになる には少 くと も 百年 はかかった ろうと 


思われる これらの 木が、 どうして 一 晚 のうちに こんな 

に 高く、 古くな つた もの かと 客 達が おどろいて いると、 

俄かに 風が 吹いて 来て、 二 本の 木の、 からみ 合った 大 

きな 枝 を ゆり 動かしました。 そして、 まるで その 二 本 

の 不思議な 木が 物 を 言って いるよう に、 空中で、 深い、 

ささや 

は つ きりした 囁 きが 聞え ました。 

『わし は 年取った フ イリ— モンです！』 と 樫の 木 は 囁 

きました。 

『わたし は 年取った ボ— シスです！』 と 菩提樹 は 囁き 

ました。 

しかし、 風が もっと 強くな つて 来る と、 二 本の 木 は 


一 しょに —— 『フ イリ— モン！ ボ— シス！ ボ— シ 

ス！ フ イリ ー モン！』  と、 まるで 一 身 同体 〔# 

二 身 同体」 は ママ〕 となって、 お 互の 心の奥底で 語り 

合って いるよう に、 言いました。 あのい い 老夫婦が 若 

返って、 フ イリ— モン は 樫の 木に、 ボ— シス は 菩提樹 

になって、 これから また、 静かな、 うれしい 百年 程の 

間 を 送ろうと している の だとい うこと は、 いわず とも 

知れた ことでした。 おう、 それから、 彼等 は 何とい う 

親切な 蔭 を まわりに 投げ かけた ことでしょう！ 旅人 

がその 下に 休んだ 時には いつでも、 頭の 上の 葉が 気持 

よく 囁く の を 聞いて、 その 音が また どうして 次の よう 


な 言葉に よく 似て いるの か を 不思議に 思いました —— 

『ようこそ、 ようこそ、 旅のお 方、 ようこそ！』 

そして、 どういう こと を すれば、 ボ— シスば あさん 

とフ イリ— モン じいさん とが 一 番喜 ぶか を 知っていた 

どこかの 親切な 人が、 両方の 木の 幹の まわりに、 円く 

腰掛 をつ くりました。 それから ずっとの ちまで、 長い 

間、 疲れた 人 や、 おなかの へった 人 や、 喉の 渴 いた 人 

などが そこへ 来て、 いつも 休んで は、 不思議の 壷から、 

たんのう 

堪能す る ほど 牛乳 を 飲みました。 

そして 僕 は、 われわれ みんなの ために、 その 壷が、 

今、 ここに あ つ たら、 どんなに い いだろうと 思います！ 


丘の 中腹 

—— 話の あとで —— 

『その 壺は、 どれく らいはい つたの？』 とス ウイ— ト- 

フ  ァ— ンは 尋ねた。 

『 一 リットル くらいし か、 はいらなかった さ、』 学生 は 

答えた、 『しかし、 その 中から どんどん 牛乳 を あけて、 

大樽 一杯に しょうと 思えば、 出来たん だよ。 本当に、 

それ はいくら でも 湧いて 来て、 真夏に なっても、 から 

からになる ような ことはなかった のさ、 —— この 丘の 


中腹 を さ さやき 流れる、 向う の 小さな 谷川で もそう は 

行かない かも 知れない ね。』 

『そして、 その 壺は、 今 はどうな つてる の？』 小さな 

男の子 は 尋ねた。 

『惜しい ことに は、 それ は 二 万 五 千年ば かリ 前に、 こ 

われて しまったの、』 従兄 ュ— ス タス は 答えた。 『それ 

を みんなが 出来るだけ うまく 修繕し たんだけ どね、 牛 

乳 はどうに か 入れて おく こと は 出来ても、 もう それ か 

ら という もの は、 ひとりでに 一杯になる という こと は 

決して なくなって しまったの。 だからね、 ひびの は 

いった 普通の 土 焼の 壷と、 ちっとも 変らない ものに 


な つ てし まった のさ。』 

『ああつ まんない！』 と、 子供達 は 一斉に 叫んだ。 

犬の ベン は、 もっともらしい 顔 をして、 一行のお 供 

をして いたが、 今日は、 ニュ— フ アウン ド ランド 種の 

大分 大きくな つた 仔犬 も 一し よに お供 をして いた。 こ 

の 方 は、 ちょうど 熊の ように 黒かった ので、 熊 公の 名 

で 通って いた。 ベン は 相当 年 も 取って いたし、 たいへ 

ん 用心深い たちで もあった ので、 従兄 ュ— ス タス は、 

四 人の 小さな 子供達に 何事 もない ように、 番をする た 

め、 御苦労ながら 彼等の 傍に 居残って もらう ことにし 

た。 黒い 熊 公の 方 は、 それ 自身が まだ ほんの 仔犬 だか 


ら、 子供達に、 めちゃに じゃれつ いて、 彼等の 足に か 

ら みつ いて、 山から ごろごろと ころがり 落ちさせたり 

して はいけ ない というので、 ュ ー ス タス は 自分で 連れ 

て 行く のが 一 番 いいと 思った。 カウス リップと ス 

ウイ— ト. ファ ー ンと ダン デ ライアンと ス クオ ッ 

シュ • ブロッサム とに、 ここにお いて 行く から、 なる 

ベく じっと 坐って 待って いるよう にと 注意して、 ュ— 

ス タス は プリム ロウズ その他の 大きい 方の 子供達 をつ 

れて、 また 丘 を 登り はじめた が、 まもなく 木立の 中へ 

消えて 行った。 


禿げた 頂上 

—— 「カイミ ァラ」 の 話の 前に —— 

ュ ー ス タス • ブ ライトと 連れの 子供達と は、 急な、 

森に なった 丘の 中腹 を、 どんどんと 上の 方へ 登って 

行った。 木 はま だ 青葉に はなって いなかつ たが、 芽 は 

既にう すい 影 を 落す くらいに は 萌え出て いて、 一面に 

日の 光 をう けて 緑色に 輝いて いた。 古い、 茶色の 落葉 

うず 

に 半ば 埋まった、 苔む した 岩が あった。 ずっと 以前に 

倒れた ままの 場所に、 長々 と 横たわつ ている 腐った 木 


の 幹が あった。 冬の 嵐に 振り落されて、 そこら 中に 散 

らばって いる 朽ちた 大きな 枝が あった。 そうした いろ 

いろの もの は、 大変 古く 見えて いる にもかかわらず、 

森 はや はり、 今生れ 出た ばかりの 生命の 姿だった。 と 

いきいき 

いうの は、 どっちへ 目 を 向けても、 生々 とした、 緑色 

の ものが 芽 を 吹いて いて、 今にも 夏 を 迎えよう として 

ヽ こ.； * フ o 

レた 力、 り 

とうとう、 ュ— ス タスと 子供達と は、 森の 上の はず 

れ まで 迪 りついて、 ほとんど 丘の 頂上へ 来た こと を 

知った。 この 丘の 頂上 は、 尖った 峰で もな く、 大きな 

まるみ  てっぺん 

円味 を 持った 天辺で もな く、 かな リ 広い 平地、 つまり 


高台に なって いて、 少し 向う の 方に、 納屋の ある 家が 

一軒 建って いた。 その 家に は、 世の中と はかけ はなれ 

たような 一家 族が 住んで いた。 そして、 雨 を 降らした 

ふぶき  わび 

り、 谷間に 吹雪 を 積ら せたり する 雲が、 この 佗しい、 

淋しい 住居よりも 下の 方に かかる こと もめず らしくな 

かった。 

丘の 一番 高い ところに は 石が 積んで あって、 その ま 

ん 中に 長い 棒 を 立て、 その 棒の さきに は、 小さな 旗が 

ひるがえ つていた。 ュ— ス タス は 子供達 を そこへ 連れ 

て 行って、 彼等に、 四方 を 眺めて、 われわれの 住む 美 

ひとめ 

しい 世界が どんなに 広く 一目で 見渡せる か、 まあ 見る 


がいいと 言った。 そして、 子供達 は 四方の 景色 を 見て、 

目 を まるくした。 

南の 方に 見える モニュメント 山 は、 相 変らず 景色の 

中心に はな つ ていたが、 何だか、 低く 落ち込んで しま つ 

て、 今では 沢山の 丘の かたま リ のうちの、 あまり 目立 

たない 一 つのよう な 気がした。 その 向う に、 タコゥ 

ニック 山脈が、 今までよりも、 高く、 大きく 見えた。 

われわれの きれいな 湖が、 その 小さな 湾 や 入江 をす つ 

かり 見せて いた。 そして、 それ 一 つ だけで はなく、 今 

あお 

まで 見た ことのない 湖が 二つ 三つ、 太陽に むかって 碧 

い 眼 を あけて いた。 それぞれ 教会堂の ある、 いくつか 


の 白い 村が、 遠くの 方に 散らばつ ていた。 幾 町歩 も あ 

る 森林 や、 牧場 や、 草 刈 場 や、 耕地な どの ある 農家が、 

あまり 沢山 あるので、 子供達の 頭 は 一杯に なって し 

まって、 そうした いろいろの もの を、 みんな 詰め込み 

きれない ほどだった。 それから また、 彼等が 今日まで 

世の中の とても 大切な 頂上の ように 思って いた、 タン 

グル ウッドが あった。 それが、 こうして 見る と、 ほん 

のちよ つと した 場所 を 占めて いる だけな ので、 その 

在処を 見つける までに は、 とんだ 遠方 を 眺めた リ、 右 

や 左 を 見たり して、 みんなで 相当 長い間 捜した の だつ 

た。 


白い、 羊の 毛の ような 雲が 空に 浮かんで、 山野の こ 

こかし こに、 黒い 影 を 投げて いた。 しかし、 まもなく 

影に なって いたと ころに 陽が 当って、 影 は ほかのと こ 

ろへ 移って 行った。 

はるか 西の方に、 青い 山脈が 見えて いたが、 ュ ー ス 

タス. ブライト は、 それが キヤ ツッキ ルの 山々 だと 子 

供 達に 教えた。 あの ぼんやりと かすんだ 山の 中に、 幾 

人 かの 年取った オランダ 人が、 いつ 終る とも 知れない 

九 柱戯を やって いたと ころがあって、 また リップ. ヴァ 

なまけもの 

ン • ウィンクル という 怠 者が、 一 一十 年 もぶ つ 続けに 

眠った というの も そこ だと 彼 は 話した。 子供達 はュ ー 


ス タスに、 その 不思議な 事柄に ついて、 すっかり 話し 

て くれと 熱心に 頼んだ。 しかし その 学生 は、 その 話 は 

もう、 前に 一度 話した 人が あって、 それ 以上 上手に は 

またと 誰も やれない くらいで、 それが 「ゴ— ゴンの 首」 

や 「三つの 金の 林檎」 その他の 不思議な 伝説 ほど 古く 

ひとこと 

なる まで は、 誰に も その 一 言 だってつ くり 変える 権利 

はない の だと 答えた。 

『でも、』 と ペリ ウィンクル は 言った、 『あたし 達が こ 

こで 休んで、 方々 を 眺めて いる 間に、 あなた は 御 自分 

でつくった、 ほかの 話 をして 下さる くらいな こと は 出 

来る でしよう。』 


『そうよ、 ュ ー ス タスに いさん、』 と プリム ロウズ は 叫 

んだ、 『あたし あなたが ここでお 話 をして 下さる よう 

におす すめす る わ。 何 か 高尚な 題 を 考えて、 あなたの 

空想が そこまで 行けない もの か、 ためして ごらんな さ 

い。 多分 山の 空気が 今日に 限って 特別に あなた を 詩的 

にす ると 思う わ。 そして、 そのお 話が、 どんなに 変つ 

た、 不思議な もので も かまいません。 あたし 達 はこう 

して 雲の 中に いるんだ から、 どんな ことで も 信じる こ 

とが 出来ます わ。』 

『じ や、 昔、 翼の 生えた 馬が いたなん てこと を 本当に 

出来る？』 とュ ー ス タス は 尋ねた。 


『ええ、』 と 生意気な プリム ロウズ は 言った、 『しかし、 

あなた はとても それ をつ かまえられそう もない 気がす 

る わ。』 

『それく らいな こと はなんだ、 プリム ロウズ、』 と 学生 

は 答えた、 『僕 は 多分 ぺガ ッサス をつ かまえる こと は 

出来そう だ。 その上、 僕の 知っている 十 人 以上の 人物 

に 負けない くらい 上手に、 それに 乗る こと も 出来そう 

だな。 とにかく、 ぺガ ッサス についての 話が あるんだ。 

そして、 ほかの どんなと ころよりも、 その 話 をす るに 

は、 こうした 山の 上がい い。』 

そこで、 彼 は 積んで ある 石の 上に 腰をおろし、 子供 


達 は その 下に かたまって、 ュ ー ス タス は、 近く を 飛ん 

で 行く 白い 雲 を じっと見つ めながら、 次のように 話し 

はじめた。 


カイミ ァラ 

古い、 古い 昔の こと (というの は、 僕が お 話す るよ 

うな 不思議な こと は みんな、 誰も 覚えて いないよ うな 

大昔に 起った ことです から)、 不思議の 国、 ギリシャの 

或る 丘の 中腹から、 一 つの 泉が 湧き出て いました。 そ 

して、 何千 年 も たった今 日で も、 やはり それ は 全く 同 

じ 場所から 湧き出て いる こと だろうと 僕 は 思います。 

とにかく、 その 気持の いい 泉が、 金色の 入日 をう けて、 

こんこんと 湧き出して、 きらきらと 光りながら 丘 を 流 


れ 下りて いると、 ビレラ フォンと いう 立派な 青年が そ 

みずぎわ 

の 水際に 近づいて 来ました。 彼 は その 手に、 光リ かが 

やく 宝石で 飾って、 金の くつ わ をつ けた 馬勒を 持って 

いました。 その 泉の そばに は、 一人のお じいさんと、 

中年の 男と、 小さな 男の子と、 それから また、 瓶で 水 

を 汲んで いる 娘と がい ましたが、 それ を 見る と、 彼 は 

立 止まって、 水 を 一杯 御馳走して 下さいと 頼みました。 

『これ は 大変お いしい 水です ね、』 彼 は その 娘から 瓶 

を 借りて 水 を 飲んで から、 それ をす すいで、 水 を 一杯 

入れながら 言いました。 『この 泉に 何 か 名が あるか ど 

うか、 僕に 教えて くれません か？』 


『名 は ございます。 ピリ— 二の 泉と いって、』 と 娘 は 

答えて、 それから つけ 加えて 言いました、 『このき れい 

な 泉 は、 もとは 美しい 女でした が、 彼女の 息子が 女獵 

人 ダイ アナの 矢に 当って 死んだ 時、 その 女が 溶けて 

すっかり 涙と なって しまったの だと、 私のお ば あさま 

が 申して おりました。 ですから、 あなたが それほどつ 

めたくて おいしい とお 思いに なるこの 水 も、 実は その 

可哀 そうな 母親の 心の 悲しみなん です！』 

『どくどくと 噴き出して、 蔭から 日向へ と 嬉しそうに 

踊って 行く ように 流れる こんなに きれいな 泉が、 その 

中に 一滴の 涙で も 含んで いよう なんて、 僕 は 夢にも 思 


わなかった な あ！』 見知らぬ 青年 は 言いました、 『それ 

でつ まり、 これが ピリ—  二の 泉なん です ね？ きれい 

な 娘さん、 この 泉の 名 を 教えて 下さって、 どうも あり 

がとう。 僕 は 遠い 国から、 実は ここ をたず ねて 来たん 

です。』 

この 泉の 水 を 飲ませる ために 牝牛 を つれて 来て いた 

中年の 田舎者が、 若い ビレラ フォンと 彼が 手に 持って 

いる 立派な 馬勒と を、 じっと見つ めました。 

『お前さんの 土地 じ や、 川の 水が 減って しまったんだ 

ね、 にいさん、』 彼 は 言いました、 『こんなに 遠くまで、 

ピリ ー 二の 泉 を 見つける だけの ことで、 やって来な 


さった ところ を 見る とね。 しかし、 一体、 お前さん は 

馬に 逃げられ なさった かね？ お前さん、 手に 馬勒を 

持って いなさる じ やない か。 それ も 二列に、 光った 宝 

石の ついた、 きれいな 品 だ。 もしも 馬が、 その 馬勒み 

たいに 立派な ものなら、 それに 逃げられた お前さん は、 

随分 気の毒な 方 だ。』 

『馬なん かなく しゃしません よ、』 ビレラ フォン はに つ 

こリ 笑って 言いました。 『しかし、 僕 はちょう ど、 大変 

名高い 馬 を 捜して いると ころなん です。 かしこい 人達 

が 僕に 教えて くれたと ころに よると、 その 馬が、 何処 

かにい ると すれば、 この辺に ちがいない というの です。 


翼の ある 馬ぺガ ッサス が、 あなた 方の 祖先の 時代に よ 

くこの 辺に あらわれ たように、 今でも やはり やって来 

るか どうか、 御存じです か？』 

しかし、 これ を 聞く と、 その 田舎の 人 は 笑い出し ま 

した。 

君達のう ちに は、 多分、 この ベガ ッサス というの は、 

しゅんめ 

美しい 銀色の 翼 をした、 真白な 駿馬で、 大抵 はへ リコ 

いただき 

ン 山の 頂 で 暮らして いるの だとい うこと を 聞いた 人 

が あるでしょう。 それ は 空中 を 飛ぶ 時、 雲の 中まで も 

舞 上る ほどの どんな 鷲に も 負けない くらいに、 荒く、 

速く、 身軽でした。 世の中に、 これほどの もの は、 ほ 


かにありませんでした。 それ は 仲 間もなく、 また それ 

に 乗ったり、 馬勒を かけたり して、 主人と なった 人 も 

まだありませんでした。 そして、 長年の 間、 それ は ひ 

とりきり で、 幸福に 暮らして いました。 

おう、 翼の ある 馬に なったら、 どんなにす ばらしい 

いただき 

でしよう！ ベガ ッサス は 事実、 夜 は 高い 山の 頂 に 

眠り、 昼間 は 大方、 空中 を 飛び 廻って いて、 ほとんど 

地上の ものと は 思えませんでした。 それが 人々 の 頭上 

高く、 銀色の 翼に 陽 をう けて 飛んで いるの を 見る と、 

それ は 空の もの だとい う 気がした でしよう し、 また 少 

し 低く 降りす ぎた 時には、 地上の 霧 や 雲に ふみ 迷って、 


帰りの 道 を 捜して いるの だと 思われた ことでしょう。 

それが 白く 光った 羊の 毛の ような 雲の まん 中へ 飛び込 

んで 行って、 ちょっとの 間 その 中に 姿を消し たかと 思 

うと、 今度 は 反対の 側から 飛び出して 来る の を 見て い 

ると、 実にき れいでした。 また、 陰気な 雨風に なって、 

空が 一 面の 灰色の 雲に おおわれ ている 時、 この 翼の あ 

る 馬が まっすぐに 雲 を 突き抜けて 下りて 来て、 その あ 

とから 雲の上の 嬉しい 光が さすよう な ことが 時々 あり 

ました。 次の 瞬間に は、 もっとも、 ベガ ッサス も その 

嬉しい 光 も 一し よに、 消え去って しまう のでした が。 

しかし、 運よく この 不思議な 光景 を 見た 人 は 誰でも、 


その後 一日中、 嵐の つづいて いる 間 は、 愉快な 気持に 

なりました。 

夏の 時分、 この 上 もない 上天気の 日に は、 ぺ ガッサ 

スは よく 地上に おりて 来て、 その 銀色の 翼 をた たんで、 

気晴らしに、 丘 や 谷 を 越えて、 風の ような 速さで 駆け 

る ことがありました。 ほかの どこで よりも、 ピリ ー 二 

の 泉の 近くで、 おいしい 水 を 飲んだり、 岸の やわらか 

い 草の 上に ころがったり している 姿が、 度々 見られ ま 

した。 時々、 その上に (でも ベガ ッサス は 大層た ベ も 

のが やかましい 方でした から)、 たいへんお いしいう 

まご やしの 花で も あると、 ちょっと だけ 食べて みたり 


しました。 

だから、 今の 人達の 犬お じいさん 達が、 若くて、 翼 

の ある 馬が いると いう こと を 信じて いた 間 は、 美しい 

ひとめ 

ぺガッ サスを 一目 見たい と 思って、 ピリ ー 二の 泉へ と 

いつも やって来た ものでした。 しかし、 近年で は、 ぺ 

ガッ サスは ほとんど 姿 を 見せませんでした。 実際、 そ 

の 泉へ 三十 分 以内で 行ける くらいな 範囲に 住んで いる 

土地の人 のうちに も、 ぺガッ サスを 見た こと もな けれ 

ば、 また そんな ものが 本当にい ようと は 思わない とい 

うような 人達が 沢山 ありました。 ビレラ フォンが 話し 

かけた 田舎の 人 は、 ちょうど この、 信じない 方の 人達 


のうちの 一 人だった のです。 

そして、 その 男が 笑い出し たわけ も、 そこにあった 

のでした。 

『ぺガ ッサス だって、 へ ー え！』 その 男 は 平べ つたい 

鼻 を 出来るだけ 高く 上に 向けながら 叫びました、 『ぺ 

ガ ッサス だって、 へ— え！ 翼の 生えた 馬、 なるほど 

ね！ ほんと に、 お前さん、 正気です かい？ 馬に とつ 

て、 翼が なんの 役に立ちます かい？ そんな 馬が、 う 

すき 

まく 鋤 を 引 張る ことが 出来る と、 お前さん は 思います 

かい？ 尤も、 多少 は 蹄鉄の 儉 約に はなり ましょう。 

うまや 

その代りに、 厩の 窓から 飛び出されたり、 —— そう、 


ちょ つと 水車 場まで 乗つ て 行こうと 思って いるのに、 

雲の上へ 持って行かれて しまった りしたら、 どんな 気 

がします かな？ いや、 いや！ わし は ベガ ッサス な 

んて 信じません よ。 そんな 鳥のお 化みたい な、 おかし 

な 馬なん て あり やしません よ！』 

『僕 はそう ではない と 考える わけが あるんで す、』 と 

ビレラ フォ ンは 静かに 言いました。 

それから 彼 は、 杖に よりかかって、 首 を 前に 突き出 

しらが 

して、 了 心に 二人の 話に 耳 を 傾けて いた 白髪の じい さ 

んの 方に 向きました。 その じいさんが、 片手 を 耳に 当 

てて いたの は、 一 一十 年 このかた、 耳が だんだん 遠くな つ 


て 来て いたから でした。 

『そして、 おじいさん、 あなたの 御意 見 は？』 と 彼 は 

尋ねました。 『あなたの 若い 時分に は、 きっと その 翼 

の 生えた 馬 を 度々 ごらんに な つたに ちが いないと 思う 

んで すが！』 

『ああ、 若い 旅の 人、 わし は 覚えが 悪うな つてな！』 

とそのお じいさん は 言いました。 『もしも わしの 記憶 

に 間違いがなければ、 わし は 若い 時分に、 いつも、 そ 

んな 馬が いるものと 思って いたし、 ほかの 者 もみん な 

そう 思って いました よ。 しかし 今では、 どう 考えて い 

いやら ちょっと 分らない し、 第一、 翼の ある 馬の こと 


なんか、 あま リ 考え もしません よ。 もしも わしが それ 

を 見た ことがあった にしても、 ずっとず つと 前の こと 

だし、 それに、 本当の こと をい うと、 実際に 見た のか 

どうか も 怪し いんです。 尤も、 或る日、 まだ 極く 若い 

ひづめ 

頃、 この 泉の 岸の まわりに、 いくつかの 蹄の 跡 を 見た 

こと は 覚えて いますよ。 それ も、 ぺガッ サスの 蹄の 跡 

かも 知れない し、 また ほかの 馬の 蹄の 跡 かも 知れ ませ 

ん がね。』 

『そして、 美しい 娘さん、 あなた は ぺガッ サスを 見た 

ことはありません か？』 水瓶 を 頭に のせて、 彼等の 話 

を 傍で 聞いて いた 娘に、 ビレラ フォン は 尋ねました。 


『もしも 誰か 見る ことが 出来る ものと すれば、 ぱ つち 

リ とした 眼 をして いる あなたが、 きっと ぺガッ サスを 

見そう な ものです がね え。』 

『私、 いっか ぺガッ サスを 見た ように 思いました、』 そ 

の 娘 は、 にっこり 笑って 頰を 染めながら 答えました。 

『それ はぺガ ッサス だった か、 それとも 大きな 白い 鳥 

だった か 知りません が、 とにかくず うつと 上の 方 を 飛 

んで いました。 それから また、 別な 時に、 瓶 を 持って 

この 泉へ 来る と、 馬の いななきが 聞え ました。 おう、 

それ は どんなに 元気な、 響の い い 声 だ つたでしょう！ 

それ を 聞いて、 私の 心 は 喜びに おどり 上りました。 そ 


のく せ、 私 はび つくりして しまって、 瓶に 水 を 汲み も 

しないで、 家へ 逃げて 帰りました。』 

『それ はほんと に 残念でした ね！』 ビレラ フォン は 言 

いました。 

それから 彼 は 子供の 方に 向きました。 子供が いた こ 

と は、 話の はじめに もちよつ と 言い ましたが、 彼 は 子 

供が よその 人 を 見る 時に よくやる ように、 赤い ロを大 

きく あけて、 じっと ビレラ フォン を 見つめて いました _ 

『ええ、 坊や、』 と、 彼の 巻毛の 一 つ を 冗談に 引 張りな 

がら、 ビレラ フォン は 言いました、 『君 は 翼の 生えた 馬 

を 幾度 も 見たん じ やない かね？』 


『見た よ、』 と、 待ち かまえて いたよう に、 子供 は 答え 

ました。 『僕 は 昨日 も それ を 見た し、 その 前に だって 

幾度 も 見た よ。』 

『君 は なかなか いい 子 だ！』 ビレラ フォン は 彼 を 近く 

引きよ せながら 言いました。 『さあ、 その 話 をす つか 

リ 聞かして くれた まえ。』 

『あのう、 僕ね え、』 子供 は 答えました、 『泉で おもちゃ 

の 舟 を 走らしたり、 底から きれいな 小石 を 拾ったり し 

に、 よくこ こへ 来 るんだ。 そして、 水の 中 を 見て いる 

と、 そこに 映って いる 空の 影の 中に、 時々、 翼の 生え 

た 馬の 姿が 見える よ。 僕 は、 それが おりて 来て、 僕 を 


背中に 乗せて、 お 月 様まで 飛んで 行って くれる といい 

と 思うな あ！ しかし、 僕が その 方 を 見ようと して、 

ちょっと からだ を 動かしても、 もう それ は どこか 遠く 

の 方へ 飛んで 行って しまって、 見えな いんだ。』 

そして ビレラ フォン は、 荷馬車 を ひく 馬し か 知らな 

いような 中年の 田舎者 や、 若い 時分の 美しい もの を 忘 

れて しま つ たお じいさん などの 言う ことよりも、 水に 

映った ベガ ッサス の 姿 を 見た という 子供と、 それが 大 

変い い 声で いななく の を 聞いた という 娘と を 信じ まし 

た。 

そこで 彼 は、 その後 幾日も 幾日も、 ピリ—  二の 泉の 


辺へ、 始終 出かけて 行きました。 彼 は 翼の ある 馬の 水 

にう つる 姿 か、 或は その 不思議な 実物 を 見たい と 思つ 

て、 絶えず 注意 をして、 空 を 見上げて いるか、 でな け 

れば 水の 中 を 見下して いました。 彼 は 光った 宝石と 金 

のく つ わとの ついた 馬勒 を、 用意の ために、 いつでも 

手に 持って いました。 近くに 住んで いて、 牛 を つれて 

泉の 水 を 飲ませに 来る 田舎の 人達 は、 度々 気の毒な ビ 

レ ラフォン を あざ笑ったり、 時には 彼 を 責めた リ しま 

した。 彼等 は ビレラ フォンに、 彼のよう な、 いいから 

だ をした 若者 は、 そんなつ まらない ことに、 暇 をつ ぶ 

していないで、 もっと 立派な 仕事 をす るの が 本当 じ や 


ないかと 言いました。 彼が もしも 馬が 入用なら、 馬 を 

売って やろうと 彼等 は 言いました。 ビレラ フォ ンが馬 

なんか 買わない といって ことわる と、 彼等 は、 それな 

ら 彼の 立派な 馬勒を 売らせようと かかりました。 

田舎の 子供達 までが、 ビレラ フォン を 大変な 馬鹿 だ 

と 思 つ てし ま つ て、 彼の 真似 をして ふざけ 散らして、 

失敬に も、 彼が それ を 見て いても、 聞いて いても、 一 

向平 気でした。 たとえば、 一 人の 小さな 男の児 は、 ぺ 

ガッ サスの 飛んで いると ころ だとい つて、 思い切り 変 

てこな 恰好 をして 跳ね 廻り、 その あと を、 彼の 学校 友 

達の 一人が、 ビレラ フォンの 飾った 馬勒を あらわして 


いるつ もりの、 蒲の よじった もの を 一本 持って、 ばた 

ばた と 追つ かけました。 しかし、 そうした 意地悪 小僧 

達が みんなで、 その 見知らぬ 青年 を 苦しめる 以上に、 

あの、 水の 中に ぺガッ サスの 影 を 見た という、 おとな 

しい 子供が、 彼 を 慰めて くれました。 この 可愛い 少年 

は、 遊んで いる 時には、 よく 彼の 傍に 来て 坐って、 

ひとこと 

一 言 も 口 をき かないで、 実に 無邪気な 本気 さで、 泉の 

中 を 見下したり 空 を 見上げた りして いるので、 ビレラ 

フォン も 元気が 出て 来る の を 感じない わけに 行き ませ 

ん でした。 

さて 君達 は、 どうして ビレラ フォンが 翼の ある 馬 を 


つかまえよう としたか、 その わけが 聞きたい というで 

しょう。 そして、 そのこと について 話 をす るのに、 彼 

が ぺガッ サスの 現れる の を 待って いる 間 ほど、 いい 機 

会 はありますまい。 

もしも 僕が ビレラ フォンの 今までの 冒険 をす つかり 

お話しし ていたら、 それだけで 結構 長い 長い 話に なつ 

てし まう でしよう。 だから、 ただ、 アジアの 或る 国に、 

カイミ ァラ という おそろしい 怪物が 現れて、 今から 日 

が 暮れる までの 間に はとても 話し 切れない ほどの 害 を 

していた という だけで 沢山でしょう。 僕が 読んだ うち 

でも 一番い い 本に よると、 この カイミ ァラ というの は、 


今までに 土から うまれた 生き物の 中で も、 断然とまで 

は 行かな くと も、 おおよそ 一番み にくい、 有毒な 動物 

で、 また 最も 奇妙 不可思議で、 相手に 廻して これほど 

厄介な もの はなく、 逃げよう にも なかなか 逃げられな 

しろもの 

い 代物でした。 それ は 尻尾が うわばみ みたいで、 胴体 

は 何 に似てい ると い つ ていい か 分らない ような 恰好で 

頭 は 三つに なって いて、 その 一 つ は 獅子、 二番目 は 山 

羊、 三番 目 は おそろしく 大きな 蛇に なって いました。 

そして、 熱い 火の 息が、 それぞれ 三つの 口から 燃え 出 

していました！ 地上の 怪物です から、 翼が あつたか 

どうか は 知りません。 しかし、 翼が あつたに せよ、 な 


かった にせよ、 それ は 山羊 や 獅子の ように 走り、 蛇の 

ようにの たくる という 風に して、 それら 三つの もの を 

全部う まく 一  しょに したくら い 速く 動き まわりました- 

おう、 この 兇悪な 動物 は、 実に 限りない 害 をし まし 

いぶき 

た！ その 燃える 息吹で 以て、 それ は 森林 を 火の 海と 

化し、 穀物 畑 を 焼き 尽し、 あまつさえ、 村 を も、 垣根 

や 家 もろともに 焼き払いました。 そして あたり 一 帯 を 

焼 野原と してし まって、 その上、 人間 や 動物 を 丸呑み 

かまど 

にして おいて、 それから 腹の 中の 竈で 料理 をす るの 

でした。 おそろし いではありません か、 君達！ 僕達 

はお 互に、 カイミ ァラ のよう な ものに 出 あいたくない 


ものです ね。 

この 憎むべき けもの (無理に も それ をけ ものと 云え 

ると すれば) が、 いろいろ こうした 恐ろし いこと を やつ 

ている 最中に、 ちょうど ビレラ フォンが、 その 国の 王 

様 を 訪ねて やって来ました。 その 王様の 名前 は アイ ォ 

パティ ー ズ といい、 治めて いる 国 は リシ ァ といい まし 

た。 ビレラ フォン は 世に も 勇ましい 青年の 一人で、 彼 

の 何よりの 望み は、 世界中の 人に ほめられ、 愛される 

ほどの 勇ましい、 そして 世の ため 人の ためにな るよう 

な 手柄 を 立てる ことでした。 その 時代に は、 青年が 名 

を あらわす ために は、 彼の 国の 敵と 闘う か、 悪い 巨人 


か、 厄介な 大蛇 か を 向う に 廻す か、 それとも 他に それ 

以上 危険な 相手が 見つからない 時には、 野獣 を 退治て 

見せる とかす る ほかありませんでした。 アイ ォバ 

ティ ー ズ王 は、 この 若い 客人の 勇気 をみ とめて、 彼に、 

行って カイミ ァラと 闘って 見て はとす すめました。 ほ 

かの 誰もが それ をお それて いて、 そのまま にして おい 

て は、 リシ ァの 国が 荒野に されて しまい かねなかった 

からです。 ビレラ フォン は 少しも ためらわないで、 彼 

が この、 みんなの おそれて いる カイミ ァラを 倒す か、 

或は 闘って 自分が 死ぬ か だと、 王様に 約束し ました。 

ま 

しかし、 先ず 第一に、 その 怪物 は おそろしく 速い の 


で、 彼 は 徒歩で 闘って は、 とうてい 勝てない と 思い ま 

した。 だから、 一 番 利口な こと は、 どこかで、 またと 

すぐ 

ないような 勝れた、 足の 速い 馬 を 見つけて 来る ことで 

した。 ところが、 脚の ある 上に 翼まで 生えて いて、 地 

上で よりも 空中に 於て 更にから だが 利く という 不思議 

な 馬ぺガ ッサス ほど すばしこい 馬が、 世界中 どこ を搜 

しても、 ほかに あるでしょう か？ いかにも、 大多数 

の 人 は、 翼の 生えた 馬なん かあろう 道理 はない、 ぺガッ 

サス のこと なんか 全然つ くりごとで、 ナンセンス だと 

言いました。 しかし、 いくら 不思議な ようで も、 ビレ 

ラフォン は ぺガッ サスが 本当にい る 名馬 だとい うこと 


を 信じ、 どうかして うまく それ を 自分で 見つけた いも 

のと 思いました。 そして、 一旦 その 背に しっかりと 跨 

がれば、 もう 彼 は、 カイミ ァラ に対して 有利に 闘う こ 

とが 出来る と 思いました。 

そして、 彼が はるばる リシ ァ から ギリシャ へやって 

来たの も、 美しく 飾った 馬勒を 持って来 たの も、 この 

ためでした。 その 馬 勒には 魔法が かけて ありました。 

もしも 彼が ぺガッ サスの 口に、 うまく その 金の くつ わ 

を はめる ことが 出来さえ すれば、 翼の ある 馬 もお とな 

しくな つて、 ビレラ フォン を 主人と して、 彼の 手綱の 

引き 方 一 つで、 どっちへ でも 飛んで 行く でしよう。 


しかし、 実際、 ぺガ ッサス がいつ か は ピリ— 二の 泉 

へ 水 を 飲みに 来る だろうと 思つ て、 ビレラ フォンが 待 

ちに 待って いる 間と いう もの は、 いやにな つてし まう 

ほど 長く、 そして 気が もめました。 彼 は カイミ ァラか 

ら 逃げ出した と い う 風に、 アイ ォバ ティ —ズ 王 に 思わ 

れ はしない かと 心配し ました。 また 彼 は、 カイミ ァラ 

と 闘い もしないで、 きれいな ピリ ー 二の 泉の 水が きら 

きらした 砂の 中から 湧き出して 来る の を、 こうして 仕 

方な しに ぼんやりと 眺めて いる 間に、 あの 怪物が どれ 

ほど 多くの 害 をして いるか を 考える と、 心苦しく なり 

ました。 そして、 ぺガ ッサス は、 近年で はこつ ちへ 出 


て 来る こと は 稀で、 人の 一 生の 間に 一 度く らいし かお 

りて 来ない ので、 ビレラ フォン は、 その 翼の ある 馬が 

現れる までに、 彼 はお じいさん になって しまって、 腕 

の 力 も 心の 勇気 もな くな つ てし まう ので はない かと 心 

配し ました。 おう、 一 人の 冒険 的な 青年が、 この 世に 

生れて 来た 役目 を 果して、 世界に 名 を 挙げる 日 を 待ち 

こがれて いるのに、 なんと 時間 は のろくさくたって 行 

くので しょう！ 待つ という こと は、 何とい うつらい 

教訓でしょう！ われわれの 一生 は 短い、 それな のに、 

ただ それだけ のこと を われわれに 教える ために、 何と 

長い 時間 をと るので しょう！ 


あの おとなしい 子供が、 彼に すっかり なついて し 

まって、 少しも 厭きる ことなく 彼の 傍に ついてい てく 

れ たの は、 ビレラ フォンに とって 仕 合せでした。 毎朝 

しぼ 

その子 供 は、 彼の 胸の 昨日の 希望が 凋んだ あとへ、 新 

しい 希望 を 与えて くれました。 

『ビレラ フォン 兄さん、』 彼の 顔 を、 希望に 満ちて 見 上 

げ ながら、 その子 はいつ も 叫ぶ のでした、 『僕達、 今日 

は ぺガッ サスを 見そう な 気がする よ！』 

そして、 もしも この 小さな 男の子の、 ぐらつく こと 

のない 信念がなかったら、 ビレラ フォン はおし まいに 

希望 をす つかり 捨てて しまって、 リシ ァへ 帰って、 翼 


の ある 馬の 力 を 借りないで、 一生 けんめい カイミ ァラ 

を 倒そうと していた かも 知れません。 そして、 その 場 

合に は、 気の毒な ビレラ フォン は、 少なくとも、 その 

いぶき  やけど 

怪物の 息吹で ひどい 火傷 をして、 その上 十中八九まで 

は、 殺されて、 食われて しまって いた ことでしょう。 

なにび と 

何人も、 まず 天馬の 背に 跨がる ことが 出来なければ、 

地に 生れた カイミ ァラと 闘おうと して はならない ので 

した。 

或る 朝、 例の 子供 は、 いつもよりも 一層 希望に 満ち 

て、 ビレラ フォンに 言いました。 

『大好きな ビレラ フォン 兄さん、』 と 彼 は 叫びました、 


『僕 なぜ だか 知らない けれど、 今日 こそた しかに ぺガッ 

サスを 見そう な 気がする よ！』 

そして、 その 日 は 一日中、 彼 は ビレラ フォンの 傍 か 

ら 一歩 も 動こうと しません でした。 そんな わけで、 二 

人 は 固くなった 一 きれの パン を 分けてた ベ、 泉の 水 を 

飲みました。 午後に なっても、 彼等 は そこに 坐って、 

ビレラ フォン は その子 供に 腕 を かけ、 その子 供の 方で 

もまた、 ビレラ フォンの 手の 中に 彼の 小さな 手 を 置き 

ました。 ビレラ フォン は 自分の 考えに 気を取られて、 

ただ ぼんやりと、 泉に 影 を 落す 木の 幹 や、 その 枝に か 

らんで いる 葡萄の つる を 見つめて いました。 しかし、 


おとなしい 子供の 方 は、 じっと 水の 中 を 見お ろして い 

ました。 彼 は、 これまで 幾日も 幾日もそう であった よ 

うに、 今日 もまた 希望が 裏切られ るので はない かと、 

ビレラ フォンの ために、 心 を 痛めて いるので した。 そ 

して、 二三 滴の 静かな 涙が 彼の 目から こぼれて、 子 を 

失 つ た 時に ピリ—  二が 流した 多くの 涙 だとい われて い 

る 泉の 水に まじりました。 

しかし、 少しも そんな こと を あてに していない 時に 

ビレラ フォ ンは 子供の 小さな 手が ぎ ゆ つ と 力を入れる 

の を 感じ、 静かな、 ほとんど 聞き取れない ほどの 囁き 

を 聞きました。 


『あれ ごらん、 ビレラ フォン 兄さん！ 水の 中に 影が 

映って います！』 

青年 は、 さざなみ 立った 泉のお もて を 見お ろし まし 

た。 そして、 ずう つと 空中 高く、 真白 か 銀色 かの 翼 を 

日の 光に かがやかして 飛んで いるら しい 鳥の 影と お ぼ 

しい もの を 見ました。 

『あれ はとても すばらしい 鳥に ちがいな いよ！』 と 彼 

は 言いました。 『そして、 雲よりも 高く 飛んで いるに 

ちがいな いのに、 なんと 大きく 見え るんだろう！』 

『あれ を 見る と、 からだが ふるえる！』 と 子供 は 小さ 

な 声で 言いました。 『僕 は 空 を 見上げる のが こわい！ 


それ はとても 美し いんだけ ど、 僕 は 水に 映った 影 だけ 

しか 見る 勇気が 出ない。 ビレラ フォン 兄さん、 あれが 

鳥 じ やない つて ことが 分らない の？ あれ は 翼の ある 

馬、 ぺガ ッサス です よ！』 

ビレラ フォンの 胸 は、 どきどきして 来ました！ 彼 

は 一 心に 見上げ ましたが、 鳥 だか 馬 だか、 とにかく そ 

の 翼の 生えた もの は 見えませんでした。 何故なら、 

ちょうど その 時、 それ は 羊の 毛 を 浮かべた ような 夏 雲 

の 奥へ 飛び込んだ ところだった からです。 しかし、 す 

ぐ また それ は、 雲の 中から 軽く 下に 向って 姿 を 現し ま 

した。 それでも まだ、 地上から は 大変な 距離が ありま 


したが、 ビレラ フォン は 子供 を 腕に かかえ 込んだ まま、 

あとず さり をして、 二人とも 泉の まわりに 生えて いる 

か ん ぼく 

繁 つた 灌木の 中へ かくれて しまいました。 どうかされ 

はしない かとお それた わけで はなく、 もしも ぺ ガッサ 

スが 彼等 を ちょっと でも 見たら、 遠くへ 飛び去って、 

どこかの 近づけな いような 山の 上へ でもお リて しまう 

といけ ない と 思った からでした。 というの は、 飛んで 

いたの は 本当に ぺガ ッサス でした から。 今日まで 長い 

間 彼等 は 待た され ましたが、 とうとう ぺ ガッサ スはピ 

リ— 二の 水で 喉 をし めすた めに やって来た のでした。 

君達 は 鳩が おりて 来る 時に そんな 風に する の を 見た 


ことがある でしよう が、 大きく 輪 を かいて 飛びながら、 

この 空の 驚異 はだん だんと 近づいて 来ました。 そうし 

た 広い、 大きな 輪 を、 少しずつ 地上に 近づく につれ て、 

だんだん 狭く、 小さく しながら、 ぺガ ッサス はおりて 

来ました。 だんだん 近くで 見る ほど、 それ は 一 層 美し 

ぎんよく 

く、 その 銀翼が 輪 を かいて 飛ぶ さま はいよ いよす ばら 

しい 気がしました。 とうとう、 それ は、 泉の まわりの 

ひづめ 

草 も 倒さず、 岸の 砂に も、 蹄の 跡が つかない ほど、 ふ 

うわりと 地上に ぉリ 立って、 そのたく ましい 首 を 垂れ 

て、 水 を 飲み はじめました。 それ は、 長い、 気持の よ 

さそうな 溜息 をしたり、 いかにもお いしいと いったよ 


うに、 静かに ちょっと 休んだり しながら、 水 を 飲み ま 

した。 それから、 また 一杯、 また 一 杯、 また 一杯。 と 

いうの は、 世界の どこへ 行っても、 雲の 中 を どう 捜し 

て も、 ぺガッ サスに は、 ピリ ー 二の 水 ほど 気に入った 

水はなかった からでした。 そして、 喉の 渴 きがな おる 

と、 うまごやしの 甘い 花 を 少しば かりむ しって、 お 上 

品に たべて みました。 しかし、 こんな 平凡な 草よりも 

ヘリ コン 山の 高い 中腹の、 雲の ちょっと 下 あたりの 草 

の 方が、 彼の 口に はずつ とよく 合って いるので、 お腹 

一 ぱいに たべる 気はありませんでした。 

こうして 心 ゆく まで 水 を 飲み、 そして、 贅沢 屋 がう 


まい もの だけ ちょっと 味 を 見る といった ような、 草の 

食べ方 をして から、 この 翼の ある 馬 は、 あちこち はね 

廻ったり、 まるで 退屈 半分、 遊び半分み たいに 踊った 

りし はじめました。 この ぺガ ッサス ほど、 飛んだ リ跳 

ねたり する のが 好きな もの もありませんでした。 だか 

ら、 考えた だけで も 気持が いいくらい 跳ね まわって、 

ベ にす ずめ 

その 大きな 翼 を、 紅雀 も 及ばない ほどの 軽 さで、 ばた 

ばた させたり、 半分 は 地上 を、 半分 は 空中 をと いった 

風に、 一体 飛んで いるの か 駆けて いるの か 分らない よ 

うな 走り 方で、 ちょっと 競争み たいな こと を やったり 

しました。 立派に 飛ぶ ことの 出来る 動物 は、 ただな ぐ 


さみに、 駆けて みたり する ものです。 ぺガ ッサス も、 

ひづめ 

蹄 をなる ベく 土地に くつ つける ようにして 駆ける こ 

と は、 少し 骨が折れ ましたが、 ちょっと そんな こと を 

やって みたので す。 一方、 ビレラ フォン は、 子供の 手 

を 取った まま、 灌木の 中からの ぞいて 見ました が、 こ 

んな 美しい 見 もの もなければ、 また、 これほど はげし 

い、 きかん気の 眼 をした 馬 もない と 思いました。 なん 

だか、 あんな 馬に 馬勒を かけて、 乗り 廻す なんて こと 

を 考える の は、 おそろし いような 気 もしました。 

一 二度 ベガ ッサス は 立 止まって、 耳 を 立て、 頭 を 振つ 

て、 ぐるつ と 四方に 頭 を 向けながら、 何だか 知らない 


が 悪い ことがありそう だとい うこと を 多 少 感づ いたよ 

うな 風に、 くん くんと その 辺 を 嗅ぎました。 しかし、 

何も 見えない し、 何の 音 も 聞えない ので、 すぐ また、 

おどけた 身振り をし はじめました。 

とうとう  へ とへ とに なった というの ではなく、 

ただ 怠けて、 いい 気持に なって いる だけなん です が I 

I ぺガッ サスは 翼 をた たんで、 やわらかい 緑の 草の 上 

に ねそべりました。 しかし、 あまりに も 軽快な 生気に 

満ちて いるので、 長い間つ づけて じっとし ている こと 

が 出来ず、 すぐに、 ほつ そりと した 四 本の 脚 を 上に あ 

あおむけ 

げて、 仰向に ころがりました。 同類 を 神様が 決してお 


つくりに ならず、 また 仲間の 必要なん か 感じ もしない 

で、 何百 年 も 生きて 来た、 この ひとりぼっちの 動物が、 

その 何 世紀 かの 長さに も 劣らぬ 幸福 さ を 味わ つてい る 

の を 見る の は 美しい ものでした。 それが 普通の 馬が い 

つもす るよう な こと を すれば する ほど、 よけいに 天馬 

めき、 ますますす ばらしく 見える のでした。 ビレラ 

フォンと 子供と は、 一 つに は 嬉しい ような、 こわい よ 

うな 気持から、 しかし それよりも なお、 彼等が ちょつ 

とで も 身動きした リ眩 いたりしょう ものなら、 ぺガッ 

サスが 弓 を はなれた 矢の ような 速さで、 青空の はて ま 

で 飛び去り はしない かと 心配し、 息 を ころさん ばかり 


にして いました。 

とうとう、 ころがる だけ ころが つ てし まう と、 ぺ ガッ 

サス はくる りと 起きな おって、 呑気そう に、 ほかの ど 

んな 馬で もす る 通りに、 立とうと して 前脚 を 突き出し 

ました。 ぺガ ッサス がこうす るだろう と、 かねて 見当 

をつ けて いた ビレラ フォン は、 この 時 不意に 繁 みから 

飛び出して 行って、 その 背中に ひらりと 跨がりました。 

そうです、 彼 は その 翼の ある 馬の 背中に またがった 

のです！ 

しかし、 はじめて 人間の 重みと いう もの を 腰に 感じ 

た 時、 ぺガッ サスは どんなに 飛び 上った でしよう！ 


全く、 ものすごい 飛び 上り 方でした！ 息 もっかない 

うちに、 ビレラ フォン は 五 百 フィ— トも 高い ところへ 

上って いました。 ぺガ ッサス は、 びっくりと 腹立ちと 

で、 鼻 を 鳴らし、 からだ を ふるわせながら、 なお も 上 

に 向けて 鉄砲玉の ように 飛んで 行く のでした。 上へ 上 

へと、 どんどん 昇って 行って、 とうとう、 つめたい、 

霧の ような 雲の 中へ 飛び込んで しまいました。 それ は、 

つい 今 さっき、 ビレラ フォンが 下から 眺めて、 随分 気 

持の よさそう なと ころ だな あと 思って いたのでした が。 

それから また、 雲の まん 中から 飛び出して、 自分 も 乗 

リ手 ももろ とも、 岩に ぶつつ ける つもり かと 思われる 


ほどの 勢いで、 雷の ように 落ちて 行きました。 それ か 

ら彼 は、 今までに 鳥で も 馬で もやった こと は あるまい 

と 思われる ような 荒つ ぼい 跳ね 方 を、 おおよそ 千 ほど 

もしました。 

僕 は ベガ ッサス の やった ことの 半分 だ つ て 話す こと 

は 出来ません。 彼 はまつ すぐに 飛んで 行く かと 思う と、 

さっと 横に それたり、 ぱっと あとへ もどったり しまし 

た。 彼 は 輪の ようになった 雲の上に 前脚 を 乗せて、 後 

脚の 足場が まるでない ところで、 棒立ちに なりました。 

彼 は 後脚 をう しろへ 投げ出して、 翼 を まっすぐに 立て 

ながら、 頭 を 前脚の 間へ 突 込みました。 地上から 二 マ 


ィルも 上のと ころで、 宙返り もやり ました。 その 時に 

は、 ビレラ フォン も 真逆様に なって、 空 を 見上げる の 

ではなくて、 見下して いるよう な 気がしました。 彼 は 

くるりと 首 をよ じって、 らんらんと 燃える ような 眼で 

ビレラ フォンの 顔 を にらみながら、 おそろしい 勢いで 

咬みつ こうと しました。 彼 は あんまり はげしく 翼 をば 

たばた やった ので、 銀色の 羽根の 毛が 一 つ 振り落され 

ました。 それ は ひらひらと 地上に むかって 落ちて 行つ 

て、 あの 子供に 拾われ、 その子 は それ を、 ベガ ッサス 

と ビレラ フォンとの 形見と して、 一生 持って いました 

しかし、 ビレラ フォン (彼が、 今までに 馬 を 走らせ 


たどんな 人に も 負けない ほどの 乗り手だった こと は、 

君達 も 判断が つくで しょうが) は 機会 を 待って いて、 

とうとう あの 魔法の かかった 馬勒の 金の くつ わ を、 ぺ 

ガッ サスの 口に はめ込みました。 こうして くつ わ を は 

めて しまう と、 たちまち ぺガ ッサス は、 小さい 時から 

ビレラ フォ ンに 飼われて 来た 馬で でも あるかの ように、 

いう こと をき き 出しました。 僕の 本当の 気持 をい うと、 

あんなに あばれた 馬が、 急に こんなに おとなしく なつ 

たの を 見る と、 何だか 悲しくなる くらいでした。 そし 

てぺガ ッサス は、 自分で もや はり そんな 気持が したよ 

うでした。 彼 はつい 今し がた、 らんらんと 火 を 発して 


いた その美し い 眼に、 今度 は 涙 をう かべ て、 ビレラ フォ 

ンを 振り返って 見ました。 しかし、 ビレラ フォンが 彼 

の 頭 を 軽く 叩いて、 ふたこと みこと 威厳の ある、 しか 

しゃさし く 慰める ような 言葉 を かける と、 ぺガ ッサス 

の 目つ き はまた 変って 来ました。 というの は、 何百 年 

もの 間、 ひとりぼっち でいた あとで、 こうして 友達と 

も 主人と も 思う 人が 見つかつ たこと は、 彼 も 心の中で 

喜んでいた からです。 

翼の ある 馬と か、 すべてそう いったよ うな 荒々 しい 

ひとりぼっちの 動物 は、 必ずそう した ものです。 もし 

彼等 をつ かまえて、 圧倒して しまう ことが 出来れば、 


それが 彼等の 愛情 を 得る 一 番 たしかな 道でした。 

ベガ ッサス は 全力 をつ くして ビレラ フォン を 背中 か 

ら 振り落そうと している 間に、 随分 遠い 道 を 飛んで い 

ました。 そして、 くつ わが 彼の 口に はめられ るまでに、 

或る 高い 山の 見える ところまで 来て いました。 ビレラ 

フォン は 前に もこの 山 を 見た ことがありました。 そし 

いただき  すみ 力 

て、 それ は 頂 がぺガ ッサス の住処 になって いる ヘリ 

コン山 だとい うこと が 分りました。 ぺガ ッサス は、 許 

し を 乞うよう な 風に、 静かに 乗り手の 顔 を 見てから、 

いよいよ その 方へ 飛んで 行きました。 そして そこにお 

り 立って から も、 ビレラ フォンが 背中から おりて くれ 


るまで、 辛抱強く 待って いました。 そこで その 青年 は、 

馬の 背中から 飛び降り ましたが、 まだ 手綱 をし つかり 

とっかんで いました。 しかし、 ビレラ フォン は ぺガッ 

サスと 目 を 見 かわして、 その おとなしい 様子と 美し さ 

とに 打 たれ、 それが 今まで 送って 来た 自由な 生活の こ 

とも 考えて、 もしも ぺガッ サスが 本当に、 自由 を 望ん 

でい るなら ば、 こうして 手綱で しばって おくに 忍びな 

い 気がして 来ました。 

急に 湧いて 来た、 こうした 義侠心に 駆られて、 ビレ 

ラフォン は、 魔法の かかった 手綱 を ぺガッ サスの 頭 か 

ら はずし、 くつ わ も 口から 取って やりました。 


『ぺ ガッ サス、 僕 を 捨てて 行け！』 と 彼 は 言いました。 

『僕 を 捨てて 行く か、 僕 を 愛する か、 二つに 一 つ だ。』 

いただき 

その 翼の ある 馬 は、 ヘリ コン 山の 頂 から、 まつす 

ぐに 上の 方へ 飛んで 行って、 たちまち のうちに、 ほと 

んど 見えない くらいに なって しまいました。 日が 沈ん 

いただき 

でから 大分た つので、 ちょうど 今、 ヘリ コン 山の 頂 

はた そがれで、 その まわりの 地方 一帯 は 夕闇に つつま 

れ ていました。 しかし ベガ ッサス は 大変 高く 昇って 

行った ので、 暮れた 日に 追いついて、 上空に 消えの こ 

る 日の 光 を 一 杯に 浴びました。 まだまだ 高く 昇って、 

彼 は ぼつつ りと 光った 点の ようになり、 そしてお しま 


いに は、 うつろに ひろがった 空の 中に とうとう 見えな 

くな つてし まいました。 そして ビレラ フォン は、 もう 

二度と ぺガッ サスを 見られな いので はない かと、 心配 

しました。 しかし 彼が、 馬鹿な こと をして しまったと 

嘆いて いるう ちに、 ぼつつ りと 光った 点が また 見えて 

来て、 だんだんと 近くな り、 とうとう 日の 光よりも 低 

くお りて 来ました。 そして、 どうでしょう、 ぺ ガッサ 

スは 帰って来た ではありません か！ こうして 試して 

みた 以上 は、 もう その 翼の ある 馬に も 逃げられる 心配 

はなくな りました。 ぺガッ サスと ビレラ フォンと は 仲 

よしに なり、 お 互に 愛情 を こめて 信じ 合いました。 


その 晚、 彼等 は 仲よ くな らんで 寝ました。 ビレラ 

フォン は ぺガッ サスの 頸 を 抱く ようにして いました が、 

それ は 逃げられない 用心の ためで はなく、 親切からで 

した。 そして 彼等 は 明け方に 目 を さまして、 それぞれ 

自分の 言葉で、 お 互に 朝の 挨拶 を かわしました。 

こんな 風に して、 ビレラ フォンと その 不思議な 馬と 

きごころ 

は 数日 を 過ごして、 日 一 日と、 互に 一 層 気心 も 分り、 

よけいに 好きに なりました。 彼等 は 長い 空の 旅に 出か 

けて、 地球が 大方お 月 様 ほどに しか 見えなくなる くら 

いまで 高く 昇りました。 彼等 は 遠くの 国々 をお とずれ 

て、 その 住民 を おどろかしました。 彼等 は、 翼の ある 


馬の 背中に 乗った その美し い 青年 を、 天から おりて 来 

たものに ちがいな いと 思った のです。 一 日に 千 マイル 

くらい は、 速い ぺガ ッサス にと つて は、 わけなく 飛べ 

みちのり 

る 道程でした。 ビレラ フォン はそう した 生活 を 喜んで、 

いつも そんな 風に、 からりとした、 高い 空中で 暮らせ 

たら 一番い いのに と 思いました。 というの は、 下の 世 

界が どんなに 陰気で、 雨なん ぞ 降って いようと、 上の 

方で はいつ も 上天気で したから。 しかし 彼 は、 アイ ォ 

パティ ー ズ 王に、 退治て 見せる と 約束した、 おそろし 

い カイミ ァラを 忘れる こと は 出来ませんでした。 そこ 

わざ  な 

で 彼 は、 空中での 乗馬の 業に も 十分 慣れ、 ほんのち よ つ 


と 手 を 動かす だけで ぺ カツ サスを 意の ままに する こと 

が 出来、 彼の 声に 従うよう に 仕込んで しまった 時、 い 

よいよ、 その あぶない 冒険に とりかかろうと 決心し ま 

した。 

そこで、 明け方 目 を さます とすぐ に、 彼はぺ ガッサ 

スを 起す ために、 その 耳 をつ ねりました。 ぺガ ッサス 

はすぐ に 跳ね起きて、 高く 五 百メ— トルば かり も 飛び 

上って、 すっかり 目 を さまして いるから、 どんな 旅に 

でもす ぐ 出かけられ ると いう こと を 見せる つもりで、 

いただき 

山の 頂 のま わり を 大きく 輪 を かいて 飛びました。 こ 

うして ちょっと 飛んで 見せる 間中、 彼 は 大きな、 元気 


な、 響の いい 声で いなないて、 おしまいに、 雀が 小枝 

に 飛びう つる 時で もそう は 行くまい と 思われる ほど 

力る がる 

軽々 と、 ビレラ フォンの 傍に おりて 来ました。 

『うまい ぞ、 ぺガッ サス！ うまい ぞ、 わが 天馬！』 

と ビレラ フォン は、 やさしく その 馬の 頸 を 撫でながら 

叫びました。 『さあ、 僕の 速い、 美しい 友よ、 僕達 は 朝 

飯 を 食べな くち や。 今日 僕達 は おそろしい カイミ ァラ 

と 闘 うんだ からね。』 

彼等が 朝飯 をた ベて、 ヒ ポク リ—  二と いう 泉の きれ 

いな 水 を 飲む と、 すぐに ぺガッ サスは 自分から すすん 

で 頭 を さしのべて、 彼の 主人に 馬勒を かけさせました。 


それから、 盛んに はしゃいで、 跳ねたり、 空中 を 飛び 

まわった りして、 出発 を 待ち かねてい ると ころ を 見せ 

ました。 一方 ビレラ フォン は、 剣 を 腰に 下げたり、 盾 

を 頸から つるした りして、 戦いの 用意 をして いました _ 

用意が すっかり 出来た 時、 ビレラ フォン は 馬上の 人と 

なりました。 そして、 遠くへ 出かけよう とする 時い つ 

も 彼が やる 通りに、 自分の 進んで 行く 道が よく 分る よ 

うに、 まっすぐに 五 マイル ほど 上って 行きました。 彼 

は それから、 ぺガッ サスの 頭 を 東の 方に 向けて、 リシ 

ァを さして 飛びました。 飛んで 行く うちに、 彼等 は 一 

羽の 鷲に 追いついて、 それが 彼等 をよ ける こと も 出来 


ない うちに、 すぐ 近くまで 行った ので、 ビレラ フォン 

は 手 を 出し さえ すれば、 わけなく その 脚 をつ かむ こと 

が 出来た でしよう。 こんな 速さで、 どんどん 急いだ の 

で、 彼等が 深い、 木の 繁 つた 谷の ある リシ ァの 高い 山々 

を 見た の は、 まだ 午前中 も 早い うちの ことでした。 ビ 

レ ラフォンが 聞いて 来た ことが 本当なら、 おそろしい 

すみ 力  す こ 

カイミ ァラ が住処 としてい るの は、 それらの 凄い よう 

な 谷の 一 つでした。 

目的地 ももう すぐ 近くな つたので、 ぺ ガッサ スはビ 

レ ラフォン を 乗せた まま、 だんだん おりて 行きました 

いただき 

そして 山の 頂 の 上に うかぶ 雲 を 利用して、 身 を かく 


しました。 雲の上に ついて 飛びながら、 その 端からの 

ぞいて、 ビレラ フォン はかな リ はっきりと、 リシ ァの 

山の 多い 部分 を 見渡す ことが 出来、 また 蔭に なった 

ほうぼう 

方々 の 谷の 中 も 一度に 見る ことが 出来ました。 最初 は 

別に 変った もの は 何も 見えませんでした。 それ は 荒涼 

とした、 未開の、 岩ば かりの、 高い 切 立った ような 山 

つづきの 土地でした。 その 国の もっと 平坦な 部分に は、 

ぽ くや 

焼かれた 家の 跡が あり、 牧野に は、 そこで 草 をた ベて 

い た 家畜の 死骸が、 あちこちに ごろごろして いました。 

『カイミ ァラが こんな 害 をした ものに 違いない、』 と 

ビレラ フォン は 考えました。 『しかし その 陸 物 は  一： K: 


どこに いるんだろう？』 

僕が さっき 言った ように、 最初 見た 時には、 切 立つ 

たような 高い 山の 間にある、 どの 谷間に も 峡谷に も、 

別に 目立った もの は 何も 見つかりませんでした。 全く 

ほらあな 

なんにもありません。 ただ、 たしかに、 洞穴の 口み た 

いなと ころから 湧き出して、 しぶしぶと 大気の 中に 立 

ち 昇る 三す じの 黒い 煙が あるに はあり ましたが。 山の 

いただき 

頂 へ 届く までに、 これらの 巻く ようにして 昇って 来 

ほらあな 

る 煙 は、 まじ リ 合って 一 つに なりました。 その 洞穴 は、 

ぺガ ッサス とその 乗り手の 直下、 約 千フィ ー ト ほどの 

ところに ありました。 重そう に 立ち 昇って 来る その 煙 


は、 いやな、 硫黄 臭い、 息の つまり そうな 臭いが して、 

ぺ ガッサ スは鼻 を 鳴らし、 ビレラ フォン はくさめ をし 

ました。 それに、 いつも この 上な くきれ いな 空気ば か 

り 吸い なれて いる ぺガ ッサス にと つて は、 あまり 気持 

が 悪かった ので、 彼 は 翼 を あおって、 そのい やな 煙の 

辺から 半 マイル も 飛びの きました。 

しかし、 あと を 振り返って 見て、 ビレラ フォン は 何 

か 目についた とみえて、 まず 手綱 をし ぼり、 つづいて 

ぐるつ と ぺガッ サスの 向き を 変えました。 彼が 合図 を 

すると、 ぺガッ サスは それ を 解して、 ゆっくりと 空中 

ひづめ 

を 舞 下って、 とうとう 彼の 蹄が 谷底の 岩から 人間の 


高さ ほど もない ところまで おりて 行きました。 前方、 

石 を 投げたら 届く ほどのと ころに、 三す じの 巻き 昇る 

ほらあな 

煙 を 吹いて いる 洞穴の 口が ありました。 そして、 その 

ほかに、 ビレラ フォン は そこに 何 を 見た でしよう？ 

ほらあな 

その 洞穴の 中には、 奇妙な、 おそろしい 動物が、 か 

らだを 丸く して、 ごちゃごちゃと かたまり 合つ ている 

ように 見えました。 彼等の からだが あまり ぴったり 

くつ つき 合つ ている ので、 ビレラ フォン は どれが どれ 

やら 区別が つきませんでした。 しかし、 それらの 頭 か 

どうもう 

ら 判断して、 一 つ は 大きな 蛇で、 次が 獰猛な 獅子で、 

三番 目 はこ わい ような 山羊 だと いう ことが 分りました 


獅子と 山羊と は 眠って いました。 蛇 はすつ かり 目 を さ 

ましていて、 ぎらぎらした 二つの 大きな 目で、 絶えず 

あたり を 見廻して いました。 しかし —— これが 一番 不 

思議な ことで したが —— 三す じの 煙 は、 あきらか にこ 

れら 三つの 頭の 鼻の 孔 から 出て いるので した！ その 

有様が あまりに 奇怪だった ので、 ビレラ フォン は それ 

に 出 遇う こと をず つと 心待ちにして 来たので ありな が 

ら、 おそろしい 三 つの 頭 をした カイミ ァラが ここにい 

るの だとい う 事実に、 すぐに は 気がつきませんでした。 

彼 は カイミ ァラの 洞窟 を 見つけた のでした。 蛇と、 獅 

子と、 山羊と は、 彼が 思った ように、 三つの 別な 動物 


ではなく、 一疋の 怪物だった のです。 

ひどい、 憎むべき 奴！ 三つの 頭のう ちの 二つ は 居 

眠りしながら、 そいつ はま だ、 おそろしい 爪で、 あわ 

れな 小羊の 食い 残り をつ かんで いました —— そうは 考 

えたくない けれども、 どうかす ると、 それ は 可愛い 小 

さな子 供だった かも 知れません —— いずれにしても、 

二つの 頭が まだ 起きて いた 時、 三つの 口で それ をむ 

しゃむし や 食って いたのです！ 

突然、 ビレラ フォン は 夢から 醒めた よ うな 気が し て 、 

それが カイミ ァラ だった ことが 分りました。 ぺ ガッサ 

スも 同時に それが 分った と 見えて、 一声 高く いななき 


ましたが、 それ はちょう ど 戦闘 開始の 喇 i: を 吹きなら 

したよう に ひびきました。 この 音に、 怪物 は 三つの 頭 

を まっすぐに 立てて、 めら めら つと 大きな 火 を 噴き出 

しました。 ビレラ フォンが 次に どうしたらいい かと 考 

える 暇 もな く、 怪物 は 洞穴から 飛び出して 来て、 大き 

な 爪 をのば し、 蛇の ような 尻尾 をう しろの 方で 毒々 し 

くよ じりながら、 彼に むか つ て、 まっすぐに 飛び かかつ 

て 来ました。 もしも ぺガッ サスが 鳥の ように はしつ こ 

くなかったら、 彼 も 乗り手 も 一し よに、 カイミ ァラの 

このめち やくち やな 突撃に 遭って、 ひっくりかえされ 

て、 闘い はろ くに 始まり もしないで、 そのまま おしま 


いに なって しまったでしょう。 しかし 翼の ある 馬 は、 

そんな 手 は 喰いませんでした。 一瞬の 後に は、 彼 は 雲 

の 半分 どころ まで 昇って いて、 怒って 鼻 を 鳴らし まし 

た。 また 彼 は、 からだ を ふるわせて いました が、 決し 

てこ わかった からで はなく、 三つの 頭 をした、 その 毒 

を 持った 怪物の 憎らし さに、 心から むかむか としたか 

ら でした。 

さき 

一方、 カイ ミア ラの方 は、 全く 尻尾の 尖で 立って い 

るよう な 恰好で 立 上って、 爪で はげしく 空を搔 き、 そ 

の 三つの 口から、 ぺガ ッサス とその 乗り手と にむ かつ 

て 火 を 噴き かけました。 いやはや、 それが 唸ったり、 


しゅっし ゆつ というよ うな 声 を 出したり、 吼 えたり す 

る ことと 言ったら！ ビレラ フォン は、 その 間に 盾 を 

腕に つけ、 剣を抜きに かかって いました。 

『さあ、 僕の 愛する ぺガ ッサス よ、』 と 彼 は 翼の ある 馬 

の 耳に 囁きました、 『お前 は 僕が この 小癩な 怪物 を 退 

治る の を 加勢し なければ ならない。 それが いやなら、 

お前の 友 ビレラ フォン を 捨てて、 お前の 淋しい 山の 峯 

に 飛んで 帰れ。 カイミ ァラが 死ぬ か、 お前の 頸に もた 

れて 眠った 僕の この 頭 を、 あの 三つの 口に 食われて し 

まう か、 なんだから！』 

ぺガ ッサス はいな ないて、 それから 首 をう しろに 向 


けて、 その 鼻 を やさしく 乗り手の 頰に すりつけました _ 

こうして ぺガ ッサス は、 翼の ある 不死の 馬ながら、 も 

しも 不死の 命 も 死ぬ ことが 出来る ものなら、 ビレラ 

フォン を 捨てて 帰る よりも 死んだ 方が いいと いう 意味 

を 伝えた のでした。 

『ありがとう、 ぺ ガッサ ス、』 と ビレラ フォン は 答え ま 

した。 『さあ、 それで は あの 怪物め がけて 突撃し よ 

う！』 

そう 言いながら、 彼 は 手綱 を 振りました。 そこで ぺ 

ガ ッサス は、 その 間 もずつ と、 出来るだけ 高く つき 出 

していた カイミ ァラの 三つに なった 頭 をめ がけて、 矢 


のよう な 速さで、 斜 下に 飛び かかって 行きました。 

手のと どくと ころまで 来た 時、 ビレラ フォン は 怪物に 

斬リ つけ ましたが、 その 一太 刀に 手 ごた えが あつたか 

どうか 見と どける 暇 もな く、 ぺガッ サスは 先へ 行き 過 

ぎて しまいました。 ぺガッ サスは そのまま 進んで いま 

したが、 前と 同じく らい カイミ ァラ から はなれた とこ 

ろまで 来る と、 すぐ また、 くるりと 向き を 変えました。 

その 時 ビレラ フォン は、 自分が 怪物の 山羊 首 を ほ とん 

ど 切り落して、 それが 皮 だけで だら リと ぶら下が つ て、 

全く 死んで いるら しいの を 見ました。 

しかし、 その 埋 合せに、 蛇 首と 獅子 首と は、 死んだ 


山羊 首の はげし さ を 全部 彼等で 引受けて、 前よりも は 

るかに ものすごく、 火 を 噴き、 しゅっし ゆつ と 鳴き、 

そして 吼ぇ 立てました。 

『大丈夫 だ、 勇敢な ベガ ッサ ス！』 と ビレラ フォン は 

叫びました。 『いま 一太 刀 あんなの を あびせて、 しゅつ 

しゅつ と 鳴いて いる 方 か、 吼ぇ 立てて いる 方 か を、 や 

めさせて 見せる から。』 

ななめ 

そして また 彼 は 手綱 を 振りました。 前と 同様、 斜 

に 突進して、 ぺガ ッサス はまた カイミ ァラ にむ かって 

矢の ように 飛んで 行きました。 そして ビレラ フォン は、 

力す 

カイミ ァラを 掠めて 行く 時、 二つの 残った 首の 一 つ を 


めがけて、 また さっと 一太 刀 斬りつ けました。 しかし、 

今度 は、 彼 も ベガ ッサス も、 最初の ようにう まく 逃げ 

られ ませんで した。 その 爪の 一 つで、 カイ ミア ラはビ 

かきき ォ 

レ ラフォンの 肩先に 深い 搔傷を 負わせ、 ほかの 爪で、 

ベガ ッサス の 左の 翼 を 少し 傷つけ ました。 ビレラ フォ 

ンの 方で は、 その代りに、 怪物の 獅子 首に 致命傷 を 与 

えて、 それが もう ぶら りと 垂れて しまって、 口の 中の 

火 も ほとんど 消えて、 ぱくぱくと 濃い 黒煙 を 吐く くら 

いにして しまいました。 しかし、 今ではた だ 一 つ だけ 

残った 蛇 頭 は、 その はげし さも、 その 毒 も、 いままで 

に 倍して 来ました。 それは火を五百，^ -— ドも ある 噴水 


のように ふき 出して、 しゅっし ゆつ と 鳴く 声の 大きさ 

はげし さ、 やかまし さとい つたら、 五十 マイル も はな 

れた アイ ォバ ティ— ズ 王のと ころまで 聞え て 来て、 王 

様 は 玉座が がたがたと 動き 出す ほど 震えた くらいで し 

た。 

『ああ、 ああ！ カイミ ァラ が、 きっと わし を 呑みに 

来る の だ！』 と、 可哀 そうな 王様 は 思いました。 

その 間に、 ぺガ ッサス はまた 空中に 止まって、 憤然 

としてい ななき ましたが、 その 眼から は、 すきとおつ 

た 水晶の ような 火花が、 ぴかぴかと 飛び出しました。 

カイミ ァラの 気味の 悪い 赤い ような 火と は、 なんとい 


う 違いでしょう！ 天馬の 勇気 は、 全身に 湧き 立ち ま 

した。 ビレラ フォン もまた 同様でした。 

『お前 ひどく 血が 出る か、 不死の 馬よ！』 若者 は 自分 

の 痛手よりも、 今まで 痛 さとい う もの は 味わった こと 

のない 害の、 この 栄光 ある 動物の 苦痛の 方 を 心配して、 

叫びました。 『この 傷の 仕返しと して、 憎むべき カイ 

ミア ラの 最後に 残った 首 を 討 取って くれん！』 

だいおんじょう 

そこで 彼 は 手綱 を 振って、 大音声 を あげて、 今度 は 

斜に 向わずに、 怪物の おそろしい 真正面め がけて、 天 

馬 を 進めました。 その 進撃 は あまりに も 速く、 はっと 

思う 間に、 もう ビレラ フォン は 彼の 敵と がっぷりと 組 


んで いました。 

二番目の 首 を 落された カイミ ァラ は、 この 時までに 

あまりの 痛 さに 火が ついた ように 苦しんで、 たけり 

狂って いました。 そして、 あまり 激しく ころげ 廻った 

り、 飛び 上ったり する ので、 一体 地上に いるの か、 空 

中に いるの か 分らない くらいでした。 それ は 蛇の 口 を 

おそろしく 大きく あけた ので、 ぺガッ サスは 翼 を ひろ 

げた まま、 乗り手 も 何も 一し よに、 その 喉の 中へ 飛び 

込んで しまいそう だった と 言いたい くらいです。 彼等 

が 近づいて 行く と、 それ は 火の 息 を ものすごい 勢で 噴 

き 出して、 ビレラ フォンと 馬と をす つかり 火の 中に 包 


んで しまって、 じりじりと ぺガッ サスの 翼 を 焦がし、 

青年の 金色の 巻毛の 片側 を 焼いて しまいました。 彼等 

あつ 

は 二人とも、 頭から 足の 先まで、 熱く つて 閉口し まし 

た。 

しかし、 その あとで 起った ことから 見る と、 これく 

らいな こと は 何でもなかった のです。 

ぺガッ サスが 空中 を 突進して 行って、 百ャ— ド 以内 

に 近づいた 時、 カイミ ァラ はばつと 跳び 上って、 その 

大きな、 不格好な、 毒の ある、 とてもい やな 胴体 を、 

可哀 そうに、 まともに ぺガ ッサス にぶつつ けて、 カー 

杯に 彼 を かかえ 込んで、 その 蛇の ような 尻尾 を 結んだ 


ように 巻いて しまいました。 天馬 は、 山の 峯 よりも、 

雲よりも、 高く、 ほとんど 地上が 見えなくなる まで、 

ぐんぐん 舞 上りました。 しかし それでも、 土に 生れた 

その 怪物 は、 ぐっとつ かまえて 放さず、 光と 空に 生き 

るぺガ ッサス にくつつ いて、 一し よに 上って 行き まし 

た。 その 間に、 ビレラ フォンが 振 向いて 見る と、 カイ 

ミア ラの おそろしい、 すごい ような 顔と、 鼻 をつ き 合 

わさんば かりにな つ ていたので、 盾 を さし 上げて、 やつ 

とのこと で 焦げ 死んだり、 真 一 一 つに 喰 切られた リ する 

まぬ が  ふち ご 

こと を 免れる ことが 出来ました。 彼 は 盾の 縁起し に、 

怪物の ものすごい 眼 を、 きっと にらみつけました。 


しかし カイミ ァラ は、 痛 さの ために 気違いの ように 

なって あばれて いたので、 ほかの 時の ように、 よく 身 

を まもって いません でした。 おそらく、 結局のと ころ、 

カイミ ァラと 闘う に は、 出来るだけ ぴったりと それに 

くっつい ている のが 一番い いようでした。 一生 けんめ 

い 敵に その おそろしい 鉄の 爪 を 立てよう として、 カイ 

ミア ラは 自分の 胸 をす つ かり 敵に さらして いました。 

これ を 見て取った ビレラ フォン は、 彼の 剣 を、 そいつ 

の 残忍な 心臓に、 柄 も 通れと 突き立てました。 結んだ 

ようにな つていた 蛇の ような 尻尾 は、 すぐに ほどけ ま 

した。 怪物 はぺガ ッサス をつ かまえて いた 手 を 放して、 


その 大変な 高さから、 地上に 向って 落ちて 行きました。 

そして、 そいつの 胸の 中の 火 は、 消える どころ か、 前 

よりも 一層 はげしく 燃 立って、 たちまち その 死骸 を 焦 

がし はじめました。 そんな わけで、 怪物 はすつ かり 火 

になって 空から 落ち ましたが、 それが 地に とどく まで 

ほうきぼし 

に、 夕方に なった ので、 流れ星 や 箒星と 間違えられ ま 

した。 しかし、 あくる 朝、 その 辺に 住む 人達が 働きに 

出ようと して、 何 町歩 かの 土地に 黒い 灰が ちらばって 

いるの を 見て びっくり しました。 或る 畠の まん 中には、 

白い 骨が 乾草 堆 よりもず つと 高く、 山の ようになって 

いました。 あのお そろし い カイミ ァラの 名残 は、 その 


ほかに はなん にもありませんでした！ 

そして、 ビレラ フォン は、 こうして 勝利 を 得た 時、 

前 かがみに なって、 ぺガッ サスに 接吻し ました。 その 

時、 彼の 眼に は 涙が うかんで いました。 

『さあ 帰ろう、 わが 愛馬よ！』 彼 は 叫びました。 『ピ 

リ ー 二 の 泉 を さして 帰ろう！』 

ぺガ ッサス はこれ までよりも 更に 速く、 滑る ように 

空中 を 飛んで、 いくら も かからないで、 その 泉へ 着き 

ました。 そこに は あの 老人が 杖に もたれ、 百姓 男 は 牛 

に 水 を 飲ませ、 きれいな 娘 は 瓶に 水 を 汲んで いました。 

『今にな つ て 思い出し たが、』 と 老人 は 言いました、 『わ 


し はま だ 全くの 若者だった 頃、 一度 この 翼の ある 馬 を 

見た ことがあ るよ。 しかし、 その 時分に は、 この 馬 も 

今の 十倍 も 立派だった がな あ。』 

『わし はこの 馬の 三倍の 値 打の ある 荷馬車 馬 を 持って 

いるよ！』 と 百姓 男 は 言いました。 『もしも この 小馬 

がわし の もの だったら、 第一に わし は その 翼 を 剪んで 

しまう ね！』 

しかし あの 気の 弱い 娘 は 何も 言いませんでした。 と 

いうの は、 彼女 はいつ も、 こわがらなくても いい 時に 

こわがる ような ことにな つてし まう のでした から。 そ 

ん なわけ で、 彼女 は 逃げ出して、 水瓶 を ひっくりかえ 


して、 それ を こわして しまいました。 

『あの おとなしい 子供 は どこに います？』 と ビレラ 

フォン は 尋ねました、 『い つも 僕の 傍に いて、 決して 信 

念 を 失わず、 飽き もしないで 泉の 中 を 見つめて いた あ 

の 子 は？』 

『僕 ここです、 ビレラ フォンさん！』 とその 子供 は、 

やさしく 言いました。 

その 小さな 子 は、 実は、 毎日々々 ピリ—  二の 泉の 傍 

で、 彼の 友達が 帰って来 るの を 待って いたので すが、 

ビレラ フォンが ぺガッ サスに 跨がって、 雲の 中から お 

りて 来る の を 見る と、 灌木の 中へ 逃げ込んで しまった 


のでした。 彼 は 気の 弱い、 やさしい 子だった ので、 彼 

の 目から 涙が ぼろぼろと こぼれて 来る ところ を、 老人 

と 百姓 男と に 見られる のがい やだった のです。 

『あなた は 勝ちました ね、』 と 彼 は 言って、 まだ ぺガッ 

サスに 跨がって いる ビレラ フォンの 膝の 方へ、 嬉し そ 

う に 駆け寄り ま した。 『僕、 あなたが 勝つ だろうと 思つ 

ていた。』 

『勝った よ、 君！』 と 答えて、 ビレラ フォン は 馬から 

おりました。 『しかし、 もしも 君の 信念の 助けが なかつ 

たら、 僕 は 決して ぺガッ サスを 待たなかった だろう し、 

雲の上へ も 上れなかった だろう し、 またお そるべき 力 


イミ ァラを 退治る こと も 出来なかった だろう。 僕の 大 

好きな 小さな 友達の 君が、 みんな やった ような もの だ。 

さていよ いよ、 ぺガッ サスを 自由にして やろう じ やな 

ヽ i  o コ 

レカ 』 

そこで 彼 は、 その 非凡の 馬の 頭から、 魔法の 馬勒を 

はずして やりました。 

『我が ぺガ ッサス よ、 永久に、 自由に なれ！』 と 彼 は 

叫び ましたが、 その 調子 は どことなく 悲しそう でした。 

『お前の 速さに 負けない くらい 自由に なれ！』 

しかし、 ぺガッ サスは その 頭 を ビレラ フォンの 肩に 

乗せて、 何と 言って 聞かせても、 飛んで 行こうと はし 


ませんで した。 

『それじゃ、 まあ、』 ビレラ フォン は 天馬 を 撫でて やり 

ながら 言いました、 『お前の 好きな だけ 僕の 傍に いる 

がいい。 これから すぐに、 われわれ は 一し よに 行って、 

アイ ォバ ティ— ズ 王に、 カイミ ァラを 退治た こと を 知 

ら せよう。』 

それから ビレラ フォン は、 その おとなしい 子供 を 抱 

きしめて、 また 来る からと 約束して、 出かけて 行き ま 

した。 しかし、 後年に 至って、 その子 供 は 天馬に 乗つ 

て、 ビレラ フォンよりも 一層 高く 大空 を 駆けって、 力 

イミ ァラ 退治よりも 更に 名誉 ある 仕事 をな し 遂げ まし 


た。 というの は、 彼 はおとな しい、 やさしい 子供で し 

たが、 大きくな つて、 とてもえ らい 詩人に なった から 

です ！ 


禿げた 頂上 

—— 話の あとで —— 

ュ— ス タス • ブライト は ビレラ フォンの 伝説 を、 ま 

るで 本当に 彼が 翼の ある 馬に 乗って 飛ばして いるかの 

ような 熱意と 元気と で 話した。 話し 終った 時、 聞いて 

いた 子供達の 顔が 真 赤に ほてって いたので、 彼等が ど 

れ ほど 興味 を 感じて いたかが 分る 気がして、 彼 は 嬉し 

かった。 みんな は 眼 を くるくる させて いたが、 プリム 

ロウズ だけ はそう でなかった。 彼女の 眼に は 本当に 涙 


がう かんで いた。 というの は、 ほかの 子供達 はま だ 小 

さいので 分らない ような、 この 話の 中の 或る 物に、 彼 

女 は 感動した からだった。 子供 相手の 話ながら、 ュ ー 

ス タス. ブライト は、 それによ つて、 青年の 熱情と、 

高邁な 希望と、 空想的な 冒険と を、 うまく 子供達に 吹 

き 込もうと したので あった。 

『プリム ロウズ、 君 は 僕 や 僕の 話 を 随分 ひやかし たけ 

れど、 もうかん べんして あげる よ、』 彼 は 言った。 『沢 

山 笑った こと も、 一滴の 涙で つぐなわれる からね。』 

『それ はそうと、 ブライトさん、』 と、 プリム ロウズ は 

目 を 拭いて、 またいた ずらら しい 笑い 方 をして 彼 を 見 


ながら 答えた、 『たしかに あなたの 頭 は、 雲の上へ 来る 

と、 考えが 高尚になる わ。 だから あたし、 あなたに、 

ちょうど 今みたい に 山の頂 上に いる 時 じ やない と、 こ 

れ から 話 をし ないように すすめる わ。』 

『それとも、 ぺガッ サスの 背中に 跨がって やる か だ 

ね、』 とュ— ス タス は 笑いながら 答えた。 『僕が あの 驚 

くべき 小馬 をつ かまえて 来た 手際 は、 なかなかの 成功 

だった と 君 は 思わない？』 

『それ は あなたが 時々 やる、 突飛な ふざけ 方と よく 似 

てる わ！』 と プリム ロウズ は 手 をた たいて 言った。 『あ 

たし は あなたが 二 マイル も 高い ところで、 ぺガ ッサス 


に 乗って、 真逆様にな つてる ところが、 今 も 目に 見え 

るよう な 気がする わ！ でも あなた は、 われわれのお 

となし い ディ ヴィ、 或は ワン • ハンド レッドより 荒い 

馬に 乗って、 馬術の 腕 をた めして 見る 機会がなかった 

からい いのよ。』 

『僕と しちや、 今 ここに、 ぺガ ッサス がいれば いいと 

思うな あ、』 とその 学生 は 言った。 『そうすれば、 僕 は 

すぐに それに 跨がって、 仲間の 作家 達の 間 を 文学 巡礼 

しながら、 ぐるつ と 幾 マイル か 廻って 来 るんだ けれど。 

タコゥ 二 ック 山の 麓に いる デュ— ィ 博士のと ころへ も 

行ける だろう。 向う の ストック ブ リツ ヂに は、 歴史 や 


小説 を 山 ほど 書いて、 世に 名高い ヂ エイムズさん もい 

る。 ロング フエ ロウ は、 たしか、 まだ オック ス ボウへ 

来て いない 害 だが、 もし 彼の 姿が 見えたら、 ぺ ガッサ 

ス がいな なくだろう。 しかし、 こっちの レノックスで 

は、 バ ー クシ ァの 風景と 生活と をす つかり 自分の もの 

にして しまった、 われわれの 最も 真実な 作家に 会える 

だろう。 ピッツ フィ ー ルドの こっち 側で は、 ハ ー マ 

ン • メル ヴィル が、 大きな グレイ ロックの 姿が 窓 を ふ 

さがんば かりに そびえて いる 書斎で、 彼の 長編 「白鯨」 

の 雄大な 構想 を 練って いる ことだろう。 それから ぺ 

ガ ッサス がもう 一 飛び すれば、 僕 は ホウ ムズの 家の 戸 


口に 着く だろう。 僕が この 人の こと を 最後に 廻した わ 

け は、 ベガ ッサス が もし 彼 を 見たら、 すぐに 僕 をお ろ 

して、 この 詩人に 乗って ほしいと 言い出す にき まって 

いるから なんだ。』 

『あたし 達の すぐ 隣り にも 作家が いるん じ やない 

の？』 と プリム ロウズ は 尋ねた。 『タン グル ウッドの 

並木道の 傍の 古い 赤い 家に 住んで いる、 あの 黙った 人、 

時々 森の 中 や 湖の 傍で、 二人の 子供 を つれて 歩いて い 

るのに 出 遇う、 あの人よ。 あたし、 あの人が 詩 か、 小 

説か、 算術の 本 か、 歴史の 教科書 か、 それとも 何 かほ 

かの 本 か を 書いた ことがあ ると 聞いた ように 思 うんだ 


けど。』 

『しっしつ、 プリム ロウズ！』 とュ— ス タス は、 唇に 

指 を 当てながら、 鋭い 囁き 声で 叫んだ。 『こんな 山の 

ひとこと 

上で でも、 あの人の こと は 一言 もい つち やい けない！ 

もしも われわれのお しゃべりが 彼の 耳に とどきで もし 

て、 それが 気に入らなかった 時には、 彼が 紙 を  一 ニ帖 

スト ゥヴに 投げ込む だけで、 プリム ロウズ、 君 も 僕 も、 

ぺ リウ イン クル も、 ス ウイ —  „ r. ファ— ンも、 ス クオ ッ 

シュ • ブロッサム も、 ブル—  • アイ も、 ハックル ベリ 

も、 クロウ ヴァ も、 カウス リップ も、 プラン ティン も、 

ミルク •〔#「•」 は 底本で は 欠落 U ウイ— ドも、 ダン デ 


ライアン も、 そして バタ カップ も  そう、 それから 

僕の 話 をけ なした、 博識の プリングルさん も、 それ か 

らまた 気の毒な プリングルおば さんまで —— みんな 煙 

にされ てし まって、 煙突 を かけ 上る ような ことにな り 

そうなん だ！ 赤い お 家の人 は、 おそらく、 われわれ 

を 除け た 世間 一般の 人達に とって は、 一向 こわく もな 

ん ともない 人らしい。 しかし、 僕に は、 あの人が われ 

われに 対して おそろしい 力 を 持って いると いう ことが 

分 るんだ。 まったく われわれ を 破滅 させて しまう 力が 

あると いう ことが ね。』 

『そして、 タン グル ウッド も あたし 達と 同じように 煙 


になって しま うんでしょう か？』 ペリ ウィンクル は、 

破滅 させられる とお どかされて、 すっかり こわくな つ 

て 尋ねた。 『そして ベン や 熊 公な ど、 犬 はどうな るん 

でしよう？』 

『タン グル ウッド は そっくり 今の まま だけど、 まるで 

違った 家族が はいるだろう、』 と 学生 は 答えた。 『そし 

て ベンと 熊 公と は、 そうな つても まだ 生きて いて、 わ 

れ われと 一 しょに 暮らした 楽しい 時の ことな ど はまる 

で 考え もしないで、 食卓から 下げた 骨 を 貰って 喜んで 

いるだろう。』 

『なんて 馬鹿々 々しい こと を あなた は 言つ てるんで 


しょう！』 と プリム ロウズ は 叫んだ。 

そんな 無駄口 をき きながら、 みんな はさ つ きから 山 

を 下り はじめて いたが、 もう 森の 蔭へ 来た。 プリム 口 

ゥズは 山 月桂樹の 枝 を 少し 取った が、 その 葉 は 去年の 

ゆきどけ 

葉 だのに、 霜 や 雪 解が 交代で その 葉の 組織で 力試し を 

した ことな ど はまる でなかった かの ように、 青々 とし 

て 弾力が あった。 これらの 月桂樹の 枝で、 彼女 は 冠 を 

編んで、 それ を 学生の 額に かぶらせようと、 彼の 帽子 

を 取った。 

『あなたの 話に 感心して、 あなたに 月桂冠 を 捧げる よ 

うな 人 は、 ほかに は 無 さそう だ わ、』 と 生意気な プリム 


ロウズ は 言った、 『だから、 あたし からこれ をお 受けな 

さい。』 

『これらの 不思議な、 面白い 話に よって、 僕が ほか か 

らも 月桂冠 を 受けない と は 限らない よ、』 と 答えた ュ ー 

ス タス は、 つやつやした 巻毛に 月桂冠 をつ けて、 本当 

に 青年 詩人の ようだった。 『僕 はこれ から 休みの 間、 

暇 を 見て、 それから 大学に 帰って から も、 夏の 学期 中、 

今までの 話 を 原稿に 書いて、 出版す るつ もり だ。 去年 

の 夏、 バ— クシ ァで 知合いに なった 人 だが、 出版 もや 

れば、 詩 も 書く という ヂ エイ • ティ— . フィ ー ルヅ氏 

ひとめ 

は、 一 目で 僕の 話の すぐれた 価値が 分る だろう。 彼 は 


ビリングズに でも 挿画 を 描かして、 ティ ックナ 社と 

しょし 

いったよ うな 有名な 出版 書肆から、 それ を 立派に 世に 

出して くれる と 思 うんだ。 今から 五箇 月 もしたら、 僕 

はきつ と、 現代の 大家の 中に 数えられて るね！』 

『かわいそうに！』 と プリム ロウズ は 半分 ひとりごと 

のように 言った。 『彼 は 当てが はずれて、 どんなにが つ 

かりす るでしょう！』 

も 少し 下へ おりて 行く うちに、 熊 公が 吠え はじめた。 

すると 先輩の ベ ンが もっと 重みの ある 声で それに 応え 

た。 彼等 は まもなく、 その 感心な 老 犬が、 ダン デ ライ 

アンと ス ウイ ー ト. ファ— ンと カウス リップと ス 


クオ ッシュ ，ブロッサムと を、 油断な く 見張って いる 

の を 見た。 それらの 小さな 子供達 は、 すっかり 疲れ も 

なおって、 チェッカ ベリ 摘み を はじめて いたの だが、 

みんなが おりて 来たので、 迎 いに 登って 来た。 こうし 

てまた 一し よになる と、 みんな そろって、 ル— サ • バ 

トラさん とこの 果樹園 を 抜けて 丘 をお りて、 大急ぎで 

タン グル ウッドへ 帰つ て 行った。 


底本： 「ワンダ • ブック 少年少女 のために」 岩波 文庫、 

岩波 書店 

1937 年 (昭和に) 年 9 月 ー 日 第 ー 刷 発行 

1950 年 (昭和お) 年 7 月^日 第 6 刷 発行 

》 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

底本 中で ばらばらに 用いられ ている、 「匹」 と 「疋， -、 

「見事」 と 「美事」 など は、 そのまま 残しました。 

ただし、 「ちょうど」 と 「丁度」 は 「ちょうど」 に、 「ちょ つ 

と」 とニ寸 I は 「ちょ つ と」 に、 「ヴ ァ- と 「ヷ」 は 


r ヴァ」 に、 それぞれ 統一し ました。 

「哩」 は 「マイル」 に、 「呎」 は 「フィ —ト」 に、 「米」 

は 「メ —， ^ル」 に、 「其」 は 「その」 に、 「其処」 は 「そ 

こ」 に、 「此処」 は 「ここ」 に、 「這 入る」 は 「はいる」 

に、 「可な り」 は 「かなり」 に、 置き換えました。 

読みに くい 言葉、 読み誤り やすい 言葉に は、 適宜 振り 

仮名 を 付し ました。 

入力 ： 山本洋 一 

校正 ： 大久保 ゆう 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


